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 新₲┴立長岡高等学ᰯスーパーサイ࢚ンスࣁイスࢡール（㹑㹑㹆）事業はࠊ平成1�年度指定の３年間ࠊ平成
�� 年度指定の５年間に⥅⥆してࠊ平成 3� 年度から５年間の指定をཷけました。ここにࠊその➨３年次の取組
についてࠊሗ࿌書としてまとめさせていただきました。ࡈ高ぴの上ࡈࠊ意見ࡈࠊ指導をいただけれࡤᖾいです。 
࠙研究㛤Ⓨࡢ୺᪨  ࠚ
当ᰯはࠊこれまでの㹑㹑㹆事業によりࠊグローバルな視㔝と世界を⯙ྎに活㌍できるຊを備えた「科学ᢏ⾡

人ᮦ」ࠊ「グローバル人ᮦ」の育成とࠊその意⩏を理解し社会のリーࢲーとなるような人ᮦを育成するための中
᰾拠Ⅼを長岡ᆅᇦに形成することに取り組んできました。平成3�年度からはࠊそれまでの取組を発ᒎさせࠊ論
理的思考ຊ・ᢈุ的思考ຊࠊディスカッション⬟ຊࠊཬࡧ᝟ሗ活用⬟ຊ等を身につけさせることによりࠊ理数
科では充実した᥈究活動による課題研究の深化を図りࠊ普通科では課題研究の᥎進に取り組みࠊ生徒の୺体性
や課題解決ຊを高めてグローバルに活㌍する高度な科学ᢏ⾡人ᮦを育成することとしました。研究開発課題をࠊ 

ࠕࠗ ㄢ㢟研究࠘ࢆ῝໬・᥎㐍࡟࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝ࡿࡍよࠊ࡚ࡗ㧗ᗘ࡞⛉学ᢏ⾡ேᮦࢆ⫱ᡂࡿࡍ  ࠖ
としࠊ次の研究開発内容を設定しࠊ事業を進めています。 
○ 理数科生徒に対して「課題研究」の実施ᮇ間を長くしࠊ༑分なテーマ設定時間と複数の発表機会を設ける
ことによりࠊ研究の㉁を向上させる。

○ 普通科生徒に対して「課題研究」を全員に取り組ませることでࠊ生徒の୺体性と課題解決ຊを高める。
○ 論理的思考ຊ・ᢈุ的思考ຊཬࡧディスカッション⬟ຊを高めるためにࠊ新たに「ࢡリティカルシン࢟ン
グトレーニング」ࠊ「ディベート」ࠊ「⤫計学」等を実施することでࠊ「課題研究」のレベルを向上させる。

○ 各教科のᤵ業の中でࠊ課題発見をಁしたりࠊ᝟ሗ཰㞟やグループでの༠議から᰿拠のある୺張にまとめて
発表する等ࠊ「課題研究」の手法をもとに᥈究的な活動を行いࠊ思考ຊ・ุ᩿ຊ・表⌧ຊ等を育成する。

○ 生徒がࠊᆅᇦの科学ᢏ⾡・グローバル人ᮦ育成の中᰾拠Ⅼの取組に୺体的に関わることでࠊ୺体性・༠ാ
性を育成すると共にࠊᆅᇦの理数系教育の᥎進を図る。

࠙௒ᖺᗘࠚࡽ࠿⤌ྲྀࡢ今年度はࠊ新ᆺコロナ࢘イルスのᙳ㡪でࠊ౛年どおり行うことができない取組がありま
した。しかしࠊ中Ṇとするだけではなくྍࠊ⬟な⠊ᅖでの取組を行うことや௦᭰⟇をㅮࡌることでࠊオンラ
インの活用やࠊ新たな研究発表の機会の開ᣅなどࠊ図らずも新しいことにᣮᡓすることができました。 
今年度の取組からいくつか⤂௓いたします。 

① ౛年㸵᭶下᪪に┴内እの高ᰯ生・中学生が参加して行う「新₲┴㹑㹑㹆生徒研究発表会 in EFhigo�1$G$O.$」
はࠊ感ᰁ㜵Ṇ対⟇のため中Ṇとしました。௦᭰としてࠊ౛年発表している㹑㹑㹆ᰯ㸴ᰯでࠊ発表動画とポス
ターのデータを஺᥮しࠊ本ᰯでは㹑㹑㹆のᤵ業時間に視⫈しました。またࠊ今年度の研究発表会ではࠊ各学
ᰯ௦表による英語でのパネルディスカッションを予定していましたがࠊ次年度にᘏᮇして行う予定です。

② インࢻネシアを開ദᆅとしてオンラインで開ദされた「7he 㸷th $sia PaFiIiF &onIerenFe oI <oung
SFientists」にࠊ「紙྿㞷の⯙い方に関する研究（+oZ Goes FonIetti GanFe in the air"）」チームが参加
しࠊ英語による発表を行いました。これはࠊ今年度ࠊ㹑㹑㹆ࣁワイ自↛科学研ಟを中Ṇとしたためࠊᾏእと
関わる取組についてࠊ㐠Ⴀ指導ጤ員の方からᚚ⤂௓㡬いたものです。アジアኴ平ὒᆅᇦの各国から参加があ
りࠊ物理㒊㛛に参加した1�チームのうちࠊ本ᰯの発表は➨２఩となりࠊ㔠㈹（GO/D $:$5D）を㡬きました。

③ サイ࢚ンスࢶアーでは長岡ᢏ⾡科学大学とࣕ࢟ࠊリアデࢨインࢶアーではᮾி大学とࠊサイ࢚ンスイマー
ジョン・プログラムでは㸲人のእ国人␃学生とࠊそれぞれオンラインで結ࡧ有意⩏に行うことができました。 

մ 生徒の理数に関する意ḧの向上によりࠊ多くの発表会等への積極的な参加がありました。一౛をᣲげます。

・ ┴高等学ᰯ文化㐃┕自↛科学系ࢡラࣈ研究発表会で発表 最ඃ⚽㈹で全国高等学ᰯ⥲合文化⚍に᥎⸀
・ 科学の⏥Ꮚᅬ新₲┴予選で１఩ 全国大会に出ሙ
・ ⟃Ἴ大学୺ദ ᮅỌ᣺一㑻グᛕ「科学のⱆ」㈹に出品
・ 高ᰯ生㹇㹁㹒カンフ࢓レンス 当┴を௦表して全国サ࣑ットに出ሙ
・ 「かずさの᳃㹂㹌㸿ࣕ࢟ンプ」参加⪅に選ᢤ

・ ᮾ໭大学 ᥈ồᆺ「科学⪅の༸養成ㅮᗙ」参加⪅に選ᢤ
・ ி㒔大学ポスターセッション����に出ሙ

結ࡧにࠊ当ᰯの㹑㹑㹆㐠Ⴀにࡈ理解とࡈᨭ᥼をいただいている文㒊科学┬ࠊ科学ᢏ⾡᣺興機ᵓࠊ新₲┴教育
ጤ員会ࠊཬࡧ当ᰯ㹑㹑㹆㐠Ⴀ指導ጤ員のⓙ様をはࡌめࠊ関ಀ大学や各ᅋ体のⓙ様には多大なサポートをいただ
いています。ᨵめて深く感ㅰ⏦し上げるとともにࠊ今後とも変わらࡈࡠ指導の࡯どお㢪い⏦し上げます。 
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ู⣬ᵝᘧ１㸫１ 
᪂₲┴❧㛗ᒸ㧗➼学ᰯ ᣦᐃ➨㸱ᮇ┠ ��㹼�� 

 
 研究㛤Ⓨᐇ᪋ሗ࿌㸦せ⣙㸧࣮ࣝࢡࢫ࢖ࣁࢫ࢚ࣥ࢖ࢧ࣮ࣃ࣮ࢫ௧࿴２ᖺᗘ޽

 
 ձ 研究㛤Ⓨㄢ㢟  
「課題研究」を深化・᥎進するカリࣗ࢟ラムによって，高度な科学ᢏ⾡人ᮦを育成する 
 ղ 研究㛤Ⓨࡢᴫせ  
「課題研究」について，理数科のレベルアップ，普通科への᥎進，研究成果をᆅᇦに㑏元し，理数

系教育の中᰾拠Ⅼとしての取組の᥎進が必要である。 
１ 理数科生徒に対して「課題研究」の実施ᮇ間を長くし，༑分なテーマ設定時間と複数の発表

機会を設けることにより，研究の㉁が向上する。 
２ 普通科生徒に対して「課題研究」を全員に取り組ませることで，生徒の୺体性と課題解決ຊ

が高まる。 
３ 論理的思考ຊ・ᢈุ的思考ຊཬࡧディスカッション⬟ຊを高めることで「課題研究」のレベ

ルが向上する。 
㸲 「課題研究」の手法をもとに，他のᤵ業でも᥈究的な活動を行うことで，思考ຊ・ุ᩿ຊ・

表⌧ຊ等が育成される。 
５ 生徒が，ᆅᇦの科学ᢏ⾡・グローバル人ᮦ育成の中᰾拠Ⅼの取組に୺体的に関わることで，

୺体性・༠ാ性が育成されると共に，ᆅᇦの理数系教育の᥎進が図られる。 
 ճ ௧࿴２ᖺᗘᐇ᪋つᶍ  
ㄢ⛬㸦඲᪥ไ㸧 

学 ⛉ 
➨１学ᖺ ➨２学ᖺ ➨㸱学ᖺ ィ 

ᐇ᪋つᶍ 
⏕ᚐ数 学⣭数 ⏕ᚐ数 学⣭数 ⏕ᚐ数 学⣭数 ⏕ᚐ数 学⣭数 

普通科 ��1 6 �39 6 ��6 6 ��6 1� 全ᰯ生徒を

対象に実施 理系 � � 119 3 116 3 �3� 6 

文系 � � 1�� 3 11� 3 �3� 6 

理数科 �� � �� � �6 � �36 6 

ㄢ⛬ࡈと

 ィࡢ
��� � ��� � ��� � ��� �� 

 

 մ 研究㛤Ⓨ内容  
○研究ィ⏬ 

 
 
 
 
 
 
➨ 
１ 
年 
次 

（１）研究事㡯 
・学ᰯ設定科目㹑㹑㹐Ϩ・㹑㹑㹐㸿について，内容・教ᮦ・指導方法・ホ౯方法等につ

いての研究・実㊶・検証を行う。 
・┴内の㹑㹑㹆指定ᰯやその他の高ᰯとの㐃ᦠをᵓ⠏する。 
・長岡ᕷ教育ጤ員会長岡ᆅᇦ理科教育センターとの㐃ᦠをᙉ化する。 
・㹑㹑㹆の取組について，ᆅᇦに向けたᗈሗ活動を行う。 
（２）実㊶内容 
・１年生で➨３ᮇ㹑㹑㹆学ᰯ設定科目を実施する。２，３年生では➨２ᮇ㹑㹑㹆学ᰯ設

定科目を実施する。 
・➨㸴回新₲┴㹑㹑㹆生徒研究発表会を開ദする。（㸵᭶，１日間） 

課題研究の内容について，本ᰯ生徒が英語での発表とパネルディスカッションを行う。 
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・┴内の他の高ᰯとの㐃ᦠ体制をᵓ⠏する。㹇㹁㹒活用や教科ᶓ᩿ᆺなど，積極的に他

ᰯ教員にᤵ業を公開するなど「ࣔデルᰯ」としてᆅᇦの教育を≌ᘬする。

・他┴の課題研究発表会や全国で行われている学会，各種科学系コンテストの᝟ሗ཰㞟

を行い，生徒に᱌内し，事๓指導を行い，積極的に参加させる。

・ඛ進ᰯを積極的に視察し，本ᰯの㹑㹑㹆事業のᨵၿに生かす。

・༞業生の追㊧調査を行い，㹑㹑㹆の効果について⵳積していく。

➨

２

年

次 

（１）研究事㡯

・᫖年度実施した学ᰯ設定科目㹑㹑㹐㸿・㹑㹑㹐Ϩの内容について検証し，必要なᨵၿ

を加え実施する。

・今年度新たに始まる学ᰯ設定科目㹑㹑㹐㹀・㹑㹑㹐ϩについて，内容・教ᮦ・指導方

法・ホ౯方法等についての研究・実㊶・検証を行う。

・文系をྵめた２年生普通科生徒全員に対して行う「課題研究」について，教員の指導

ຊ向上を目指す。

。アᰯとの஺流を始めるࣀワイ大学マࣁ，ワイ自↛科学研ಟにおいてࣁ・

（２）実㊶内容

・１，２年生で➨３ᮇ㹑㹑㹆学ᰯ設定科目を実施する。３年生は➨２ᮇ㹑㹑㹆学ᰯ設定

科目を実施する。

・➨㸵回新₲┴㹑㹑㹆生徒研究発表会を開ദする。（㸵᭶，１日間）

᫖年にᘬき⥆き，本ᰯ生徒が課題研究の内容について，英語での発表とパネルディス

カッションを行う。今年度は⫈⾗への見せ方や伝え方を工夫する。

・初めて課題研究を指導する教員も多いことから，研ಟ会やᡴち合わせ会を多く設定し

たり，他ᰯの発表会にも多くの教員をὴ㐵したりして学ᰯ全体の指導ຊ向上を図る。

と「⤫計学」について，እ㒊ㅮᖌをᣍいた「ングトレーニング࢟リティカルシンࢡ」・

教員対象研ಟ会を実施し，指導ຊ向上を目指す。また，他ᰯ教員にも᱌内し参加をಁ

すなどᆅᇦの教育を≌ᘬする。

アᰯの学生に対して，本ᰯ生徒が行っていࣀワイ大学マࣁ，ワイ自↛科学研ಟではࣁ・

る課題研究を英語で発表し，ディスカッションを行う。英語の指導は長岡ᢏ⾡科学大

学の␃学生と大学㝔生に౫㢗する。

➨

３

年

次 

（１）研究事㡯

・᫖年度までに実施した学ᰯ設定科目㹑㹑㹐㸿・㹑㹑㹐Ϩ・㹑㹑㹐㹀・㹑㹑㹐ϩの内容

について検証し，必要なᨵၿを加え実施する。

・今年度新たに始まる学ᰯ設定科目㹑㹑㹐㹁について，内容・教ᮦ・指導方法・ホ౯方

法等についての研究・実㊶・検証を行う。

・新ᆺコロナ࢘イルス感ᰁ⑕により予定していた様々な取組にᙳ㡪をཷけたが，感ᰁ拡

大に༑分配慮しながら౛年の取組を行ったり，௦᭰ᥐ⨨をㅮࡌたりして対応する。

・３年間に実施したすべての取組についてのホ౯を行い，事業全体がより効果的に実施

されるよう検討を行い，次年度以㝆につなげる。

・３年間の実㊶のまとめとして，テ࢟ストや活用事౛㞟を発行する。

（２）実㊶内容

・全学年で，➨３ᮇ㹑㹑㹆による学ᰯ設定科目を実施する。

・㸵᭶に予定していた➨㸶回新₲┴㹑㹑㹆生徒研究発表会を中Ṇとし，௦᭰ᥐ⨨として，

各ᰯの「௦表グループ」の作品を相஫に共有した。

・２年生理数科㹑㹑㹐㹀ཬࡧ普通科㹑㹑㹐ϩの「ࣕ࢟リアデࢨインࢶアー」，１年生普

通科㹑㹑㹐Ϩの「サイ࢚ンスࢶアー」，１年生全員対象の㹑㹑㹐Ϩ「サイ࢚ンスイマ
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ージョン・プログラム」については，オンラインなど工夫してྍ⬟な限り教育効果が

下がらないよう実施した。 

➨ 
㸲 
年 
次 

（１）研究事㡯 
・➨３年次までの実㊶をࡩまえ，取組の一層の深化・充実を図る。 
・今後を見据え，取組を⥅⥆して実施していくための体制を確立する。 
（２）実㊶内容 
・➨３年次に検討・ᩚ理した取組を必要なᨵၿを加え実施する。 
・➨㸷回新₲┴㹑㹑㹆生徒研究発表会を開ദする。（㸵᭶，１日間） 

➨ 
５ 
年 
次 

（１）研究事㡯 
・➨㸲年次までの実㊶をࡩまえ，取組の一層の深化・充実を図る。 
・学ᰯእとの㐃ᦠ・༠ຊ体制の⥔ᣢに向け，必要な方⟇を検討・実行する。 
・⥅⥆⏦ㄳに向けた計画・立᱌を行う。 
（２）実㊶内容 
・➨㸲年次に検討・ᩚ理した取組を必要なᨵၿを加え実施する。 
・➨ 1� 回新₲┴㹑㹑㹆生徒研究発表会を開ദする。（㸵᭶，１日間） 

○ ᩍ⫱ㄢ⛬ୖࡢ≉౛➼≉グࡁ࡭ࡍ஦㡯 

学⛉・ࢫ࣮ࢥ 㛤タࡿࡍ⛉┠ྡ ༢఩数 ௦᭰⛉┠ྡ ༢఩数 ᑐ㇟ 

理数科 

㹑㹑㹐㸿 ２ 
᝟ሗの科学 ２ ➨１学年 

㹑㹑㹐㹀 ２ 

課題研究 １ ➨２学年 
㹑㹑㹐㹁 １ 

普通科 
㹑㹑㹐Ϩ ２ 

社会と᝟ሗ ２ ➨１学年 
㹑㹑㹐ϩ １ 

○ ௧࿴２ᖺᗘࡢᩍ⫱ㄢ⛬ࡢ内容 

理数科１年生では学ᰯ設定科目ࠗ㹑㹑㹐㸿࠘を実施する。 
普通科１年生では学ᰯ設定科目ࠗ㹑㹑㹐Ϩ࠘を実施する。 
理数科２年生では学ᰯ設定科目ࠗ㹑㹑㹐㹀࠘を実施する。 
普通科２年生では学ᰯ設定科目ࠗ㹑㹑㹐ϩ࠘を実施する。 
理数科３年生では学ᰯ設定科目ࠗ㹑㹑㹐㹁࠘を実施する。 

○ ලయⓗ࡞研究஦㡯・άື内容 
上グの研究計画࠙➨１～３年次ࠚの実㊶内容に♧した取組を᥎進した。 

 յ 研究㛤Ⓨࡢᡂᯝとㄢ㢟  
○ 研究ᡂᯝࡢᬑཬ࡚࠸ࡘ࡟ 
ᡂᯝⓎ⾲఍ࠖ・・・本ᰯ２年生が行った「ディベート」を新₲大学教育学㒊㝃ᒓ長岡ࢺ࣮࣋࢕ࢹࠕ

中学ᰯ３年生の๓でᢨ㟢した（１，２年生は教ᐊでオンライン視⫈）。次に，中学３年生がᤵ業で

‽備したディベートを実㊶し，ᮏᰯ⏕ᚐ䛿୰Ꮫ⏕䛻ΰ䛦䛳䛶䝆䝱䝑䝆䛻ཧຍ䛩䜛䛺䛹஺ὶ䜢⾜䛳䛯䚹 

ฟ๓ᤵᴗࠖ・・・ᕷ内のᑠ学ᰯへ出向き，理科の実験ㅮᗙを行う。本ᰯの理数系㒊活動の生徒がࠕ

教ᖌ役として，ᑠ学㸴年生の指導にあたる。物理・化学・生物・ᆅ学の㸲つのࣈースを設け，��

分程度でローテーションしᑠ学生全員がすべての実験を行うことができるようにしている。 

理数⛉ㄝ᫂఍・ᶍᨃᤵᴗࠖ・・・中学生とその保ㆤ⪅を対象に，ẖ年ኟᏘఇ業中の㸶᭶に実施しࠕ

ている。内容は，全体会（理数科の説明），高ᰯ教員によるᶍᨃᤵ業（数学）と理数系㒊活動の生

徒による実験ㅮᗙ（理科），ᅾᰯ生との᠓ㄯ会である。今年度は時間と規ᶍを⦰ᑠして実施した。 

Ⓨ⾜・・・㹑㹑㹆➨３ᮇ３年間の実㊶のまとめとしࠖࢡࢵࣈࢻ࢖࢞᪂₲┴❧㛗ᒸ㧗➼学ᰯ㹑㹑㹆ࠕ

て，テ࢟ストや活用事౛㞟を発行し成果の普ཬを図る。 

ージに活動ሗ࿌を㝶時ᥖ㍕し，インターネット࣌ーム࣍᝟ሗⓎಙࠖ・・・本ᰯࡢ࡛ࢪ࣮࣒࣮࣌࣍ࠕ
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を通ࡌて多くの関ಀ⪅へ成果をሗ࿌する。また，༞業生に対してࠗ長岡高ᰯで課題研究を経験して

༞業したⓙ様へ と࠘いう࣌ージをつくり，㹑㹑㹆の経験が༞業後の進㊰などにどのようなᙳ㡪をཬ

 。したかなどの追㊧調査を行っているࡰ

○ ᐇ᪋࡟よࡿᡂᯝとࡢࡑホ౯

・➨ 6� 回日本学生科学㈹の新₲┴ᑂ査で，１件が最ඃ⚽㈹をཷ㈹し，中ኸ予備ᑂ査を経て中ኸ最

⤊ᑂ査に進んだ。他に，新₲┴ᑂ査でඃ⚽㈹１件，ዡບ㈹２件をいう結果を཰めることができた。 
・౛年２᭶下᪪～３᭶上᪪にかけて実施していた「ࣁワイ自↛科学研ಟ」を中Ṇした。今年度新た

にᾏእと関わる取組として，インࢻネシアでオンライン開ദされた「The 㸷 th Asia Pacific
Conference of Young Scientists」に，理数科サイ࢚ンスコース課題研究௦表班が参加し，英語による

発表を行った。物理㒊㛛で２఩（17 チーム参加）となり，㔠㈹をཷ㈹した。

上グ２つのことから，理数科課題研究のレベルアップという「②研究開発のᴫ要１」は着実に成

果を上げている。 

・㸵᭶に予定していた「➨㸶回新₲┴㹑㹑㹆生徒研究発表会」ࡣ行ࡎࢃ，௦᭰ᥐ⨨として，各

ᰯの௦表グループの作品を相஫に共有する取組とした。具体的には，┴内 SSH 指定５ᰯ（長岡・

新₲༡・新発⏣・᯽ᓮ・高⏣）と౛年の┴እ参加ᰯであるᐩᒣ中㒊高ᰯが，自ᰯの௦表グループの

作品を DVD-R にまとめ，他５ᰯに㏦り合った。本ᰯでは，各ᰯの発表要᪨を事๓に生徒に配ᕸし，

㹑㹑㹆のᤵ業時間に発表動画を視⫈し，今後の課題研究の参考にした。

・10 ᭶に予定していた２年生理数科㹑㹑㹐㹀ཬࡧ普通科㹑㹑㹐ϩ「ࣕ࢟リアデࢨインࢶアー」に

ついて，今年度は「ࣕ࢟リアデࢨイン特別ㅮ⩏」に変更した。理数科と普通科理系は感ᰁ拡大に༑

分配慮して対㠃ㅮ⩏を実施し，普通科文系はオンラインによるㅮ⩏を行った。

・౛年１᭶に長岡ᢏ⾡科学大学をゼ問して大学教員のㅮ⩏をཷㅮしたり施設等の見学を行っている

１年生普通科対象の㹑㹑㹐Ϩ「サイ࢚ンスࢶアー」について，ኟに「高大㐃ᦠㅮᗙ」が中Ṇとなっ

た理数科の生徒も参加して，長岡ᢏ⾡科学大学のඛ生２名によるオンラインㅮ⩏を行った。

・１年生全員対象の㹑㹑㹐Ϩ「サイ࢚ンスイマージョン・プログラム」について，౛年እ国人研究

⪅をᣍ⪸して実施していたが，今年度はオンラインを用いて実施した。

○ ᐇ᪋ୖࡢㄢ㢟と௒ᚋྲྀࡢ⤌

・今年度の㸲᭶に，ルーࣈリッࢡに関するホ౯法についてᑓ㛛的に研究している新₲大学ṑ学㒊๪

学㒊長のᑠ㔝࿴ᏹ教ᤵと新₲大学経Ⴀᡓ␎本㒊教育ᡓ␎⤫ᣓᐊのᩪ⸨有࿃෸教ᤵにࡈ教♧いただ

いた。本ᰯの「ホ౯方法」についてᴫࡡよいホ౯をいただいたが，一方で，生徒へのフィーࢻバッ

。の㔜要性を指᦬された。今後，検討していきたいࢡ

・新₲┴㹑㹑㹆生徒研究発表会での「英語によるディスカッション」について，これは発表⪅の英

語ຊ・表⌧ຊの向上とともに，全参加⪅の英語への関心・意ḧを向上させ，さらに英語の有用性を

実感させることを目的としている。㐣ཤ２年間は，本ᰯ生徒を発表⪅とパネラーとすることで，年

次ࡈとにᨵၿを㔜ࡡ，⫈⾗が理解できるような「ᆺ」をᩚえた。௧࿴２年度からは参加各ᰯの௦表

による英語ディスカッションを行う予定であったが，新ᆺコロナ࢘イルスのᙳ㡪で今年度は発表会

を行࠿࡞࠼った。各ᰯ௦表による英語ディスカッションは᮶年度にᘏᮇして行いたい。 

・௧࿴元年度から普通科２年生全員に対して「課題研究」を実施し，全教科の教員が担当し全ᰯ体

制で行えていることは成果としてとらえている。今後も，生徒の課題発見ຊや課題解決ຊཬࡧ教員

の指導ຊ向上にດめたい。

ն ᪂ᆺࢫࣝ࢖࢘ࢼࣟࢥឤᰁᣑ኱ࡢᙳ㡪

予定していた様々な取組にᙳ㡪をཷけたが，⡆༢に中Ṇにはせず，感ᰁ拡大に༑分配慮しながら

౛年の取組を行ったり，௦᭰ᥐ⨨をㅮࡌたりして教育効果が下がらないよう工夫した。これまでは

なかったオンラインの活用やᾏእでの研究発表の機会を得るなど新たなྍ⬟性を感ࡌた。具体的な

取組については，յ研究開発の成果に♧したとおりである。 
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ู⣬ᵝᘧ２㸫１ 
᪂₲┴❧㛗ᒸ㧗➼学ᰯ ᣦᐃ➨㸱ᮇ┠ ��㹼�� 

 
 ᡂᯝとㄢ㢟ࡢ研究㛤Ⓨ࣮ࣝࢡࢫ࢖ࣁࢫ࢚ࣥ࢖ࢧ࣮ࣃ࣮ࢫ௧࿴２ᖺᗘ޾

 
ձ  研究㛤Ⓨࡢᡂᯝ  
➨３ᮇの㹑㹑㹆事業では➨２ᮇまでの「課題研究」の成果を㋃まえ，論理的思考ຊ・ᢈุ的思考

ຊཬࡧディスカッション⬟ຊを身に௜け，理数科では充実した᥈究活動によって課題研究を深化さ

せ，普通科では新たに課題研究を᥎進することより，生徒の୺体性や課題解決ຊを高め，グローバ

ルに活㌍する高度な科学ᢏ⾡人ᮦを育成することを目的として以下の仮説を設定した。 

࠙仮説１ࠚ 理数科生徒に対して「課題研究」実施ᮇ間を長くし，༑分なテーマ設定時間と複数

の発表機会を設けることにより，研究の㉁が向上する。 

࠙仮説２ࠚ 普通科生徒に対して「課題研究」を全員に取り組ませることで，生徒の୺体性と課

題解決ຊが高まる。 

࠙仮説３ࠚ 論理的思考ຊ・ᢈุ的思考ຊཬࡧディスカッション⬟ຊを高めることで「課題研究」

のレベルが向上する。 

࠙仮説㸲ࠚ 「課題研究」の手法をもとに，他のᤵ業でも᥈究的な活動を行うことで，思考ຊ・

ุ᩿ຊ・表⌧ຊ等が育成される。 

࠙仮説５ࠚ 生徒が，ᆅᇦの科学ᢏ⾡・グローバル人ᮦ育成の中᰾拠Ⅼの取組に୺体的に関わる

ことで，୺体性・༠ാ性が育成されると共に，ᆅᇦの理数系教育の᥎進が図られる。 

これらの仮説を検証するために，以下の࠙研究Ϩࠚ～࠙研究ϫࠚの研究を設けた。年次ࡈとの研

究計画は予定どおり進んでいると考えている。 

㸦１㸧࠙௬ㄝ１・㸱࡟ࠚᑐ࠙ࡿࡍ研究Ϩࡢࠚᡂᯝ 

࠙研究Ϩࠚ 理数⛉⏕ᚐ࡟ᑐ࡚ࡋ学ᰯタᐃ⛉┠ࠗ㹑㹑㹐㸿・㹀・㹁࠘ࢆタᐃࠋࡿࡍ 

理数科生徒に対しては，「課題研究」を１年生から３年生まで⥅⥆する取組とすることで実施ᮇ

間を長くとり，またその間に中間発表会を３回設定するよう計画している。 

１年生の 1� ᭶から「課題研究㸿」を開始し，３᭶には中間発表会①（研究テーマ発表会）を行

う。２年生の「課題研究㹀」で本᱁的に研究を開始し，㸵᭶に中間発表会②（新₲┴㹑㹑㹆生徒研

究発表会），1� ᭶に中間発表会③（┴立教育センター指導୺事᮶ᰯ）を行う。また，学会やእ㒊

の研究発表会に積極的な参加・発表をಁす。これらにより，文献調査時間と研究テーマ設定の時間

を༑分に確保できるとともに，研究発表の回数をቑやすことができる。発表の機会はその๓後を通

て，研究まとめやእ㒊指導⪅からのຓゝなどにより，研究のᨵၿⅬや新たな課題をᢕᥱでき，研ࡌ

究の深化につながると考えている。３年生の「課題研究㹁」では，長岡ᢏ⾡科学大学で最⤊発表会

を行う。その後，長岡ᢏ⾡科学大学のඛ生方からのㅮホや論文作成中にᢕᥱした新たな課題を追加

研究し，研究を日本語と英語の୧方で論文にまとめる。最後，日本学生科学㈹や科学系コンテスト

に出品する。以上が「理数科課題研究」の流れである。 

ࠗ㹑㹑㹐㸿・㹀・㹁࠘で年度ࡈとに実施するすべての取組は，「課題研究」を深化させるための

ものと఩⨨࡙けている。「㹑㹑᝟ሗ」で⤫計データฎ理の基礎等を，「科学英語」で科学英語をㄞ

ニケーション等࣑ࣗで英語によるコ「ンスイマージョン・プログラム࢚サイ」，ຊ，書くຊ等をࡴ

を指導している。いずれもグループでそれぞれのテーマについて，調べて，まとめて，発表し，そ

れをお஫いにホ౯する取組を実施し，課題研究に取り組ࡴ๓の基礎ຊ向上の役割を果たしている。

，は，あるテーマ（⒴の࿌知，生࿨೔理，㸿㹇「ングトレーニング（㹁㹒㹒）࢟リティカルシンࢡ」

⎔ቃ問題）について，要⣙の作成と反論の作成を行い，その㒔度グループ内で発表・ホ౯を行うこ

とで，論理的思考ຊ・ᢈุ的思考ຊཬࡧディスカッション⬟ຊを高める。「ディベート」は，正解

のない問題を論理的に考えること，事実を見ⴠとしたり誤解したりしないようにすること，ཬࡧ正

しくない理論に対して反論できる思考ຊを養う。「⤫計学」は，᝟ሗの適切な活用⬟ຊを養い，⤫

計データを科学的に分析できるຊを高める。 
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以上ࠗ㹑㹑㹐㸿・㹀・㹁࠘での各取組は，「課題研究」のレベルアップにᐤ୚していると考える。 

㸦２㸧࠙௬ㄝ２・㸱࡟ࠚᑐ࠙ࡿࡍ研究ϩࡢࠚᡂᯝ 

࠙研究ϩࠚ ᬑ㏻⛉⏕ᚐ࡟ᑐ࡚ࡋ学ᰯタᐃ⛉┠ࠗ㹑㹑㹐Ϩ・ϩ࠘ࢆタᐃࠋࡿࡍ 

普通科生徒全員が「課題研究」を行う。これは，課題発見ຊ，課題の意⩏を人に説明するຊ，課

題解決のための計画を立てるຊ，論理的に結論を導くຊなどのᾰ養を目的としている。 

１年次は「課題研究基礎」を行い，２年次は文系・理系ともに「課題研究」を行う。「課題研究

基礎」では，1� ᭶から༙年間かけて科学研究のプロセスを体験し，科学的⣲養等を身に௜ける。

具体的には，生徒を物理・化学・生物・ᆅ学・数学の自↛科学分㔝に分け，数人のグループをつく

り，そのグループࡈとに研究テーマを設定し，研究活動を行う。最後にはまとめを行い，「㹑㹑᝟

ሗ」で学ぶプレゼンテーションᢏ⾡を用いて３᭶に発表会を実施する。「課題研究」では，文系は

国語㺃世界ྐ㺃日本ྐ㺃ᆅ理㺃೔理㺃ᨻ἞経῭㺃音楽㺃英語から，理系は数学㺃物理・化学・生物・ᆅ学・

保೺体育㺃ᐙᗞからᕼᮃする分㔝を選ࡧ，グループ研究を行う。１᭶に研究の成果発表会を行い，

３᭶までに論文を作成する。௧࿴元年度から普通科２年生全員に対して「課題研究」を実施し，全

教科の教員が担当し全ᰯ体制で行えたことは成果である。今後も，生徒の課題発見ຊや課題解決ຊ

ཬࡧ教員の指導ຊ向上にດめたい。 

㸦㸱㸧࠙௬ㄝ㸲࡟ࠚᑐ࠙ࡿࡍ研究Ϫࡢࠚᡂᯝ 

࠙研究Ϫࠕ ࠚㄢ㢟研究ࠖࡢᡭ法ࢆ௚ࡢᩍ⛉ࡶ࡟ᗈࠋࡿࡆ 

㹑㹑㹆指定➨３ᮇ目の初年度平成 3� 年度から௧࿴２年度にかけて各教科でᗈがっている。௧࿴

㸲年度からの新学習指導要㡿にある「୺体的・対ヰ的で深い学ࡧ」を㋃まえた新しい学ࡧのスタイ

ルを多くの教科で見出すことができている。通ᖖᤵ業でも課題発見をಁしたり，思考を活性化・深

化したりするための「発問」，「手立て」，「教具」などの工夫がかなり進んできた。ᤵ業のᖜは

大きくᗈがっている。そして何よりも教員自身がඛ進的な取り組みを積極的に行う姿勢が備わって

きている。教科ࡈとでᤵ業内容は␗なるが，教員間でᤵ業を公開したり⫋員会議で事౛を⤂௓する

などして教科のᯟを㉸えた᝟ሗ共有が進んでいる。ᤵ業公開については，学ᰯ全体では年２回，㸴

᭶と 1� ᭶にそれぞれ஧㐌間程度設定しており，その他に㹑㹑㹆にಀるᤵ業や取組はすべて公開と

している。⫋員への事౛⤂௓は，ẖ᭶の定౛⫋員会議でࠗ㹑㹑㹆に関する㐃⤡࠘を配௜して取組を

࿘知している。 

㸦㸲㸧࠙௬ㄝ㸳࡟ࠚᑐ࠙ࡿࡍ研究ϫࡢࠚᡂᯝ 

࠙研究ϫࠚϨ．᪂₲┴㹑㹑㹆⏕ᚐ研究Ⓨ⾲఍ࡢᐇ᪋ 

ϩ．㛗ᒸᆅᇦ理⛉ᩍ⫱࣮ࢱࣥࢭ�理ࣥࢭ�とࡢ㐃ᦠ࡟よࡿᆅᇦࡢ理数⣔ᩍ⫱ࡢ᣺⯆ 

Ϫ．࢖࣡ࣁ⮬↛⛉学研ಟࡢᐇ᪋ 

Ϩ この発表会の௻画㐠Ⴀはすべて本ᰯ教員と生徒が担う。年々規ᶍ，内容が充実し，㸵回目の௧

࿴元年度は┴内እの㹑㹑㹆ᰯ㸴ᰯཬࡧ㹑㹑㹆ᰯ以እの普通高ᰯ３ᰯ，中学ᰯ２ᰯから⣙ 9�� 人が参

加した。この発表会は，課題研究の発表や㉁␲応⟅を行う「研究発表஺流」とᆅᇦや年௦の␗なる

参加生徒が༠ຊして実ᢏ課題に取り組ࡴ「生徒஺流会」の大きく஧本立てである。本ᰯの「研究発

表」は，英語によるステージ発表に⥆いて，その内容について「英語によるパネルディスカッショ

ン」を行う。これは発表⪅の英語ຊ・表⌧ຊの向上とともに，全参加⪅の英語への関心・意ḧを向

上させ，さらに英語の有用性を実感させることを目的としている。参加⪅に対して事๓に「発表要

᪨」を日本語にして配ᕸしたり，࢟ーワーࢻをスࢡリーンに映し出すなどして，⫈⾗が理解できる

ようにດめた。௧࿴２年度からは参加各ᰯの௦表による英語ディスカッションを行う予定であっ

た。しかし，新ᆺコロナ࢘イルス感ᰁ拡大㜵Ṇの観Ⅼから，今年度は発表会を中Ṇとした。各ᰯ௦

表による英語ディスカッションは᮶年度にᘏᮇして行いたい。 

また，今年度の発表会を中Ṇした௦᭰ᥐ⨨として，各ᰯの「௦表グループ」の作品を相஫に共有

することとした。具体的には，┴内㹑㹑㹆指定５ᰯ（長岡・新₲༡・新発⏣・᯽ᓮ・高⏣）ཬࡧ౛

年の参加ᰯである┴እ㹑㹑㹆ᰯのᐩᒣ中㒊高ᰯが，自ᰯの௦表グループの作品（発表要᪨，ポスタ

ー，発表動画）を D9D�5 等にまとめ，他５ᰯに㏦り，஫いに参観することとした。᮶年度以㝆も各

ᰯと㐃⤡をᐦにし，より有意⩏なものになるよう計画を進めていく。 

ϩ 理センとの㐃ᦠについて，今年度は新ᆺコロナ࢘イルスのᙳ㡪により，「長岡ᆅᇦඣ❺生徒科
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学研究発表会」で本ᰯ教員が中学生に対して本ᰯ課題研究を⤂௓する取組と，長岡ᕷ教ጤ୺ദ「科

学᥈究ሿ」で本ᰯ生徒と教員が中学生に対して実験の指導やຓゝを行ったり，高ᰯでの課題研究を

中学生に発表する取組の２つが中Ṇとなった。また，自↛科学ࢡラࣈの生徒によるᑠ学生への出๓

実験も年２回実施しているが，今年度は１回の実施となった。どの取組についても，参加したᑠ中

学生からは⫯定的な意見がᐤせられている。また，担当する本ᰯ生徒のコ࣑ࣗニケーション⬟ຊ，

自ᕫ⫯定感，科学への知㆑・理解，実験ᢏ⾡などの向上にも有効であるため⥅⥆して行っていく。

理センとの㐃ᦠもᙉ化していきたい。 

Ϫ ࣁワイ自↛科学研ಟも今年度は中Ṇとなった。年度ࡈとにᨵၿを㔜ࡡているこの研ಟは，これ

までの大学や研究ᡤの見学，実習ཬࡧフィールࢻワーࢡに加え，５回目の᫖年度は，⌧ᆅ高ᰯ生と

の஺流をᨵၿし，ࣁワイ大学マࣀアᰯの学生との「課題研究発表஺流」を実施することができた。

この研ಟに参加する生徒が行っている課題研究を「英語化」する‽備については，長岡ᢏ⾡科学大

学の␃学生２名と大学㝔生２名から計３回᮶ᰯしてもらい指導をཷけるなど事๓学習も༑分に行

った。事後学習やሗ࿌会も実施している。参加生徒とᘬ率教員のアンケート結果からもこの研ಟ目

的は༑分に果たせていると考えている。感ᰁ⑕拡大≧ἣにもよるが⥅⥆して取り組んでいきたい。 

 

○ ⛉学ᢏ⾡ேᮦ⫱ᡂ࡟㛵ࡢ⤌ྲྀࡿࡍᡂᯝ 

Ϩ ⛉学⣔ࡢࣈࣛࢡάᛶ໬  

 研究発表会への参加ڦ

・➨ 1� 回 新₲┴高等学ᰯ自↛科学系ࢡラࣈ中間発表会ཬࡧ研ಟ会 

     参加⪅㸸化学㒊㸶名，生物㒊㸷名（計 1� 名） 

     ㅮ₇会㸸「良い研究とはどのようなものか」長岡科学ᢏ⾡大学教ᤵ 中ᒣ ᛅぶ Ặ 

     活動⤂௓発表㸸生物㒊が発表。 

・➨ 1� 回 新₲┴高等学ᰯ⥲合文化⚍ 自↛科学系ࢡラࣈ活動ሗ࿌・研究発表会 

     参加⪅㸸化学㒊㸵名，生物㒊㸷名，ኳ文㒊 �3 名（計 39 名） 

     活動ሗ࿌㒊㛛㸸生物㒊，ኳ文㒊・・・共にඃ⚽㈹ 

口㢌発表㒊㛛㸸生物㒊 最ඃ⚽㈹ э௧࿴㸱ᖺᗘ඲ᅜ㧗➼学ᰯ⥲ྜᩥ໬⚍࡬ฟሙỴᐃ 

ポスター発表㒊㛛㸸生物㒊 発表 

・⟃Ἴ大学୺ദ ᮅỌ᣺一㑻グᛕ「科学のⱆ」㈹ １件出品（生物㒊） 

・ி㒔大学ポスターセッション ���� １件出品（生物㒊） 

 オンラインㅮᗙへの参加ڦ  

・���� 新₲大学理学㒊出๓ㅮ⩏ ክ・化学 �1 

     化学㒊㸸「ࢤルのⰾ㤶๣を作ろう㸟」 

・新₲大学 サイ࢚ンスセ࣑ナー オンライン in  インター࢘

生物㒊㸸「㑇伝Ꮚとは何か㸽～その実ែとാき方の୙思議」 

ኳ文㒊㸸「ᆅ下からᏱᐂのㅦに㏕る㸟」 

ϩ ⛉学⣔ࡸࢺࢫࢸࣥࢥ⛉学ࡢ⏥Ꮚᅬ┴ண㑅➼ࡢ࡬ᣮᡓ 

 等への参加≧ἣࢡッࣆ科学系オリンڦ

化学グランプリ 11 人     （㹐１ 㸮人 㹆3� 㸵人） 

日本生物学オリンࣆッࢡ 㸵人 （㹐１ �1 人 㹆3� 1� 人） 

日本数学オリンࣆッ１ ࢡ人  （㹐１ ５人 㹆3� 㸴人） 

 ナー（ව 科学の⏥Ꮚᅬ新₲┴予選）への参加࣑新₲┴高ᰯ生理数トップセڦ

理数学ຊコンテストにて➨１఩ э ➨ �� ᅇ⛉学ࡢ⏥Ꮚᅬ඲ᅜ኱఍࡬ฟሙỴᐃ 

Ϫ ᮍ᮶ࡢ⛉学ேᮦ࡛ࡿ࠶ᑠ・୰学⏕࡚ࡅྥ࡬ᯝࡍࡓᙺ๭㸦ᑠ・୰学ᰯとࡢ஺ὶ㸧 

・出๓ᤵ業㺃㺃㺃化学㒊・ኳ文㒊・生物㒊などの生徒が参加 今年は新ᆺコロナのため年１回 

   ・長高科学⚍㺃㺃㺃新ᆺコロナのため，今年度は本ᰯ文化⚍が中Ṇとなり実施できなかった。 

   ・中学生対象ᶍᨃᤵ業㺃㺃㺃㸶᭶の理数科説明会時に化学㒊・生物㒊・ኳ文㒊にᡤᒓする生徒

7
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が理科実験のᤵ業を実施した。 
・㟷少年のための科学の⚍඾㺃㺃㺃新ᆺコロナのため中Ṇとなった。 

ϫ ࡢࡑ௚㸪理数࡟㛵ࡿࡍពḧ࡟ୖྥࡢよࡿㅮᗙ・研ಟ఍ࡢ࡬ཧຍ≧ἣ 

・かずさ㹂㹌㸿研究ᡤ୺ദ「かずさの᳃㹂㹌㸿ࣕ࢟ンプ」１名選ᢤ 

・ᮾ໭大学᥈求ᆺ「科学⪅の༸養成ㅮᗙ」１名選ᢤ（自ᕫ᥎⸀書による参加） 

・高ᰯ生㹇㹁㹒カンフ࢓レンス in 新₲ 本ᰯより３名参加 

     １名が┴௦表へ選ᢤされる э 高ᰯ生㹇㹁㹒カンフ࢓レンス全国サ࣑ット参加 

○ ㄢ㢟研究࡟ಀࡢ⤌ྲྀࡿᡂᯝ 

 ࢫ࣮ࢥࢫ࢚ࣥ࢖ࢧ⏕理数⛉㸱ᖺڦ

最⤊発表会について，今年度は新ᆺコロナ࢘イルスのᙳ㡪で，会ሙを長岡ᢏ⾡科学大学か

ら࣍テルニࣗーオータニ長岡 1& ールに変更して実施した。16࣍ グループが発表を行った。

その後，論文を作成し，1� 件を➨ 6� 回日本学生科学㈹新₲┴ᑂ査に，２件を➨ 1� 回高ᰯ

生科学ᢏ⾡チࣕレンジに出品した。日本学生科学㈹新₲┴ᑂ査でඃ⚽㈹１件，ዡບ㈹２件ཷ

㈹した。また，今年度初めてࣥ࢖࡛ࣛࣥ࢜࢔ࢩࢿࢻࣥ࢖㛤ദ7ࠕࡓࢀࡉKH 㸷WK $VLD 3DFLILF 

&RQIHUHQFH RI <RXQJ 6FLHQWLVWVࠖ࡟௦⾲１ࡀࣉ࣮ࣝࢢཧຍࡋ英語࡟よࡿⓎ⾲ࠋࡓࡗ⾜ࢆ物

理㒊㛛࡛ぢ஦２఩㸦��  。㈹したཷࢆ㸪㔠㈹ࡾ࡞ཧຍ㸧と࣒࣮ࢳ

 ࢫ࣮ࢥࣝ࢝࢕ࢹ࣓⏕理数⛉㸱ᖺڦ

་⒪に関するㅖ問題について⤫計データを活用した課題研究を行った。５グループすべて

が「⤫計グラフポスター」を作成して新₲┴⤫計グラフコンࢡールに応ເした。しかし，今

年度は新ᆺコロナ࢘イルスのᙳ㡪によりເ㞟のみでᑂ査の実施がなかったため，教員と２年

生メディカルコース生徒による「ᰯ内ᑂ査」を実施して㈹を決定した。 

 ⏕理数⛉２ᖺڦ  

サイ࢚ンスコースの 13 グループ，メディカルコースの 1� グループが研究を行っている。 

サイ࢚ンスコース生物分㔝の研究１件を，➨ �� ᅇ᪥ᮏ学⏕⛉学㈹᪂₲┴ᑂᰝに出品した。 

᭱ඃ⚽㈹ཷࢆ㈹ࡋ㸪୰ኸணഛᑂᰝࢆ⤒࡚୰ኸ᭱⤊ᑂᰝ࡟㐍ࠋࡔࢇ 

 ⏕ᬑ㏻⛉２ᖺڦ  

    理系ཬࡧ文系生徒全員が課題研究に取り組んでいる。理系は㸵分㔝（数学・物理・化学・

生物・ᆅ学・保೺体育・ᐙᗞ）3� グループが，文系は㸶分㔝（国語・日本ྐ・世界ྐ・ᆅ

理・೔理・ᨻ἞経῭・英語・音楽）31 グループが行っている。 

③  研究㛤Ⓨࡢㄢ㢟  
 ࡚࠸ࡘ࡟理数⛉ㄢ㢟研究 ࠐ

大学や学会などでの発表を᥎ዡし，有㆑⪅からのᑓ㛛的な見ᆅやᖜᗈい視Ⅼからの指導ຓゝ・

ホ౯を得て，更なる㉁的向上を図りたい。これは担当教員の指導ຊ向上にも⧅がると考えている。 
 ࡚࠸ࡘ࡟ᬑ㏻⛉ㄢ㢟研究 ࠐ

指導経験が少ない教員も多いことから，適ᐅ研ಟ会を実施し教員の指導ຊ向上を進め，生徒の

課題発見ຊや課題解決ຊを高めていきたい。また今後，普通科課題研究の取組が生徒の「経験」

で⤊わらず，各種のコンࢡールやコンテスト等に参加できるレベルの研究がቑえてくることもᮇ

ᚅしたい。 
 ࡚࠸ࡘ࡟ホ౯方法 ࠐ

今年度㸲᭶に，ルーࣈリッࢡに関するホ౯法についてᑓ㛛的に研究している新₲大学ṑ学㒊๪学

㒊長のᑠ㔝࿴ᏹ教ᤵと新₲大学経Ⴀᡓ␎本㒊教育ᡓ␎⤫ᣓᐊのᩪ⸨有࿃෸教ᤵにࡈ教♧いただい

た。本ᰯの「ホ౯方法」についてᴫࡡよいホ౯をいただいたが，一方で，生徒へのフィーࢻバッࢡ

の㔜要性を指᦬された。実施時ᮇや方法など今後検討していきたい。 
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ᐇ᪋ሗ࿌᭩㸦ᮏᩥ㸧޿

１ 研究㛤Ⓨࡢㄢ㢟 
ڦ 学ᰯࡢ⌧≧とㄢ㢟

本ᰯの఩⨨する長岡ᕷは，「⡿ⓒಥ」でも知られるように教育⇕心なᆅᇦである。本ᰯは，今年で創

立 1�9 年目を㏄えた全国でも有数のṔྐと伝⤫を㄂る学ᰯである。「࿴⪋୙ྠ」，「๛೺㉁ᶝ」，「㇦∝ᛌ

活」の⢭⚄に基࡙き，世界を⯙ྎに指導的役割を果たすことのできる人ᮦの育成を目指している。 

㹑㹑㹆事業１ᮇ目（平成 1� 年度～16 年度）の研究開発から得られた，「高大㐃ᦠ」，「課題研究」等の

取組は，指定⤊஢後も୺に理数科生徒を対象にその実㊶を⥅⥆し成果を上げてきた。一方で，グローバ

ル人ᮦ育成のための取組と普通科生徒へのἼཬというⅬが課題として見えてきた。そこで，２ᮇ目（平

成 �� 年度～�9 年度）の㹑㹑㹆事業では，全ᰯ生徒を対象として，世界を⯙ྎに活㌍できる科学ᢏ⾡・

グローバル人ᮦを育成するための取組を実施していきたいと考え，「⡿ⓒಥࠗ長岡࠘に科学ᢏ⾡・グロ

ーバル人ᮦ育成の中᰾拠Ⅼを形成する」ことを研究テーマにᥖげ，次の㸲つの研究課題を設定し，年度

 。とに取組のᨵၿを図りながら研究を᥎進したࡈ

①理数科・普通科の理数教育カリࣗ࢟ラム ②グローバル人ᮦ育成

③相஫஺流 մ科学ᢏ⾡に対する興味㺃関心㺃意ḧ，進㊰意㆑向上の取組

➨２ᮇの㹑㹑㹆指定においては，事業㐠Ⴀにおける全ᰯ体制をᵓ⠏し，教員の༠ാ体制をᩚえた。ま

た，㹇㹁㹒機ჾ活用に関するᰯ内研ಟ会や公開ᤵ業により，多くの教科科目でᤵ業ᨵၿがなされた。ま

た，生徒は本ᰯの㹑㹑㹆事業による課題研究等の経験により課題発見ຊや課題解決ຊが身に௜き，それ

が日々の学習にも生かされている。学習への意ḧが学ຊ向上にもつながり，理数系大学・学㒊への進学

⪅数がቑ加したことは成果である。一方で，➨２ᮇの取組の中で次の課題が見えてきた。 

ア 理数科生徒の「課題研究」について，全国大会や学会などでのཷ㈹Ṕはあるものの，さらに高

いレベルの研究となるような指導法の開発が必要である。 

イ 普通科生徒について，１年次には，全員に「課題研究基礎」を設定して，２年次以㝆はᕼᮃ⪅

のみに「課題研究」を行った。中間ホ౯の指᦬をཷけ，全ᰯ生徒の୺体性，課題解決ຊ等を向上

させるため，普通科生徒にも全員に「課題研究」を設定する必要がある。 

�࢘ 学ᰯ全体の課題解決ຊを向上させるために，また，᪂学習指導要㡿を見据えて，通ᖖのᤵ業を

ᨵၿし，᥈究的な学ࡧを行うようなᤵ業ᨵၿが必要である。 

�࢚ ᆅᇦの理数系教育᥎進の中᰾拠Ⅼとしての役割を果たすため，┴やᆅᇦの教育機関との㐃ᦠᙉ

化をさらに進めて行く必要がある。特に，ᑠ・中学ᰯのඣ❺生徒の科学的⣲養を向上させること

が，今後の課題である。 

ڦ 研究㛤Ⓨࡢ௬ㄝ

上㏙の⌧≧と課題を㋃まえ，➨３ᮇでは，「課題研究」を深化・᥎進するカリࣗ࢟ラムによって，高

度な科学ᢏ⾡人ᮦを育成することを研究開発課題として，５つの仮説を設定して研究を進めていく。 

࠙仮説１ࠚ 理数科生徒に対して「課題研究」実施ᮇ間を長くし，༑分なテーマ設定時間と複数の
発表機会を設けることにより，研究の㉁が向上する。 

࠙仮説２ࠚ 普通科生徒に対して「課題研究」を全員に取り組ませることで，生徒の୺体性と課題
解決ຊが高まる。 

࠙仮説３ࠚ 論理的思考ຊ・ᢈุ的思考ຊཬࡧディスカッション⬟ຊを高めることで「課題研究」
のレベルが向上する。 

࠙仮説㸲ࠚ 「課題研究」の手法をもとに，他のᤵ業でも᥈究的な活動を行うことで，思考ຊ・ุ
᩿ຊ・表⌧ຊ等が育成される。 

࠙仮説５ࠚ 生徒が，ᆅᇦの科学ᢏ⾡・グローバル人ᮦ育成の中᰾拠Ⅼの取組に୺体的に関わるこ
とで，୺体性・༠ാ性が育成されると共に，ᆅᇦの理数系教育の᥎進が図られる。 

㸯ࠉ◊✲㛤Ⓨࡢㄢ㢟

1� 

２ 研究㛤Ⓨࡢ⤒⦋ 
 本ᰯでは研究開発課題の実⌧に向け，๓㏙の࠙仮説１ࠚ～࠙仮説５ࠚに対応した࠙研究Ϩࠚ～࠙研究

ϫࠚによりさまࡊまな取組を進めた。 

①࠙仮説１・３ࠚに対する࠙研究Ϩࠚ

理数科生徒に対して学ᰯ設定科目ࠗ㹑㹑㹐㸿・㹀・㹁࠘を設定する。（㹐㸸researFh）

学ᰯ設定科目 対象 内 容 開始 

㹑㹑㹐㸿 
�２༢఩� 

理数科 
１年 

「課題研究㸿」「㹑㹑᝟ሗ」「科学英語Ϩ」 
 「ングトレーニング࢟リティカルシンࢡ」
「新₲┴㹑㹑㹆生徒研究発表会」「高大㐃ᦠㅮᗙ」 
「サイ࢚ンスイマージョン・プログラム」 

平成 
3� 年度 

㹑㹑㹐㹀 
�２༢఩� 

理数科 
２年 

「課題研究㹀」「⤫計学」「ディベート」「科学英語ϩ」 
「新₲┴㹑㹑㹆生徒研究発表会」「ࣕ࢟リアデࢨインࢶアー」 

௧࿴ 
元年度 

㹑㹑㹐㹁 
�１༢఩� 

理数科 
３年 

「課題研究㹁」「科学英語Ϫ」「新₲┴㹑㹑㹆生徒研究発表会」 
௧࿴ 
２年度 

②࠙仮説２・３ࠚに対する࠙研究ϩࠚ

普通科生徒に対して学ᰯ設定科目ࠗ㹑㹑㹐Ϩ・ϩ࠘を設定する。（㹐㸸researFh）

学ᰯ設定科目 対象 内 容 開始 

㹑㹑㹐Ϩ 
�２༢఩� 

普通科 
１年 

「課題研究基礎」「㹑㹑᝟ሗ」「科学英語Ϩ」 
 「ングトレーニング࢟リティカルシンࢡ」
「新₲┴㹑㹑㹆生徒研究発表会」「サイ࢚ンスࢶアー」 
「サイ࢚ンスイマージョン・プログラム」 

平成 
3� 年度 

㹑㹑㹐ϩ 
�１༢఩� 

普通科 
２年 

「課題研究㹀」「ディベート」「科学英語ϩ」 
「新₲┴㹑㹑㹆生徒研究発表会」「ࣕ࢟リアデࢨインࢶアー」 

௧࿴ 
元年度 

③࠙仮説㸲ࠚに対する࠙研究Ϫࠚ

○「課題研究」の手法を他の教科にもᗈげる。 ○ 教員研ಟ会の実施

մ࠙仮説５ࠚに対する࠙研究ϫࠚ

○ 新₲┴㹑㹑㹆生徒研究発表会の実施

○ ᑠ・中学ᰯ，長岡ᆅᇦ理科教育センターとの㐃ᦠによるᆅᇦの理数系教育の᣺興

・ᑠ学ᰯでの実験ㅮᗙ ・文化⚍での科学実験ࣈース設⨨ ・ᆅᇦの科学ㅮᗙへのᨭ᥼

・中学生へのᶍᨃᤵ業 ・中学生科学研究のᨭ᥼ ・中学生へのディベート実㊶

・ᑠ・中学ᰯ教員の理数教育研ಟ会

㸱 研究㛤Ⓨࡢ内容 
➨３ᮇでは๓出のとおり，以下の仮説に対して㸲つの研究を設定し取組を行っている。 

࠙仮説１ࠚ理数科生徒に対して「課題研究」実施ᮇ間を長くし，༑分なテーマ設定時間と複数の発表機

会を設けることにより，研究の㉁が向上する。 

࠙仮説２ࠚ普通科生徒に対して「課題研究」を全員に取り組ませることで，生徒の୺体性と課題解決ຊ

が高まる。 

࠙仮説３ࠚ論理的思考ຊ・ᢈุ的思考ຊཬࡧディスカッション⬟ຊを高めることで「課題研究」のレベ

ルが向上する。

࠙仮説㸲 ・の手法をもとに，他のᤵ業でも᥈究的な活動を行うことで，思考ຊ・ุ᩿ຊ「課題研究」ࠚ

表⌧ຊ等が育成される。 

࠙仮説５ࠚ生徒が，ᆅᇦの科学ᢏ⾡・グローバル人ᮦ育成の中᰾拠Ⅼの取組に୺体的に関わることで，

୺体性・༠ാ性が育成されると共に，ᆅᇦの理数系教育の᥎進が図られる。 

○ 㹑㹑㹆࣡ࣁイ⮬↛⛉Ꮫ◊ಟࡢᐇ᪋

1� 

２ 研究㛤Ⓨࡢ⤒⦋ 
 本ᰯでは研究開発課題の実⌧に向け，๓㏙の࠙仮説１ࠚ～࠙仮説５ࠚに対応した࠙研究Ϩࠚ～࠙研究

ϫࠚによりさまࡊまな取組を進めた。 

①࠙仮説１・３ࠚに対する࠙研究Ϩࠚ

理数科生徒に対して学ᰯ設定科目ࠗ㹑㹑㹐㸿・㹀・㹁࠘を設定する。（㹐㸸researFh）

学ᰯ設定科目 対象 内 容 開始 

㹑㹑㹐㸿 
�２༢఩� 

理数科 
１年 

「課題研究㸿」「㹑㹑᝟ሗ」「科学英語Ϩ」 
 「ングトレーニング࢟リティカルシンࢡ」
「新₲┴㹑㹑㹆生徒研究発表会」「高大㐃ᦠㅮᗙ」 
「サイ࢚ンスイマージョン・プログラム」 

平成 
3� 年度 

㹑㹑㹐㹀 
�２༢఩� 

理数科 
２年 

「課題研究㹀」「⤫計学」「ディベート」「科学英語ϩ」 
「新₲┴㹑㹑㹆生徒研究発表会」「ࣕ࢟リアデࢨインࢶアー」 

௧࿴ 
元年度 

㹑㹑㹐㹁 
�１༢఩� 

理数科 
３年 

「課題研究㹁」「科学英語Ϫ」「新₲┴㹑㹑㹆生徒研究発表会」 
௧࿴ 
２年度 

②࠙仮説２・３ࠚに対する࠙研究ϩࠚ

普通科生徒に対して学ᰯ設定科目ࠗ㹑㹑㹐Ϩ・ϩ࠘を設定する。（㹐㸸researFh）

学ᰯ設定科目 対象 内 容 開始 

㹑㹑㹐Ϩ 
�２༢఩� 

普通科 
１年 

「課題研究基礎」「㹑㹑᝟ሗ」「科学英語Ϩ」 
 「ングトレーニング࢟リティカルシンࢡ」
「新₲┴㹑㹑㹆生徒研究発表会」「サイ࢚ンスࢶアー」 
「サイ࢚ンスイマージョン・プログラム」 

平成 
3� 年度 

㹑㹑㹐ϩ 
�１༢఩� 

普通科 
２年 

「課題研究㹀」「ディベート」「科学英語ϩ」 
「新₲┴㹑㹑㹆生徒研究発表会」「ࣕ࢟リアデࢨインࢶアー」 

௧࿴ 
元年度 

③࠙仮説㸲ࠚに対する࠙研究Ϫࠚ

○「課題研究」の手法を他の教科にもᗈげる。 ○ 教員研ಟ会の実施

մ࠙仮説５ࠚに対する࠙研究ϫࠚ

○ 新₲┴㹑㹑㹆生徒研究発表会の実施

○ ᑠ・中学ᰯ，長岡ᆅᇦ理科教育センターとの㐃ᦠによるᆅᇦの理数系教育の᣺興

・ᑠ学ᰯでの実験ㅮᗙ ・文化⚍での科学実験ࣈース設⨨ ・ᆅᇦの科学ㅮᗙへのᨭ᥼

・中学生へのᶍᨃᤵ業 ・中学生科学研究のᨭ᥼ ・中学生へのディベート実㊶

・ᑠ・中学ᰯ教員の理数教育研ಟ会

㸱 研究㛤Ⓨࡢ内容 
➨３ᮇでは๓出のとおり，以下の仮説に対して㸲つの研究を設定し取組を行っている。 

࠙仮説１ࠚ理数科生徒に対して「課題研究」実施ᮇ間を長くし，༑分なテーマ設定時間と複数の発表機

会を設けることにより，研究の㉁が向上する。 

࠙仮説２ࠚ普通科生徒に対して「課題研究」を全員に取り組ませることで，生徒の୺体性と課題解決ຊ

が高まる。 

࠙仮説３ࠚ論理的思考ຊ・ᢈุ的思考ຊཬࡧディスカッション⬟ຊを高めることで「課題研究」のレベ

ルが向上する。

࠙仮説㸲 ・の手法をもとに，他のᤵ業でも᥈究的な活動を行うことで，思考ຊ・ุ᩿ຊ「課題研究」ࠚ

表⌧ຊ等が育成される。 

࠙仮説５ࠚ生徒が，ᆅᇦの科学ᢏ⾡・グローバル人ᮦ育成の中᰾拠Ⅼの取組に୺体的に関わることで，

୺体性・༠ാ性が育成されると共に，ᆅᇦの理数系教育の᥎進が図られる。 

○ 㹑㹑㹆࣡ࣁイ⮬↛⛉Ꮫ◊ಟࡢᐇ᪋

9



ᐇ᪋ሗ࿌᭩㸦ᮏᩥ㸧޿

１ 研究㛤Ⓨࡢㄢ㢟 
ڦ 学ᰯࡢ⌧≧とㄢ㢟

本ᰯの఩⨨する長岡ᕷは，「⡿ⓒಥ」でも知られるように教育⇕心なᆅᇦである。本ᰯは，今年で創

立 1�9 年目を㏄えた全国でも有数のṔྐと伝⤫を㄂る学ᰯである。「࿴⪋୙ྠ」，「๛೺㉁ᶝ」，「㇦∝ᛌ

活」の⢭⚄に基࡙き，世界を⯙ྎに指導的役割を果たすことのできる人ᮦの育成を目指している。 

㹑㹑㹆事業１ᮇ目（平成 1� 年度～16 年度）の研究開発から得られた，「高大㐃ᦠ」，「課題研究」等の

取組は，指定⤊஢後も୺に理数科生徒を対象にその実㊶を⥅⥆し成果を上げてきた。一方で，グローバ

ル人ᮦ育成のための取組と普通科生徒へのἼཬというⅬが課題として見えてきた。そこで，２ᮇ目（平

成 �� 年度～�9 年度）の㹑㹑㹆事業では，全ᰯ生徒を対象として，世界を⯙ྎに活㌍できる科学ᢏ⾡・

グローバル人ᮦを育成するための取組を実施していきたいと考え，「⡿ⓒಥࠗ長岡࠘に科学ᢏ⾡・グロ

ーバル人ᮦ育成の中᰾拠Ⅼを形成する」ことを研究テーマにᥖげ，次の㸲つの研究課題を設定し，年度

 。とに取組のᨵၿを図りながら研究を᥎進したࡈ

①理数科・普通科の理数教育カリࣗ࢟ラム ②グローバル人ᮦ育成

③相஫஺流 մ科学ᢏ⾡に対する興味㺃関心㺃意ḧ，進㊰意㆑向上の取組

➨２ᮇの㹑㹑㹆指定においては，事業㐠Ⴀにおける全ᰯ体制をᵓ⠏し，教員の༠ാ体制をᩚえた。ま

た，㹇㹁㹒機ჾ活用に関するᰯ内研ಟ会や公開ᤵ業により，多くの教科科目でᤵ業ᨵၿがなされた。ま

た，生徒は本ᰯの㹑㹑㹆事業による課題研究等の経験により課題発見ຊや課題解決ຊが身に௜き，それ

が日々の学習にも生かされている。学習への意ḧが学ຊ向上にもつながり，理数系大学・学㒊への進学

⪅数がቑ加したことは成果である。一方で，➨２ᮇの取組の中で次の課題が見えてきた。 

ア 理数科生徒の「課題研究」について，全国大会や学会などでのཷ㈹Ṕはあるものの，さらに高

いレベルの研究となるような指導法の開発が必要である。 

イ 普通科生徒について，１年次には，全員に「課題研究基礎」を設定して，２年次以㝆はᕼᮃ⪅

のみに「課題研究」を行った。中間ホ౯の指᦬をཷけ，全ᰯ生徒の୺体性，課題解決ຊ等を向上

させるため，普通科生徒にも全員に「課題研究」を設定する必要がある。 

�࢘ 学ᰯ全体の課題解決ຊを向上させるために，また，᪂学習指導要㡿を見据えて，通ᖖのᤵ業を

ᨵၿし，᥈究的な学ࡧを行うようなᤵ業ᨵၿが必要である。 

�࢚ ᆅᇦの理数系教育᥎進の中᰾拠Ⅼとしての役割を果たすため，┴やᆅᇦの教育機関との㐃ᦠᙉ

化をさらに進めて行く必要がある。特に，ᑠ・中学ᰯのඣ❺生徒の科学的⣲養を向上させること

が，今後の課題である。 

ڦ 研究㛤Ⓨࡢ௬ㄝ

上㏙の⌧≧と課題を㋃まえ，➨３ᮇでは，「課題研究」を深化・᥎進するカリࣗ࢟ラムによって，高

度な科学ᢏ⾡人ᮦを育成することを研究開発課題として，５つの仮説を設定して研究を進めていく。 

࠙仮説１ࠚ 理数科生徒に対して「課題研究」実施ᮇ間を長くし，༑分なテーマ設定時間と複数の
発表機会を設けることにより，研究の㉁が向上する。 

࠙仮説２ࠚ 普通科生徒に対して「課題研究」を全員に取り組ませることで，生徒の୺体性と課題
解決ຊが高まる。 

࠙仮説３ࠚ 論理的思考ຊ・ᢈุ的思考ຊཬࡧディスカッション⬟ຊを高めることで「課題研究」
のレベルが向上する。 

࠙仮説㸲ࠚ 「課題研究」の手法をもとに，他のᤵ業でも᥈究的な活動を行うことで，思考ຊ・ุ
᩿ຊ・表⌧ຊ等が育成される。 

࠙仮説５ࠚ 生徒が，ᆅᇦの科学ᢏ⾡・グローバル人ᮦ育成の中᰾拠Ⅼの取組に୺体的に関わるこ
とで，୺体性・༠ാ性が育成されると共に，ᆅᇦの理数系教育の᥎進が図られる。 

1� 

２ 研究㛤Ⓨࡢ⤒⦋ 
 本ᰯでは研究開発課題の実⌧に向け，๓㏙の࠙仮説１ࠚ～࠙仮説５ࠚに対応した࠙研究Ϩࠚ～࠙研究

ϫࠚによりさまࡊまな取組を進めた。 

①࠙仮説１・３ࠚに対する࠙研究Ϩࠚ

理数科生徒に対して学ᰯ設定科目ࠗ㹑㹑㹐㸿・㹀・㹁࠘を設定する。（㹐㸸researFh）

学ᰯ設定科目 対象 内 容 開始 

㹑㹑㹐㸿 
�２༢఩� 

理数科 
１年 

「課題研究㸿」「㹑㹑᝟ሗ」「科学英語Ϩ」 
 「ングトレーニング࢟リティカルシンࢡ」
「新₲┴㹑㹑㹆生徒研究発表会」「高大㐃ᦠㅮᗙ」 
「サイ࢚ンスイマージョン・プログラム」 

平成 
3� 年度 

㹑㹑㹐㹀 
�２༢఩� 

理数科 
２年 

「課題研究㹀」「⤫計学」「ディベート」「科学英語ϩ」 
「新₲┴㹑㹑㹆生徒研究発表会」「ࣕ࢟リアデࢨインࢶアー」 

௧࿴ 
元年度 

㹑㹑㹐㹁 
�１༢఩� 

理数科 
３年 

「課題研究㹁」「科学英語Ϫ」「新₲┴㹑㹑㹆生徒研究発表会」 
௧࿴ 
２年度 

②࠙仮説２・３ࠚに対する࠙研究ϩࠚ

普通科生徒に対して学ᰯ設定科目ࠗ㹑㹑㹐Ϩ・ϩ࠘を設定する。（㹐㸸researFh）

学ᰯ設定科目 対象 内 容 開始 

㹑㹑㹐Ϩ 
�２༢఩� 

普通科 
１年 

「課題研究基礎」「㹑㹑᝟ሗ」「科学英語Ϩ」 
 「ングトレーニング࢟リティカルシンࢡ」
「新₲┴㹑㹑㹆生徒研究発表会」「サイ࢚ンスࢶアー」 
「サイ࢚ンスイマージョン・プログラム」 

平成 
3� 年度 

㹑㹑㹐ϩ 
�１༢఩� 

普通科 
２年 

「課題研究㹀」「ディベート」「科学英語ϩ」 
「新₲┴㹑㹑㹆生徒研究発表会」「ࣕ࢟リアデࢨインࢶアー」 

௧࿴ 
元年度 

③࠙仮説㸲ࠚに対する࠙研究Ϫࠚ

○「課題研究」の手法を他の教科にもᗈげる。 ○ 教員研ಟ会の実施

մ࠙仮説５ࠚに対する࠙研究ϫࠚ

○ 新₲┴㹑㹑㹆生徒研究発表会の実施

○ ᑠ・中学ᰯ，長岡ᆅᇦ理科教育センターとの㐃ᦠによるᆅᇦの理数系教育の᣺興

・ᑠ学ᰯでの実験ㅮᗙ ・文化⚍での科学実験ࣈース設⨨ ・ᆅᇦの科学ㅮᗙへのᨭ᥼

・中学生へのᶍᨃᤵ業 ・中学生科学研究のᨭ᥼ ・中学生へのディベート実㊶

・ᑠ・中学ᰯ教員の理数教育研ಟ会

㸱 研究㛤Ⓨࡢ内容 
➨３ᮇでは๓出のとおり，以下の仮説に対して㸲つの研究を設定し取組を行っている。 

࠙仮説１ࠚ理数科生徒に対して「課題研究」実施ᮇ間を長くし，༑分なテーマ設定時間と複数の発表機

会を設けることにより，研究の㉁が向上する。 

࠙仮説２ࠚ普通科生徒に対して「課題研究」を全員に取り組ませることで，生徒の୺体性と課題解決ຊ

が高まる。 

࠙仮説３ࠚ論理的思考ຊ・ᢈุ的思考ຊཬࡧディスカッション⬟ຊを高めることで「課題研究」のレベ

ルが向上する。

࠙仮説㸲 ・の手法をもとに，他のᤵ業でも᥈究的な活動を行うことで，思考ຊ・ุ᩿ຊ「課題研究」ࠚ

表⌧ຊ等が育成される。 

࠙仮説５ࠚ生徒が，ᆅᇦの科学ᢏ⾡・グローバル人ᮦ育成の中᰾拠Ⅼの取組に୺体的に関わることで，

୺体性・༠ാ性が育成されると共に，ᆅᇦの理数系教育の᥎進が図られる。 

○ 㹑㹑㹆࣡ࣁイ⮬↛⛉Ꮫ◊ಟࡢᐇ᪋

㸰ࠉ◊✲㛤Ⓨࡢ⤒⦋

㸱ࠉ◊✲㛤Ⓨࡢෆᐜ

1� 

２ 研究㛤Ⓨࡢ⤒⦋ 
 本ᰯでは研究開発課題の実⌧に向け，๓㏙の࠙仮説１ࠚ～࠙仮説５ࠚに対応した࠙研究Ϩࠚ～࠙研究

ϫࠚによりさまࡊまな取組を進めた。 

①࠙仮説１・３ࠚに対する࠙研究Ϩࠚ

理数科生徒に対して学ᰯ設定科目ࠗ㹑㹑㹐㸿・㹀・㹁࠘を設定する。（㹐㸸researFh）

学ᰯ設定科目 対象 内 容 開始 

㹑㹑㹐㸿 
�２༢఩� 

理数科 
１年 

「課題研究㸿」「㹑㹑᝟ሗ」「科学英語Ϩ」 
 「ングトレーニング࢟リティカルシンࢡ」
「新₲┴㹑㹑㹆生徒研究発表会」「高大㐃ᦠㅮᗙ」 
「サイ࢚ンスイマージョン・プログラム」 

平成 
3� 年度 

㹑㹑㹐㹀 
�２༢఩� 

理数科 
２年 

「課題研究㹀」「⤫計学」「ディベート」「科学英語ϩ」 
「新₲┴㹑㹑㹆生徒研究発表会」「ࣕ࢟リアデࢨインࢶアー」 

௧࿴ 
元年度 

㹑㹑㹐㹁 
�１༢఩� 

理数科 
３年 

「課題研究㹁」「科学英語Ϫ」「新₲┴㹑㹑㹆生徒研究発表会」 
௧࿴ 
２年度 

②࠙仮説２・３ࠚに対する࠙研究ϩࠚ

普通科生徒に対して学ᰯ設定科目ࠗ㹑㹑㹐Ϩ・ϩ࠘を設定する。（㹐㸸researFh）

学ᰯ設定科目 対象 内 容 開始 

㹑㹑㹐Ϩ 
�２༢఩� 

普通科 
１年 

「課題研究基礎」「㹑㹑᝟ሗ」「科学英語Ϩ」 
 「ングトレーニング࢟リティカルシンࢡ」
「新₲┴㹑㹑㹆生徒研究発表会」「サイ࢚ンスࢶアー」 
「サイ࢚ンスイマージョン・プログラム」 

平成 
3� 年度 

㹑㹑㹐ϩ 
�１༢఩� 

普通科 
２年 

「課題研究㹀」「ディベート」「科学英語ϩ」 
「新₲┴㹑㹑㹆生徒研究発表会」「ࣕ࢟リアデࢨインࢶアー」 

௧࿴ 
元年度 

③࠙仮説㸲ࠚに対する࠙研究Ϫࠚ

○「課題研究」の手法を他の教科にもᗈげる。 ○ 教員研ಟ会の実施

մ࠙仮説５ࠚに対する࠙研究ϫࠚ

○ 新₲┴㹑㹑㹆生徒研究発表会の実施

○ ᑠ・中学ᰯ，長岡ᆅᇦ理科教育センターとの㐃ᦠによるᆅᇦの理数系教育の᣺興

・ᑠ学ᰯでの実験ㅮᗙ ・文化⚍での科学実験ࣈース設⨨ ・ᆅᇦの科学ㅮᗙへのᨭ᥼

・中学生へのᶍᨃᤵ業 ・中学生科学研究のᨭ᥼ ・中学生へのディベート実㊶

・ᑠ・中学ᰯ教員の理数教育研ಟ会

㸱 研究㛤Ⓨࡢ内容 
➨３ᮇでは๓出のとおり，以下の仮説に対して㸲つの研究を設定し取組を行っている。 

࠙仮説１ࠚ理数科生徒に対して「課題研究」実施ᮇ間を長くし，༑分なテーマ設定時間と複数の発表機

会を設けることにより，研究の㉁が向上する。 

࠙仮説２ࠚ普通科生徒に対して「課題研究」を全員に取り組ませることで，生徒の୺体性と課題解決ຊ

が高まる。 

࠙仮説３ࠚ論理的思考ຊ・ᢈุ的思考ຊཬࡧディスカッション⬟ຊを高めることで「課題研究」のレベ

ルが向上する。

࠙仮説㸲 ・の手法をもとに，他のᤵ業でも᥈究的な活動を行うことで，思考ຊ・ุ᩿ຊ「課題研究」ࠚ

表⌧ຊ等が育成される。 

࠙仮説５ࠚ生徒が，ᆅᇦの科学ᢏ⾡・グローバル人ᮦ育成の中᰾拠Ⅼの取組に୺体的に関わることで，

୺体性・༠ാ性が育成されると共に，ᆅᇦの理数系教育の᥎進が図られる。 

○ 㹑㹑㹆࣡ࣁイ⮬↛⛉Ꮫ◊ಟࡢᐇ᪋
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学ᰯ設定科目 対象 内 容 

㹑㹑㹐㸿 
�２༢఩� 

理数科 
１年 

「課題研究㸿」「㹑㹑᝟ሗ」「科学英語Ϩ」 
 「ングトレーニング࢟リティカルシンࢡ」
「新₲┴㹑㹑㹆生徒研究発表会」「高大㐃ᦠㅮᗙ」 
「サイ࢚ンスイマージョン・プログラム」 

㹑㹑㹐㹀 
�２༢఩� 

理数科 
２年 

「課題研究㹀」「⤫計学」「ディベート」 
「新₲┴㹑㹑㹆生徒研究発表会」「科学英語ϩ」 
 「アーࢶインࢨリアデࣕ࢟」

㹑㹑㹐㹁 
�１༢఩� 

理数科 
３年 

「課題研究㹁」「科学英語Ϫ」 
「新₲┴㹑㹑㹆生徒研究発表会」 

 
 ○ ᚲせとࡿ࡞ᩍ⫱ㄢ⛬ࡢ≉౛とࡢࡑ㐺⏝⠊ᅖ 

対 象 
学ᰯ設定科目による௦᭰によって， 

実施しない科目または༢఩数を๐ῶする科目と，その௦᭰ᥐ⨨ 

１年生 
理数科 

「᝟ሗの科学」２༢఩を実施しない。 
その内容を学ᰯ設定科目「㹑㹑㹐㸿」�２༢఩�，「㹑㹑㹐㹀」�２༢఩�，「㹑㹑㹐㹁」
�１༢఩�において指導する。 

２年生 
理数科 

「課題研究」１༢఩を実施しない。 
その内容を学ᰯ設定科目「㹑㹑㹐㸿」�２༢఩�，「㹑㹑㹐㹀」�２༢఩�，「㹑㹑㹐㹁」
�１༢఩�において指導する。 

 
○ 学ᰯ設定科目で育成を目指す㸵つのຊ 
   以下の㸵つのຊを育成することを目指す。それぞれのຊをどの内容で育成するのかについて

は各科目の内容を説明する࣌ージで♧してある。 
ア ㄞ解ຊ   （さまࡊまなデータや論文などの文❶をㄞみ解く） 
イ ᝟ሗ活用⬟ຊ（᝟ሗを཰㞟，ฎ理，活用する） 
 課題発見ຊ （⌧≧を分析し課題を発見する） ࢘
 課題解決ຊ （課題を適切に解決する） ࢚
オ 論理的思考ຊ（物事を論理的に考える） 
カ ᢈุ的思考ຊ（物事を多㠃的，客観的に考える） 
 表⌧ຊ   （自分の考えを英語や日本語で的確に伝える） ࢟

 
 
 
㸦１㸧㸫１ 㹑㹑㹐㸿 
 ➨３ᮇから１学年理数科の生徒に対して学ᰯ設定科目ࠗ㹑㹑㹐㸿࠘を設定した。このࠗ㹑㹑㹐㸿࠘で
は，「㹑㹑᝟ሗ」「ࢡリティカルシン࢟ングトレーニング（㹁㹒㹒）」，「新₲┴㹑㹑㹆生徒研究発表会」，
「高大㐃ᦠㅮᗙ」，「課題研究㸿」，「科学英語Ϩ」，「サイ࢚ンスイマージョン・プログラム」という内容
を実施している。 
 １年間のᤵ業を複数教科・科目の教員が㐃ᦠして担当するので，１コマのᤵ業時間に㸶～㸷人の教員
を配⨨している。このことで時間割の調ᩚには苦労したが，学ᰯ設定科目のᤵ業を担当している⫋員数
がቑえ，多くの教員が自分の関わる科目であるという意㆑をもって୺体的にᤵ業を創っている≧ἣが生
み出された。 
 理数科の課題研究は１年生から３年生まで⥆く取組とした。ࠗ㹑㹑㹐㸿 で࠘は，１年次の 1� ᭶から「課
題研究㸿」の取組を始め，༙年後の３᭶には➨１回目の中間発表会を実施した。 
 「㹑㹑᝟ሗ」，「科学英語Ϩ」，「サイ࢚ンスイマージョン・プログラム」「課題研究㸿」では，グルー
プでそれぞれのテーマについて，調べて，まとめて，発表し，それをお஫いにホ౯する取組を実施して
いる。少なくとも生徒は１年間で英語での発表もྵめて㸲回のᑠさな研究発表を経験している。 
 年度当初には「オリ࢚ンテーション」を行い，ᤵ業内容を説明するとともにグ㘓をまとめるフ࢓イル
を配௜し，取組をグ㘓することの㔜要性について説明した。年度の最⤊回では「᣺り㏉り」を行い１年
間の活動について文書でまとめるとともに，ポートフ࢛リオとなるフ࢓イルのᩚ理を行った。 
 
○ࠗ㹑㹑㹐㸿࠘ࡢ┠ⓗ・ᮇᚅࡿࢀࡉຠᯝ 
・ ᝟ሗ活用や，教科科目のᯟを㉸えた内容を扱い，論理的思考ຊ・ᢈุ的思考ຊを養うことで，課

題研究を深化させるための基礎的ᢏ⬟と思考ຊ等を身につける。 
・ 大学等でㅮ⩏やඛ➃科学ᢏ⾡を体験することで，科学ᢏ⾡や学ࡧへの⯆࿡䡡㛵ᚰ䡡ពḧ䜢ྥୖ䛥䛫䜛䚹 

・ 予備実験により研究プロセスを経験し，研究ス࢟ルと科学的⣲養を身につける。 
・ ༑分な文献調査，時間をかけたテーマ設定により，課題発見ຊを身につける。 
・ 科学英語等により，እ国語による科学のコ࣑ࣗニケーション⬟ຊを育成する。 
 

○ࠗ 㹑㹑㹐㸿 �࠘理数⛉１ᖺ�ࡢ内容     （ͤ11  （に対応࢟～ージ「育成を目指す㸵つのຊ」 ア࣌
㡯目 内容 ͤ 

㹑㹑᝟ሗ 
 
�㸲᭶～� 

・問題の発見・解決に向けて，事象を᝟ሗとの結ࡧ௜きとしてᤊえ，᝟ሗᢏ⾡
を適切かつ効果的に活用するຊを育てる。加えて，᝟ሗ機ჾやソフトの活用
ᢏ⬟を育成する。 

・⤫計データฎ理の基礎を習得させる。 
・᝟ሗࣔラルを身につけ，᝟ሗ通ಙネットワーࢡを有効に活用し᝟ሗᢏ⾡を適

切かつ実㊶的，୺体的に活用できるようにする。 
・᝟ሗに関する課題を解決する学習活動を通して，問題解決の⬟ຊや自ら学ぶ

意ḧを高めることのできるែ度を育てるとともに，グループで共ྠ作業を進
めていく方法を学ࡤせる。 

・論理的な表⌧ຊ等を育成する観Ⅼから，プレゼンテーションソフトを活用し
て発表する機会を設けることで，効果的なコ࣑ࣗニケーションを行うために
必要な知㆑とᢏ⬟を習得させる。 

アイ 
 ࢟࢘

リティカࢡ
ルシン࢟ン
グトレーニ
ング 
（㹁㹒㹒） 
 
 
�㸲᭶～� 

・論理的思考ຊ・ᢈุ的思考ຊを養うための䝥䝻䜾䝷䝮䜢඲ᰯయไ䛷ᐇ᪋䛩䜛䚹 
・㈨ᩱをㄞみ，㈨ᩱに対しての自らの考えを要⣙し，それをᑠグループで発表

し相஫ホ౯するという㐣程を複数回経験させる。 
・その㒔度，一つの㈨ᩱに対して複数教科の教員が␗なる視Ⅼでの解説を行い，

多角的・多㠃的，複合的な視Ⅼで事象をとらえるຊを養う。 
・要⣙を実際に書くことで表⌧ຊや論理的思考ຊを向上させる。 
・Ⓨ⾲䛷䛿䛂䠥䠟䠡䝰䝕䝹䛃䜢ά⏝䛧䛯䝹䞊䝤䝸䝑䜽䛻䜘䜚⏕ᚐ㛫䛷䛾┦஫ホ౯䜢⾜䛖䚹 
・㈨ᩱは国語科，ᆅṔ・公Ẹ科，数学科，理科，英語科，ᐙᗞ科など複数教科

が㐃ᦠして作成する。 
・እ㒊ㅮᖌをᣍいた研ಟ会を複数回開ദし，教員の指導ຊ向上を目指す。 

ア࢘
オカ 
 ࢟

科学英語Ϩ 
�㸲᭶～� 

・英語で書かれた数学や理科のテ࢟スト等を利用し，英語㸲ᢏ⬟の中の，特に
科学英語をㄞࡴຊ，書くຊを育成する。 

・ᤵ業内に生徒が英語で発表する機会を複数設ける。 

アオ
 ࢟

新₲┴ 
㹑㹑㹆生徒
研究発表会 
�ኟᏘ１日� 

・新₲┴の㹑㹑㹆指定ᰯや，他の高ᰯ，中学ᰯが一ᇽに会し，課題研究の成果
の発表等を通して相஫に஺流するሙを設定する。 

・課題研究等の成果を⫈き，理解にດめる。 
・生徒஺流会に参加し，他ᰯ生徒と༠ാして実ᢏ課題にᣮࡴ。 

オカ
 ࢟

高大㐃ᦠ 
ㅮᗙ 
 
㻔ኟᏘ䠎᪥㛫㻕 

・理数科１年生全員が長岡ᢏ⾡科学大学で，２日間，ཷㅮする。 
・生徒は大学からᥦ♧されたテーマの中から１つ選ࡧ，大学の研究ᐊでඛ➃科

学のㅮ⩏ཬࡧ実験・実習を体験し，まとめ・発表を通ࡌて，科学ᢏ⾡・理数
分㔝への興味・関心・意ḧを高める。  

・各研究ᐊから配௜される㈨ᩱをもとに，事๓研ಟを༑分に行う。 
事後は，内容をレポートにまとめ，研究ᐊからも指導をཷける。 

イ࢘
オ࢚
 ࢟

課題研究㸿 
 
�1� ᭶～� 

 >�１�㸫㸲 ㄢ㢟研究࡟ಀྲྀࡿ⤌@ ཧ↷ 

࢚࢘

オカ

 ࢟

⤫計学 
�11 ᭶～� 

・課題研究を進めるにあたって必要な「⤫計学」を᝟ሗ科と㐃ᦠしながら学ぶ。 
・実験計画の立᱌や実験結果の分析・考察・᥎論等に活用する。 

アイ 

 オ࢚

サイ࢚ンス
イマージョ
ン・プログラ
ム 
�１᭶� 

・複数のእ国人ㅮᖌをᣍき，ඛ➃科学に関するレࢡチࣕーをཷけ，その内容を
⌜䛤䛸䛻㆟ㄽ䛧䠈まとめ，プレゼンテーションを行う。 

・すべてを英語で行うことで，グローバル社会におけるコ࣑ࣗニケーションࢶ
ールとしての英語の必要性を知るとともに，英語コ࣑ࣗニケーション⬟ຊを
高める機会とする。 

アオ 
カ࢟ 

 
 
 
 
㸦１㸧㸫１㸫１ 㹑㹑᝟ሗ 
１．┠ᶆ 

①᝟ሗࣔラルを身に௜け，᝟ሗ通ಙネットワーࢡを有効に活用し᝟ሗᢏ⾡を適切かつ実㊶的୺体的
に活用できるようにする。 

11
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ʤ̏ʥɹ Հઈ̏ʀ̑ʵͶଲͤΖʴڂݜᶙʵ�
ཀྵ਼Ռਫ਼ైͶଲ͢ͱָߏઅఈՌ໪ʲ̪̪̩̘ʀ̙ʀ̚ʳΝઅఈͤΖɽʤ̩ʁUHVHDUFKʥ�
学ᰯ設定科目 対象 内 容 

㹑㹑㹐㸿 
�２༢఩� 

理数科 
１年 

「課題研究㸿」「㹑㹑᝟ሗ」「科学英語Ϩ」 
 「ングトレーニング࢟リティカルシンࢡ」
「新₲┴㹑㹑㹆生徒研究発表会」「高大㐃ᦠㅮᗙ」 
「サイ࢚ンスイマージョン・プログラム」 

㹑㹑㹐㹀 
�２༢఩� 

理数科 
２年 

「課題研究㹀」「⤫計学」「ディベート」 
「新₲┴㹑㹑㹆生徒研究発表会」「科学英語ϩ」 
 「アーࢶインࢨリアデࣕ࢟」

㹑㹑㹐㹁 
�１༢఩� 

理数科 
３年 

「課題研究㹁」「科学英語Ϫ」 
「新₲┴㹑㹑㹆生徒研究発表会」 

 
 ○ ᚲせとࡿ࡞ᩍ⫱ㄢ⛬ࡢ≉౛とࡢࡑ㐺⏝⠊ᅖ 

対 象 
学ᰯ設定科目による௦᭰によって， 

実施しない科目または༢఩数を๐ῶする科目と，その௦᭰ᥐ⨨ 

１年生 
理数科 

「᝟ሗの科学」２༢఩を実施しない。 
その内容を学ᰯ設定科目「㹑㹑㹐㸿」�２༢఩�，「㹑㹑㹐㹀」�２༢఩�，「㹑㹑㹐㹁」
�１༢఩�において指導する。 

２年生 
理数科 

「課題研究」１༢఩を実施しない。 
その内容を学ᰯ設定科目「㹑㹑㹐㸿」�２༢఩�，「㹑㹑㹐㹀」�２༢఩�，「㹑㹑㹐㹁」
�１༢఩�において指導する。 

 
○ 学ᰯ設定科目で育成を目指す㸵つのຊ 
   以下の㸵つのຊを育成することを目指す。それぞれのຊをどの内容で育成するのかについて

は各科目の内容を説明する࣌ージで♧してある。 
ア ㄞ解ຊ   （さまࡊまなデータや論文などの文❶をㄞみ解く） 
イ ᝟ሗ活用⬟ຊ（᝟ሗを཰㞟，ฎ理，活用する） 
 課題発見ຊ （⌧≧を分析し課題を発見する） ࢘
 課題解決ຊ （課題を適切に解決する） ࢚
オ 論理的思考ຊ（物事を論理的に考える） 
カ ᢈุ的思考ຊ（物事を多㠃的，客観的に考える） 
 表⌧ຊ   （自分の考えを英語や日本語で的確に伝える） ࢟

 
 
 
㸦１㸧㸫１ 㹑㹑㹐㸿 
 ➨３ᮇから１学年理数科の生徒に対して学ᰯ設定科目ࠗ㹑㹑㹐㸿࠘を設定した。このࠗ㹑㹑㹐㸿࠘で
は，「㹑㹑᝟ሗ」「ࢡリティカルシン࢟ングトレーニング（㹁㹒㹒）」，「新₲┴㹑㹑㹆生徒研究発表会」，
「高大㐃ᦠㅮᗙ」，「課題研究㸿」，「科学英語Ϩ」，「サイ࢚ンスイマージョン・プログラム」という内容
を実施している。 
 １年間のᤵ業を複数教科・科目の教員が㐃ᦠして担当するので，１コマのᤵ業時間に㸶～㸷人の教員
を配⨨している。このことで時間割の調ᩚには苦労したが，学ᰯ設定科目のᤵ業を担当している⫋員数
がቑえ，多くの教員が自分の関わる科目であるという意㆑をもって୺体的にᤵ業を創っている≧ἣが生
み出された。 
 理数科の課題研究は１年生から３年生まで⥆く取組とした。ࠗ㹑㹑㹐㸿 で࠘は，１年次の 1� ᭶から「課
題研究㸿」の取組を始め，༙年後の３᭶には➨１回目の中間発表会を実施した。 
 「㹑㹑᝟ሗ」，「科学英語Ϩ」，「サイ࢚ンスイマージョン・プログラム」「課題研究㸿」では，グルー
プでそれぞれのテーマについて，調べて，まとめて，発表し，それをお஫いにホ౯する取組を実施して
いる。少なくとも生徒は１年間で英語での発表もྵめて㸲回のᑠさな研究発表を経験している。 
 年度当初には「オリ࢚ンテーション」を行い，ᤵ業内容を説明するとともにグ㘓をまとめるフ࢓イル
を配௜し，取組をグ㘓することの㔜要性について説明した。年度の最⤊回では「᣺り㏉り」を行い１年
間の活動について文書でまとめるとともに，ポートフ࢛リオとなるフ࢓イルのᩚ理を行った。 
 
○ࠗ㹑㹑㹐㸿࠘ࡢ┠ⓗ・ᮇᚅࡿࢀࡉຠᯝ 
・ ᝟ሗ活用や，教科科目のᯟを㉸えた内容を扱い，論理的思考ຊ・ᢈุ的思考ຊを養うことで，課

題研究を深化させるための基礎的ᢏ⬟と思考ຊ等を身につける。 
・ 大学等でㅮ⩏やඛ➃科学ᢏ⾡を体験することで，科学ᢏ⾡や学ࡧへの⯆࿡䡡㛵ᚰ䡡ពḧ䜢ྥୖ䛥䛫䜛䚹 

・ 予備実験により研究プロセスを経験し，研究ス࢟ルと科学的⣲養を身につける。 
・ ༑分な文献調査，時間をかけたテーマ設定により，課題発見ຊを身につける。 
・ 科学英語等により，እ国語による科学のコ࣑ࣗニケーション⬟ຊを育成する。 
 

○ࠗ 㹑㹑㹐㸿 �࠘理数⛉１ᖺ�ࡢ内容     （ͤ11  （に対応࢟～ージ「育成を目指す㸵つのຊ」 ア࣌
㡯目 内容 ͤ 

㹑㹑᝟ሗ 
 
�㸲᭶～� 

・問題の発見・解決に向けて，事象を᝟ሗとの結ࡧ௜きとしてᤊえ，᝟ሗᢏ⾡
を適切かつ効果的に活用するຊを育てる。加えて，᝟ሗ機ჾやソフトの活用
ᢏ⬟を育成する。 

・⤫計データฎ理の基礎を習得させる。 
・᝟ሗࣔラルを身につけ，᝟ሗ通ಙネットワーࢡを有効に活用し᝟ሗᢏ⾡を適

切かつ実㊶的，୺体的に活用できるようにする。 
・᝟ሗに関する課題を解決する学習活動を通して，問題解決の⬟ຊや自ら学ぶ

意ḧを高めることのできるែ度を育てるとともに，グループで共ྠ作業を進
めていく方法を学ࡤせる。 

・論理的な表⌧ຊ等を育成する観Ⅼから，プレゼンテーションソフトを活用し
て発表する機会を設けることで，効果的なコ࣑ࣗニケーションを行うために
必要な知㆑とᢏ⬟を習得させる。 

アイ 
 ࢟࢘

リティカࢡ
ルシン࢟ン
グトレーニ
ング 
（㹁㹒㹒） 
 
 
�㸲᭶～� 

・論理的思考ຊ・ᢈุ的思考ຊを養うための䝥䝻䜾䝷䝮䜢඲ᰯయไ䛷ᐇ᪋䛩䜛䚹 
・㈨ᩱをㄞみ，㈨ᩱに対しての自らの考えを要⣙し，それをᑠグループで発表

し相஫ホ౯するという㐣程を複数回経験させる。 
・その㒔度，一つの㈨ᩱに対して複数教科の教員が␗なる視Ⅼでの解説を行い，

多角的・多㠃的，複合的な視Ⅼで事象をとらえるຊを養う。 
・要⣙を実際に書くことで表⌧ຊや論理的思考ຊを向上させる。 
・Ⓨ⾲䛷䛿䛂䠥䠟䠡䝰䝕䝹䛃䜢ά⏝䛧䛯䝹䞊䝤䝸䝑䜽䛻䜘䜚⏕ᚐ㛫䛷䛾┦஫ホ౯䜢⾜䛖䚹 
・㈨ᩱは国語科，ᆅṔ・公Ẹ科，数学科，理科，英語科，ᐙᗞ科など複数教科

が㐃ᦠして作成する。 
・እ㒊ㅮᖌをᣍいた研ಟ会を複数回開ദし，教員の指導ຊ向上を目指す。 

ア࢘
オカ 
 ࢟

科学英語Ϩ 
�㸲᭶～� 

・英語で書かれた数学や理科のテ࢟スト等を利用し，英語㸲ᢏ⬟の中の，特に
科学英語をㄞࡴຊ，書くຊを育成する。 

・ᤵ業内に生徒が英語で発表する機会を複数設ける。 

アオ
 ࢟

新₲┴ 
㹑㹑㹆生徒
研究発表会 
�ኟᏘ１日� 

・新₲┴の㹑㹑㹆指定ᰯや，他の高ᰯ，中学ᰯが一ᇽに会し，課題研究の成果
の発表等を通して相஫に஺流するሙを設定する。 

・課題研究等の成果を⫈き，理解にດめる。 
・生徒஺流会に参加し，他ᰯ生徒と༠ാして実ᢏ課題にᣮࡴ。 

オカ
 ࢟

高大㐃ᦠ 
ㅮᗙ 
 
㻔ኟᏘ䠎᪥㛫㻕 

・理数科１年生全員が長岡ᢏ⾡科学大学で，２日間，ཷㅮする。 
・生徒は大学からᥦ♧されたテーマの中から１つ選ࡧ，大学の研究ᐊでඛ➃科

学のㅮ⩏ཬࡧ実験・実習を体験し，まとめ・発表を通ࡌて，科学ᢏ⾡・理数
分㔝への興味・関心・意ḧを高める。  

・各研究ᐊから配௜される㈨ᩱをもとに，事๓研ಟを༑分に行う。 
事後は，内容をレポートにまとめ，研究ᐊからも指導をཷける。 

イ࢘
オ࢚
 ࢟

課題研究㸿 
 
�1� ᭶～� 

 >�１�㸫㸲 ㄢ㢟研究࡟ಀྲྀࡿ⤌@ ཧ↷ 

࢚࢘

オカ

 ࢟

⤫計学 
�11 ᭶～� 

・課題研究を進めるにあたって必要な「⤫計学」を᝟ሗ科と㐃ᦠしながら学ぶ。 
・実験計画の立᱌や実験結果の分析・考察・᥎論等に活用する。 

アイ 

 オ࢚

サイ࢚ンス
イマージョ
ン・プログラ
ム 
�１᭶� 

・複数のእ国人ㅮᖌをᣍき，ඛ➃科学に関するレࢡチࣕーをཷけ，その内容を
⌜䛤䛸䛻㆟ㄽ䛧䠈まとめ，プレゼンテーションを行う。 

・すべてを英語で行うことで，グローバル社会におけるコ࣑ࣗニケーションࢶ
ールとしての英語の必要性を知るとともに，英語コ࣑ࣗニケーション⬟ຊを
高める機会とする。 

アオ 
カ࢟ 

 
 
 
 
㸦１㸧㸫１㸫１ 㹑㹑᝟ሗ 
１．┠ᶆ 

①᝟ሗࣔラルを身に௜け，᝟ሗ通ಙネットワーࢡを有効に活用し᝟ሗᢏ⾡を適切かつ実㊶的୺体的
に活用できるようにする。 

12
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②᝟ሗに関する課題を解決する学習活動を通して，問題解決の⬟ຊや自ら学ぶ意ḧを高めることの
できるែ度を育てるとともに，グループで共ྠ作業を進めていく方法を学ࡤせる。

③論理的な表⌧ຊ等を育成する観Ⅼから，プレゼンテーションソフトを活用して発表する機会を設
けることで，効果的なコ࣑ࣗニケーションを行うために必要な知㆑とᢏ⬟を習得させる。

２．௬ㄝ 上グの目標に沿って，系⤫別学科研究発表に向けた一㐃の活動に取り組ࡴことで， 
�１�グループで༠ྠ的に課題に取り組ࡴ姿勢を身につけさせることができる。
�２�プレゼンテーション⬟ຊの向上を図ることができる。

㸱．ᑐ㇟⏕ᚐ １年生全員
㸲．ᐇ᪋内容  全体計画は以下の通りである。

１時間目 ᝟ሗオリ࢚ンテーション 
２時間目 ケータイ社会と᝟ሗࣔラル（㹂㹔㹂視⫈）
３時間目 検索実習 
㸲時間目 ᝟ሗリテラシー 
５時間目 系⤫別学科研究（オリ࢚ンテーション） 

㸴～11 時間目 系⤫別学科研究 
1� 時間目 系⤫別学科研究（中間発表） 

13・1� 時間目 系⤫別学科研究（発表‽備） 
1�・16 時間目 系⤫別学科研究発表 

１時間目から㸲時間目までは᝟ሗリテラシーについてのᤵ業を行った。その中で，インターネット
を用いた検索実習を行ったり，PoZerPoint の使い方を学ࡤせたりしたことで，後༙の系⤫別学科研究
につなげた。また，このᤵ業を通して，᝟ሗࣔラルの㔜要性を身につけさせた。 

系⤫別学科研究では，グループࡈとに学科を決めて，大学別の特ᚩや違いなどを多角的，ᢈุ的に
比較検討調査・研究させ，プレゼンテーションを作成させた。発表に向けてプレゼンテーションのᨵ
ၿを図るために，中間発表を行った。中間発表では生徒ྠኈの相஫ホ౯を用いた。発表は各ࢡラス内
で２回に分けて行った。発表では，生徒の自ᕫホ౯と教員ホ౯を用いてホ౯した。 

㸳．௬ㄝࡢ検証 （系⤫別学科研究発表の生徒の自ᕫホ౯感想よりᢤ⢋） 
・１人で⦎習するわけではないので，チームワーࢡを大事にしていきたい。
・ఇんだ人の分がカバーしきれなかったので，事๓からㄡが
ఇんでも大୔夫な‽備が必要だと思った。

・内容はもちろんだが，伝え方がとても大切だということが
分かった。普段から伝え方にẼを配って生活したい。

・パワーポイントで文Ꮠࡤかりになってしまったので，᝟ሗ
をコンパࢡトにまとめることを意㆑していきたい。

㸴．まとめ 
仮説�１�については，調べる内容やスライࢻ作成，発表時など， 

自分たちでうまく役割分担をしながら課題に取り組ࡴ様Ꮚが見 
られた。その反㠃，自分が担当した⟠ᡤ以እのことまで理解し 
きれていなかったことを反┬Ⅼとしてあげている生徒が見られ，༠ാ的な取組の㞴しさも感ࡌること 
ができたようである。仮説�２�については，中間発表で相஫ホ౯を行ったことで，客観的な視Ⅼからプ 
レゼンテーションの作成ができた。今後の発表の機会に活かしていきたいという๓向きな感想も多く， 
プレゼンテーション作成の基┙となる取組になった。

㸦１㸧㸫１㸫２ ࢢࣥࢽ࣮ࣞࢺࢢࣥ࢟ࣥࢩࣝ࢝࢕ࢸࣜࢡ㸦㹁㹒㹒㸧 
１．┠ⓗ・ᮇᚅࡿࢀࡉຠᯝ 
 ᝟ሗ活用や，教科科目のᯟを㉸えた内容を扱い，論理的思考ຊ・ᢈุ的思考ຊを養うことで，課題研
究を深化させるための基礎的ᢏ⬟と思考ຊ等を身につける。 
２．ᣦᑟ内容 

�１� ㈨ᩱや関㐃するデータ（以下，「テࢡスト」）をㄞみ解き，それらに対しての自らの考えを要
⣙し，それをᑠグループで発表し相஫ホ౯するという活動を複数回行う。

�２� テࢡストは国語科，ᆅṔ・公Ẹ科，数学科，理科など複数教科が㐃ᦠしてᥦ♧し，複数の教科
の教員が␗なる視Ⅼでの解説を行い，⏕ᚐ䛾ከ㠃ⓗ䞉ከゅⓗ䠈」ྜⓗ䛺どⅬ䛷஦㇟䜢䛸䜙䛘䜛ຊ䜢㣴䛖䚹

�３� 要⣙を実際に書くことによって，表⌧ຊや論理的思考ຊを向上させる。
�㸲� 「㹇㹁㹃ࣔデル」を活用したルーࣈリッࢡホ౯を用い，生徒間での相஫ホ౯を行う。
�５� コンセプトマップ，フィッシࣗボーン等の思考ࢶールを用いた思考ス࢟ル，また，.- 法等，発

想の発ᩓ・཰᮰の方法を学ぶ。
�㸴� እ㒊ㅮᖌをᣍいた研ಟ会を開ദし，教員の㈨㉁向上を目指す。

㸱．ホ౯ᇶ‽とホ౯方法 
ᑠグループでの生徒間相஫ホ౯では，以下のような「㹇㹁㹃ࣔデル」ホ౯を用いる。 

1� 

 

 

観Ⅼ 
㹇㸸考え 
（,Geas） 

㹁㸸つながり 
（&onneFtions） 

㹃㸸応用 
（E[tensions） 

相஫ホ౯ 

○ルーࣈリッࢡを用いて他⪅
の反論をホ౯することがで
きる。 

 

䕿䝹䞊䝤䝸䝑䜽䛻ᇶ䛵䛟ホ౯
䛻䛴䛔䛶䠈䛭䛾᰿ᣐ䜢᫂♧
䛧䛺䛜䜙௚⪅䛻ㄝ᫂䛩䜛䛣
䛸䛜䛷䛝䜛䚹 

○相஫ホ౯をもとに，自
ᕫの反論を᥎ᩙし，反
論を再ᵓ成することが
できる 

反論 

䕿ᣦᐃ䛥䜜䛯ᙧᘧ䛷䠈᭩䛟䛣䛸䛜
䛷䛝䜛䛜䠈཯ㄽ䛻᰿ᣐ䛾グ㏙
䛜䛺䛛䛳䛯䜚䠈᰿ᣐ䛸཯ㄽ䛾㛵
㐃ᛶ䛜䛺䛛䛳䛯䜚䛧䛶䛔䜛䚹 

○指定された形式で，本文
にᥦ♧されている᰿拠と
適切に関㐃࡙けながら，
反論を書くことができる 

○指定された形式にᚑい
他のテࢡストを適切に
検証したり比較したり
しながら反論を書くこ
とができる。 

ㄞ解 
○➹⪅の୺張をㄞみ取りその
内容を正確に㏙べることが
できる。 

○➹⪅の୺張について᰿拠
をᣲげて論理的に説明す
ることができる。 

○➹⪅の୺張を分析し，
཯ㄽ䛩䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜛䚹 

文❶表⌧・ 
ᵓ成 

䕿ṇ䛧䛔ཎ✏⏝⣬䛾౑䛔᪉䛜䛷
䛝䜛䚹 

䕿₎Ꮠ䜢౑䛳䛶ṇ䛧䛔⾲グ䛜䛷
䛝䜛䚹 

䕿㐺ษ䛺ㄒᙡ䛾౑䛔᪉䛜䛷䛝䜛䚹 

○論理ᒎ開の᥋⥆モが適切
に用いられ，文と文が➽
の通った順ᗎで୪んでい
る。 

 

○୺張とそれを指♧する
適切な᰿拠を，相手に
⣡得できる形で，適切
にᵓ成し，的確に表⌧
できる。 

㸲．㐍め方・࣐࣮ࢸ 
 テࢡストをᢈุ的にㄞみ，テࢡストの反論を考え，それをᑠグループ内で発表し相஫ホ౯するという
㐣程を，以下の㸲つのテーマについて実施する。多角的・多㠃的，複合的な視Ⅼで事象をとらえるຊを
養うため，䝔䜽䝇䝖䛻ᑐ䛧䛶」ᩘᩍ⛉䛾ᩍဨ䛜㐃ᦠ䛧䛶సᡂ䛧䠈␗䛺䜛どⅬ䛷䛭䜜䛮䜜ゎㄝ䜔⿵㊊䜢⾜䛖䚹 

テーマ 担当 

１ 反論の書き方 国語 

２ 人工知⬟（㸿㹇） 数学・国語 

３ 生࿨೔理 公Ẹ・生物 
１つのテーマにつき，以下のように３コマ分のᤵ業を行う。 
１コマ目 複数教科の担当⪅が‽備したテࢡストを説明し，生徒の理解と興味関心を深める。 

２コマ目 
生徒が 6�� Ꮠから ��� Ꮠ程度で，指定された書き方にᚑって，反論の立ሙで，テࢡ
ストについてのレポートを書く。 

３コマ目 
生徒がお஫いに書いたレポートについて，㹇㹁㹃ࣔデルを用いて相஫ホ౯を実施し
，意見஺᥮する。 その後，各自で相஫ホ౯を㋃まえたうえでΎ書を作成する。 

㸳．ྲྀ࡟ࢺࢫࢡࢸࡿࡆୖࡾồめࡿࢀࡽ≉ᚩ 
 生徒に以下のようなテࢡストを୚えて，その୺張について᰿拠とともに的確にㄞみ取った後，テࢡス
トに対して反論する立ሙに立って考えさせる。 
 （１）୺張が明ᛌである。 
 （２）その୺張をᨭえる᰿拠がきちんと書かれている。 
 （３）ディベートの論題のように短いものではなく，ある程度の長さをもっている。 
 （㸲）論ࡌるのに，特Ṧなᑓ㛛的な知㆑を必要としない。 
 （５）生徒の⌧ᅾの生活から㐟㞳したものではない。 
 （㸴）ㄞみ手を่⃭し，ᣮ発するような文体で書かれている。 
㸴．ホ౯とㄢ㢟 
 新しい時௦を生きᢤくための୺体的・対ヰ的な深い学ࡧをᨭえる論理的思考ຊ・ᢈุ的思考ຊのᅵྎ
は少しずつ形成されつつある。特に，ᑠグループでの相஫ホ౯の取り組みは，生徒の表⌧ຊ向上に有効
な手立てだったといえる。他⪅が書いたものを客観的な角度からຓゝすることで，自分が文❶を書く上
での新たなẼ࡙きを得る機会となったようだ。 
 また�今年度は�⣲ᮦとなるテࢡストをๅ新する試みもあった。何を⣲ᮦとして取り上げるかは�生徒
の理解や興味・関心にも大きく関わる。ඛ㏙の㸴つの特ᚩに合⮴したテࢡストであるかを༑分に検討し�
生徒の取り組みの様Ꮚを見ながら�その㒔度見┤して行くことが必要である。 
 今後の課題は，自分の意見をᨭえる論拠をいかに深めていくかということである。そのために，様々
な論Ⅼに対する⫼ᬒについて理解を深め，ㄞ書などを通ࡌて㉁の高いインプットを⥆けることで物事を
୺体的に考え対ヰ的に学ぶ際の⾑⫗となるような取り組みが求められる。そうすれࡤ，進学等で必要な
ᑠ論文を書いたり，㠃᥋で適切な応⟅ができたりするだけではなく，ᑗ᮶にわたり知的活動を行うため
のバッࢡグラ࢘ンࢻとなる論理的思考ຊ・ᢈุ的思考ຊを高め，学際的な知のᗈがりを身につけること
ができる。  
࠙参考㈨ᩱࠚ 
 ・㤶す⚽ಙࠗ反論のᢏ⾡̿その意⩏とカ⦎方法 （࠘明἞図書オࣆニオンྀ書，199�） 

ͤ౛年は�ᕥグの３つのテーマに加えて�もう１

つテーマを設け�年間計㸲回指導している。今年

度は�ఇᰯにకう日程変更によりᮍ実施。 

「㸲 ⎔ቃ問題」（公Ẹ・化学） 
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②᝟ሗに関する課題を解決する学習活動を通して，問題解決の⬟ຊや自ら学ぶ意ḧを高めることの
できるែ度を育てるとともに，グループで共ྠ作業を進めていく方法を学ࡤせる。

③論理的な表⌧ຊ等を育成する観Ⅼから，プレゼンテーションソフトを活用して発表する機会を設
けることで，効果的なコ࣑ࣗニケーションを行うために必要な知㆑とᢏ⬟を習得させる。

２．௬ㄝ 上グの目標に沿って，系⤫別学科研究発表に向けた一㐃の活動に取り組ࡴことで， 
�１�グループで༠ྠ的に課題に取り組ࡴ姿勢を身につけさせることができる。
�２�プレゼンテーション⬟ຊの向上を図ることができる。

㸱．ᑐ㇟⏕ᚐ １年生全員
㸲．ᐇ᪋内容  全体計画は以下の通りである。

１時間目 ᝟ሗオリ࢚ンテーション 
２時間目 ケータイ社会と᝟ሗࣔラル（㹂㹔㹂視⫈）
３時間目 検索実習 
㸲時間目 ᝟ሗリテラシー 
５時間目 系⤫別学科研究（オリ࢚ンテーション） 

㸴～11 時間目 系⤫別学科研究 
1� 時間目 系⤫別学科研究（中間発表） 

13・1� 時間目 系⤫別学科研究（発表‽備） 
1�・16 時間目 系⤫別学科研究発表 

１時間目から㸲時間目までは᝟ሗリテラシーについてのᤵ業を行った。その中で，インターネット
を用いた検索実習を行ったり，PoZerPoint の使い方を学ࡤせたりしたことで，後༙の系⤫別学科研究
につなげた。また，このᤵ業を通して，᝟ሗࣔラルの㔜要性を身につけさせた。 
系⤫別学科研究では，グループࡈとに学科を決めて，大学別の特ᚩや違いなどを多角的，ᢈุ的に

比較検討調査・研究させ，プレゼンテーションを作成させた。発表に向けてプレゼンテーションのᨵ
ၿを図るために，中間発表を行った。中間発表では生徒ྠኈの相஫ホ౯を用いた。発表は各ࢡラス内
で２回に分けて行った。発表では，生徒の自ᕫホ౯と教員ホ౯を用いてホ౯した。 

㸳．௬ㄝࡢ検証 （系⤫別学科研究発表の生徒の自ᕫホ౯感想よりᢤ⢋） 
・１人で⦎習するわけではないので，チームワーࢡを大事にしていきたい。
・ఇんだ人の分がカバーしきれなかったので，事๓からㄡが
ఇんでも大୔夫な‽備が必要だと思った。

・内容はもちろんだが，伝え方がとても大切だということが
分かった。普段から伝え方にẼを配って生活したい。

・パワーポイントで文Ꮠࡤかりになってしまったので，᝟ሗ
をコンパࢡトにまとめることを意㆑していきたい。

㸴．まとめ 
仮説�１�については，調べる内容やスライࢻ作成，発表時など， 

自分たちでうまく役割分担をしながら課題に取り組ࡴ様Ꮚが見 
られた。その反㠃，自分が担当した⟠ᡤ以እのことまで理解し 
きれていなかったことを反┬Ⅼとしてあげている生徒が見られ，༠ാ的な取組の㞴しさも感ࡌること 
ができたようである。仮説�２�については，中間発表で相஫ホ౯を行ったことで，客観的な視Ⅼからプ 
レゼンテーションの作成ができた。今後の発表の機会に活かしていきたいという๓向きな感想も多く， 
プレゼンテーション作成の基┙となる取組になった。

㸦１㸧㸫１㸫２ ࢢࣥࢽ࣮ࣞࢺࢢࣥ࢟ࣥࢩࣝ࢝࢕ࢸࣜࢡ㸦㹁㹒㹒㸧 
１．┠ⓗ・ᮇᚅࡿࢀࡉຠᯝ 
 ᝟ሗ活用や，教科科目のᯟを㉸えた内容を扱い，論理的思考ຊ・ᢈุ的思考ຊを養うことで，課題研
究を深化させるための基礎的ᢏ⬟と思考ຊ等を身につける。 
２．ᣦᑟ内容 

�１� ㈨ᩱや関㐃するデータ（以下，「テࢡスト」）をㄞみ解き，それらに対しての自らの考えを要
⣙し，それをᑠグループで発表し相஫ホ౯するという活動を複数回行う。

�２� テࢡストは国語科，ᆅṔ・公Ẹ科，数学科，理科など複数教科が㐃ᦠしてᥦ♧し，複数の教科
の教員が␗なる視Ⅼでの解説を行い，⏕ᚐ䛾ከ㠃ⓗ䞉ከゅⓗ䠈」ྜⓗ䛺どⅬ䛷஦㇟䜢䛸䜙䛘䜛ຊ䜢㣴䛖䚹

�３� 要⣙を実際に書くことによって，表⌧ຊや論理的思考ຊを向上させる。
�㸲� 「㹇㹁㹃ࣔデル」を活用したルーࣈリッࢡホ౯を用い，生徒間での相஫ホ౯を行う。
�５� コンセプトマップ，フィッシࣗボーン等の思考ࢶールを用いた思考ス࢟ル，また，.- 法等，発
想の発ᩓ・཰᮰の方法を学ぶ。

�㸴� እ㒊ㅮᖌをᣍいた研ಟ会を開ദし，教員の㈨㉁向上を目指す。
㸱．ホ౯ᇶ‽とホ౯方法 
ᑠグループでの生徒間相஫ホ౯では，以下のような「㹇㹁㹃ࣔデル」ホ౯を用いる。 

1� 

 

 

観Ⅼ 
㹇㸸考え 
（,Geas） 

㹁㸸つながり 
（&onneFtions） 

㹃㸸応用 
（E[tensions） 

相஫ホ౯ 

○ルーࣈリッࢡを用いて他⪅
の反論をホ౯することがで
きる。 

 

䕿䝹䞊䝤䝸䝑䜽䛻ᇶ䛵䛟ホ౯
䛻䛴䛔䛶䠈䛭䛾᰿ᣐ䜢᫂♧
䛧䛺䛜䜙௚⪅䛻ㄝ᫂䛩䜛䛣
䛸䛜䛷䛝䜛䚹 

○相஫ホ౯をもとに，自
ᕫの反論を᥎ᩙし，反
論を再ᵓ成することが
できる 

反論 

䕿ᣦᐃ䛥䜜䛯ᙧᘧ䛷䠈᭩䛟䛣䛸䛜
䛷䛝䜛䛜䠈཯ㄽ䛻᰿ᣐ䛾グ㏙
䛜䛺䛛䛳䛯䜚䠈᰿ᣐ䛸཯ㄽ䛾㛵
㐃ᛶ䛜䛺䛛䛳䛯䜚䛧䛶䛔䜛䚹 

○指定された形式で，本文
にᥦ♧されている᰿拠と
適切に関㐃࡙けながら，
反論を書くことができる 

○指定された形式にᚑい
他のテࢡストを適切に
検証したり比較したり
しながら反論を書くこ
とができる。 

ㄞ解 
○➹⪅の୺張をㄞみ取りその
内容を正確に㏙べることが
できる。 

○➹⪅の୺張について᰿拠
をᣲげて論理的に説明す
ることができる。 

○➹⪅の୺張を分析し，
཯ㄽ䛩䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜛䚹 

文❶表⌧・ 
ᵓ成 

䕿ṇ䛧䛔ཎ✏⏝⣬䛾౑䛔᪉䛜䛷
䛝䜛䚹 

䕿₎Ꮠ䜢౑䛳䛶ṇ䛧䛔⾲グ䛜䛷
䛝䜛䚹 

䕿㐺ษ䛺ㄒᙡ䛾౑䛔᪉䛜䛷䛝䜛䚹 

○論理ᒎ開の᥋⥆モが適切
に用いられ，文と文が➽
の通った順ᗎで୪んでい
る。 

 

○୺張とそれを指♧する
適切な᰿拠を，相手に
⣡得できる形で，適切
にᵓ成し，的確に表⌧
できる。 

㸲．㐍め方・࣐࣮ࢸ 
 テࢡストをᢈุ的にㄞみ，テࢡストの反論を考え，それをᑠグループ内で発表し相஫ホ౯するという
㐣程を，以下の㸲つのテーマについて実施する。多角的・多㠃的，複合的な視Ⅼで事象をとらえるຊを
養うため，䝔䜽䝇䝖䛻ᑐ䛧䛶」ᩘᩍ⛉䛾ᩍဨ䛜㐃ᦠ䛧䛶సᡂ䛧䠈␗䛺䜛どⅬ䛷䛭䜜䛮䜜ゎㄝ䜔⿵㊊䜢⾜䛖䚹 

テーマ 担当 

１ 反論の書き方 国語 

２ 人工知⬟（㸿㹇） 数学・国語 

３ 生࿨೔理 公Ẹ・生物 
１つのテーマにつき，以下のように３コマ分のᤵ業を行う。 
１コマ目 複数教科の担当⪅が‽備したテࢡストを説明し，生徒の理解と興味関心を深める。 

２コマ目 
生徒が 6�� Ꮠから ��� Ꮠ程度で，指定された書き方にᚑって，反論の立ሙで，テࢡ
ストについてのレポートを書く。 

３コマ目 
生徒がお஫いに書いたレポートについて，㹇㹁㹃ࣔデルを用いて相஫ホ౯を実施し
，意見஺᥮する。 その後，各自で相஫ホ౯を㋃まえたうえでΎ書を作成する。 

㸳．ྲྀ࡟ࢺࢫࢡࢸࡿࡆୖࡾồめࡿࢀࡽ≉ᚩ 
 生徒に以下のようなテࢡストを୚えて，その୺張について᰿拠とともに的確にㄞみ取った後，テࢡス
トに対して反論する立ሙに立って考えさせる。 
 （１）୺張が明ᛌである。 
 （２）その୺張をᨭえる᰿拠がきちんと書かれている。 
 （３）ディベートの論題のように短いものではなく，ある程度の長さをもっている。 
 （㸲）論ࡌるのに，特Ṧなᑓ㛛的な知㆑を必要としない。 
 （５）生徒の⌧ᅾの生活から㐟㞳したものではない。 
 （㸴）ㄞみ手を่⃭し，ᣮ発するような文体で書かれている。 
㸴．ホ౯とㄢ㢟 
 新しい時௦を生きᢤくための୺体的・対ヰ的な深い学ࡧをᨭえる論理的思考ຊ・ᢈุ的思考ຊのᅵྎ
は少しずつ形成されつつある。特に，ᑠグループでの相஫ホ౯の取り組みは，生徒の表⌧ຊ向上に有効
な手立てだったといえる。他⪅が書いたものを客観的な角度からຓゝすることで，自分が文❶を書く上
での新たなẼ࡙きを得る機会となったようだ。 
 また�今年度は�⣲ᮦとなるテࢡストをๅ新する試みもあった。何を⣲ᮦとして取り上げるかは�生徒
の理解や興味・関心にも大きく関わる。ඛ㏙の㸴つの特ᚩに合⮴したテࢡストであるかを༑分に検討し�
生徒の取り組みの様Ꮚを見ながら�その㒔度見┤して行くことが必要である。 
 今後の課題は，自分の意見をᨭえる論拠をいかに深めていくかということである。そのために，様々
な論Ⅼに対する⫼ᬒについて理解を深め，ㄞ書などを通ࡌて㉁の高いインプットを⥆けることで物事を
୺体的に考え対ヰ的に学ぶ際の⾑⫗となるような取り組みが求められる。そうすれࡤ，進学等で必要な
ᑠ論文を書いたり，㠃᥋で適切な応⟅ができたりするだけではなく，ᑗ᮶にわたり知的活動を行うため
のバッࢡグラ࢘ンࢻとなる論理的思考ຊ・ᢈุ的思考ຊを高め，学際的な知のᗈがりを身につけること
ができる。  
࠙参考㈨ᩱࠚ 
 ・㤶す⚽ಙࠗ反論のᢏ⾡̿その意⩏とカ⦎方法 （࠘明἞図書オࣆニオンྀ書，199�） 

ͤ౛年は�ᕥグの３つのテーマに加えて�もう１

つテーマを設け�年間計㸲回指導している。今年

度は�ఇᰯにకう日程変更によりᮍ実施。 

「㸲 ⎔ቃ問題」（公Ẹ・化学） 

14



1� 

 

 

 ・⚟⃝一ྜྷࠗ議論のレッスン࠘ �生活人新書，����� 
 ・⚟⃝一ྜྷࠗ文❶を論理でㄞみ解くためのࢡリティカル・リーディング࠘ �㹌㹆㹉出∧新書，��1��  
 ・㔝▮ⱱᶞࠗቑ⿵∧ 大人のための国語ゼ࣑ （࠘⟃ᦶ書ᡣ���1�） 
 
 
㸦１㸧㸫１㸫㸱 ⛉学英語Ϩ 
１．┠ⓗ 
�１� 内容に興味をᣢちながら，科学に関ಀする⡆༢な英文をㄞんだり，聞いたりすることができる。 
�２� 英語でㄞんだことについて，その内容を再ᵓ成して発表することができる。 
�３� 人に伝わりやすい発表の௙方で，興味をᣢってもらえるような工夫をධれながら発表すること

ができる。 
�㸲� 人のヰを理解しながら聞き，必要なときには発表できる。 
�５� グループで༠ຊしながら取り組ࡴことができる。 

２．௬ㄝ 
  上グの目標に沿って，ࢡイズ␒組を行うという発表形式をとり，日本語の発表から英語の発表へと
段㝵を㋃んで発表の௙方を学ぶことで， 
�１� 英語を使って人๓で発表することへの᢬ᢠ感をなくすことができる。 
�２� 一方的な発表にならず，聞き手を意㆑した発表ができる。 
�３� ୺体的に課題に取り組ࡴ姿勢を身につけることができる。 

㸱．内容・方法  指導の全体計画は以下の表のとおりである。 

１ 
１時間目 オリ࢚ンテーション�ᤵ業の目標と活動の確ㄆ�，➨１回実習（発表ཎ✏作成） 
２時間目 ➨２回実習（発表ཎ✏作成，発表⦎習） 
３時間目 ➨３回実習（日本語による発表，ホ౯） 

２ 
㸲時間目 オリ࢚ンテーション（英語の発表に向けて），➨㸲回実習（発表ཎ✏作成） 
５時間目 ➨５回実習（発表ཎ✏作成，ポスター作成，発表⦎習） 
㸴時間目 ➨㸴回実習（英語による発表，ホ౯） 

３ 
㸵時間目 オリ࢚ンテーション（パフ࢛ーマンスの向上に向けて），➨㸵回実習（発表⦎習） 
㸶時間目 ➨㸶回実習（リࣁーサル，発表ཎ✏ಟ正，ポスターಟ正） 
㸷時間目 ➨㸷回実習（英語によるࢡラスᶓ᩿的な発表，ホ౯） 

㸲．௬ㄝࡢ検証 
仮説�１� 「英語を使って人๓で発表することへの᢬ᢠ感をなくすことができる」について 
検証１㸸生徒の発表活動の観察における検証（日本語の発表から英語の発表への⛣行の観Ⅼから） 

日本語での発表から始めることにより発表の形式に័れさせ，スムーズに英語の発表に⛣行できた。 
検証２㸸生徒の発表活動の観察における検証（英語の発表を行うことにおける観Ⅼから） 

１回目の発表の反┬を㋃まえて２回目に⮫ࡴことができた。また，２ࢡラスを合ྠにしてࢡラスᶓ
᩿的に行ったが，各グループがᇽ々と発表を行った。すべてのグループやᵓ成員の᢬ᢠ感がなくなっ
たとはゝえない。 
以上の２Ⅼから仮説�１�は㒊分的に検証されたとゝえる。 

仮説�２� 「一方的な発表にならず，聞き手を意㆑した発表ができる」について 
検証１㸸生徒の発表ཎ✏や発表活動の観察による検証（日本語の発表） 
  ジョーࢡや࿘りをᘬきつけるための工夫が各班㝶ᡤに見られ，ࣘーࣔアあࡩれる発表を行っていた。 

また，聞き手の方も発表するഃとコ࣑ࣗニケーションを取りながら楽しんで活動を行っていた。 
検証２㸸生徒の発表ཎ✏や発表活動の観察による検証（英語の発表） 
  各班が英語の発表における目標を立て，英語での発表を行う際に，わかりやすくするにはどうした
らいいのかをグループ活動を通して学んでいった。 

㸵時間目のオリ࢚ンテーションではᶍ⠊となる動画を見せ，⫈⾗を意㆑した発表ែ度やジ࢙スチࣕ
ーなどの㔜要性を学ࡧ，実際に┿ఝている班が多く見られた。 

  音ㄞ⦎習などをもっと指導する機会をᣢつことができれࡤ，さらにᨵၿされただろうと考える。 
以上の２Ⅼから仮説�２�は㒊分的に検証されたとゝえる。 
仮説�３� 「୺体的に課題に取り組ࡴ姿勢を身につけることができる」について 
検証１㸸生徒の発表ཎ✏の作成や発表活動の観察による検証 
  ཎ✏の作成や発表活動において，各班とも⊂自性をᣢちながら工夫して取り組んでいた。英語での
発表では，‽備する内容が多くなったが，ఇみ時間やᨺ課後など自⏤になる時間を見つけて積極的に
取り組んでいた。ただし，生徒の感想を見ると，すべての生徒がそうであったとはゝえない。 

以上のⅬから仮説�３�は㒊分的に検証されたとゝえる。 
㸳．まとめ 
以上のことから，ࠗ 科学英語Ϩ࠘は一定の成果を上げることができたと考えられる。次年度のࠗ科学

英語ϩ࠘では今年度の活動をࡩまえ，さらに充実したものにしていきたい。 
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㸦１㸧㸫１㸫㸲 ᪂₲┴㹑㹑㹆⏕ᚐ研究Ⓨ⾲఍ LQ (FKLJR̺1$*$2.$ 
>�㸲�㸫１ ➨㸶ᅇ᪂₲┴㹑㹑㹆⏕ᚐ研究Ⓨ⾲఍ LQ (FKLJR�1$*$2.$@ ཧ↷ 

㸦１㸧㸫１㸫㸳 㧗኱㐃ᦠㅮᗙ  
 ௧࿴２年㸶᭶５日（Ỉ），㸴日（ᮌ）に，理数科１年生全員を対象に長岡ᢏ⾡科学大学で実施する
予定であったが，新ᆺコロナ࢘イルスのᙳ㡪で今年度は中Ṇとなった。代替として，１月28日（木）
にオンラインによる特別講義を行った。Ｐ32「（２）―１―２　サイエンスツアー代替講義」

㸦１㸧㸫１㸫㸴 ㄢ㢟研究㸿 >�１�㸫㸲 ㄢ㢟研究࡟ಀྲྀࡿ⤌@ ཧ↷ 

㸦１㸧㸫１㸫㸵 ⤫ィ学 
１．┠ᶆ 
①コンࣗࣆータなどの᝟ሗ機ჾを用いることで，大㔞のデータを活用することの有効性に着目し，デ
ータを表やグラフにᩚ理するᢏ⬟を身に௜けさせる。

②コンࣗࣆータなどの᝟ሗ機ჾを用いることで，大㔞のデータの分ᩓ，標‽偏差，相関ಀ数などの基
本的な⤫計㔞を求めさせる。

２．௬ㄝ 上グの目標に沿って，コンࣗࣆータを用いて， 
�１�データを活用するための᝟ሗᢏ⾡の活用ができる。
�２�データの分ᕸの傾向をㄞみ取り，ᢈุ的に考察してุ᩿することができる。

㸱．ᑐ㇟⏕ᚐ  １年生全員 
㸲．ᐇ᪋内容 

全体計画は以下の通りである。 
１時間目 コンࣗࣆータを用いて，適切な⤫計㔞やグラフ，手法などを選択した分析
２時間目 コンࣗࣆータを用いて，適切な⤫計㔞やグラフ，手法などを選択した分析

 表計算ソフト（E[Fel）を用いて，数学Ϩで学習した平ᆒ್，中ኸ್，最㢖್，⠊ᅖ，ᅄ分఩数，
ᅄ分఩⠊ᅖ，ᅄ分఩偏差，分ᩓ，標‽偏差，相関ಀ数の⤫計㔞を求めさせた。また，度数分ᕸ表，相
関表の表を作らせた。さらに，ࣄストグラム，⟽ࡦげ図，ᩓᕸ図のグラフ化を行った。大㔞のデータ
でも表計算ソフトの関数を用いれࡤ⡆༢に求められることを実際に体験によって学ࡤせた。課題研究
などの観察や実験などの実際のデータを使った分析では，表計算ソフトを活用することが⌧実である
ことを体験できた。 

㸳．௬ㄝࡢ検証 
数学Ϩの内容を表計算ソフトを活用して計算することで，大㔞のデータをฎ理でき，社会生活にお

いて⤫計㔞が意味のあるものであることが理解できたようである。 
㸴．まとめ 
  表計算ソフト（E[Fel）のス࢟ルの差が大きく，ᢏ⬟を身に௜けることで⤊わってしまった生徒も

多く見られた。本᮶であれࡤ，データの分析の傾向をㄞみ取り，ᢈุ的に考察してุ᩿するຊを身に
௜けさせなけれࡤいけないと思われる。 

㸦１㸧㸫１㸫㸶 ࣒ࣛࢢࣟࣉ・ࣥࣙࢪ࣮࣐࢖ࢫ࢚ࣥ࢖ࢧ 
１．┠ⓗ  科学ᢏ⾡分㔝の➨一⥺で活㌍しているᾏእ出身のⱝ手研究⪅をㅮᖌとしてᣍき，研究ሗ࿌
や体験ㄯ，㉁␲応⟅を通し生徒の科学への関心意ḧを育てるとともに，サイ࢚ンスとコ࣑ࣗニケーシ
ョンࢶールとしての英語という２つを㍈に，科学をᅵྎにした༠ാ，思考活動，国際的コ࣑ࣗニケー
ション⬟ຊの育成を図る。

２．௬ㄝ  英語をẕ語としないⱝ手እ国人研究⪅をᣍいてプログラムを行うことで，コ࣑ࣗニケーシ
ョンࢶールとしての英語を身につける必要性を意㆑させることにつながるとྠ時に，科学への関心を
高めることにつながる。また英語で発表する機会を設けることで，今後の学習への意ḧ関心を高める
ことができる。 

㸱．ᐇ᪋内容 
１）日時㸸௧࿴３年１᭶ �� 日（᭶） 1����～1���� �３時間，２ࢡラス� 

１᭶ �6 日（ⅆ） 㸶���～11���㸭1����～1���� �３時間����  �ラス�２ࢡ
 １᭶ �� 日（Ỉ）㸶���～11��� �３時間，２ࢡラス� 

２）対象学年・ࢡラス 㸸 １学年・㸶ࢡラス（普通科㸴ࢡラス・理数科２ࢡラス）
３）ㅮᖌ 㸸日本の大学㝔等で活動中の研究⪅㸲名をㅮᖌとしてᣍいた。
Mr� 8Per SaleeP   ᆅ㟈・⅏ᐖ工学研究 ⟃Ἴ大学 
Mr� ,slaP Elsa\eG +assanein +assan +assan MohaPeG 再生࢚ネルࢠー研究 ᶓ὾国立大学 
Mr� /eonarG ,ta\i &hirenMe             ᣢ⥆ྍ⬟性研究  国㐃大学 
Mr� Daniel .ZeNu $GGo G\an                         ᐤ生⹸学研究 ᮾி་科ṑ科大学 
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 ・⚟⃝一ྜྷࠗ議論のレッスン࠘ �生活人新書，����� 
 ・⚟⃝一ྜྷࠗ文❶を論理でㄞみ解くためのࢡリティカル・リーディング࠘ �㹌㹆㹉出∧新書，��1��  
 ・㔝▮ⱱᶞࠗቑ⿵∧ 大人のための国語ゼ࣑ （࠘⟃ᦶ書ᡣ���1�） 
 
 
㸦１㸧㸫１㸫㸱 ⛉学英語Ϩ 
１．┠ⓗ 
�１� 内容に興味をᣢちながら，科学に関ಀする⡆༢な英文をㄞんだり，聞いたりすることができる。 
�２� 英語でㄞんだことについて，その内容を再ᵓ成して発表することができる。 
�３� 人に伝わりやすい発表の௙方で，興味をᣢってもらえるような工夫をධれながら発表すること

ができる。 
�㸲� 人のヰを理解しながら聞き，必要なときには発表できる。 
�５� グループで༠ຊしながら取り組ࡴことができる。 

２．௬ㄝ 
  上グの目標に沿って，ࢡイズ␒組を行うという発表形式をとり，日本語の発表から英語の発表へと
段㝵を㋃んで発表の௙方を学ぶことで， 
�１� 英語を使って人๓で発表することへの᢬ᢠ感をなくすことができる。 
�２� 一方的な発表にならず，聞き手を意㆑した発表ができる。 
�３� ୺体的に課題に取り組ࡴ姿勢を身につけることができる。 

㸱．内容・方法  指導の全体計画は以下の表のとおりである。 

１ 
１時間目 オリ࢚ンテーション�ᤵ業の目標と活動の確ㄆ�，➨１回実習（発表ཎ✏作成） 
２時間目 ➨２回実習（発表ཎ✏作成，発表⦎習） 
３時間目 ➨３回実習（日本語による発表，ホ౯） 

２ 
㸲時間目 オリ࢚ンテーション（英語の発表に向けて），➨㸲回実習（発表ཎ✏作成） 
５時間目 ➨５回実習（発表ཎ✏作成，ポスター作成，発表⦎習） 
㸴時間目 ➨㸴回実習（英語による発表，ホ౯） 

３ 
㸵時間目 オリ࢚ンテーション（パフ࢛ーマンスの向上に向けて），➨㸵回実習（発表⦎習） 
㸶時間目 ➨㸶回実習（リࣁーサル，発表ཎ✏ಟ正，ポスターಟ正） 
㸷時間目 ➨㸷回実習（英語によるࢡラスᶓ᩿的な発表，ホ౯） 

㸲．௬ㄝࡢ検証 
仮説�１� 「英語を使って人๓で発表することへの᢬ᢠ感をなくすことができる」について 
検証１㸸生徒の発表活動の観察における検証（日本語の発表から英語の発表への⛣行の観Ⅼから） 

日本語での発表から始めることにより発表の形式に័れさせ，スムーズに英語の発表に⛣行できた。 
検証２㸸生徒の発表活動の観察における検証（英語の発表を行うことにおける観Ⅼから） 

１回目の発表の反┬を㋃まえて２回目に⮫ࡴことができた。また，２ࢡラスを合ྠにしてࢡラスᶓ
᩿的に行ったが，各グループがᇽ々と発表を行った。すべてのグループやᵓ成員の᢬ᢠ感がなくなっ
たとはゝえない。 
以上の２Ⅼから仮説�１�は㒊分的に検証されたとゝえる。 

仮説�２� 「一方的な発表にならず，聞き手を意㆑した発表ができる」について 
検証１㸸生徒の発表ཎ✏や発表活動の観察による検証（日本語の発表） 
  ジョーࢡや࿘りをᘬきつけるための工夫が各班㝶ᡤに見られ，ࣘーࣔアあࡩれる発表を行っていた。 

また，聞き手の方も発表するഃとコ࣑ࣗニケーションを取りながら楽しんで活動を行っていた。 
検証２㸸生徒の発表ཎ✏や発表活動の観察による検証（英語の発表） 
  各班が英語の発表における目標を立て，英語での発表を行う際に，わかりやすくするにはどうした
らいいのかをグループ活動を通して学んでいった。 
㸵時間目のオリ࢚ンテーションではᶍ⠊となる動画を見せ，⫈⾗を意㆑した発表ែ度やジ࢙スチࣕ

ーなどの㔜要性を学ࡧ，実際に┿ఝている班が多く見られた。 
  音ㄞ⦎習などをもっと指導する機会をᣢつことができれࡤ，さらにᨵၿされただろうと考える。 
以上の２Ⅼから仮説�２�は㒊分的に検証されたとゝえる。 
仮説�３� 「୺体的に課題に取り組ࡴ姿勢を身につけることができる」について 
検証１㸸生徒の発表ཎ✏の作成や発表活動の観察による検証 
  ཎ✏の作成や発表活動において，各班とも⊂自性をᣢちながら工夫して取り組んでいた。英語での
発表では，‽備する内容が多くなったが，ఇみ時間やᨺ課後など自⏤になる時間を見つけて積極的に
取り組んでいた。ただし，生徒の感想を見ると，すべての生徒がそうであったとはゝえない。 

以上のⅬから仮説�３�は㒊分的に検証されたとゝえる。 
㸳．まとめ 
以上のことから，ࠗ 科学英語Ϩ࠘は一定の成果を上げることができたと考えられる。次年度のࠗ科学

英語ϩ࠘では今年度の活動をࡩまえ，さらに充実したものにしていきたい。 
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㸦１㸧㸫１㸫㸲 ᪂₲┴㹑㹑㹆⏕ᚐ研究Ⓨ⾲఍ LQ (FKLJR̺1$*$2.$ 
>�㸲�㸫１ ➨㸶ᅇ᪂₲┴㹑㹑㹆⏕ᚐ研究Ⓨ⾲఍ LQ (FKLJR�1$*$2.$@ ཧ↷ 

㸦１㸧㸫１㸫㸳 㧗኱㐃ᦠㅮᗙ  
 ௧࿴２年㸶᭶５日（Ỉ），㸴日（ᮌ）に，理数科１年生全員を対象に長岡ᢏ⾡科学大学で実施する
予定であったが，新ᆺコロナ࢘イルスのᙳ㡪で今年度は中Ṇとなった。代替として，１月28日（木）
にオンラインによる特別講義を行った。Ｐ32「（２）―１―２　サイエンスツアー代替講義」

㸦１㸧㸫１㸫㸴 ㄢ㢟研究㸿 >�１�㸫㸲 ㄢ㢟研究࡟ಀྲྀࡿ⤌@ ཧ↷ 

㸦１㸧㸫１㸫㸵 ⤫ィ学 
１．┠ᶆ 

①コンࣗࣆータなどの᝟ሗ機ჾを用いることで，大㔞のデータを活用することの有効性に着目し，デ
ータを表やグラフにᩚ理するᢏ⬟を身に௜けさせる。

②コンࣗࣆータなどの᝟ሗ機ჾを用いることで，大㔞のデータの分ᩓ，標‽偏差，相関ಀ数などの基
本的な⤫計㔞を求めさせる。

２．௬ㄝ 上グの目標に沿って，コンࣗࣆータを用いて， 
�１�データを活用するための᝟ሗᢏ⾡の活用ができる。
�２�データの分ᕸの傾向をㄞみ取り，ᢈุ的に考察してุ᩿することができる。

㸱．ᑐ㇟⏕ᚐ  １年生全員 
㸲．ᐇ᪋内容 

全体計画は以下の通りである。 
１時間目 コンࣗࣆータを用いて，適切な⤫計㔞やグラフ，手法などを選択した分析
２時間目 コンࣗࣆータを用いて，適切な⤫計㔞やグラフ，手法などを選択した分析

 表計算ソフト（E[Fel）を用いて，数学Ϩで学習した平ᆒ್，中ኸ್，最㢖್，⠊ᅖ，ᅄ分఩数，
ᅄ分఩⠊ᅖ，ᅄ分఩偏差，分ᩓ，標‽偏差，相関ಀ数の⤫計㔞を求めさせた。また，度数分ᕸ表，相
関表の表を作らせた。さらに，ࣄストグラム，⟽ࡦげ図，ᩓᕸ図のグラフ化を行った。大㔞のデータ
でも表計算ソフトの関数を用いれࡤ⡆༢に求められることを実際に体験によって学ࡤせた。課題研究
などの観察や実験などの実際のデータを使った分析では，表計算ソフトを活用することが⌧実である
ことを体験できた。 

㸳．௬ㄝࡢ検証 
数学Ϩの内容を表計算ソフトを活用して計算することで，大㔞のデータをฎ理でき，社会生活にお

いて⤫計㔞が意味のあるものであることが理解できたようである。 
㸴．まとめ 
  表計算ソフト（E[Fel）のス࢟ルの差が大きく，ᢏ⬟を身に௜けることで⤊わってしまった生徒も

多く見られた。本᮶であれࡤ，データの分析の傾向をㄞみ取り，ᢈุ的に考察してุ᩿するຊを身に
௜けさせなけれࡤいけないと思われる。 

㸦１㸧㸫１㸫㸶 ࣒ࣛࢢࣟࣉ・ࣥࣙࢪ࣮࣐࢖ࢫ࢚ࣥ࢖ࢧ 
１．┠ⓗ  科学ᢏ⾡分㔝の➨一⥺で活㌍しているᾏእ出身のⱝ手研究⪅をㅮᖌとしてᣍき，研究ሗ࿌

や体験ㄯ，㉁␲応⟅を通し生徒の科学への関心意ḧを育てるとともに，サイ࢚ンスとコ࣑ࣗニケーシ
ョンࢶールとしての英語という２つを㍈に，科学をᅵྎにした༠ാ，思考活動，国際的コ࣑ࣗニケー
ション⬟ຊの育成を図る。

２．௬ㄝ  英語をẕ語としないⱝ手እ国人研究⪅をᣍいてプログラムを行うことで，コ࣑ࣗニケーシ
ョンࢶールとしての英語を身につける必要性を意㆑させることにつながるとྠ時に，科学への関心を
高めることにつながる。また英語で発表する機会を設けることで，今後の学習への意ḧ関心を高める
ことができる。 

㸱．ᐇ᪋内容 
１）日時㸸௧࿴３年１᭶ �� 日（᭶） 1����～1���� �３時間，２ࢡラス� 

１᭶ �6 日（ⅆ） 㸶���～11���㸭1����～1���� �３時間����  �ラス�２ࢡ
 １᭶ �� 日（Ỉ）㸶���～11��� �３時間，２ࢡラス� 

２）対象学年・ࢡラス 㸸 １学年・㸶ࢡラス（普通科㸴ࢡラス・理数科２ࢡラス）
３）ㅮᖌ 㸸日本の大学㝔等で活動中の研究⪅㸲名をㅮᖌとしてᣍいた。
Mr� 8Per SaleeP   ᆅ㟈・⅏ᐖ工学研究 ⟃Ἴ大学 
Mr� ,slaP Elsa\eG +assanein +assan +assan MohaPeG 再生࢚ネルࢠー研究 ᶓ὾国立大学 
Mr� /eonarG ,ta\i &hirenMe             ᣢ⥆ྍ⬟性研究  国㐃大学 
Mr� Daniel .ZeNu $GGo G\an                         ᐤ生⹸学研究 ᮾி་科ṑ科大学 
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①
質問

とても楽しみである 21.9% とてもよかった 54.3%
少し楽しみである 56.6% どちらかと⾔えばよかった 42.7%
少し⾯倒だ 20.9% どちらかと⾔えばよくなかった 2.7%
とてもいやだ 0.7% とてもよくなかった 0.3%

上記理由 科学的内容に興味があるから 30.0% 科学的内容に興味を持ったから 46.0%
科学項⽬ 科学的内容に興味が持てないから 7.7% 科学的内容に興味を持たなかったから 1.0%
上記理由 英語が好きだから 23.9% 英語を⾯⽩いと思ったから 49.7%

英語が苦⼿だから 33.0% 英語を苦⼿だと思ったから 10.0%
⼈前で発表が好きだから 3.7% ⼈前で発表することを⾯⽩いと思ったから 17.7%
⼈前で発表するのが苦⼿だから 35.4% ⼈前で発表することを苦⼿だと思ったから 11.3%
将来英語で話しをする機会が必要だと思っているから 48.1% 将来英語で話しをする機会が必要だと思っているから 62.7%

②
質問

科学項⽬ 科学的な知識が増える 39.7% 科学的知識が増えた 48.3%
英語を聴く⼒が少し向上する 86.9% 英語を聴く⼒が少し向上した 81.3%
英語を話す⼒が少し向上する 70.4% 英語を話す⼒が少し向上した 51.3%

③
21.7%
74.7%
18.3%
39.7%

英語は苦⼿なので将来も苦労しそうだ
英語を使うといろんな国の⼈とコミュニケーションができて楽しい

事後アンケート

事前アンケート 事後アンケート
プログラムを受けることについてどう思うか プログラム受講後どう感じたか

プログラムでどのような⼒がつくと期待するか プログラムを通じてどのような⼒がついたと思いますか

事前アンケート 事後アンケート

英語項⽬

英語項⽬

全体

⾃分も英語に興味があり海外で学んでみたい
英語の学習に取り組みたい

㸲）内容 㸸３時間の内容は以下の通りである。今年度は新ᆺコロナ感ᰁ⑕㜵Ṇの観Ⅼからオンライ
ンで実施した。 

①１時間目，大教ᐊにおいて，ㅮᖌから英語でㅮ⩏を聞く。ㅮᖌ・出身国の⤂௓，研究課題，研究分
㔝の内容，科学的な研究方法について，すべて英語でオンラインで行われる。その後，生徒がㅮ⩏
内容について討議し␲問Ⅼを出し合い，ㅮᖌに各グループが㉁問を行う。iPaGを活用し཮方向でや
りとりを行った。 

②２時間目は，ディスカッション，プレゼンテーション‽備を中心に進められる。 
a）ㅮᖌの研究内容に関㐃した課題が複数ᥦ♧され，グループẖに１つ選択し，その解決法等をヰ
し合う。 

E）ㅮᖌから科学的プレゼンテーション方法，ཎ✏の作り方，発表法などについて説明をཷける。 
F）グループ討議，プレゼンཎ✏作成の間，ㅮᖌは各グループにオンラインでアࢻバイスをする。 

③３時間目は，⦎習後各グループ３分程度でプレゼンを行い，ㅮᖌや他のグループは発表内容につい
て㉁␲をする。最後にㅮᖌはࢡラス全体に対し，今回のプログラムの感想や研究⪅としての心ᵓえ
等をヰす。２年次以㝆の課題研究の発表をᛕ㢌に，科学的プレゼンテーションの⦎習機会となるよ
うに計画した。 

㸲．௬ㄝࡢ検証 
①プログラム全体のホ౯と理⏤㸸 
表①から，全体へのホ౯が事後ⴭしく

上᪼し，プログラムが充実していたとゝ
える。また，科学に対する関心がᙉまる
��16��と共に，コ࣑ࣗニケーションࢶ
ールとしての英語を楽しいと感ࡌ，プ
レゼンを行うことへの๓向きな意㆑向
上につながったことがホ౯できる。 
②プログラムを通してどんなຊがつく
のか㸸 
表②から，科学的知㆑や英語を⫈く

ຊの向上に効果があったとホ౯できる。
プレゼンではㅮ⩏の内容を㋃まえ，コ
ロナ対⟇にゝཬするなどᢈุ的思考ຊ
の向上にも効果があった。 
㸳．௒ᚋࡅྥ࡟ 
英語をẕ語としないㅮᖌが英語でㅮ⩏をしていることに対し，

生徒が，「自分も英語でヰができるように学習に取り組みたい>���
㸵�@」という感想をᣢったことからも，英語をẕ語としない研究⪅
をᣍいた本プログラムは一定の効果が今後もᮇᚅできる。その一方，日ᖖの理科・社会・英語分㔝の学
習指導と㐃ᦠした事๓学習を行い，更に科学への興味を育て，英語学習への苦手意㆑をᡶᣔしていく指
導が必要である。 
 
 
 
㸦１㸧㸫２ 㹑㹑㹐㹀 
○ࠗ㹑㹑㹐㹀࠘ࡢ┠ⓗ・ᮇᚅࡿࢀࡉຠᯝ 

・ 課題研究に取り組み，生徒の୺体性と課題解決ຊ・᥈究ຊを育成する。 
・ 中間発表を複数回設ける。研究を一᪦まとめることで，研究結果と課題をᢕᥱするとともに，

እ㒊指導⪅のຓゝにより，研究を深化させる。 
・ 大学・研究ᡤ等でㅮ⩏やඛ➃科学ᢏ⾡を体験することで，科学ᢏ⾡や学ࡧへの興味㺃関心㺃意

ḧを向上させ，課題研究の参考にする。 
・ ディベートに取り組ࡴことで，論理的思考ຊ，ᢈุ的思考ຊཬࡧディスカッション⬟ຊを育

成する。 
・ ⤫計学の基礎を学ぶことにより，研究のデータ分析等を確かなものにする。 

   ・ 科学英語により，እ国語による科学のコ࣑ࣗニケーション⬟ຊを育成する。 
 

○ࠗ㹑㹑㹐㹀࠘�理数⛉２ᖺ�ࡢ内容   （ͤ11  （に対応࢟～ージ 育成を目指す㸵つのຊ ア࣌
㡯目 内容 ͤ 

課題研究㹀 
 
�㸲᭶～� 

 >�１�㸫㸲 ㄢ㢟研究࡟ಀྲྀࡿ⤌@ ཧ↷ 

アイ 

 ࢚࢘

オカ 

 ࢟
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ディベート 
 
�㸲～㸴᭶� 

・様々な課題について，その⫼ᬒにある考え方を㋃まえて，よりよい課
題解決のᅾり方を༠ാ的に考察し，公正にุ᩿，合意形成するຊや
課題解決のための論理的思考ຊを高める。 

アオ 
カ࢟ 

科学英語ϩ 
 
�５᭶～� 

・１年次の「科学英語Ϩ」を発ᒎさせた取組を実施する。 
・㈨ᩱをㄞࡴ，➽道を立てて説明・発表する，要᪨をまとめる等の経験
を㔜ࡡることで論文作成のための英語ຊを身につける。 

・ディスカッションの機会を設け，３年次の英語発表に備える。 
・㸿㹊㹒による英語での科学実験（物理・化学・生物）を行う。 
・これらの取組により，英語を使って表⌧し，英語で積極的にコ࣑ࣗニ

ケーションを図るែ度を養う。 

アオ 
カ࢟ 

⤫計学 
�㸷᭶～� 

・１年次の「⤫計学」を発ᒎさせた取組を実施する。 
・実験計画の立᱌や実験結果の分析・考察・᥎論等に応用する。 

アイ 
 オ࢚

新₲┴㹑㹑㹆生
徒研究発表会
�ኟᏘ１日� 

・㹑㹑㹐㸿とྠࡌ。次を追加。 
・２年理数科は，課題研究の中間発表�ポスター発表�を行う。 
・ྖ会進行と生徒஺流会の㐠Ⴀ・⿵ຓを行う。 

オカ
 ࢟

イࢨリアデࣕ࢟
ンࢶアー 
 
�ኟᏘ３日間� 

・理数科生徒全員に対して，ኟᏘఇ業中に２Ἡ３日で実施する。 
・ᮾி方㠃の大学・௻業・研究ᡤをゼ問する。ඛ➃科学ᢏ⾡の研究⪅と

対ヰすることで，ᑗ᮶の進㊰について考えるዎ機とし，⌧ᅾ行ってい
る課題研究の深化につなげる。 

・ᮾி方㠃の大学にᅾ⡠中の༞業生とのᗙㄯ会を設定する。 
・ゼ問ඛで㉁␲・対ヰができるように，事๓研ಟを༑分行う。 
・事後レポートを作成させ，研ಟを᣺り㏉らせる。 

࢚࢘
カ 

 
 
㸦１㸧㸫２㸫１ ㄢ㢟研究㹀    >�１�㸫㸲 ㄢ㢟研究࡟ಀྲྀࡿ⤌@ ཧ↷ 
 
 
㸦１㸧㸫２㸫２ ࢺ࣮࣋࢕ࢹ 
１�┠ᶆ 
�１�思考ຊを養う ・論理的思考ຊ ・▐時に考えุ᩿する⬟ຊ ・▐発的思考ຊ ・ᢈุ的思考ຊ  
�２�発ಙຊを養う 

䞉▷᫬㛫䛷ⓗ☜䛻୺ᙇ䜢⾜䛖⬟ຊ 䞉ពᅗ䜢ⓗ☜䛻ఏ䛘䜛ᵓᡂຊ 䞉ㄝᚓຊ䛾䛒䜛䝥䝺䝊䞁ཎ✏䛾సᡂຊ 
�３�傾⫈ຊを養う   問題意㆑をᣢって聞く⬟ຊ  

２�内容方法 
 
 
 
 
 
今年度のディベートテーマ ・Ᏻ楽Ṛ  ・カジࣀ法᱌  ・制᭹制度  ・እ国人労ാ⪅ཷけධれ 
�１�ディベートᴫ要説明の際に，目標やジࣕッジをకうࢤームであることを生徒に明♧する。 

 �２�テーマや班員の割り᣺りはᢳ選で行い，生徒に選択させないようにする。 
 �３�班内役割分担では，一人一回は必ず発ゝする機会があるよう割り᣺らせる。 
�㸲�᣺り㏉りシートを୎ᑀにグධするよう指導する。 
�５�ジࣕッジ⚊は，ジࣕッジを担当する生徒だけではなく，すべての生徒がグධするようにする。 
�㸴�教員ㅮホでは，実㊶を㋃まえたディベートの要Ⅼを指導する。 

  
「班ࡈとに᝟ሗ཰㞟，‽備」�１��２�の様Ꮚ  ディベート実㊶�１�の様Ꮚ 

１時間目 ディベートᴫ要説明，テーマᥦ♧，班分け（２テーマ，㸶班） 

２時間目 班内役割分担決め，᝟ሗ཰㞟①，᣺り㏉りシートグධ① 
３時間目 ᝟ሗ཰㞟②，᣺り㏉りシートグධ② 

㸲時間目 実㊶①，ジࣕッジ⚊グධ，教員ㅮホ 

５時間目 実㊶②，ジࣕッジ⚊グධ②，教員ㅮホ 

17



1� 

 

 

①
質問

とても楽しみである 21.9% とてもよかった 54.3%
少し楽しみである 56.6% どちらかと⾔えばよかった 42.7%
少し⾯倒だ 20.9% どちらかと⾔えばよくなかった 2.7%
とてもいやだ 0.7% とてもよくなかった 0.3%

上記理由 科学的内容に興味があるから 30.0% 科学的内容に興味を持ったから 46.0%
科学項⽬ 科学的内容に興味が持てないから 7.7% 科学的内容に興味を持たなかったから 1.0%
上記理由 英語が好きだから 23.9% 英語を⾯⽩いと思ったから 49.7%

英語が苦⼿だから 33.0% 英語を苦⼿だと思ったから 10.0%
⼈前で発表が好きだから 3.7% ⼈前で発表することを⾯⽩いと思ったから 17.7%
⼈前で発表するのが苦⼿だから 35.4% ⼈前で発表することを苦⼿だと思ったから 11.3%
将来英語で話しをする機会が必要だと思っているから 48.1% 将来英語で話しをする機会が必要だと思っているから 62.7%

②
質問

科学項⽬ 科学的な知識が増える 39.7% 科学的知識が増えた 48.3%
英語を聴く⼒が少し向上する 86.9% 英語を聴く⼒が少し向上した 81.3%
英語を話す⼒が少し向上する 70.4% 英語を話す⼒が少し向上した 51.3%

③
21.7%
74.7%
18.3%
39.7%

英語は苦⼿なので将来も苦労しそうだ
英語を使うといろんな国の⼈とコミュニケーションができて楽しい

事後アンケート

事前アンケート 事後アンケート
プログラムを受けることについてどう思うか プログラム受講後どう感じたか

プログラムでどのような⼒がつくと期待するか プログラムを通じてどのような⼒がついたと思いますか

事前アンケート 事後アンケート

英語項⽬

英語項⽬

全体

⾃分も英語に興味があり海外で学んでみたい
英語の学習に取り組みたい

㸲）内容 㸸３時間の内容は以下の通りである。今年度は新ᆺコロナ感ᰁ⑕㜵Ṇの観Ⅼからオンライ
ンで実施した。 

①１時間目，大教ᐊにおいて，ㅮᖌから英語でㅮ⩏を聞く。ㅮᖌ・出身国の⤂௓，研究課題，研究分
㔝の内容，科学的な研究方法について，すべて英語でオンラインで行われる。その後，生徒がㅮ⩏
内容について討議し␲問Ⅼを出し合い，ㅮᖌに各グループが㉁問を行う。iPaGを活用し཮方向でや
りとりを行った。 

②２時間目は，ディスカッション，プレゼンテーション‽備を中心に進められる。 
a）ㅮᖌの研究内容に関㐃した課題が複数ᥦ♧され，グループẖに１つ選択し，その解決法等をヰ
し合う。 

E）ㅮᖌから科学的プレゼンテーション方法，ཎ✏の作り方，発表法などについて説明をཷける。 
F）グループ討議，プレゼンཎ✏作成の間，ㅮᖌは各グループにオンラインでアࢻバイスをする。 

③３時間目は，⦎習後各グループ３分程度でプレゼンを行い，ㅮᖌや他のグループは発表内容につい
て㉁␲をする。最後にㅮᖌはࢡラス全体に対し，今回のプログラムの感想や研究⪅としての心ᵓえ
等をヰす。２年次以㝆の課題研究の発表をᛕ㢌に，科学的プレゼンテーションの⦎習機会となるよ
うに計画した。 

㸲．௬ㄝࡢ検証 
①プログラム全体のホ౯と理⏤㸸 
表①から，全体へのホ౯が事後ⴭしく

上᪼し，プログラムが充実していたとゝ
える。また，科学に対する関心がᙉまる
��16��と共に，コ࣑ࣗニケーションࢶ
ールとしての英語を楽しいと感ࡌ，プ
レゼンを行うことへの๓向きな意㆑向
上につながったことがホ౯できる。 
②プログラムを通してどんなຊがつく
のか㸸 
表②から，科学的知㆑や英語を⫈く

ຊの向上に効果があったとホ౯できる。
プレゼンではㅮ⩏の内容を㋃まえ，コ
ロナ対⟇にゝཬするなどᢈุ的思考ຊ
の向上にも効果があった。 
㸳．௒ᚋࡅྥ࡟ 
英語をẕ語としないㅮᖌが英語でㅮ⩏をしていることに対し，

生徒が，「自分も英語でヰができるように学習に取り組みたい>���
㸵�@」という感想をᣢったことからも，英語をẕ語としない研究⪅
をᣍいた本プログラムは一定の効果が今後もᮇᚅできる。その一方，日ᖖの理科・社会・英語分㔝の学
習指導と㐃ᦠした事๓学習を行い，更に科学への興味を育て，英語学習への苦手意㆑をᡶᣔしていく指
導が必要である。 
 
 
 
㸦１㸧㸫２ 㹑㹑㹐㹀 
○ࠗ㹑㹑㹐㹀࠘ࡢ┠ⓗ・ᮇᚅࡿࢀࡉຠᯝ 

・ 課題研究に取り組み，生徒の୺体性と課題解決ຊ・᥈究ຊを育成する。 
・ 中間発表を複数回設ける。研究を一᪦まとめることで，研究結果と課題をᢕᥱするとともに，

እ㒊指導⪅のຓゝにより，研究を深化させる。 
・ 大学・研究ᡤ等でㅮ⩏やඛ➃科学ᢏ⾡を体験することで，科学ᢏ⾡や学ࡧへの興味㺃関心㺃意

ḧを向上させ，課題研究の参考にする。 
・ ディベートに取り組ࡴことで，論理的思考ຊ，ᢈุ的思考ຊཬࡧディスカッション⬟ຊを育

成する。 
・ ⤫計学の基礎を学ぶことにより，研究のデータ分析等を確かなものにする。 

   ・ 科学英語により，እ国語による科学のコ࣑ࣗニケーション⬟ຊを育成する。 
 

○ࠗ㹑㹑㹐㹀࠘�理数⛉２ᖺ�ࡢ内容   （ͤ11  （に対応࢟～ージ 育成を目指す㸵つのຊ ア࣌
㡯目 内容 ͤ 

課題研究㹀 
 
�㸲᭶～� 

 >�１�㸫㸲 ㄢ㢟研究࡟ಀྲྀࡿ⤌@ ཧ↷ 

アイ 

 ࢚࢘

オカ 

 ࢟

1� 

 

 

ディベート 
 
�㸲～㸴᭶� 

・様々な課題について，その⫼ᬒにある考え方を㋃まえて，よりよい課
題解決のᅾり方を༠ാ的に考察し，公正にุ᩿，合意形成するຊや
課題解決のための論理的思考ຊを高める。 

アオ 
カ࢟ 

科学英語ϩ 
 
�５᭶～� 

・１年次の「科学英語Ϩ」を発ᒎさせた取組を実施する。 
・㈨ᩱをㄞࡴ，➽道を立てて説明・発表する，要᪨をまとめる等の経験
を㔜ࡡることで論文作成のための英語ຊを身につける。 

・ディスカッションの機会を設け，３年次の英語発表に備える。 
・㸿㹊㹒による英語での科学実験（物理・化学・生物）を行う。 
・これらの取組により，英語を使って表⌧し，英語で積極的にコ࣑ࣗニ

ケーションを図るែ度を養う。 

アオ 
カ࢟ 

⤫計学 
�㸷᭶～� 

・１年次の「⤫計学」を発ᒎさせた取組を実施する。 
・実験計画の立᱌や実験結果の分析・考察・᥎論等に応用する。 

アイ 
 オ࢚

新₲┴㹑㹑㹆生
徒研究発表会
�ኟᏘ１日� 

・㹑㹑㹐㸿とྠࡌ。次を追加。 
・２年理数科は，課題研究の中間発表�ポスター発表�を行う。 
・ྖ会進行と生徒஺流会の㐠Ⴀ・⿵ຓを行う。 

オカ
 ࢟

イࢨリアデࣕ࢟
ンࢶアー 
 
�ኟᏘ３日間� 

・理数科生徒全員に対して，ኟᏘఇ業中に２Ἡ３日で実施する。 
・ᮾி方㠃の大学・௻業・研究ᡤをゼ問する。ඛ➃科学ᢏ⾡の研究⪅と

対ヰすることで，ᑗ᮶の進㊰について考えるዎ機とし，⌧ᅾ行ってい
る課題研究の深化につなげる。 

・ᮾி方㠃の大学にᅾ⡠中の༞業生とのᗙㄯ会を設定する。 
・ゼ問ඛで㉁␲・対ヰができるように，事๓研ಟを༑分行う。 
・事後レポートを作成させ，研ಟを᣺り㏉らせる。 

࢚࢘
カ 

 
 
㸦１㸧㸫２㸫１ ㄢ㢟研究㹀    >�１�㸫㸲 ㄢ㢟研究࡟ಀྲྀࡿ⤌@ ཧ↷ 
 
 
㸦１㸧㸫２㸫２ ࢺ࣮࣋࢕ࢹ 
１�┠ᶆ 

�１�思考ຊを養う ・論理的思考ຊ ・▐時に考えุ᩿する⬟ຊ ・▐発的思考ຊ ・ᢈุ的思考ຊ  
�２�発ಙຊを養う 

䞉▷᫬㛫䛷ⓗ☜䛻୺ᙇ䜢⾜䛖⬟ຊ 䞉ពᅗ䜢ⓗ☜䛻ఏ䛘䜛ᵓᡂຊ 䞉ㄝᚓຊ䛾䛒䜛䝥䝺䝊䞁ཎ✏䛾సᡂຊ 
�３�傾⫈ຊを養う   問題意㆑をᣢって聞く⬟ຊ  

２�内容方法 
 
 
 
 
 
今年度のディベートテーマ ・Ᏻ楽Ṛ  ・カジࣀ法᱌  ・制᭹制度  ・እ国人労ാ⪅ཷけධれ 
�１�ディベートᴫ要説明の際に，目標やジࣕッジをకうࢤームであることを生徒に明♧する。 

 �２�テーマや班員の割り᣺りはᢳ選で行い，生徒に選択させないようにする。 
 �３�班内役割分担では，一人一回は必ず発ゝする機会があるよう割り᣺らせる。 

�㸲�᣺り㏉りシートを୎ᑀにグධするよう指導する。 
�５�ジࣕッジ⚊は，ジࣕッジを担当する生徒だけではなく，すべての生徒がグධするようにする。 
�㸴�教員ㅮホでは，実㊶を㋃まえたディベートの要Ⅼを指導する。 

  
「班ࡈとに᝟ሗ཰㞟，‽備」�１��２�の様Ꮚ  ディベート実㊶�１�の様Ꮚ 

１時間目 ディベートᴫ要説明，テーマᥦ♧，班分け（２テーマ，㸶班） 

２時間目 班内役割分担決め，᝟ሗ཰㞟①，᣺り㏉りシートグධ① 
３時間目 ᝟ሗ཰㞟②，᣺り㏉りシートグධ② 

㸲時間目 実㊶①，ジࣕッジ⚊グධ，教員ㅮホ 

５時間目 実㊶②，ジࣕッジ⚊グධ②，教員ㅮホ 

18



19 

ディベート実㊶�２�の様Ꮚ 生徒がジࣕッジ⚊を利用して，相஫にジࣕ
ッジをしている様Ꮚ 

㸱�まとめཬびㄢ㢟
，ーム形式でディベートを行ったため，生徒は相手ഃに຾とうと⇕心に‽備に取り組んだ。またࢤ

実際ディベートを行う中で，ディベートにとって最も大切なことは‽備ではなく，上グにあげた「思
考ຊ」「発ಙຊ」「傾⫈ຊ」であることを学んだ。 

問題Ⅼとして，‽備時間が㊊りなかったことやテーマが２つしかなかったこと，また今後は，ࢡラ
ス௦表ᡓなどを行いࢤーム性を高めるとともに，ディベートຊ向上を図りたいと考えている。

ᡂᯝⓎ⾲఍ࠖࢺ࣮࣋࢕ࢹࠕᬑཬࡢᡂᯝڦ
目 的 今年度本ᰯが実施したディベートについて，取組の成果を他ᰯにሗ࿌し普ཬを図る

とともに，自ᰯの取組を見┤すዎ機とする。 

日 時 ௧࿴２年 11 ᭶ 19 日（ᮌ） 

会 ሙ 新₲大学教育学㒊㝃ᒓ長岡中学ᰯ 

参加⪅ 理数科２年生 11 人（ྖ会１人，㈶成立ሙ５人，反対立ሙ５人） 
新₲大学教育学㒊㝃ᒓ長岡中学ᰯ 中学１～３年生 

内 容  
１㸬本ᰯ担当教ㅍが中学生に対してディベートについて説明する。 
２㸬体育㤋で，本ᰯ生徒がᤵ業で行ったディベートをᢨ㟢す 

る。テーマは「高ᰯ制᭹の制度化」 
３㸬中学３年生はディベート⤊஢後，ジࣕッジカーࢻ（㈶ 

成㸸㟷，反対㸸㉥）をあげる。௦表生徒は選択した理⏤ 
を㏙べる。中学２，３年生は，新ᆺコロナ࢘イルスのᙳ 
㡪により，教ᐊでこのライࣈ映像を視⫈する。 

㸲㸬中学３年生がディベートを実㊶する。本ᰯ生徒は中学 
生にΰࡊってジࣕッジに参加する。ディベート⤊஢ 
後，ジࣕッジカーࢻ（㟷・㉥）をあげ，その理⏤を㏙べる。 
テーマ① 「中学生のスマートフ࢛ンのᣢ込について」
テーマ② 「スーパーの⿄の配ᕸについて」

感 想 
○中学生に対して行ったディベートについて
・伝えたいことが多いあまり，早口になってしまった。ඃඛ順఩をつけてヰすことを心がけたい。 
・いかに⫈⾗（中学生）を⣡得させるかを考えながら班員と༠ຊし，データに基࡙いて組み立て

られた。結果としては㈇けてしまったが，一人一人がこれまでດຊを㔜ࡡ，それを⢭一ᮼ出せ
たのでよかった。

・自分の出身中学ᰯの後㍮がどのようなディベートをするのかも⫙で感ࡌることができ，たくさ
んのことにẼ࡙くことができた。

○中学生が行ったディベートに参加して，またジࣕッジとして参加した感想
・様々なデータがあり，またグラフまで用意している班もあっておもしろかった。ただ，ジࣕッ

ジを⣡得させたり，ᘬきつけたりするような工夫が少なく感ࡌた。また，㢦を上げて語りかけ
るようにするとよりよかったと思った。

・中学生とは思えないࢡオリティの高さに㦫いた。たくさんの᝟ሗの中でも，本当に伝えたいこ
とを絞り，またᙉ調したい数್などはࡺっくりヰしたり，ヰの切れ目で間を⨨いたりするなど，
ヰし方の工夫もできると説得ຊがቑすと思った。

�� 

○今年度，㹑㹑㹆の取組として行った「ディベート」について
自分自身に௜いたと思うຊ（複数選択ྍ）ۍ アンケート回཰ 1�

ㄞ解ຊ（さまࡊまなデータや論文などの文❶をㄞみ解く） ５ 
᝟ሗ活用⬟ຊ（᝟ሗを཰㞟，ฎ理，活用する） 㸶 
課題発見ຊ（⌧≧を分析し課題を発見する） ２ 
課題解決ຊ（課題を適切に解決する） ２ 
論理的思考ຊ（物事を論理的に考える） 㸶 
ᢈุ的思考ຊ（物事を多㠃的，客観的に考える） ５ 
表⌧ຊ（自分の考えを英語や日本語で的確に伝える） 1� 

全体を通しての感想ۍ
・今年度のディベート活動を通して，論理的思考ຊ・ᢈุ的思考ຊは以๓より身に௜いたと思う。

相手の意見の▩┪や୙㩭明さ，᰿拠୙㊊などを見ᢤき，客観的に考え，自分たちがඃ఩である
ロジッࢡを作り上げる。この考え方のプロセスは社会人になっても㔜要になると思うのでその
ຊを養うことができる良い取組だと思った。᮶年度以㝆もこの取組が⥅⥆するといいと思う。

・初めてディベートを行ったが，どのデータをどのような順␒で出すか，どの数್を使うかなど
が⫈⾗を⣡得させるカࢠになると感ࡌた。

㸦１㸧㸫２㸫㸱 ⛉学英語ϩ 
１．᫖ᖺᗘࠕࡢ⛉学英語Ϩࠖと௒ᖺᗘࠕࡢ⛉学英語ϩࠖࡾࡀ࡞ࡘࡢ 
「科学英語ϩ」では，「科学英語Ϩ」で身につけた英語発表ຊを深化させ，⫈⾗に内容を理解しても

らえるような発表ຊを身につけられるよう，科目開発を行うことにしたが，コロナ࢘イルスのᙳ㡪でᤵ
業時間が๐られたため，発表を意㆑したポスター作りまでの活動となった。 
内容としては２つのᰕを設けた。１つ目は，今後ポスターを用いながら研究内容を発表する必要があ

ることから，そのຊの養成を目指した。２つ目は，研究発表ではグラフの説明を行う必要が多いことか
ら，グラフの説明ができるຊの育成を目指した。 
２．┠ᶆ �１� ポスターを用いて英語で発表する際，より効果的な視覚⿵ຓ⣲ᮦとなるよう，発表を

意㆑したポスターと発表ཎ✏を作成する。その際，⫈⾗に伝わりやすく，⫈⾗の興味をច
きつけるような発表を行えるようにする。 

�２� さまࡊまなグラフの数್やその事象について，英語で説明できるようにする。
㸱．௬ㄝ 
�1�生徒自身が関心のある内容や想像ຊや創㐀ຊが必要となる興味深い内容を扱うことで，内容への

興味・関心が高まり，発表⪅は相手により伝えたいという発表の工夫を行う。相手に理解しても
らえる発表ຊの育成につながる。

���グラフの表⌧を学ࡤせた後，他の人にグラフを説明する必要があるሙ㠃をつくることで，グラフ
の説明に័れ，今後の活用につなげることができる。

㸲．内容・方法 指導の全体計画は以下の表のとおりである。 
１時間目 䜸䝸䜶䞁䝔䞊䝅䝵䞁㻔ᤵᴗ䛾┠ᶆ䛸άື䛾ㄝ᫂㻕䠈➨䠍ᅇᐇ⩦䠄䜾䝷䝣䛾⾲⌧䜢Ꮫ䜆䠈⦎⩦䛩䜛䠅
２時間目 ➨２回実習（自分の担当のグラフを用いたプレゼンテーションの‽備） 
３時間目 オリ࢚ンテーション（ポスター発表に向けて活動の説明），➨３回実習（トࣆッࢡ選ࡧ） 
㸲時間目 ➨㸲回実習（発表ᵓ成᱌作成） 
５時間目 ➨５回実習（発表ཎ✏作成その１，ポスター作成その１） 
㸴時間目 ➨㸴回実習（発表ཎ✏作成その２，ポスター作成その２） 
㸳．௬ㄝࡢ検証 
仮説�１�について 

検証ࢡラス全体で興味深いトࣆッࢡを数多くᣲげ，生徒の興味をႏ起した後，発表をしたい内容を生徒
に選ࡤせ，ྠࡌ関心をᣢつ⪅ྠኈでグループをつくり，‽備，発表をさせるという形で行った。生徒が
興味の‪く内容を選んでいることから，その後の‽備・発表に⇕心に取り組んでいた。文系理系とも，
生徒自身の想像ຊや創㐀ຊを活かしながら進めていくことで，内容への興味・関心を高め，୺体的に取
り組ませることができた。 

仮説�２� について 
検証㸸生徒たちは学んだ基本表⌧を応用しながら，他の生徒たちに理解してもらえる説明を行ってい

た。内容を説明するのにどのようなグラフが最適かを考えながら，興味をចきつける発表をつくりあげ
ていた。グラフ説明への᢬ᢠ感やᅔ㞴を解ᾘし，楽しんで表⌧する様Ꮚが見られた。今後の活用につな
がると考えられる。 
㸴．まとめ 
以上のことから，ࠗ 科学英語ϩ࠘は一定の成果を上げることができたと考えられる。生徒の発想ຊを活
かしながら，相手に配慮したコ࣑ࣗニケーションຊを身につけさせられるよう，今後も指導していきた
い。 
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ディベート実㊶�２�の様Ꮚ 生徒がジࣕッジ⚊を利用して，相஫にジࣕ
ッジをしている様Ꮚ 

㸱�まとめཬびㄢ㢟
，ーム形式でディベートを行ったため，生徒は相手ഃに຾とうと⇕心に‽備に取り組んだ。またࢤ

実際ディベートを行う中で，ディベートにとって最も大切なことは‽備ではなく，上グにあげた「思
考ຊ」「発ಙຊ」「傾⫈ຊ」であることを学んだ。 
問題Ⅼとして，‽備時間が㊊りなかったことやテーマが２つしかなかったこと，また今後は，ࢡラ

ス௦表ᡓなどを行いࢤーム性を高めるとともに，ディベートຊ向上を図りたいと考えている。

ᡂᯝⓎ⾲఍ࠖࢺ࣮࣋࢕ࢹࠕᬑཬࡢᡂᯝڦ
目 的 今年度本ᰯが実施したディベートについて，取組の成果を他ᰯにሗ࿌し普ཬを図る

とともに，自ᰯの取組を見┤すዎ機とする。 

日 時 ௧࿴２年 11 ᭶ 19 日（ᮌ） 

会 ሙ 新₲大学教育学㒊㝃ᒓ長岡中学ᰯ 

参加⪅ 理数科２年生 11 人（ྖ会１人，㈶成立ሙ５人，反対立ሙ５人） 
新₲大学教育学㒊㝃ᒓ長岡中学ᰯ 中学１～３年生 

内 容  
１㸬本ᰯ担当教ㅍが中学生に対してディベートについて説明する。 
２㸬体育㤋で，本ᰯ生徒がᤵ業で行ったディベートをᢨ㟢す 

る。テーマは「高ᰯ制᭹の制度化」 
３㸬中学３年生はディベート⤊஢後，ジࣕッジカーࢻ（㈶ 

成㸸㟷，反対㸸㉥）をあげる。௦表生徒は選択した理⏤ 
を㏙べる。中学２，３年生は，新ᆺコロナ࢘イルスのᙳ 
㡪により，教ᐊでこのライࣈ映像を視⫈する。 

㸲㸬中学３年生がディベートを実㊶する。本ᰯ生徒は中学 
生にΰࡊってジࣕッジに参加する。ディベート⤊஢ 
後，ジࣕッジカーࢻ（㟷・㉥）をあげ，その理⏤を㏙べる。 
テーマ① 「中学生のスマートフ࢛ンのᣢ込について」
テーマ② 「スーパーの⿄の配ᕸについて」

感 想 
○中学生に対して行ったディベートについて
・伝えたいことが多いあまり，早口になってしまった。ඃඛ順఩をつけてヰすことを心がけたい。 
・いかに⫈⾗（中学生）を⣡得させるかを考えながら班員と༠ຊし，データに基࡙いて組み立て

られた。結果としては㈇けてしまったが，一人一人がこれまでດຊを㔜ࡡ，それを⢭一ᮼ出せ
たのでよかった。

・自分の出身中学ᰯの後㍮がどのようなディベートをするのかも⫙で感ࡌることができ，たくさ
んのことにẼ࡙くことができた。

○中学生が行ったディベートに参加して，またジࣕッジとして参加した感想
・様々なデータがあり，またグラフまで用意している班もあっておもしろかった。ただ，ジࣕッ

ジを⣡得させたり，ᘬきつけたりするような工夫が少なく感ࡌた。また，㢦を上げて語りかけ
るようにするとよりよかったと思った。

・中学生とは思えないࢡオリティの高さに㦫いた。たくさんの᝟ሗの中でも，本当に伝えたいこ
とを絞り，またᙉ調したい数್などはࡺっくりヰしたり，ヰの切れ目で間を⨨いたりするなど，
ヰし方の工夫もできると説得ຊがቑすと思った。

�� 

○今年度，㹑㹑㹆の取組として行った「ディベート」について
自分自身に௜いたと思うຊ（複数選択ྍ）ۍ アンケート回཰ 1�

ㄞ解ຊ（さまࡊまなデータや論文などの文❶をㄞみ解く） ５ 
᝟ሗ活用⬟ຊ（᝟ሗを཰㞟，ฎ理，活用する） 㸶 
課題発見ຊ（⌧≧を分析し課題を発見する） ２ 
課題解決ຊ（課題を適切に解決する） ２ 
論理的思考ຊ（物事を論理的に考える） 㸶 
ᢈุ的思考ຊ（物事を多㠃的，客観的に考える） ５ 
表⌧ຊ（自分の考えを英語や日本語で的確に伝える） 1� 

全体を通しての感想ۍ
・今年度のディベート活動を通して，論理的思考ຊ・ᢈุ的思考ຊは以๓より身に௜いたと思う。

相手の意見の▩┪や୙㩭明さ，᰿拠୙㊊などを見ᢤき，客観的に考え，自分たちがඃ఩である
ロジッࢡを作り上げる。この考え方のプロセスは社会人になっても㔜要になると思うのでその
ຊを養うことができる良い取組だと思った。᮶年度以㝆もこの取組が⥅⥆するといいと思う。

・初めてディベートを行ったが，どのデータをどのような順␒で出すか，どの数್を使うかなど
が⫈⾗を⣡得させるカࢠになると感ࡌた。

㸦１㸧㸫２㸫㸱 ⛉学英語ϩ 
１．᫖ᖺᗘࠕࡢ⛉学英語Ϩࠖと௒ᖺᗘࠕࡢ⛉学英語ϩࠖࡾࡀ࡞ࡘࡢ 

「科学英語ϩ」では，「科学英語Ϩ」で身につけた英語発表ຊを深化させ，⫈⾗に内容を理解しても
らえるような発表ຊを身につけられるよう，科目開発を行うことにしたが，コロナ࢘イルスのᙳ㡪でᤵ
業時間が๐られたため，発表を意㆑したポスター作りまでの活動となった。 

内容としては２つのᰕを設けた。１つ目は，今後ポスターを用いながら研究内容を発表する必要があ
ることから，そのຊの養成を目指した。２つ目は，研究発表ではグラフの説明を行う必要が多いことか
ら，グラフの説明ができるຊの育成を目指した。 
２．┠ᶆ �１� ポスターを用いて英語で発表する際，より効果的な視覚⿵ຓ⣲ᮦとなるよう，発表を

意㆑したポスターと発表ཎ✏を作成する。その際，⫈⾗に伝わりやすく，⫈⾗の興味をច
きつけるような発表を行えるようにする。 

�２� さまࡊまなグラフの数್やその事象について，英語で説明できるようにする。
㸱．௬ㄝ 
�1�生徒自身が関心のある内容や想像ຊや創㐀ຊが必要となる興味深い内容を扱うことで，内容への

興味・関心が高まり，発表⪅は相手により伝えたいという発表の工夫を行う。相手に理解しても
らえる発表ຊの育成につながる。

���グラフの表⌧を学ࡤせた後，他の人にグラフを説明する必要があるሙ㠃をつくることで，グラフ
の説明に័れ，今後の活用につなげることができる。

㸲．内容・方法 指導の全体計画は以下の表のとおりである。 
１時間目 䜸䝸䜶䞁䝔䞊䝅䝵䞁㻔ᤵᴗ䛾┠ᶆ䛸άື䛾ㄝ᫂㻕䠈➨䠍ᅇᐇ⩦䠄䜾䝷䝣䛾⾲⌧䜢Ꮫ䜆䠈⦎⩦䛩䜛䠅
２時間目 ➨２回実習（自分の担当のグラフを用いたプレゼンテーションの‽備） 
３時間目 オリ࢚ンテーション（ポスター発表に向けて活動の説明），➨３回実習（トࣆッࢡ選ࡧ） 
㸲時間目 ➨㸲回実習（発表ᵓ成᱌作成） 
５時間目 ➨５回実習（発表ཎ✏作成その１，ポスター作成その１） 
㸴時間目 ➨㸴回実習（発表ཎ✏作成その２，ポスター作成その２） 
㸳．௬ㄝࡢ検証 

仮説�１�について 
検証ࢡラス全体で興味深いトࣆッࢡを数多くᣲげ，生徒の興味をႏ起した後，発表をしたい内容を生徒
に選ࡤせ，ྠࡌ関心をᣢつ⪅ྠኈでグループをつくり，‽備，発表をさせるという形で行った。生徒が
興味の‪く内容を選んでいることから，その後の‽備・発表に⇕心に取り組んでいた。文系理系とも，
生徒自身の想像ຊや創㐀ຊを活かしながら進めていくことで，内容への興味・関心を高め，୺体的に取
り組ませることができた。 

仮説�２� について 
検証㸸生徒たちは学んだ基本表⌧を応用しながら，他の生徒たちに理解してもらえる説明を行ってい

た。内容を説明するのにどのようなグラフが最適かを考えながら，興味をចきつける発表をつくりあげ
ていた。グラフ説明への᢬ᢠ感やᅔ㞴を解ᾘし，楽しんで表⌧する様Ꮚが見られた。今後の活用につな
がると考えられる。 
㸴．まとめ 
以上のことから，ࠗ 科学英語ϩ࠘は一定の成果を上げることができたと考えられる。生徒の発想ຊを活
かしながら，相手に配慮したコ࣑ࣗニケーションຊを身につけさせられるよう，今後も指導していきた
い。 
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㸦１㸧㸫２㸫㸲 ᪂₲┴㹑㹑㹆⏕ᚐ研究Ⓨ⾲఍ LQ (FKLJR̺1$*$2.$ 
   >�１�㸫㸳 ➨㸶ᅇ᪂₲┴㹑㹑㹆⏕ᚐ研究Ⓨ⾲఍ LQ (FKLJR�1$*$2.$@ ཧ↷ 
 
 
㸦１㸧㸫２㸫㸳 ⤫ィ学 
１．┠ᶆ  ①᝟ሗの内容と㉁を見極めるともに，データを活用し，正しいุ᩿や౯್選択を行う⬟ຊ

を身に௜けさせる。 
②⤫計的᥈究プロセスの流れや⤫計分析を行う上での理論的な⫼ᬒを理解させ，課題研究
において⤫計データに基࡙いて科学的に分析できるデーターサイ࢚ンスຊを高める。 

２．௬ㄝ  上グの目標に沿って， 
�１� 客観的な᰿拠に基࡙き，ุ᩿していくことが必要であることを理解させる。 
�２� ⤫計にはཝᐦな定⩏があることを理解させ，データのもつ意味や内容をㄆ㆑させる。 

㸱．ᑐ㇟⏕ᚐ ２年生理数科（全 �� 名） 
㸲．ᐇ᪋内容 

 活用テーマ 内  容 
１コマ目 ࠗᮇᚅ್の理解を深めよう࠘ 「確率分ᕸと⤫計的な᥎ 」（数学 B）との関㐃 
２コマ目 ࠗᮇᚅ್の⥺形性はᖖに成り立つ

か࠘ 
㐠㏦会社等のサイズ༊分における「Ⲵ物の大きさ」
と「Ⲵ物の体積」の関ಀについて 

３コマ目 ࠗᡃが⾤の㒔ᕷ計画にࡈ༠ຊ
を㸟࠘ 

㒔ᕷにおける人のᐦ度をシ࣑ࣗレーションし，適切
な施設等のレイア࢘トを考える。 

㸲コマ目 ࠗ自分の成⦼をホ౯してみよう࠘ 生徒が実際にཷけた考査の分ᕸを元に，自分の偏差
್を求め，㞟ᅋにおける఩⨨を知る。 

５コマ目 ࠗ選ᣲ結果を予 してみよう࠘ アメリカ大⤫㡿選ᣲ・ᆅ方選ᣲ等におけるᨭᣢ率や
当選確実などを༊間᥎定の考え方で分析する。 

㸴コマ目 ࠗ⤫計データを活用していこう࠘ 近ఝ曲⥺，回ᖐ分析，㔜回ᖐ分析を表計算ソフトに
よる実㊶を通ࡌて理解を深める。 

㸳．௬ㄝࡢ検証 
  上グのᤵ業後，生徒達が⤫計に関する知㆑を，課題研究で活用するගᬒが見られるようになった。 
  以下実౛。まだ作成中のグループもあり，今後ቑえることが予想される。 
   ・サイ࢚ンスコースࠗ⢭Ἔの作業課題へのᙳ㡪࠘     → ┦㛵ಀ数㸪W分ᕸ㸪∦ഃ検ᐃ 
   ・メディカルコースࠗ⢭⚄における╧╀の㔜要性࠘    → ᖹᆒ್よࡶࡾ分ᕸ࡛⾲⌧ 
   ・メディカルコースࠗ㸿㹃㹂࠘             → ࣥࢯ࣏࣡分ᕸ㸪２࢖࢝஌分ᕸ 
   ・メディカルコースࠗ誤ᄟ性⫵⅖をῶらす࠘       → ࣜࢡࢫẚ 
   ・メディカルコースࠗ日本人のࢲイ࢚ットやりすࡂ問題࠘ → 㔜ᅇᖐ分ᯒ 
㸴．まとめ 
  ⤫計学の基礎的な知㆑を，数学と関㐃࡙けて学ぶことで，⤫計学の感覚が身についたようだ。 

またプレゼンテーションの際に⤫計的なฎ理がなされた᰿拠を㍕せようとするなど，学んだ知㆑を
「活用」しようという意ḧを感ࡌる。 

 
 
㸦１㸧㸫２㸫㸴 ࣥ࢖ࢨࢹ࢔ࣜࣕ࢟≉ูㅮ⩏㸦౛ᖺ࣮࢔ࢶࣥ࢖ࢨࢹ࢔ࣜࣕ࢟ࡣ㸧 
１．┠ⓗ 

新ᆺコロナ࢘イルス感ᰁ拡大㜵Ṇの観Ⅼからࣕ࢟リアデࢨイン
アーᮇ間中に行っていた「ᶍᨃㅮ⩏」ࢶアーを中Ṇしたが，౛年ࢶ
を実施する。ㅮ⩏を通ࡌてඛ➃科学を体験することで，自↛科学へ
の関心や自ら学ぶ意ḧを高め，生徒徒一人一人が自らの進㊰を考え
る際の一ຓとする。 

２．内容 
ᮇ 日 㸸௧࿴２年 1� ᭶㸵日（Ỉ） 㸲限～㸴限 
会 ሙ 㸸本ᰯ 大体育㤋 
参加生徒㸸２年生（理数科・普通科理系）��� 名 
ㅮ ᖌ 㸸ὸᓥ ㄔ ඛ生（ᖇி大学学⾡㢳問 特௵教ᤵ） 
₇ 題 㸸「生࿨科学の⌧≧と課題」 
① ⚾達ࣄトはᆅ⌫上でどのような立ち఩⨨にあるのか。 

̿ 多種多様な生物に学ぶ ̿ 
② ⚾の研究を通して，再生科学を考える  

̿ 教育と研究 ̿ 
③ 今後の生࿨科学と次世௦へのメッセージ 

̿ 生き物に学ぶཎⅬに㏉る ̿ 

�� 

 

 

㸱．検証  事後のアンケート結果を以下に♧す。 
「㸿�あてはまる」～「㹂�あてはまらない」までの㸲段㝵 

  今回の活動を通して，ᴫࡡ当初の目的を達成することができたと考える。今後は，これを生徒ಶ々
がいかに行動に⛣し，⥅⥆できるかが課題といえる。以下，生徒のアンケート回⟅をグ㍕する。 

・今日のㅮ₇を聞いて，やりたいことを明確に決め，ᙉい意ᚿと覚ᝅをᣢって，᰿Ẽᙉく⥆けていくこ
とが大切だと分かった。このことは，研究に関することとしてゝわれたが，もちろんそれだけでなく
人生においての教カとなるものだと思う。また，自分のᖖ㆑が通ࡌない，新しい⎔ቃに身を⨨くこと
は，とてもいい経験となり，ᙉい่⃭となることも知った。ඛ生はࢻイࢶ語がよくヰせない中，ࢻイ
っていた。これかࡷど⁫ᅾした経験がその後の人生にとても役立っているとおっし࡯にΏり２年༙ࢶ
らṧりの高ᰯ生活と，まだ見ࡠ大学生活と，社会人になるまで多くの学べる時間がある。この２つの
ことを意㆑して積極的にいろいろなことに取り組みたい。 

・ㅮ₇後，ᰯ長ᐊをゼࡡてಶ人的に㉁問させていただいたところ，発生生物学は生物学だけでなく་学
にも大きなᙳ㡪を୚えていることがわかった。自分もዲወ心を育てて科学に㈉献できるように㡹張り
たい。 

 
 
 

㸦１㸧㸫㸱 㹑㹑㹐㹁 
○ࠗ㹑㹑㹐㹁࠘ࡢ┠ⓗ・ᮇᚅࡿࢀࡉຠᯝ 

・ 課題研究に⥅⥆して取り組み，生徒の୺体性と課題解決ຊ・᥈究ຊを育成する。 
   ・ 研究をまとめ，発表することで，表⌧ຊを育成する。 
   ・ 科学英語により，እ国語による科学のコ࣑ࣗニケーション⬟ຊを育成する。 

 
○ࠗ㹑㹑㹐㹁࠘�理数⛉㸱ᖺ�ࡢ内容   （ͤ11  （に対応࢟～ージ 育成を目指す㸵つのຊ ア࣌

㡯目 内容 ͤ 

課題研究㹁 
�㸲᭶～� 

 >�１�㸫㸲 ㄢ㢟研究࡟ಀྲྀࡿ⤌@ ཧ↷ 
アイ࢚࢘
オカ࢟ 

科学英語Ϫ 
�㸲᭶～� 

・１，２年次での科学英語Ϩ・ϩを発ᒎさせる。 
・課題研究を口㢌発表し，英語で㉁␲応⟅できるようにする。 
・英語で論文にまとめる。 

オ࢟ 

新₲┴㹑㹑㹆生
徒研究発表会
�ኟᏘ１日� 

・㹑㹑㹐㸿とྠࡌ。次を追加。 
・３年理数科は，英語での研究ディスカッションཬࡧポスター発 
表を行う。 

オカ࢟ 

 
 

㸦１㸧㸫㸱㸫１ ㄢ㢟研究㹁     >�１�㸫㸲 ㄢ㢟研究࡟ಀྲྀࡿ⤌@ ཧ↷ 
 
 

㸦１㸧㸫㸱㸫２ ⛉学英語Ϫ 
１．┠ⓗ・ᣦᑟࡢ㔜Ⅼ 
    科学的内容を英語で理解・表⌧するຊをいっそう高めるために「科学英語Ϫ」を実施する。 
      サイ࢚ンスコース㸸ࠗ 課題研究࠘の内容について英語で表⌧し発表する。 
      メディカルコース㸸་⒪分㔝の英文をㄞみ，グループ内でディスカッションを英語で行い，

自分の意見を英語でまとめる。 
２．内容 ○サイ࢚ンスコースのࠗ課題研究࠘にಀる取組 
       論文の要⣙を英語で作成（全グループ）。ͤ当初の計画では㸲グループがポスターを英 
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�1 

 

 

㸦１㸧㸫２㸫㸲 ᪂₲┴㹑㹑㹆⏕ᚐ研究Ⓨ⾲఍ LQ (FKLJR̺1$*$2.$ 
   >�１�㸫㸳 ➨㸶ᅇ᪂₲┴㹑㹑㹆⏕ᚐ研究Ⓨ⾲఍ LQ (FKLJR�1$*$2.$@ ཧ↷ 
 
 
㸦１㸧㸫２㸫㸳 ⤫ィ学 
１．┠ᶆ  ①᝟ሗの内容と㉁を見極めるともに，データを活用し，正しいุ᩿や౯್選択を行う⬟ຊ

を身に௜けさせる。 
②⤫計的᥈究プロセスの流れや⤫計分析を行う上での理論的な⫼ᬒを理解させ，課題研究
において⤫計データに基࡙いて科学的に分析できるデーターサイ࢚ンスຊを高める。 

２．௬ㄝ  上グの目標に沿って， 
�１� 客観的な᰿拠に基࡙き，ุ᩿していくことが必要であることを理解させる。 
�２� ⤫計にはཝᐦな定⩏があることを理解させ，データのもつ意味や内容をㄆ㆑させる。 

㸱．ᑐ㇟⏕ᚐ ２年生理数科（全 �� 名） 
㸲．ᐇ᪋内容 

 活用テーマ 内  容 
１コマ目 ࠗᮇᚅ್の理解を深めよう࠘ 「確率分ᕸと⤫計的な᥎ 」（数学 B）との関㐃 
２コマ目 ࠗᮇᚅ್の⥺形性はᖖに成り立つ

か࠘ 
㐠㏦会社等のサイズ༊分における「Ⲵ物の大きさ」
と「Ⲵ物の体積」の関ಀについて 

３コマ目 ࠗᡃが⾤の㒔ᕷ計画にࡈ༠ຊ
を㸟࠘ 

㒔ᕷにおける人のᐦ度をシ࣑ࣗレーションし，適切
な施設等のレイア࢘トを考える。 

㸲コマ目 ࠗ自分の成⦼をホ౯してみよう࠘ 生徒が実際にཷけた考査の分ᕸを元に，自分の偏差
್を求め，㞟ᅋにおける఩⨨を知る。 

５コマ目 ࠗ選ᣲ結果を予 してみよう࠘ アメリカ大⤫㡿選ᣲ・ᆅ方選ᣲ等におけるᨭᣢ率や
当選確実などを༊間᥎定の考え方で分析する。 

㸴コマ目 ࠗ⤫計データを活用していこう࠘ 近ఝ曲⥺，回ᖐ分析，㔜回ᖐ分析を表計算ソフトに
よる実㊶を通ࡌて理解を深める。 

㸳．௬ㄝࡢ検証 
  上グのᤵ業後，生徒達が⤫計に関する知㆑を，課題研究で活用するගᬒが見られるようになった。 
  以下実౛。まだ作成中のグループもあり，今後ቑえることが予想される。 
   ・サイ࢚ンスコースࠗ⢭Ἔの作業課題へのᙳ㡪࠘     → ┦㛵ಀ数㸪W分ᕸ㸪∦ഃ検ᐃ 
   ・メディカルコースࠗ⢭⚄における╧╀の㔜要性࠘    → ᖹᆒ್よࡶࡾ分ᕸ࡛⾲⌧ 
   ・メディカルコースࠗ㸿㹃㹂࠘             → ࣥࢯ࣏࣡分ᕸ㸪２࢖࢝஌分ᕸ 
   ・メディカルコースࠗ誤ᄟ性⫵⅖をῶらす࠘       → ࣜࢡࢫẚ 
   ・メディカルコースࠗ日本人のࢲイ࢚ットやりすࡂ問題࠘ → 㔜ᅇᖐ分ᯒ 
㸴．まとめ 
  ⤫計学の基礎的な知㆑を，数学と関㐃࡙けて学ぶことで，⤫計学の感覚が身についたようだ。 

またプレゼンテーションの際に⤫計的なฎ理がなされた᰿拠を㍕せようとするなど，学んだ知㆑を
「活用」しようという意ḧを感ࡌる。 

 
 
㸦１㸧㸫２㸫㸴 ࣥ࢖ࢨࢹ࢔ࣜࣕ࢟≉ูㅮ⩏㸦౛ᖺ࣮࢔ࢶࣥ࢖ࢨࢹ࢔ࣜࣕ࢟ࡣ㸧 
１．┠ⓗ 

新ᆺコロナ࢘イルス感ᰁ拡大㜵Ṇの観Ⅼからࣕ࢟リアデࢨイン
アーᮇ間中に行っていた「ᶍᨃㅮ⩏」ࢶアーを中Ṇしたが，౛年ࢶ
を実施する。ㅮ⩏を通ࡌてඛ➃科学を体験することで，自↛科学へ
の関心や自ら学ぶ意ḧを高め，生徒徒一人一人が自らの進㊰を考え
る際の一ຓとする。 

２．内容 
ᮇ 日 㸸௧࿴２年 1� ᭶㸵日（Ỉ） 㸲限～㸴限 
会 ሙ 㸸本ᰯ 大体育㤋 
参加生徒㸸２年生（理数科・普通科理系）��� 名 
ㅮ ᖌ 㸸ὸᓥ ㄔ ඛ生（ᖇி大学学⾡㢳問 特௵教ᤵ） 
₇ 題 㸸「生࿨科学の⌧≧と課題」 
① ⚾達ࣄトはᆅ⌫上でどのような立ち఩⨨にあるのか。 

̿ 多種多様な生物に学ぶ ̿ 
② ⚾の研究を通して，再生科学を考える  

̿ 教育と研究 ̿ 
③ 今後の生࿨科学と次世௦へのメッセージ 

̿ 生き物に学ぶཎⅬに㏉る ̿ 

�� 

 

 

㸱．検証  事後のアンケート結果を以下に♧す。 
「㸿�あてはまる」～「㹂�あてはまらない」までの㸲段㝵 

  今回の活動を通して，ᴫࡡ当初の目的を達成することができたと考える。今後は，これを生徒ಶ々
がいかに行動に⛣し，⥅⥆できるかが課題といえる。以下，生徒のアンケート回⟅をグ㍕する。 

・今日のㅮ₇を聞いて，やりたいことを明確に決め，ᙉい意ᚿと覚ᝅをᣢって，᰿Ẽᙉく⥆けていくこ
とが大切だと分かった。このことは，研究に関することとしてゝわれたが，もちろんそれだけでなく
人生においての教カとなるものだと思う。また，自分のᖖ㆑が通ࡌない，新しい⎔ቃに身を⨨くこと
は，とてもいい経験となり，ᙉい่⃭となることも知った。ඛ生はࢻイࢶ語がよくヰせない中，ࢻイ
っていた。これかࡷど⁫ᅾした経験がその後の人生にとても役立っているとおっし࡯にΏり２年༙ࢶ
らṧりの高ᰯ生活と，まだ見ࡠ大学生活と，社会人になるまで多くの学べる時間がある。この２つの
ことを意㆑して積極的にいろいろなことに取り組みたい。 

・ㅮ₇後，ᰯ長ᐊをゼࡡてಶ人的に㉁問させていただいたところ，発生生物学は生物学だけでなく་学
にも大きなᙳ㡪を୚えていることがわかった。自分もዲወ心を育てて科学に㈉献できるように㡹張り
たい。 

 
 
 

㸦１㸧㸫㸱 㹑㹑㹐㹁 
○ࠗ㹑㹑㹐㹁࠘ࡢ┠ⓗ・ᮇᚅࡿࢀࡉຠᯝ 

・ 課題研究に⥅⥆して取り組み，生徒の୺体性と課題解決ຊ・᥈究ຊを育成する。 
   ・ 研究をまとめ，発表することで，表⌧ຊを育成する。 
   ・ 科学英語により，እ国語による科学のコ࣑ࣗニケーション⬟ຊを育成する。 

 
○ࠗ㹑㹑㹐㹁࠘�理数⛉㸱ᖺ�ࡢ内容   （ͤ11  （に対応࢟～ージ 育成を目指す㸵つのຊ ア࣌

㡯目 内容 ͤ 

課題研究㹁 
�㸲᭶～� 

 >�１�㸫㸲 ㄢ㢟研究࡟ಀྲྀࡿ⤌@ ཧ↷ 
アイ࢚࢘
オカ࢟ 

科学英語Ϫ 
�㸲᭶～� 

・１，２年次での科学英語Ϩ・ϩを発ᒎさせる。 
・課題研究を口㢌発表し，英語で㉁␲応⟅できるようにする。 
・英語で論文にまとめる。 

オ࢟ 

新₲┴㹑㹑㹆生
徒研究発表会
�ኟᏘ１日� 

・㹑㹑㹐㸿とྠࡌ。次を追加。 
・３年理数科は，英語での研究ディスカッションཬࡧポスター発 
表を行う。 

オカ࢟ 

 
 

㸦１㸧㸫㸱㸫１ ㄢ㢟研究㹁     >�１�㸫㸲 ㄢ㢟研究࡟ಀྲྀࡿ⤌@ ཧ↷ 
 
 

㸦１㸧㸫㸱㸫２ ⛉学英語Ϫ 
１．┠ⓗ・ᣦᑟࡢ㔜Ⅼ 
    科学的内容を英語で理解・表⌧するຊをいっそう高めるために「科学英語Ϫ」を実施する。 
      サイ࢚ンスコース㸸ࠗ 課題研究࠘の内容について英語で表⌧し発表する。 
      メディカルコース㸸་⒪分㔝の英文をㄞみ，グループ内でディスカッションを英語で行い，

自分の意見を英語でまとめる。 
２．内容 ○サイ࢚ンスコースのࠗ課題研究࠘にಀる取組 
       論文の要⣙を英語で作成（全グループ）。ͤ当初の計画では㸲グループがポスターを英 
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�3 

 

 

語で作成し，௦表グループが英語でのステージ発表を行う予定だったが，コロナ࢘イルス
感ᰁ㜵Ṇのため中Ṇとなった。 

○メディカルコースの取組 
       「新ᆺ出生๓デ᩿」に関する英文を事๓にㄞみ，グループẖにディスカッションを行い，

ᑗ᮶་⒪ᚑ事⪅として「新ᆺ出生๓デ᩿」にどう向き合うかを英語でレポートをまとめる。 
㸱．⏕ᚐࡢ英語ຊࡢ検証 
 これらの取組により，理数科の生徒は英語発表・英語論文への取組が進ࡴと共に，英語ຊは確実に向
上した。サイ࢚ンスコースにおけるディスカッションはできなかったが，英語での論文の要⣙を行うこ
とで，自らの研究や本㉁を見┤すきっかけにもなり，英語の語ᙡຊや表⌧ຊがさらに身に௜いた。また，
メディカルコースにおける「出生๓デ᩿」に関するグループディスカッションも活発に行われ，レポー
トも内容やᵓ成がよく⦎られたものが多かった。 
 
 
㸦１㸧㸫㸲 ㄢ㢟研究࡟ಀྲྀࡿ⤌ 
理数科生徒には，平成 1� 年度の㹑㹑㹆➨１ᮇから「課題研究」を行ってきている。㹑㹑㹆➨２ᮇで

は，１年次に「課題研究基礎」を行い，以๓よりも早くから研究プロセスを体験させ，課題研究の充実
にດめてきた。このため，全国大会や学会などでのཷ㈹Ṕは以๓より大ᖜにቑ加してきたが，全国をリ
ーࢻする課題研究となる程度には到達していない。㐠Ⴀ指導ጤ員からは，生徒の୺体性を高めるととも
に，文献調査や課題テーマを設定する時間の確保，多角的な視Ⅼ・ᢈุ的な視Ⅼで事象を思考するຊな
どが必要であるとຓゝされている。また，ඛ進ᰯ視察により，課題研究の経㐣ᢕᥱとᨵၿを行うために
複数の中間発表機会の必要性をㄆ㆑した。これらを㋃まえ，さらに高いレベルの課題研究とするカリ࢟
ࣗラム開発が必要であると考え，理数科生徒に対して学ᰯ設定科目「㹑㹑㹐㸿・㹀・㹁」を設定（㹐㸸
researFh）し，その中で課題研究㸿，㹀，㹁を実施する。 
学ᰯ設定科目 対象 内 容 時間 

㹑㹑㹐㸿 
�２༢఩� 
 
課題研究㸿 

理数科 
１年 

・生徒のᕼᮃにῧった形で，物理・化学・生物・ᆅ学・数学に分
かれ，数名のグループをつくる。グループࡈとに研究テーマを設
定し，科学研究を行う。 
・文献調査やテーマ設定に༑分時間をかける。必要に応ࡌて予備
実験を行うなかで，仮説を立て，実験を行い，結果を検証し，レポ
ートにまとめ発表するという科学研究のプロセスを体験させる。 
・「課題研究」を経験しているඛ㍮と஺流する機会を設定する。 
・「㹑㹑᝟ሗ」で学んだプレゼンテーションᢏ⾡を用いて３᭶に「テ 
ーマ設定発表会」�中間発表①�を実施する。 

ⅆ᭙ 
５�㸴限 

㹑㹑㹐㹀 
�２༢఩� 
 
課題研究㹀 

理数科 
２年 

・１年次の「課題研究㸿」でᇵった科学的⣲養や課題発見ຊ等を
もとに，課題研究を実施し，課題解決ຊを育成する。 
・必要に応ࡌて，大学の実験設備を使用させてもらう。 
・課題研究や研究発表会について，研究を体験した３年生が２年
生に研究の進め方，まとめ方を伝える会を行う。 
・㸵᭶と 1� ᭶に中間発表②，③を実施する。 
・学会やእ㒊の研究発表会に積極的に参加させ，発表させる。 

Ỉ᭙ 
５�㸴限 

㹑㹑㹐㹁 
�１༢఩� 
 
課題研究㹁 

理数科 
３年 

・課題研究をまとめ，ポスターを作成する。 
・㸲᭶に長岡ᢏ⾡科学大学を会ሙに，課題研究発表会を実施する。 
・㸵᭶の「新₲┴㹑㹑㹆生徒研究発表会」では，英語での研究デ
ィスカッションཬࡧポスター発表を行う。 
・課題研究を日本語と英語の୧方で論文にまとめる。 
・論文作成中にᢕᥱした新たな課題を，追加研究する。 
・日本学生科学㈹や科学系コンテストに出品する。 
・学会やእ㒊の研究発表会に積極的に参加する。 

ᮌ᭙ 
㸵限 

 
○ 理数⛉ࠕㄢ㢟研究ࠖࡢὶࢀ �テーマ設定ᮇ間を長くし，中間発表を３回行う� 

学 ᖺ 内 容 
１年生 1� ᭶ 㺀課題研究㸿㺁 オリ࢚ンテーション，グループ分け 

グループࡈとに文献調査・テーマ設定・予備実験・研究 
 テーマ設定 
 課題発見 
 テーマ決定 ３᭶ 中間発表①（１学年全員対象ᰯ内発表会） 

２年生㸲᭶ 㺀課題研究㹀㺁 研究⥅⥆  
課題解決 
中間発表 
（３回） 

㸵᭶ 中間発表②（新₲┴㹑㹑㹆生徒研究発表会） 
 大学・学会の科学系コンテストで発表 

1� ᭶ 中間発表③（本ᰯ会ሙ 教育センター指導୺事による指導） 
 大学・学会の科学系コンテストで発表 

�� 

３年生㸲᭶ 㺀課題研究㹁㺁 課題研究発表会（長岡ᢏ⾡科学大学会ሙ） 発表㺃まとめ 
㸲～1� ᭶ 論文作成（日本語と英語୧方）研究⥅⥆ 

研究深化 
論文作成 
英語論文 

㸵᭶ 
英語による口㢌発表およࡧポスター発表 
（新₲┴㹑㹑㹆生徒研究発表会） 

㸶᭶以㝆 日本学生科学㈹や大学・学会の科学系コンテストに出品 

㸦１㸧㸫㸲㸫１ 㹑㹑㹐㸿ࠕㄢ㢟研究㸿ࠖྲྀࡢ⤌
理数科１年生（᮶年度 サイ࢚ンスコースᕼᮃ⪅ �3 名，メディカルコースᕼᮃ⪅ 3� 名） 

㸦１㸧㸫㸲㸫１㸫１ ࢫ࣮ࢥࢫ࢚ࣥ࢖ࢧ 
１．ᐇ᪋内容 
文献調査やテーマ設定に༑分時間をかけ，予備実験を行うなかで，仮説を立て，実験を行い，結果

を検証し，レポートにまとめ，発表するという科学研究のプロセスを一通り経験し，２年次の「課題
研究㹀」にその取組を⥅⥆させていく。早めに「課題研究」を始めることにより，より多くの時間を
かけて研究に取り組み，より研究が深化することを目指す。 

とにテーマを設ࡈて物理・化学・生物・ᆅ学・数学の分㔝に分かれ，数人のグループࡌᕼᮃに応 ࠐ
定して研究に取り組ࡴ「課題研究」を実施 

�①中間発表�で学んだプレゼンテーションᢏ⾡を用いて３᭶に「テーマ設定発表会」「㹑㹑᝟ሗ」 ࠐ
を実施。 

２．ྲྀ⤌ 
 ンテーション（㸷��9）࢚課題研究㸿オリ ࠐ

課題研究の意⩏，今後の進め方，研究テーマの決め方について説明をཷける。次いで，自分が
ᕼᮃする分㔝䠄ᩘᏛ㻘≀⌮㻘໬Ꮫ㻘⏕≀㻘ᆅᏛ䠅䜢Ỵ䜑䜛䚹⏕ᚐ䛾ᕼᮃ䜢䜒䛸䛻ྛศ㔝䛻⏕ᚐ䜢๭䜚᣺䜛䚹 

 課題研究のテーマ設定（1��13� 1����� 11�1�） ࠐ
各分㔝内でグループの決定とテーマ設定を行う。各自が「興味のあること」「やってみたいこ

と」等をヰし合い，またඛ㍮たちの論文を参考にし，興味・関心の近い生徒で㸲人程度のグルー
プをつくる。グループ決定後，指導教員を決め�その指導の下�ྛ䜾䝹䞊䝥䛜◊✲䝔䞊䝬䜢タᐃ䛩䜛䚹 

 課題研究の開始と中間発表（1��1�� １�19� ２�16� ３�16） ࠐ
テーマが決まったグループから予備実験を行い，自分たちのテーマの実⌧のྍ⬟性や進め方の

方向性を確ㄆしつつ，本᱁的な課題研究へと⛣行していく。３᭶ 16 日の中間発表①は研究テー
マのᴫ要や今後の進め方，研究の初動の様Ꮚを発表することが中心となる。１グループ㸵分の発
表を行い。それをཷけて㉁␲と教員から指導ຓゝをཷける。この中間発表①までにテーマがᅛま
り�２年次の「課題研究㹀」での本᱁的な研究へと⥆いていく。

 課題研究に関する全体指導 ࠐ
課題研究㸿の各回（ⅆ᭙５，㸴限 11� 分）のうち 1�～�� 分程度の時間を全体指導にあて，課

題研究の進め方やὀ意すべきⅬを全体で共有しながら研究に生かしていく。全体指導は理科教員
が分担しㅮᖌをつとめる。 

➨䠍ᅇ ᩥ⊩ㄪᰝ䛾᪉ἲ䛻䛴䛔䛶  ➨䠎ᅇ ᐇ㦂䝜䞊䝖䛾᭩䛝᪉  ➨䠏ᅇ ௬ㄝ䛾タᐃ䛻䛴䛔䛶 
➨䠐ᅇ ᐇ㦂䝕䞊䝍䛾ྲྀ䜚᪉䛾ὀព஦㡯  ➨䠑ᅇ ◊✲೔⌮䛻䛴䛔䛶 

 ௧࿴３年２᭶時Ⅼでの研究グループのᴫ要 ࠐ 
  数学㸸１グループ 物理㸸３グループ 化学㸸３グループ 生物㸸３グループ ᆅ学㸸１グループ 

㸦１㸧㸫㸲㸫１㸫２ ࣓ࢫ࣮ࢥࣝ࢝࢕ࢹ 
１．┠ᶆ  生活の中で感ࡌていた་学や೺ᗣ・保೺に関する␲問から自分たちでテーマを設定し，論

理的に結論を導き出そうとする㐣程の中で，ᢈุ的な視Ⅼや問題解決の⬟ຊをᣢった，自発
的，創㐀的な人ᮦを育てる。 

２．ᐇ᪋内容 
⫈デオ視ࣅ○
「࿨をᩆう㸟スゴ⭎ࢡࢻター ⬻⭘⒆・角⭷⛣᳜・⫶࢞ン・㣗道࢞ン」（Ẹᨺ�を視⫈しレポート
にまとめた。

○課題研究のテーマ検討
１班⣙３名の 1� 班に分け，２年次の課題研究において文献調査やアンケート調査などを用いて
本᱁的に研究を開始するために，テーマ設定やグループ編成を行い今後どのように研究を進めて
行くべきか検討した。౛年よりもᤵ業時間が少なかったため，計画のみで⤊わり，調査・研究開
始は次年度㏦りとなった。
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�3 

 

 

語で作成し，௦表グループが英語でのステージ発表を行う予定だったが，コロナ࢘イルス
感ᰁ㜵Ṇのため中Ṇとなった。 

○メディカルコースの取組 
       「新ᆺ出生๓デ᩿」に関する英文を事๓にㄞみ，グループẖにディスカッションを行い，

ᑗ᮶་⒪ᚑ事⪅として「新ᆺ出生๓デ᩿」にどう向き合うかを英語でレポートをまとめる。 
㸱．⏕ᚐࡢ英語ຊࡢ検証 
 これらの取組により，理数科の生徒は英語発表・英語論文への取組が進ࡴと共に，英語ຊは確実に向
上した。サイ࢚ンスコースにおけるディスカッションはできなかったが，英語での論文の要⣙を行うこ
とで，自らの研究や本㉁を見┤すきっかけにもなり，英語の語ᙡຊや表⌧ຊがさらに身に௜いた。また，
メディカルコースにおける「出生๓デ᩿」に関するグループディスカッションも活発に行われ，レポー
トも内容やᵓ成がよく⦎られたものが多かった。 
 
 
㸦１㸧㸫㸲 ㄢ㢟研究࡟ಀྲྀࡿ⤌ 
理数科生徒には，平成 1� 年度の㹑㹑㹆➨１ᮇから「課題研究」を行ってきている。㹑㹑㹆➨２ᮇで

は，１年次に「課題研究基礎」を行い，以๓よりも早くから研究プロセスを体験させ，課題研究の充実
にດめてきた。このため，全国大会や学会などでのཷ㈹Ṕは以๓より大ᖜにቑ加してきたが，全国をリ
ーࢻする課題研究となる程度には到達していない。㐠Ⴀ指導ጤ員からは，生徒の୺体性を高めるととも
に，文献調査や課題テーマを設定する時間の確保，多角的な視Ⅼ・ᢈุ的な視Ⅼで事象を思考するຊな
どが必要であるとຓゝされている。また，ඛ進ᰯ視察により，課題研究の経㐣ᢕᥱとᨵၿを行うために
複数の中間発表機会の必要性をㄆ㆑した。これらを㋃まえ，さらに高いレベルの課題研究とするカリ࢟
ࣗラム開発が必要であると考え，理数科生徒に対して学ᰯ設定科目「㹑㹑㹐㸿・㹀・㹁」を設定（㹐㸸
researFh）し，その中で課題研究㸿，㹀，㹁を実施する。 
学ᰯ設定科目 対象 内 容 時間 

㹑㹑㹐㸿 
�２༢఩� 
 
課題研究㸿 

理数科 
１年 

・生徒のᕼᮃにῧった形で，物理・化学・生物・ᆅ学・数学に分
かれ，数名のグループをつくる。グループࡈとに研究テーマを設
定し，科学研究を行う。 
・文献調査やテーマ設定に༑分時間をかける。必要に応ࡌて予備
実験を行うなかで，仮説を立て，実験を行い，結果を検証し，レポ
ートにまとめ発表するという科学研究のプロセスを体験させる。 
・「課題研究」を経験しているඛ㍮と஺流する機会を設定する。 
・「㹑㹑᝟ሗ」で学んだプレゼンテーションᢏ⾡を用いて３᭶に「テ 
ーマ設定発表会」�中間発表①�を実施する。 

ⅆ᭙ 
５�㸴限 

㹑㹑㹐㹀 
�２༢఩� 
 
課題研究㹀 

理数科 
２年 

・１年次の「課題研究㸿」でᇵった科学的⣲養や課題発見ຊ等を
もとに，課題研究を実施し，課題解決ຊを育成する。 
・必要に応ࡌて，大学の実験設備を使用させてもらう。 
・課題研究や研究発表会について，研究を体験した３年生が２年
生に研究の進め方，まとめ方を伝える会を行う。 
・㸵᭶と 1� ᭶に中間発表②，③を実施する。 
・学会やእ㒊の研究発表会に積極的に参加させ，発表させる。 

Ỉ᭙ 
５�㸴限 

㹑㹑㹐㹁 
�１༢఩� 
 
課題研究㹁 

理数科 
３年 

・課題研究をまとめ，ポスターを作成する。 
・㸲᭶に長岡ᢏ⾡科学大学を会ሙに，課題研究発表会を実施する。 
・㸵᭶の「新₲┴㹑㹑㹆生徒研究発表会」では，英語での研究デ
ィスカッションཬࡧポスター発表を行う。 
・課題研究を日本語と英語の୧方で論文にまとめる。 
・論文作成中にᢕᥱした新たな課題を，追加研究する。 
・日本学生科学㈹や科学系コンテストに出品する。 
・学会やእ㒊の研究発表会に積極的に参加する。 

ᮌ᭙ 
㸵限 

 
○ 理数⛉ࠕㄢ㢟研究ࠖࡢὶࢀ �テーマ設定ᮇ間を長くし，中間発表を３回行う� 

学 ᖺ 内 容 
１年生 1� ᭶ 㺀課題研究㸿㺁 オリ࢚ンテーション，グループ分け 

グループࡈとに文献調査・テーマ設定・予備実験・研究 
 テーマ設定 
 課題発見 
 テーマ決定 ３᭶ 中間発表①（１学年全員対象ᰯ内発表会） 

２年生㸲᭶ 㺀課題研究㹀㺁 研究⥅⥆  
課題解決 
中間発表 
（３回） 

㸵᭶ 中間発表②（新₲┴㹑㹑㹆生徒研究発表会） 
 大学・学会の科学系コンテストで発表 

1� ᭶ 中間発表③（本ᰯ会ሙ 教育センター指導୺事による指導） 
 大学・学会の科学系コンテストで発表 

�� 

３年生㸲᭶ 㺀課題研究㹁㺁 課題研究発表会（長岡ᢏ⾡科学大学会ሙ） 発表㺃まとめ 
㸲～1� ᭶ 論文作成（日本語と英語୧方）研究⥅⥆ 

研究深化 
論文作成 
英語論文 

㸵᭶ 
英語による口㢌発表およࡧポスター発表 
（新₲┴㹑㹑㹆生徒研究発表会） 

㸶᭶以㝆 日本学生科学㈹や大学・学会の科学系コンテストに出品 

㸦１㸧㸫㸲㸫１ 㹑㹑㹐㸿ࠕㄢ㢟研究㸿ࠖྲྀࡢ⤌
理数科１年生（᮶年度 サイ࢚ンスコースᕼᮃ⪅ �3 名，メディカルコースᕼᮃ⪅ 3� 名） 

㸦１㸧㸫㸲㸫１㸫１ ࢫ࣮ࢥࢫ࢚ࣥ࢖ࢧ 
１．ᐇ᪋内容 

文献調査やテーマ設定に༑分時間をかけ，予備実験を行うなかで，仮説を立て，実験を行い，結果
を検証し，レポートにまとめ，発表するという科学研究のプロセスを一通り経験し，２年次の「課題
研究㹀」にその取組を⥅⥆させていく。早めに「課題研究」を始めることにより，より多くの時間を
かけて研究に取り組み，より研究が深化することを目指す。 

とにテーマを設ࡈて物理・化学・生物・ᆅ学・数学の分㔝に分かれ，数人のグループࡌᕼᮃに応 ࠐ
定して研究に取り組ࡴ「課題研究」を実施 

�①中間発表�で学んだプレゼンテーションᢏ⾡を用いて３᭶に「テーマ設定発表会」「㹑㹑᝟ሗ」 ࠐ
を実施。 

２．ྲྀ⤌ 
 ンテーション（㸷��9）࢚課題研究㸿オリ ࠐ

課題研究の意⩏，今後の進め方，研究テーマの決め方について説明をཷける。次いで，自分が
ᕼᮃする分㔝䠄ᩘᏛ㻘≀⌮㻘໬Ꮫ㻘⏕≀㻘ᆅᏛ䠅䜢Ỵ䜑䜛䚹⏕ᚐ䛾ᕼᮃ䜢䜒䛸䛻ྛศ㔝䛻⏕ᚐ䜢๭䜚᣺䜛䚹 

 課題研究のテーマ設定（1��13� 1����� 11�1�） ࠐ
各分㔝内でグループの決定とテーマ設定を行う。各自が「興味のあること」「やってみたいこ

と」等をヰし合い，またඛ㍮たちの論文を参考にし，興味・関心の近い生徒で㸲人程度のグルー
プをつくる。グループ決定後，指導教員を決め�その指導の下�ྛ䜾䝹䞊䝥䛜◊✲䝔䞊䝬䜢タᐃ䛩䜛䚹 

 課題研究の開始と中間発表（1��1�� １�19� ２�16� ３�16） ࠐ
テーマが決まったグループから予備実験を行い，自分たちのテーマの実⌧のྍ⬟性や進め方の

方向性を確ㄆしつつ，本᱁的な課題研究へと⛣行していく。３᭶ 16 日の中間発表①は研究テー
マのᴫ要や今後の進め方，研究の初動の様Ꮚを発表することが中心となる。１グループ㸵分の発
表を行い。それをཷけて㉁␲と教員から指導ຓゝをཷける。この中間発表①までにテーマがᅛま
り�２年次の「課題研究㹀」での本᱁的な研究へと⥆いていく。

 課題研究に関する全体指導 ࠐ
課題研究㸿の各回（ⅆ᭙５，㸴限 11� 分）のうち 1�～�� 分程度の時間を全体指導にあて，課

題研究の進め方やὀ意すべきⅬを全体で共有しながら研究に生かしていく。全体指導は理科教員
が分担しㅮᖌをつとめる。 

➨䠍ᅇ ᩥ⊩ㄪᰝ䛾᪉ἲ䛻䛴䛔䛶  ➨䠎ᅇ ᐇ㦂䝜䞊䝖䛾᭩䛝᪉  ➨䠏ᅇ ௬ㄝ䛾タᐃ䛻䛴䛔䛶 
➨䠐ᅇ ᐇ㦂䝕䞊䝍䛾ྲྀ䜚᪉䛾ὀព஦㡯  ➨䠑ᅇ ◊✲೔⌮䛻䛴䛔䛶 

 ௧࿴３年２᭶時Ⅼでの研究グループのᴫ要 ࠐ 
  数学㸸１グループ 物理㸸３グループ 化学㸸３グループ 生物㸸３グループ ᆅ学㸸１グループ 

㸦１㸧㸫㸲㸫１㸫２ ࣓ࢫ࣮ࢥࣝ࢝࢕ࢹ 
１．┠ᶆ  生活の中で感ࡌていた་学や೺ᗣ・保೺に関する␲問から自分たちでテーマを設定し，論

理的に結論を導き出そうとする㐣程の中で，ᢈุ的な視Ⅼや問題解決の⬟ຊをᣢった，自発
的，創㐀的な人ᮦを育てる。 

２．ᐇ᪋内容 
⫈デオ視ࣅ○
「࿨をᩆう㸟スゴ⭎ࢡࢻター ⬻⭘⒆・角⭷⛣᳜・⫶࢞ン・㣗道࢞ン」（Ẹᨺ�を視⫈しレポート
にまとめた。

○課題研究のテーマ検討
１班⣙３名の 1� 班に分け，２年次の課題研究において文献調査やアンケート調査などを用いて
本᱁的に研究を開始するために，テーマ設定やグループ編成を行い今後どのように研究を進めて
行くべきか検討した。౛年よりもᤵ業時間が少なかったため，計画のみで⤊わり，調査・研究開
始は次年度㏦りとなった。
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  ○ㅮ⩏１（にいがた┴ᨻ出๓ㅮᗙ） 
   ㅮ⩏では，新₲┴⤫計グラフコンࢡール，⤫計のṔྐ，データと᝟ሗと⤫計の違い，新₲┴の⤫

計データなどが⤂௓された。また，グループワーࢡでは新₲┴の生活・⚟♴・་⒪のデータのㄞ
み取り新₲┴の⌧≧を分析し，考察した。 

 ㅮ⩏２（新₲┴㉥༑Ꮠ⾑ᾮセンター出張ㅮ⩏）ࠐ  
   ㅮ⩏では，献⾑のṔྐ，⾑ᾮの成分，㍺⾑用⾑ᾮ〇๣，献⾑の⌧≧や今後の問題Ⅼなどが⤂௓さ

れた。特に་⒪ᚑ事⪅による目⥺でのㅮ⩏であった。献⾑によって࿨をᩆわれた人のࣅデオࣆ࢚
ソーࢻが༳象的であった。 

㸱．⤫ィ࣐࣮ࢸࡢ࣮ࢱࢫ࣏ணᐃ୍ぴ  「⤊ᮎᮇ་⒪について」 「⢭⚄⑌ᝈについて」     
「⑓Ẽの⢭⚄的ᙳ㡪について」  「ㄆ知⑕について」   「ᩆ࿨ᩆᛴについて」など 

㸲．まとめ  ࣅデオ視⫈やㅮ₇会では，研究に必要な基本的な知㆑をᵓ⠏した。課題研究のテーマ検
討では，グループの中で༠ാしながら，自分たちが興味・関心をもつテーマについて検討した。そ
れらの活動の中で，ᢈุ的な視Ⅼから意見を出したり，問題解決のためにアイデアを出したりする
ことができた。テーマはᬻ定的に決定したが，研究を進めていく上で，変更が生ࡌるሙ合がある。 

 
 

㸦１㸧㸫㸲㸫２ 㹑㹑㹐㹀ࠕㄢ㢟研究㹀ࠖྲྀࡢ⤌ 
理数科２年生（サイ࢚ンスコース �� 名，メディカルコース 3� 名） 

 
㸦１㸧㸫㸲㸫２㸫１ ࢫ࣮ࢥࢫ࢚ࣥ࢖ࢧ 
１．┠ᶆ   課題研究㸿で経験した科学研究のプロセスをさらに深める。１年次の後༙に設定した研

究テーマを⥅⥆研究していく中で，୺体性と課題解決ຊ・᥈究ຊをつける。 
２．ᐇ᪋内容 
 ○１年次にテーマ設定，グループ編成，担当教員決定を行い，本᱁的に研究をスタートした。 
○「理数科サイ࢚ンスコース課題研究発表会」 （㸴᭶ 1� 日） 

３年生の発表や㉁␲応⟅に参加し，これから行う研究のテーマや進め方のアイデアを発見した。 
発表会の事๓‽備，当日の㐠Ⴀ全般を担当した。 

○中間発表会①   
౛年，新₲┴㹑㹑㹆生徒研究発表会 in EFhigo�1$G$O.$（アオーレ長岡）において，ポスター発
表を行っていたが，今年度は新ᆺコロナ࢘イルス感ᰁ拡大㜵Ṇのため中Ṇ 

○３年生からの課題研究体験ㄯ  →新ᆺコロナ࢘イルス感ᰁ拡大㜵Ṇのため中Ṇ 
○中間発表会②  （1� ᭶ 1� 日） 

ᰯ内で実施した。進ᤖ≧ἣのሗ࿌と㉁␲応⟅を行い，自分達の研究を見つめ┤すዎ機にした。 
┴立教育センターの指導୺事（高ᰯ理科・数学担当）をᣍき，各研究内容について指導・ຓゝを
ཷけた。 

○「新₲༡高ᰯ㹑㹑㹆課題研究発表会」 →新ᆺコロナ࢘イルス感ᰁ拡大㜵Ṇのため中Ṇ 
○発表会等への参加  →新ᆺコロナ࢘イルス感ᰁ拡大㜵Ṇのため中Ṇ 
○３᭶ᮎをめどに研究をまとめる。 

㸱．୍࣐࣮ࢸぴ 「߀関ಀ㈨ᩱ」参↷ 
 
以下に，各分㔝の取組のヲ⣽を♧す。目的は共通である。 

┠ⓗ ・１年次の「課題研究基礎」で育成した科学的⣲養等をもとに，୺体性，課題解決ຊを育成する。 
・発表を行うことで，研究結果と課題をᢕᥱし，研究を深化する。 

 
○物理分野 
１．研究内容および方法 
 １年次の「課題研究㸿」でテーマを設定したので，実験方法や仮説を検討し，研究を進めた。実験道
具も各グループで意見を出し合い，テーマに沿った適切な実験を行えるよう，創意工夫を凝らして自ら
作成した。㏵中経㐣を確ㄆし，他のグループの意見なども参考にするために，1� ᭶に「㹑㹑㹐㹀中間発
表会」を行い，教育センター指導୺事のඛ生からも㈗㔜なຓゝをいただいた。 
２．まとめ １年次でテーマ設定をし，２年次は実験の具体的設定を検討することから始まった。実験
においてどのような条件を設定して，何を条件変化させていくかを各グループの中でヲしく検討をして
いた。条件設定の変化がどのようなᙳ㡪を結果にもたらすか仮説を立てて予備実験を行ってみると，予
想とはかなり␗なる結果になることもあり，実験自体が成り立っているか再検討を必要とするሙ㠃もあ
った。実験の方法や結果の解㔘において，指導教員がどこまでアࢻバイスをすべきかは㞴しいところで
あるが，生徒の様Ꮚを見ながら適ᐅヰし合いをするようにした。実験データが何を♧しているのか生徒
ྠኈでⰍ々ヰし合い考察することにより，⌧象を深く理解し，新たな発見やẼ௜きなどを得ることがで
きた。一㐌間に２時間の研究時間だが，ヲしい実験を数多く行うにはやはり時間が㊊りないようにも感
 。る。ᨺ課後や長ᮇఇみなどの時間を使い，何とか研究を進めることができているࡌ
今後は，次年度の「㹑㹑㹐㹁」において研究成果のまとめ，発表，論文作成があるので，積極的に実

験・考察を進められるように指導していきたい。 

�6 

 

 

○໬学分野 
１．研究内容および方法 
１年次の「課題研究㸿」では，1� ᭶にグループ分け，文献調査・テーマ設定，予備実験を行い，３᭶

に中間発表を行った。この「課題研究㹀」は，１年次のテーマの⥅⥆研究となる。今年度の１学ᮇは他
のプログラム実施のため，１㐌間に１時間の時間設定であったが，この時間以እでもᮅの時間やᨺ課後
の時間を利用して研究を⥅⥆し，自分たちの研究をより深めることができた。㸷᭶からは１㐌間に２時
間の時間設定となり，研究も本᱁化してきた。今年度の成果を 1� ᭶の㹑㹑㹐㹀中間発表会で発表した。
┴の指導୺事の方々の指導ຓゝをཷけて，次へのᒎᮃが開けた班もあった。今後は᮶年度の㸲᭶の最⤊
発表会に向けて，さらに研究を⥆けていく。 
２．まとめ ２年次から化学基礎をᒚಟするので，化学の基礎的な知㆑が少ない≧ែからのスタート 
となる。㔞的な 定はできても，その数್ฎ理などの完全な理解は，本᱁的に実験が始まった㸷᭶以 
㝆となった。その間，担当教ㅍは，実験時のᏳ全⟶理・実験ჾ具の使い方など基礎的なところを㔜Ⅼ 
的に指導した。「実験結果の数್化」に୺║をධれた指導を心がけることにより，生徒の実験への理解 
が深まるにつれ，よりよい研究に対する興味関心がさらに‪いてきているようであった。1� ᭶の中間 
発表会におけるẼ࡙きと指導୺事による指導は，今後の研究の指㔪になったようである。一層，それ 
ぞれの班で༠ാ的，積極的に研究に取り組んでḧしい。 
 
○⏕物分野 
１．研究内容および方法 
１年次の「課題研究㸿」では，1� ᭶にグループ分け・文献調査・テーマ設定・予備実験を行い，３᭶

に中間発表を行った。この「課題研究㹀」は，１年次のテーマの⥅⥆研究となる。１学ᮇは，㐌１時間
のᤵ業時間が設定されている。この時間内で実験データのまとめ，考察，次回の実験計画を立てる。基
本的には，ᤵ業以እのᮅ・᫨ఇみ・ᨺ課後の時間ᖏを利用して実験を進める。本᮶であれࡤ，㸵᭶にあ
る新₲┴㹑㹑㹆生徒研究発表会でのポスターセッションに目標を定めるのであるが，今年度はコロナ࢘
イルス感ᰁ拡大のᙳ㡪で中Ṇとなった。しかし，３年生の課題研究発表会の㐠Ⴀにᦠわることで，発表
マナー・明確なཷけ⟅え，コ࣑ࣗニケーションの取り方など͆研究発表のプレゼン͇を少なからず学ぶ
ことができた。２学ᮇは，㐌㐃⥆２時間のᤵ業が設定されている。ẖ時間，各グループで研究の目的・
仮説を確ㄆしつつ，ᨵၿⅬをヰし合いながら進めた。その㐣程では，実験がうまくいかなかったり，仮
説通りの結果にならず行きワったり，さまࡊまなᅔ㞴にぶつかりながら，生徒自ら創㐀し༠ຊし஌り㉺
えた。1� ᭶の中間発表会では，新たに PoZerPoint や発表ཎ✏を作成し，事๓リࣁーサルを行いより正
式な発表に近い形で行った。┴立教育センター指導୺事からຓゝをいただき，研究の発ᒎにつながった。 
２．まとめ あくまでも科学研究であり，そのプロセスが㔜要である。仮説を立て，それを検証できる 
実験を考え実施する。得られた結果の⤫計ฎ理とそれに対する考察。プロセスの全てに科学的᰿拠が必 
要とされる。生徒には，ᖖにこの͆科学的᰿拠͇を意㆑するように指導している。しかしながら，生物 
を研究対象に扱うため，自分たちの考えた仮説と実験結果が␗なるሙ合も多い。そこでㅉめることなく， 
┤㠃する課題に立ち向かうことで，自分たちの研究に対する関心と意ḧが一層‪いてきているように思 
う。今後は，䠐᭶䛻⾜䜟䜜䜛ㄢ㢟◊✲Ⓨ⾲఍䜢┠ᶆ䛻䛚䛝䠈◊✲䜢῝໬䛥䛫䠈⥲ᣓ䛷䛝䜛䜘䛖ᣦᑟ䛧䛶䛔䛟䚹 
 
○ᆅ学分野 
１．研究内容および方法 
 今年度の研究テーマは，近年発生する㞟中㇦㞵を題ᮦに，ሗ道で⪥にすることが多くなった「バッࢡ
ーター⌧象」を研究テーマとして設定した。実際に長岡ᕷ内でも起こった⅏ᐖで，ᆅᇦに関㐃した࢛࢘
テーマである。これらの研究にあたって㐣ཤの研究事౛を᥈したもののなかなか見つからず，様々な条
件を変えて発生のメカニズムを✺きṆめていくためのἙᕝᶍᆺの作〇に༙年࡯ど㈝やした。その後に実
験を始めてみたが，機ჾの୙調で教ᐊ内にὥỈが発生したりと，生徒は苦労しながら研究を進めていた。 
 研究発表は２回予定されていたが，㸵᭶の「新₲┴㹑㹑㹆生徒研究発表会」でのポスターセッション
はコロナ࢘イルス感ᰁ⑕のため中Ṇとなり，1� ᭶の「㹑㹑㹐㹀中間発表会」のみとなった。生徒だけで
なく教育センター指導୺事のඛ生からも㔜要なຓゝをいただいた。 
２．まとめ ᆅ学の研究テーマは自↛を対象にすることが多いが，実際に起こる⌧象は多要⣲が複㞧に
⤡み，思ったような結果になることが少なく，生徒自らが設定した仮説通りにいかないケースが多かっ
た。これに教員ഃから解決の⣒口を♧したりすることはせずに，なるべく生徒の研究を見Ᏺった。ただ
し，発表の際にプレゼンテーションの体⿢をᩚえるための指導ຓゝは行った。今後は，次年度の「課題
研究㹁」で成果のまとめ，発表，論文作成が予定されており，ᘬき⥆き指導を行っていく。 
 
○数学分野 
１．研究内容および方法 
課題研究㹀数学に取り組んだ生徒は１グループ㸲名。１年生課題研究㸿から

の⥅⥆研究である。課題研究㹀においては，１年次のテーマも研究しつつ，新
たなテーマを᥈しながら日々研究を進めていた。最⤊的に，「２஌࿴が特Ṧな性
㉁をᣢつ自↛数の組」を考察することとなった。方法は１年次ྠ様，教ᐊの㯮
ᯈを使って議論すること，インターネット等を利用し文献を調査することであ
る。２年生になって複⣲数・数列・図形の方程式，↓限⣭数など数学の知㆑が
ᗈがったことで，テーマの問題を様々な角度から考察・議論を積み㔜ࡡ研究を
深めていった。研究発表の機会として，1� ᭶に行われた㹑㹑㹐㹀中間発表会が
あった。時間をかけて考察したことを，㸵分の発表時間に཰めることに苦労し
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  ○ㅮ⩏１（にいがた┴ᨻ出๓ㅮᗙ） 
   ㅮ⩏では，新₲┴⤫計グラフコンࢡール，⤫計のṔྐ，データと᝟ሗと⤫計の違い，新₲┴の⤫

計データなどが⤂௓された。また，グループワーࢡでは新₲┴の生活・⚟♴・་⒪のデータのㄞ
み取り新₲┴の⌧≧を分析し，考察した。 

 ㅮ⩏２（新₲┴㉥༑Ꮠ⾑ᾮセンター出張ㅮ⩏）ࠐ  
   ㅮ⩏では，献⾑のṔྐ，⾑ᾮの成分，㍺⾑用⾑ᾮ〇๣，献⾑の⌧≧や今後の問題Ⅼなどが⤂௓さ

れた。特に་⒪ᚑ事⪅による目⥺でのㅮ⩏であった。献⾑によって࿨をᩆわれた人のࣅデオࣆ࢚
ソーࢻが༳象的であった。 

㸱．⤫ィ࣐࣮ࢸࡢ࣮ࢱࢫ࣏ணᐃ୍ぴ  「⤊ᮎᮇ་⒪について」 「⢭⚄⑌ᝈについて」     
「⑓Ẽの⢭⚄的ᙳ㡪について」  「ㄆ知⑕について」   「ᩆ࿨ᩆᛴについて」など 

㸲．まとめ  ࣅデオ視⫈やㅮ₇会では，研究に必要な基本的な知㆑をᵓ⠏した。課題研究のテーマ検
討では，グループの中で༠ാしながら，自分たちが興味・関心をもつテーマについて検討した。そ
れらの活動の中で，ᢈุ的な視Ⅼから意見を出したり，問題解決のためにアイデアを出したりする
ことができた。テーマはᬻ定的に決定したが，研究を進めていく上で，変更が生ࡌるሙ合がある。 

 
 

㸦１㸧㸫㸲㸫２ 㹑㹑㹐㹀ࠕㄢ㢟研究㹀ࠖྲྀࡢ⤌ 
理数科２年生（サイ࢚ンスコース �� 名，メディカルコース 3� 名） 

 
㸦１㸧㸫㸲㸫２㸫１ ࢫ࣮ࢥࢫ࢚ࣥ࢖ࢧ 
１．┠ᶆ   課題研究㸿で経験した科学研究のプロセスをさらに深める。１年次の後༙に設定した研

究テーマを⥅⥆研究していく中で，୺体性と課題解決ຊ・᥈究ຊをつける。 
２．ᐇ᪋内容 
 ○１年次にテーマ設定，グループ編成，担当教員決定を行い，本᱁的に研究をスタートした。 
○「理数科サイ࢚ンスコース課題研究発表会」 （㸴᭶ 1� 日） 

３年生の発表や㉁␲応⟅に参加し，これから行う研究のテーマや進め方のアイデアを発見した。 
発表会の事๓‽備，当日の㐠Ⴀ全般を担当した。 

○中間発表会①   
౛年，新₲┴㹑㹑㹆生徒研究発表会 in EFhigo�1$G$O.$（アオーレ長岡）において，ポスター発
表を行っていたが，今年度は新ᆺコロナ࢘イルス感ᰁ拡大㜵Ṇのため中Ṇ 

○３年生からの課題研究体験ㄯ  →新ᆺコロナ࢘イルス感ᰁ拡大㜵Ṇのため中Ṇ 
○中間発表会②  （1� ᭶ 1� 日） 

ᰯ内で実施した。進ᤖ≧ἣのሗ࿌と㉁␲応⟅を行い，自分達の研究を見つめ┤すዎ機にした。 
┴立教育センターの指導୺事（高ᰯ理科・数学担当）をᣍき，各研究内容について指導・ຓゝを
ཷけた。 

○「新₲༡高ᰯ㹑㹑㹆課題研究発表会」 →新ᆺコロナ࢘イルス感ᰁ拡大㜵Ṇのため中Ṇ 
○発表会等への参加  →新ᆺコロナ࢘イルス感ᰁ拡大㜵Ṇのため中Ṇ 
○３᭶ᮎをめどに研究をまとめる。 

㸱．୍࣐࣮ࢸぴ 「߀関ಀ㈨ᩱ」参↷ 
 
以下に，各分㔝の取組のヲ⣽を♧す。目的は共通である。 

┠ⓗ ・１年次の「課題研究基礎」で育成した科学的⣲養等をもとに，୺体性，課題解決ຊを育成する。 
・発表を行うことで，研究結果と課題をᢕᥱし，研究を深化する。 

 
○物理分野 
１．研究内容および方法 
 １年次の「課題研究㸿」でテーマを設定したので，実験方法や仮説を検討し，研究を進めた。実験道
具も各グループで意見を出し合い，テーマに沿った適切な実験を行えるよう，創意工夫を凝らして自ら
作成した。㏵中経㐣を確ㄆし，他のグループの意見なども参考にするために，1� ᭶に「㹑㹑㹐㹀中間発
表会」を行い，教育センター指導୺事のඛ生からも㈗㔜なຓゝをいただいた。 
２．まとめ １年次でテーマ設定をし，２年次は実験の具体的設定を検討することから始まった。実験
においてどのような条件を設定して，何を条件変化させていくかを各グループの中でヲしく検討をして
いた。条件設定の変化がどのようなᙳ㡪を結果にもたらすか仮説を立てて予備実験を行ってみると，予
想とはかなり␗なる結果になることもあり，実験自体が成り立っているか再検討を必要とするሙ㠃もあ
った。実験の方法や結果の解㔘において，指導教員がどこまでアࢻバイスをすべきかは㞴しいところで
あるが，生徒の様Ꮚを見ながら適ᐅヰし合いをするようにした。実験データが何を♧しているのか生徒
ྠኈでⰍ々ヰし合い考察することにより，⌧象を深く理解し，新たな発見やẼ௜きなどを得ることがで
きた。一㐌間に２時間の研究時間だが，ヲしい実験を数多く行うにはやはり時間が㊊りないようにも感
 。る。ᨺ課後や長ᮇఇみなどの時間を使い，何とか研究を進めることができているࡌ
今後は，次年度の「㹑㹑㹐㹁」において研究成果のまとめ，発表，論文作成があるので，積極的に実

験・考察を進められるように指導していきたい。 
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○໬学分野 
１．研究内容および方法 

１年次の「課題研究㸿」では，1� ᭶にグループ分け，文献調査・テーマ設定，予備実験を行い，３᭶
に中間発表を行った。この「課題研究㹀」は，１年次のテーマの⥅⥆研究となる。今年度の１学ᮇは他
のプログラム実施のため，１㐌間に１時間の時間設定であったが，この時間以እでもᮅの時間やᨺ課後
の時間を利用して研究を⥅⥆し，自分たちの研究をより深めることができた。㸷᭶からは１㐌間に２時
間の時間設定となり，研究も本᱁化してきた。今年度の成果を 1� ᭶の㹑㹑㹐㹀中間発表会で発表した。
┴の指導୺事の方々の指導ຓゝをཷけて，次へのᒎᮃが開けた班もあった。今後は᮶年度の㸲᭶の最⤊
発表会に向けて，さらに研究を⥆けていく。 
２．まとめ ２年次から化学基礎をᒚಟするので，化学の基礎的な知㆑が少ない≧ែからのスタート 
となる。㔞的な 定はできても，その数್ฎ理などの完全な理解は，本᱁的に実験が始まった㸷᭶以 
㝆となった。その間，担当教ㅍは，実験時のᏳ全⟶理・実験ჾ具の使い方など基礎的なところを㔜Ⅼ 
的に指導した。「実験結果の数್化」に୺║をධれた指導を心がけることにより，生徒の実験への理解 
が深まるにつれ，よりよい研究に対する興味関心がさらに‪いてきているようであった。1� ᭶の中間 
発表会におけるẼ࡙きと指導୺事による指導は，今後の研究の指㔪になったようである。一層，それ 
ぞれの班で༠ാ的，積極的に研究に取り組んでḧしい。 
 
○⏕物分野 
１．研究内容および方法 

１年次の「課題研究㸿」では，1� ᭶にグループ分け・文献調査・テーマ設定・予備実験を行い，３᭶
に中間発表を行った。この「課題研究㹀」は，１年次のテーマの⥅⥆研究となる。１学ᮇは，㐌１時間
のᤵ業時間が設定されている。この時間内で実験データのまとめ，考察，次回の実験計画を立てる。基
本的には，ᤵ業以እのᮅ・᫨ఇみ・ᨺ課後の時間ᖏを利用して実験を進める。本᮶であれࡤ，㸵᭶にあ
る新₲┴㹑㹑㹆生徒研究発表会でのポスターセッションに目標を定めるのであるが，今年度はコロナ࢘
イルス感ᰁ拡大のᙳ㡪で中Ṇとなった。しかし，３年生の課題研究発表会の㐠Ⴀにᦠわることで，発表
マナー・明確なཷけ⟅え，コ࣑ࣗニケーションの取り方など͆研究発表のプレゼン͇を少なからず学ぶ
ことができた。２学ᮇは，㐌㐃⥆２時間のᤵ業が設定されている。ẖ時間，各グループで研究の目的・
仮説を確ㄆしつつ，ᨵၿⅬをヰし合いながら進めた。その㐣程では，実験がうまくいかなかったり，仮
説通りの結果にならず行きワったり，さまࡊまなᅔ㞴にぶつかりながら，生徒自ら創㐀し༠ຊし஌り㉺
えた。1� ᭶の中間発表会では，新たに PoZerPoint や発表ཎ✏を作成し，事๓リࣁーサルを行いより正
式な発表に近い形で行った。┴立教育センター指導୺事からຓゝをいただき，研究の発ᒎにつながった。 
２．まとめ あくまでも科学研究であり，そのプロセスが㔜要である。仮説を立て，それを検証できる 
実験を考え実施する。得られた結果の⤫計ฎ理とそれに対する考察。プロセスの全てに科学的᰿拠が必 
要とされる。生徒には，ᖖにこの͆科学的᰿拠͇を意㆑するように指導している。しかしながら，生物 
を研究対象に扱うため，自分たちの考えた仮説と実験結果が␗なるሙ合も多い。そこでㅉめることなく， 
┤㠃する課題に立ち向かうことで，自分たちの研究に対する関心と意ḧが一層‪いてきているように思 
う。今後は，䠐᭶䛻⾜䜟䜜䜛ㄢ㢟◊✲Ⓨ⾲఍䜢┠ᶆ䛻䛚䛝䠈◊✲䜢῝໬䛥䛫䠈⥲ᣓ䛷䛝䜛䜘䛖ᣦᑟ䛧䛶䛔䛟䚹 
 
○ᆅ学分野 
１．研究内容および方法 
 今年度の研究テーマは，近年発生する㞟中㇦㞵を題ᮦに，ሗ道で⪥にすることが多くなった「バッࢡ
ーター⌧象」を研究テーマとして設定した。実際に長岡ᕷ内でも起こった⅏ᐖで，ᆅᇦに関㐃した࢛࢘
テーマである。これらの研究にあたって㐣ཤの研究事౛を᥈したもののなかなか見つからず，様々な条
件を変えて発生のメカニズムを✺きṆめていくためのἙᕝᶍᆺの作〇に༙年࡯ど㈝やした。その後に実
験を始めてみたが，機ჾの୙調で教ᐊ内にὥỈが発生したりと，生徒は苦労しながら研究を進めていた。 
 研究発表は２回予定されていたが，㸵᭶の「新₲┴㹑㹑㹆生徒研究発表会」でのポスターセッション
はコロナ࢘イルス感ᰁ⑕のため中Ṇとなり，1� ᭶の「㹑㹑㹐㹀中間発表会」のみとなった。生徒だけで
なく教育センター指導୺事のඛ生からも㔜要なຓゝをいただいた。 
２．まとめ ᆅ学の研究テーマは自↛を対象にすることが多いが，実際に起こる⌧象は多要⣲が複㞧に
⤡み，思ったような結果になることが少なく，生徒自らが設定した仮説通りにいかないケースが多かっ
た。これに教員ഃから解決の⣒口を♧したりすることはせずに，なるべく生徒の研究を見Ᏺった。ただ
し，発表の際にプレゼンテーションの体⿢をᩚえるための指導ຓゝは行った。今後は，次年度の「課題
研究㹁」で成果のまとめ，発表，論文作成が予定されており，ᘬき⥆き指導を行っていく。 
 
○数学分野 
１．研究内容および方法 

課題研究㹀数学に取り組んだ生徒は１グループ㸲名。１年生課題研究㸿から
の⥅⥆研究である。課題研究㹀においては，１年次のテーマも研究しつつ，新
たなテーマを᥈しながら日々研究を進めていた。最⤊的に，「２஌࿴が特Ṧな性
㉁をᣢつ自↛数の組」を考察することとなった。方法は１年次ྠ様，教ᐊの㯮
ᯈを使って議論すること，インターネット等を利用し文献を調査することであ
る。２年生になって複⣲数・数列・図形の方程式，↓限⣭数など数学の知㆑が
ᗈがったことで，テーマの問題を様々な角度から考察・議論を積み㔜ࡡ研究を
深めていった。研究発表の機会として，1� ᭶に行われた㹑㹑㹐㹀中間発表会が
あった。時間をかけて考察したことを，㸵分の発表時間に཰めることに苦労し
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ていたが，その⏥ᩫなく発表内容が理解されない㒊分があったことは今後
の課題ではあるが，テーマに対して使える数学の知㆑を⥲動員して，問題
の本㉁・᰾心に㏕る研究発表にはよいホ౯をいただき，生徒の自ಙになっ
たようだ。今後は，更に応用ができないかを積極的に調べている。 
２．まとめ 生徒はᤵ業などからࣄントを得てẖ回新しい問題を議論して
いた。課題を⢓りᙉく考察し⣒口を見つけて解決する，解法をよりシンプ
ルな方法に工夫ᨵ良する，解決した問題を発ᒎさせ考察するなど，数学を
積極的に活用し発見するຊが㣕㌍的に大きく育てられたと感ࡌた。３年次
の最⤊的に発表に向けて研究を良い形でまとめて，課題研究で取り組んだ
ことが大きな自ಙに⧅がるようにᘬき⥆き指導していきたい。 
 
 
㸦１㸧㸫㸲㸫２㸫２ ࣓ࢫ࣮ࢥࣝ࢝࢕ࢹ 
１．┠ᶆ  生活の中で感ࡌていた་学や೺ᗣ・保೺に関する␲問から自分たちでテーマを設定し，論

理的に結論を導き出そうとする㐣程の中で，ᢈุ的な視Ⅼや問題解決の⬟ຊをᣢった，自発
的，創㐀的な人ᮦを育てる。 

２．ᐇ᪋内容 
  ○１年次にテーマ設定，グループ編成を行い，文献調査やアンケート調査などを用いて，本᱁的に

研究を開始した。䜎䛯䠈་⒪䛻㛵䛩䜛ᫎീ䜢ど⫈䛩䜛䛣䛸䛷䠈◊✲䛻ᚲせ䛺ᇶᮏⓗ䛺▱㆑䜢ᵓ⠏䛧䛯䚹 
  ○་⒪ㅮ₇会 
    㸵᭶ 3� 日（ᮌ）長岡㉥༑Ꮠ⑓㝔 బ⸨࿴ᘯඛ生「࿧྾ჾ感ᰁ⑕について」 
   1� ᭶ 16 日（㔠）長岡㉥༑Ꮠ⑓㝔 బ఑ᩗᏊඛ生 䛂᪂䛧䛔ච␿⑌ᝈ䠈䠥䡃䠣䠐㛵㐃⑌ᝈ䛸䛾ฟ఍䛔䛃 
   11 ᭶ �� 日（ⅆ）立ᕝ⥈合⑓㝔  㟷ᰗ❳἞ඛ生「人工⭈⮚と人工⮚ჾについて」 
    ２᭶ 㸲日（ᮌ）ྜྷ⏣⑓㝔    ྜྷ⏣英Ẏඛ生「⪁⾶のᵓ㐀 ᰤ養と㐠動の㔜要性」 
  ○㨶἟基ᖿ⑓㝔見学（1� ᭶ 3� 日（㔠）） 
    ๪㝔長高⏣ಇ⠊ඛ生のㅮ₇，㉁␲応⟅，⑓㝔内見学 
  ○テーマ検討会（２᭶ 1� 日（Ỉ）） 
    各グループで自分たちのテーマについて中間発表をし，その後全員で今後どのように研究を進

めて行くべきか討議する予定。 
  ○་学㒊ᚿᮃ⪅向け進㊰ㅮ₇会（２᭶ �� 日（ᮌ）） 
    ᪂₲┴⚟♴ಖ೺㒊་ᖌ䞉┳ㆤ⫋ဨᑐ⟇ㄢ ๪ཧ஦ ๓⏣୍ᶞඛ⏕ 䛂་ᖌ䛻䛺䜛䛛䜒䛧䜜䛺䛔ⓙ䛥䜣䜈䛃 
㸱．୍࣐࣮ࢸぴ 「߀関ಀ㈨ᩱ」参↷ 
 
   グループの中で༠ാしながら，自分たちが設定したテーマについて研究し，テーマ検討会におい

ては，別のグループのテーマについても積極的に討論することができた。それらの活動の中で，ᢈ
ุ的な視Ⅼから意見を出したり，問題解決のためにアイデアを出したりすることができていた。 

 
 

㸦１㸧㸫㸲㸫㸱 㹑㹑㹐㹁ࠕㄢ㢟研究㹁ࠖྲྀࡢ⤌ 
理数科３年生（サイ࢚ンスコース �6 名，メディカルコース �� 名） 

 
㸦１㸧㸫㸲㸫㸱㸫１ ࢫ࣮ࢥࢫ࢚ࣥ࢖ࢧ 
１．┠ᶆ  科学ཬࡧ数学に関する課題を設定し，その課題の解決を図る学習を通して，ᑓ㛛的な知㆑

䛸ᢏ⬟䛾῝໬䠈⥲ྜ໬䜢ᅗ䜛䛸䛸䜒䛻䠈ၥ㢟ゎỴ䛾⬟ຊ䜔⮬Ⓨⓗ䠈๰㐀ⓗ䛺Ꮫ⩦ែᗘ䜢⫱䛶䜛䚹 
２．ᣦᑟࡢ㔜Ⅼ  １年次から⥅⥆してきた課題研究のまとめとして，各班，ᰯእの会ሙで２回以上の

発表を行うことで，研究内容の深化をはかる。これは，より高いレベルの研究を行う
ことを目指したものである。また，研究の内容をポスターや論文にまとめたりする取
組では，要᪨を英文化することで，研究成果をᗈく公表するための意㆑を向上させる。 

㸱．ᐇ᪋内容   新ᆺコロナ࢘イルスのᙳ㡪によりఇᰯ（㸲᭶ 1� 日から５᭶ 31 日）となったため㹑
㹑㹆の取り組みも大きなᙳ㡪をཷけた。౛年実施していた「新₲┴㹑㹑㹆生徒研究発
表会 in EFhigo�1$G$O.$」（㸵᭶下᪪）は中Ṇとなった。 

○ 㹑㹑㹆理数科サイ࢚ンスコース課題研究発表会（㸴᭶ 1� 日） 
  ౛年は㸲᭶中᪪に実施。５᭶中᪪の実施予定もᘏᮇとなり，㸴᭶ 1�日の実施になんとかこࡂつけた。 

全グループが口㢌発表を行い，ポスター発表は学ᰯでのᥖ♧発表にとどめた。 
会ሙは࣍テルニࣗーオータニ長岡 㹌㹁࣍ール（感ᰁ㜵Ṇに配慮して実施した） 

 ○ 㹑㹑㹆全国研究発表会（㸶᭶ 11 日一次ᑂ査） 
  ⚄ᡞ国際ᒎ♧ሙの⌧ᆅ開ദは中Ṇ。書類ᑂ査の後オンライン㉁␲応⟅。 

௦表の１グループが参加したが，一次ᑂ査の通㐣はならなかった。 
 ○ 国際会議へのオンライン参加。「The 䠕th Asia Pacific Conference of Young Scientists 䛃 
   ௒ᖺᗘ䛿䜸䞁䝷䜲䞁䛻䜘䜚㛤ദ䛥䜜䛯䚹ཧຍ⪅䛿䜰䝤䝇䝖䝷䜽䝖䠈䝫䝇䝍䞊䠈ཱྀ㢌Ⓨ⾲䠄YouTube䠈15 ศ
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௨ෆ䠅䜢ᥦฟ䠈ᑂᰝဨ䛻䜘䛳䛶ᑂᰝ䛜⾜䜟䜜䠈㈹≧䛜㉗䜙䜜䜛䚹 
㹑㹑㹆全国研究発表会௦表グループが参加し，物理分㔝で㔠࣓ࣝࢲ�２఩�ࠋ 

○ 論文を作成し，アࣈストラࢡトの英文化を行う。 
○ 数学以እのテーマは日本学生科学㈹に応ເし，以下をཷ㈹した。ඃ⚽㈹１件，ዡບ㈹２件 
○ 数学をテーマとした班は㹈㹑㹃㹁୺ദの「高ᰯ生科学ᢏ⾡チࣕレンジ」に応ເ。 
  ౛年参加していた「マスフ࢙スタ」はኟ開ദが中Ṇされた。 
○ 論文㞟を作成する。 

㸲．୍࣐࣮ࢸぴ 「߀関ಀ㈨ᩱ」参↷ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    ㄢ㢟研究Ⓨ⾲఍࡛ࢪ࣮ࢸࢫࡢⓎ⾲       ᅜ㝿఍㆟ཱྀ࡛ࡢ㢌Ⓨ⾲㸦<RX7XEH ᫎീよࡾ㸧 
 
 

㸦１㸧㸫㸲㸫㸱㸫２ ࣓ࢫ࣮ࢥࣝ࢝࢕ࢹ 
１．┠ᶆ  ་⒪系に関するテーマとした「⤫計グラフポスター」を作成して，新₲┴⤫計グラフコン

ールに応ເする。ただし，テーマは，་⒪問題だけではなく，௓ㆤ問題，೺ᗣ問題，㣗問ࢡ
題など生活全般から考える。 

 ࣐࣮ࢸ．２
・༴ない㸟日本のᮍ᮶（５㒊）  ・༴ない㸟ᮍ᮶の献⾑（５㒊） ・ࡦとつまみで変えよう（５㒊） 

 ルーライトから目をᏲろう㸟㸟（５㒊） ・人生の決め手は╧╀㸟（パソコン⤫計グラフの㒊）ࣈ・ 
ͤ ➨５㒊は，高等学ᰯ以上の生徒，学生ཬࡧ一般対象， 

䝟䝋䝁䞁⤫ィ䜾䝷䝣䛾㒊䛿䠈ᑠᏛᰯ䛾ඣ❺௨ୖ䜢ᑐ㇟䛸䛧䠈䜾䝷䝣㒊ศ䜢䝟䝋䝁䞁䛷సᡂ䛧䛯䜒䛾。 
㸱．ᰯࠕ内ࠖ⤫ィ࣮ࣝࢡࣥࢥࣇࣛࢢ 

➨ 6�回⤫計グラフ全国コンࢡールが中Ṇとなったため，௦᭰として実施。教⫋員11名が計㸶㡯目，
２年理数科メディカルコースの生徒 �� 名が計㸵㡯目を各㡯目３Ⅼ‶Ⅼでᑂ査。 

   ・最ඃ⚽㈹「人生の決め手は╧╀㸟」班（教⫋員がᑂ査） 
   ・特 別 ㈹「ࡦとつまみで変えよう」班（生徒がᑂ査） 
㸲．ᡂᯝ  ௧࿴２年度新₲┴⤫計グラフコンࢡール 
      ͤ今年度は➨ 6� 回⤫計グラフ全国コンࢡールが中Ṇとなったため，㈹は設けていない。 
  ࠙新₲┴⤫計グラフコンࢡール࣍ーム࣌ージᥖ㍕作品ࠚ 
   ・➨５㒊（作品 1� Ⅼ中５Ⅼがᥖ㍕）    

「༴ない㸟日本のᮍ᮶」，「༴ない㸟ᮍ᮶の献⾑」，「ࡦとつまみで変えよう」， 
 「ルーライトから目をᏲろう㸟㸟ࣈ」

   ・パソコン⤫計グラフの㒊（作品 13 Ⅼ中㸲Ⅼがᥖ㍕） 「人生の決め手は╧╀㸟」  
㸳．まとめ 
各グループともそれぞれのテーマに沿った⤫計᝟ሗを㞟め，分析し，グラフ化し，ストーリー性をᣢ

たせた作品をᵓ成していくことができていた。テーマに対しての問題の㔜要性を客観的にᤊえ，その中
に㞃れている問題の実᝟を様々なグラフを活用して考察し，問題解決のྍ⬟性を考察できていら。この
ことから，一人一人が་⒪系に深く関心をᣢち，་⒪分㔝においては，⤫計を正しく理解し，活用して
いくことが㔜要であるというきっかけ࡙くりとなった。 
�
�
�
�
�
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ていたが，その⏥ᩫなく発表内容が理解されない㒊分があったことは今後
の課題ではあるが，テーマに対して使える数学の知㆑を⥲動員して，問題
の本㉁・᰾心に㏕る研究発表にはよいホ౯をいただき，生徒の自ಙになっ
たようだ。今後は，更に応用ができないかを積極的に調べている。 
２．まとめ 生徒はᤵ業などからࣄントを得てẖ回新しい問題を議論して
いた。課題を⢓りᙉく考察し⣒口を見つけて解決する，解法をよりシンプ
ルな方法に工夫ᨵ良する，解決した問題を発ᒎさせ考察するなど，数学を
積極的に活用し発見するຊが㣕㌍的に大きく育てられたと感ࡌた。３年次
の最⤊的に発表に向けて研究を良い形でまとめて，課題研究で取り組んだ
ことが大きな自ಙに⧅がるようにᘬき⥆き指導していきたい。 
 
 
㸦１㸧㸫㸲㸫２㸫２ ࣓ࢫ࣮ࢥࣝ࢝࢕ࢹ 
１．┠ᶆ  生活の中で感ࡌていた་学や೺ᗣ・保೺に関する␲問から自分たちでテーマを設定し，論

理的に結論を導き出そうとする㐣程の中で，ᢈุ的な視Ⅼや問題解決の⬟ຊをᣢった，自発
的，創㐀的な人ᮦを育てる。 

２．ᐇ᪋内容 
  ○１年次にテーマ設定，グループ編成を行い，文献調査やアンケート調査などを用いて，本᱁的に

研究を開始した。䜎䛯䠈་⒪䛻㛵䛩䜛ᫎീ䜢ど⫈䛩䜛䛣䛸䛷䠈◊✲䛻ᚲせ䛺ᇶᮏⓗ䛺▱㆑䜢ᵓ⠏䛧䛯䚹 
  ○་⒪ㅮ₇会 
    㸵᭶ 3� 日（ᮌ）長岡㉥༑Ꮠ⑓㝔 బ⸨࿴ᘯඛ生「࿧྾ჾ感ᰁ⑕について」 
   1� ᭶ 16 日（㔠）長岡㉥༑Ꮠ⑓㝔 బ఑ᩗᏊඛ生 䛂᪂䛧䛔ච␿⑌ᝈ䠈䠥䡃䠣䠐㛵㐃⑌ᝈ䛸䛾ฟ఍䛔䛃 
   11 ᭶ �� 日（ⅆ）立ᕝ⥈合⑓㝔  㟷ᰗ❳἞ඛ生「人工⭈⮚と人工⮚ჾについて」 
    ２᭶ 㸲日（ᮌ）ྜྷ⏣⑓㝔    ྜྷ⏣英Ẏඛ生「⪁⾶のᵓ㐀 ᰤ養と㐠動の㔜要性」 
  ○㨶἟基ᖿ⑓㝔見学（1� ᭶ 3� 日（㔠）） 
    ๪㝔長高⏣ಇ⠊ඛ生のㅮ₇，㉁␲応⟅，⑓㝔内見学 
  ○テーマ検討会（２᭶ 1� 日（Ỉ）） 
    各グループで自分たちのテーマについて中間発表をし，その後全員で今後どのように研究を進

めて行くべきか討議する予定。 
  ○་学㒊ᚿᮃ⪅向け進㊰ㅮ₇会（２᭶ �� 日（ᮌ）） 
    ᪂₲┴⚟♴ಖ೺㒊་ᖌ䞉┳ㆤ⫋ဨᑐ⟇ㄢ ๪ཧ஦ ๓⏣୍ᶞඛ⏕ 䛂་ᖌ䛻䛺䜛䛛䜒䛧䜜䛺䛔ⓙ䛥䜣䜈䛃 
㸱．୍࣐࣮ࢸぴ 「߀関ಀ㈨ᩱ」参↷ 
 
   グループの中で༠ാしながら，自分たちが設定したテーマについて研究し，テーマ検討会におい

ては，別のグループのテーマについても積極的に討論することができた。それらの活動の中で，ᢈ
ุ的な視Ⅼから意見を出したり，問題解決のためにアイデアを出したりすることができていた。 

 
 

㸦１㸧㸫㸲㸫㸱 㹑㹑㹐㹁ࠕㄢ㢟研究㹁ࠖྲྀࡢ⤌ 
理数科３年生（サイ࢚ンスコース �6 名，メディカルコース �� 名） 

 
㸦１㸧㸫㸲㸫㸱㸫１ ࢫ࣮ࢥࢫ࢚ࣥ࢖ࢧ 
１．┠ᶆ  科学ཬࡧ数学に関する課題を設定し，その課題の解決を図る学習を通して，ᑓ㛛的な知㆑

䛸ᢏ⬟䛾῝໬䠈⥲ྜ໬䜢ᅗ䜛䛸䛸䜒䛻䠈ၥ㢟ゎỴ䛾⬟ຊ䜔⮬Ⓨⓗ䠈๰㐀ⓗ䛺Ꮫ⩦ែᗘ䜢⫱䛶䜛䚹 
２．ᣦᑟࡢ㔜Ⅼ  １年次から⥅⥆してきた課題研究のまとめとして，各班，ᰯእの会ሙで２回以上の

発表を行うことで，研究内容の深化をはかる。これは，より高いレベルの研究を行う
ことを目指したものである。また，研究の内容をポスターや論文にまとめたりする取
組では，要᪨を英文化することで，研究成果をᗈく公表するための意㆑を向上させる。 

㸱．ᐇ᪋内容   新ᆺコロナ࢘イルスのᙳ㡪によりఇᰯ（㸲᭶ 1� 日から５᭶ 31 日）となったため㹑
㹑㹆の取り組みも大きなᙳ㡪をཷけた。౛年実施していた「新₲┴㹑㹑㹆生徒研究発
表会 in EFhigo�1$G$O.$」（㸵᭶下᪪）は中Ṇとなった。 

○ 㹑㹑㹆理数科サイ࢚ンスコース課題研究発表会（㸴᭶ 1� 日） 
  ౛年は㸲᭶中᪪に実施。５᭶中᪪の実施予定もᘏᮇとなり，㸴᭶ 1�日の実施になんとかこࡂつけた。 

全グループが口㢌発表を行い，ポスター発表は学ᰯでのᥖ♧発表にとどめた。 
会ሙは࣍テルニࣗーオータニ長岡 㹌㹁࣍ール（感ᰁ㜵Ṇに配慮して実施した） 

 ○ 㹑㹑㹆全国研究発表会（㸶᭶ 11 日一次ᑂ査） 
  ⚄ᡞ国際ᒎ♧ሙの⌧ᆅ開ദは中Ṇ。書類ᑂ査の後オンライン㉁␲応⟅。 

௦表の１グループが参加したが，一次ᑂ査の通㐣はならなかった。 
 ○ 国際会議へのオンライン参加。「The 䠕th Asia Pacific Conference of Young Scientists 䛃 
   ௒ᖺᗘ䛿䜸䞁䝷䜲䞁䛻䜘䜚㛤ദ䛥䜜䛯䚹ཧຍ⪅䛿䜰䝤䝇䝖䝷䜽䝖䠈䝫䝇䝍䞊䠈ཱྀ㢌Ⓨ⾲䠄YouTube䠈15 ศ
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௨ෆ䠅䜢ᥦฟ䠈ᑂᰝဨ䛻䜘䛳䛶ᑂᰝ䛜⾜䜟䜜䠈㈹≧䛜㉗䜙䜜䜛䚹 
㹑㹑㹆全国研究発表会௦表グループが参加し，物理分㔝で㔠࣓ࣝࢲ�２఩�ࠋ 

○ 論文を作成し，アࣈストラࢡトの英文化を行う。 
○ 数学以እのテーマは日本学生科学㈹に応ເし，以下をཷ㈹した。ඃ⚽㈹１件，ዡບ㈹２件 
○ 数学をテーマとした班は㹈㹑㹃㹁୺ദの「高ᰯ生科学ᢏ⾡チࣕレンジ」に応ເ。 
  ౛年参加していた「マスフ࢙スタ」はኟ開ദが中Ṇされた。 
○ 論文㞟を作成する。 

㸲．୍࣐࣮ࢸぴ 「߀関ಀ㈨ᩱ」参↷ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    ㄢ㢟研究Ⓨ⾲఍࡛ࢪ࣮ࢸࢫࡢⓎ⾲       ᅜ㝿఍㆟ཱྀ࡛ࡢ㢌Ⓨ⾲㸦<RX7XEH ᫎീよࡾ㸧 
 
 

㸦１㸧㸫㸲㸫㸱㸫２ ࣓ࢫ࣮ࢥࣝ࢝࢕ࢹ 
１．┠ᶆ  ་⒪系に関するテーマとした「⤫計グラフポスター」を作成して，新₲┴⤫計グラフコン

ールに応ເする。ただし，テーマは，་⒪問題だけではなく，௓ㆤ問題，೺ᗣ問題，㣗問ࢡ
題など生活全般から考える。 

 ࣐࣮ࢸ．２
・༴ない㸟日本のᮍ᮶（５㒊）  ・༴ない㸟ᮍ᮶の献⾑（５㒊） ・ࡦとつまみで変えよう（５㒊） 

 ルーライトから目をᏲろう㸟㸟（５㒊） ・人生の決め手は╧╀㸟（パソコン⤫計グラフの㒊）ࣈ・ 
ͤ ➨５㒊は，高等学ᰯ以上の生徒，学生ཬࡧ一般対象， 

䝟䝋䝁䞁⤫ィ䜾䝷䝣䛾㒊䛿䠈ᑠᏛᰯ䛾ඣ❺௨ୖ䜢ᑐ㇟䛸䛧䠈䜾䝷䝣㒊ศ䜢䝟䝋䝁䞁䛷సᡂ䛧䛯䜒䛾。 
㸱．ᰯࠕ内ࠖ⤫ィ࣮ࣝࢡࣥࢥࣇࣛࢢ 

➨ 6�回⤫計グラフ全国コンࢡールが中Ṇとなったため，௦᭰として実施。教⫋員11名が計㸶㡯目，
２年理数科メディカルコースの生徒 �� 名が計㸵㡯目を各㡯目３Ⅼ‶Ⅼでᑂ査。 

   ・最ඃ⚽㈹「人生の決め手は╧╀㸟」班（教⫋員がᑂ査） 
   ・特 別 ㈹「ࡦとつまみで変えよう」班（生徒がᑂ査） 
㸲．ᡂᯝ  ௧࿴２年度新₲┴⤫計グラフコンࢡール 
      ͤ今年度は➨ 6� 回⤫計グラフ全国コンࢡールが中Ṇとなったため，㈹は設けていない。 
  ࠙新₲┴⤫計グラフコンࢡール࣍ーム࣌ージᥖ㍕作品ࠚ 
   ・➨５㒊（作品 1� Ⅼ中５Ⅼがᥖ㍕）    

「༴ない㸟日本のᮍ᮶」，「༴ない㸟ᮍ᮶の献⾑」，「ࡦとつまみで変えよう」， 
 「ルーライトから目をᏲろう㸟㸟ࣈ」

   ・パソコン⤫計グラフの㒊（作品 13 Ⅼ中㸲Ⅼがᥖ㍕） 「人生の決め手は╧╀㸟」  
㸳．まとめ 

各グループともそれぞれのテーマに沿った⤫計᝟ሗを㞟め，分析し，グラフ化し，ストーリー性をᣢ
たせた作品をᵓ成していくことができていた。テーマに対しての問題の㔜要性を客観的にᤊえ，その中
に㞃れている問題の実᝟を様々なグラフを活用して考察し，問題解決のྍ⬟性を考察できていら。この
ことから，一人一人が་⒪系に深く関心をᣢち，་⒪分㔝においては，⤫計を正しく理解し，活用して
いくことが㔜要であるというきっかけ࡙くりとなった。 
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ʤ̐ʥɹ Հઈ̐ʀ̑ʵͶଲͤΖʴڂݜᶚʵ�
෕௪Ռਫ਼ైͶଲ͢ͱָߏઅఈՌ໪̡ ̪̪̩ᶙʀᶚ ΝrઅఈͤΖɽʤ ʁ̩UHVHDUFKʥ�

学ᰯ設定科目 対象 内容 時間 

㹑㹑㹐Ϩ 
�２༢఩� 

普通科 
１年 

「課題研究基礎」「㹑㹑᝟ሗ」 
 「ングトレーニング࢟リティカルシンࢡ」
「科学英語Ϩ」「新₲┴㹑㹑㹆生徒研究発表会」 
「サイ࢚ンスࢶアー」「⤫計学」 
「サイ࢚ンスイマージョン・プログラム」 

᭶ⅆỈ 
 ラスࢡ２
合ྠ 

２�３限 

㹑㹑㹐ϩ 
�１༢఩� 

普通科 
２年 

「課題研究」「ディベート」「科学英語ϩ」 
 「アーࢶインࢨリアデࣕ࢟」

文理別 
ᮌ㸴限 
㔠㸴限 

 
ᚲせとࡿ࡞ᩍ⫱ㄢ⛬ࡢ≉౛とࡢࡑ㐺⏝⠊ᅖ 

対象 
学ᰯ設定科目による௦᭰によって， 

実施しない科目または༢఩数を๐ῶする科目と，その௦᭰ᥐ⨨ 

１年生 
普通科 

「社会と᝟ሗ」２༢఩を実施しない。 
䛭䛾ෆᐜ䜢Ꮫᰯタᐃ⛉┠䛂䠯䠯䠮䊠䛃㻔䠎༢఩㻕䠈䛂䠯䠯䠮䊡䛃㻔䠍༢఩㻕䛻䛚䛔䛶ᣦᑟ䛩䜛䚹 

 
○ 学ᰯ設定科目で育成を目指すຊ（ͤ育成を目指す㸵つのຊ ア～࢟とྠࡌ） 

 
㸦２㸧㸫１ 㹑㹑㹐Ϩ 
 ຠᯝࡿࢀࡉⓗ・ᮇᚅ┠ࡢ㹑㹑㹐Ϩ࠘ࠗ۔
・᝟ሗ活用や，教科科目のᯟを㉸えた内容を扱い，論理的思考ຊ・ᢈุ的思考ຊを養うことで，課題研

究を行うための基礎的ᢏ⬟と思考ຊ等を身につける。 
・大学等でㅮ⩏やඛ➃科学ᢏ⾡を体験することで，科学ᢏ⾡や学ࡧへの興味㺃関心㺃意ḧを向上させる。 
・課題研究基礎により研究プロセスを経験し，科学的⣲養を身につける。 
・科学英語等により，እ国語による科学のコ࣑ࣗニケーション⬟ຊを育成する。 

 
○ࠗ㹑㹑㹐Ϩ࠘�ᬑ㏻⛉１ᖺ�ࡢ内容   （ͤ11  （に対応࢟～ージ「育成を目指す㸵つのຊ」 ア࣌

㡯目 内容 ͤ 

課題研究基礎 
 
 
�1� ᭶～� 

・仮説を立て，実験を行い，結果を検証し，レポートにまとめ，発表す
るという科学研究のプロセスを体験させる。 

・生徒のᕼᮃに応ࡌて，≀⌮䞉໬Ꮫ䞉⏕≀䞉ᆅᏛ䞉ᩘᏛの分㔝に分かれ，数
人のグループをつくり，そのグループࡈとに研究テーマを設定し，科
学研究のプロセスにしたがって研究活動を行う。 

・㹇㹁㹒を活用して研究・まとめを行い，「㹑㹑᝟ሗ」で学んだプレゼン
テーションᢏ⾡を用いて，３᭶に発表会を実施する。 

࢘
࢚
オ
カ
 ࢟

サイ࢚ンスࢶアー 
 
�１᭶� 

・科学ᢏ⾡，理数分㔝への興味・関心・意ḧを高めるとともに，その意
⩏や有用性の理解を深めることの必要性を理解させる。 

・普通科１年生の生徒全員を対象に実施する。 
・長岡ᢏ⾡科学大学をゼ問し，大学でのㅮ⩏をཷㅮし，大学の研究ᐊや
施設設備にて実習体験や見学をする。 

࢘
࢚
オ 

次の㡯目は，理数科ࠗ㹑㹑㹐㸿࠘とྠࡌ 
「㹑㹑᝟ሗ」，「ࢡリティカルシン࢟ングトレーニング（㹁㹒㹒）」，「科学英語Ϩ」，「⤫計学」， 
「新₲┴㹑㹑㹆生徒研究発表会」，「サイ࢚ンスイマージョン・プログラム」 

�
�
㸦２㸧㸫１㸫１ ㄢ㢟研究ᇶ♏ 
➨２ᮇから⥅⥆して実施している取組であり，１年次の普通科生徒全員に「課題研究基礎」を設定し

ている。༙年間かけて，仮説を立て，実験を行い，結果を検証し，レポートにまとめ，発表するという
科学研究のプロセスを体験させ，科学的⣲養等を養う。以下に，各分㔝の取組をグ㏙する。 
 
○ 物理分野 
，ⓗ 物理分㔝の研究ᮦᩱを用いて͆仮説を立て，実験を行い，結果を検証し，レポートにまとめ┠۔

発表するという科学研究のプロセスを体験させることで，科学ᢏ⾡への関心を高める。 
 研究内容・方法検証۔
࠙研究内容ཬࡧ方法ࠚ  
 各㡿ᇦ，グループẖの研究の流れࠐ

3� 

 

 

・オリ࢚ンテーション（１㹦）  ・各㡿ᇦ，グループẖによる研究（２㹦５ݳ回） 
 ・発表‽備（２㹦）  ・ᰯ内発表（２㹦） という計画のもと進めた。 

   ①パソコンとセンサーなどを使い物理実験の体験を行った。 
「Eas\SenseSoItZare」を用いた基礎実験（㉸音Ἴによる物体の㐠動解析）や音（᣺動数・᣺
ᖜ）の 定などを行った。 

②興味関心に応ࡌて３～㸲人ずつのグループ作りを行った。 
③各グループによるテーマ設定について༠議を行った。 
մ実験， 定 

 生徒が取り組んだ୺な課題ࠐ
・⣒㟁ヰの音の伝わりやすさ  ・グラスࣁープの音の高さ  ・ᾮ体中での音の伝わり方 
・ᮦ㉁による音の違い  ・ᱜのⴥは本当に「⛊㏿５センチメートル」でⴠ下するのか 
・Ⰽ々なものを発ᑕしてみた  ・最も音が伝わりやすい⣒㟁ヰの研究  ・スポンジのᦶ᧿ 
 イラタンシー⌧象に関する実験  ・㟼㟁Ẽの発生しやすい条件についてࢲ・
・ボーリングのࣆンのಽれ方  ・グラスࣁープの音程が変わる条件 
・⣒㟁ヰで１␒音を伝えやすい条件  ・ᾮ体㠃にⴠ下した際の㐀形  ・࢘࢞ス加㏿ჾ 

࠙成果の検証ࠚ 
 課題研究基礎に取り組んでいる生徒にẖ時間「᣺り㏉りシート」をグධさせ，この内容を分析して成
果を検証した。 
調査の結果は下表のとおりである。 

（１）㉁問㡯目「科学に対するあなたの興味は๓よりもࠗ上がった ，࠘ࠗ 変わらない ，࠘ࠗ 下がった࠘のど
れですか」）に対しての回⟅ 

 
 
 
 
 
（２）今日のᤵ業の感想（ᢤ⢋） 

㉁問への回⟅・ᤵ業後の感想から，生徒の課題研究に対する興味・関心がቑしたこと，また，実験の
㔜要性や大切さ，楽しさ，その意⩏など感ࡌることができているように思う。 
初めにセンサーを用いた物理実験の体験を通して，実験の௙方を学ࡧ，課題研究に対しての興味をᘬ

き出すように心᥃けた。次に関心に応ࡌてグループ決めを行うと共にテーマ設定もヰし合った。➨２回
のテーマ決めと➨㸲回の実際に実験に着手する作業のときに科学に対する興味が高まっている。自ら積
極的に活動のሙを得たときに意ḧが高まる様Ꮚがうかがえる。この傾向を今後の課題研究の取り組みに
生かせるようにしていきたい。 
 
○ ໬学分野 
 ⓗ┠۔

① 実験機ჾの᧯作方法や，データのฎ理方法などの実験の基本的なᢏ法を身につけることができる。 
② 仮説を立てた上で実験を行い，その仮説と結果の違いを考察することで自↛科学に対する理解を

深めることができる。 
③ 化学をᒚಟしていない生徒に対して，教科書の内容にある一㒊の㡯目について実際に体験するこ

とで，化学への興味・関心を高め，さらには自↛科学研究に対する姿勢を学ぶことができる。 
 研究内容・方法・検証۔
࠙内容およࡧ方法  ࠚ １学年はまだ化学をᒚಟしていないため，最初 に化学の基礎と実験方法を学ぶ。
その後，その知㆑，ᢏ⾡を用いて各グループが「課題」を見つけ，実験方法を考え研究を進めその研
究結果を発表する。今年度も᫖年度にᘬき⥆き，「中࿴⁲定」「成分元⣲の検出」「㓟化㑏元⁲定」に
関してㅮ⩏とᢏ⾡習得のための実験を行った。どれを学ぶかはࢡラスにより␗なる。 

 生徒の取り組んだ୺な課題ࠐ  
  ・ⓑ⢊ᮎの定性  ・᣺動反応について考える  ・マローࣈルーのⰍ変化 

・ベー࢟ングパࢲ࢘ーと㔜᭪を使った࣍ットケー࢟の違い  ・ࣁンࢡࢻリームの成分比較 
・カフ࢙インのᢳ出  ・㓟化๣㑏元๣の組み合わせによる㓟化㑏元反応の研究  等 

࠙成果を検証するために用いた具体的な方法ࠚ 

研究テーマ ホ౯ １回目 ２回目 ３回目 㸲回目 ５回目 
 

全体 
上がった �9�6� �6��� �6��� �6��� ����� 

変わらない ����� 13��� �3��� 13��� 19�6� 

下がった ���� ���� ���� ���� ���� 

・センサーを使って物体の動きを数್としてみると違った視Ⅼから見ることができた。 
・課題研究のテーマが決まったが，仮説を立てて様々なやり方で実験して行けれࡤ，見方がᗈがっ
て㠃ⓑい。 

・以๓よりも班員で༠ຊできたと思いました。⣲ᮦに関してヰし合いをして実験を進めていきたい。 
・実験のグ㘓は正確に⣽かくできたと思いました。その実験で使われなかったとしても，次の実験
に役立ってくると思う。 
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ʤ̐ʥɹ Հઈ̐ʀ̑ʵͶଲͤΖʴڂݜᶚʵ�
෕௪Ռਫ਼ైͶଲ͢ͱָߏઅఈՌ໪̡ ̪̪̩ᶙʀᶚ ΝrઅఈͤΖɽʤ ʁ̩UHVHDUFKʥ�

学ᰯ設定科目 対象 内容 時間 

㹑㹑㹐Ϩ 
�２༢఩� 

普通科 
１年 

「課題研究基礎」「㹑㹑᝟ሗ」 
 「ングトレーニング࢟リティカルシンࢡ」
「科学英語Ϩ」「新₲┴㹑㹑㹆生徒研究発表会」 
「サイ࢚ンスࢶアー」「⤫計学」 
「サイ࢚ンスイマージョン・プログラム」 

᭶ⅆỈ 
 ラスࢡ２
合ྠ 

２�３限 

㹑㹑㹐ϩ 
�１༢఩� 

普通科 
２年 

「課題研究」「ディベート」「科学英語ϩ」 
 「アーࢶインࢨリアデࣕ࢟」

文理別 
ᮌ㸴限 
㔠㸴限 

 
ᚲせとࡿ࡞ᩍ⫱ㄢ⛬ࡢ≉౛とࡢࡑ㐺⏝⠊ᅖ 

対象 
学ᰯ設定科目による௦᭰によって， 

実施しない科目または༢఩数を๐ῶする科目と，その௦᭰ᥐ⨨ 

１年生 
普通科 

「社会と᝟ሗ」２༢఩を実施しない。 
䛭䛾ෆᐜ䜢Ꮫᰯタᐃ⛉┠䛂䠯䠯䠮䊠䛃㻔䠎༢఩㻕䠈䛂䠯䠯䠮䊡䛃㻔䠍༢఩㻕䛻䛚䛔䛶ᣦᑟ䛩䜛䚹 

 
○ 学ᰯ設定科目で育成を目指すຊ（ͤ育成を目指す㸵つのຊ ア～࢟とྠࡌ） 

 
㸦２㸧㸫１ 㹑㹑㹐Ϩ 
 ຠᯝࡿࢀࡉⓗ・ᮇᚅ┠ࡢ㹑㹑㹐Ϩ࠘ࠗ۔
・᝟ሗ活用や，教科科目のᯟを㉸えた内容を扱い，論理的思考ຊ・ᢈุ的思考ຊを養うことで，課題研

究を行うための基礎的ᢏ⬟と思考ຊ等を身につける。 
・大学等でㅮ⩏やඛ➃科学ᢏ⾡を体験することで，科学ᢏ⾡や学ࡧへの興味㺃関心㺃意ḧを向上させる。 
・課題研究基礎により研究プロセスを経験し，科学的⣲養を身につける。 
・科学英語等により，እ国語による科学のコ࣑ࣗニケーション⬟ຊを育成する。 

 
○ࠗ㹑㹑㹐Ϩ࠘�ᬑ㏻⛉１ᖺ�ࡢ内容   （ͤ11  （に対応࢟～ージ「育成を目指す㸵つのຊ」 ア࣌

㡯目 内容 ͤ 

課題研究基礎 
 
 
�1� ᭶～� 

・仮説を立て，実験を行い，結果を検証し，レポートにまとめ，発表す
るという科学研究のプロセスを体験させる。 

・生徒のᕼᮃに応ࡌて，≀⌮䞉໬Ꮫ䞉⏕≀䞉ᆅᏛ䞉ᩘᏛの分㔝に分かれ，数
人のグループをつくり，そのグループࡈとに研究テーマを設定し，科
学研究のプロセスにしたがって研究活動を行う。 

・㹇㹁㹒を活用して研究・まとめを行い，「㹑㹑᝟ሗ」で学んだプレゼン
テーションᢏ⾡を用いて，３᭶に発表会を実施する。 

࢘
࢚
オ
カ
 ࢟

サイ࢚ンスࢶアー 
 
�１᭶� 

・科学ᢏ⾡，理数分㔝への興味・関心・意ḧを高めるとともに，その意
⩏や有用性の理解を深めることの必要性を理解させる。 

・普通科１年生の生徒全員を対象に実施する。 
・長岡ᢏ⾡科学大学をゼ問し，大学でのㅮ⩏をཷㅮし，大学の研究ᐊや
施設設備にて実習体験や見学をする。 

࢘
࢚
オ 

次の㡯目は，理数科ࠗ㹑㹑㹐㸿࠘とྠࡌ 
「㹑㹑᝟ሗ」，「ࢡリティカルシン࢟ングトレーニング（㹁㹒㹒）」，「科学英語Ϩ」，「⤫計学」， 
「新₲┴㹑㹑㹆生徒研究発表会」，「サイ࢚ンスイマージョン・プログラム」 

�
�
㸦２㸧㸫１㸫１ ㄢ㢟研究ᇶ♏ 
➨２ᮇから⥅⥆して実施している取組であり，１年次の普通科生徒全員に「課題研究基礎」を設定し

ている。༙年間かけて，仮説を立て，実験を行い，結果を検証し，レポートにまとめ，発表するという
科学研究のプロセスを体験させ，科学的⣲養等を養う。以下に，各分㔝の取組をグ㏙する。 
 
○ 物理分野 
，ⓗ 物理分㔝の研究ᮦᩱを用いて͆仮説を立て，実験を行い，結果を検証し，レポートにまとめ┠۔

発表するという科学研究のプロセスを体験させることで，科学ᢏ⾡への関心を高める。 
 研究内容・方法検証۔
࠙研究内容ཬࡧ方法ࠚ  
 各㡿ᇦ，グループẖの研究の流れࠐ

3� 

 

 

・オリ࢚ンテーション（１㹦）  ・各㡿ᇦ，グループẖによる研究（２㹦５ݳ回） 
 ・発表‽備（２㹦）  ・ᰯ内発表（２㹦） という計画のもと進めた。 

   ①パソコンとセンサーなどを使い物理実験の体験を行った。 
「Eas\SenseSoItZare」を用いた基礎実験（㉸音Ἴによる物体の㐠動解析）や音（᣺動数・᣺
ᖜ）の 定などを行った。 

②興味関心に応ࡌて３～㸲人ずつのグループ作りを行った。 
③各グループによるテーマ設定について༠議を行った。 
մ実験， 定 

 生徒が取り組んだ୺な課題ࠐ
・⣒㟁ヰの音の伝わりやすさ  ・グラスࣁープの音の高さ  ・ᾮ体中での音の伝わり方 
・ᮦ㉁による音の違い  ・ᱜのⴥは本当に「⛊㏿５センチメートル」でⴠ下するのか 
・Ⰽ々なものを発ᑕしてみた  ・最も音が伝わりやすい⣒㟁ヰの研究  ・スポンジのᦶ᧿ 
 イラタンシー⌧象に関する実験  ・㟼㟁Ẽの発生しやすい条件についてࢲ・
・ボーリングのࣆンのಽれ方  ・グラスࣁープの音程が変わる条件 
・⣒㟁ヰで１␒音を伝えやすい条件  ・ᾮ体㠃にⴠ下した際の㐀形  ・࢘࢞ス加㏿ჾ 

࠙成果の検証ࠚ 
 課題研究基礎に取り組んでいる生徒にẖ時間「᣺り㏉りシート」をグධさせ，この内容を分析して成
果を検証した。 

調査の結果は下表のとおりである。 
（１）㉁問㡯目「科学に対するあなたの興味は๓よりもࠗ上がった ，࠘ࠗ 変わらない ，࠘ࠗ 下がった࠘のど

れですか」）に対しての回⟅ 
 
 
 
 
 
（２）今日のᤵ業の感想（ᢤ⢋） 

㉁問への回⟅・ᤵ業後の感想から，生徒の課題研究に対する興味・関心がቑしたこと，また，実験の
㔜要性や大切さ，楽しさ，その意⩏など感ࡌることができているように思う。 

初めにセンサーを用いた物理実験の体験を通して，実験の௙方を学ࡧ，課題研究に対しての興味をᘬ
き出すように心᥃けた。次に関心に応ࡌてグループ決めを行うと共にテーマ設定もヰし合った。➨２回
のテーマ決めと➨㸲回の実際に実験に着手する作業のときに科学に対する興味が高まっている。自ら積
極的に活動のሙを得たときに意ḧが高まる様Ꮚがうかがえる。この傾向を今後の課題研究の取り組みに
生かせるようにしていきたい。 
 
○ ໬学分野 
 ⓗ┠۔

① 実験機ჾの᧯作方法や，データのฎ理方法などの実験の基本的なᢏ法を身につけることができる。 
② 仮説を立てた上で実験を行い，その仮説と結果の違いを考察することで自↛科学に対する理解を

深めることができる。 
③ 化学をᒚಟしていない生徒に対して，教科書の内容にある一㒊の㡯目について実際に体験するこ

とで，化学への興味・関心を高め，さらには自↛科学研究に対する姿勢を学ぶことができる。 
 研究内容・方法・検証۔
࠙内容およࡧ方法  ࠚ １学年はまだ化学をᒚಟしていないため，最初 に化学の基礎と実験方法を学ぶ。

その後，その知㆑，ᢏ⾡を用いて各グループが「課題」を見つけ，実験方法を考え研究を進めその研
究結果を発表する。今年度も᫖年度にᘬき⥆き，「中࿴⁲定」「成分元⣲の検出」「㓟化㑏元⁲定」に
関してㅮ⩏とᢏ⾡習得のための実験を行った。どれを学ぶかはࢡラスにより␗なる。 

 生徒の取り組んだ୺な課題ࠐ  
  ・ⓑ⢊ᮎの定性  ・᣺動反応について考える  ・マローࣈルーのⰍ変化 

・ベー࢟ングパࢲ࢘ーと㔜᭪を使った࣍ットケー࢟の違い  ・ࣁンࢡࢻリームの成分比較 
・カフ࢙インのᢳ出  ・㓟化๣㑏元๣の組み合わせによる㓟化㑏元反応の研究  等 

࠙成果を検証するために用いた具体的な方法ࠚ 

研究テーマ ホ౯ １回目 ２回目 ３回目 㸲回目 ５回目 
 

全体 
上がった �9�6� �6��� �6��� �6��� ����� 

変わらない ����� 13��� �3��� 13��� 19�6� 

下がった ���� ���� ���� ���� ���� 

・センサーを使って物体の動きを数್としてみると違った視Ⅼから見ることができた。 
・課題研究のテーマが決まったが，仮説を立てて様々なやり方で実験して行けれࡤ，見方がᗈがっ
て㠃ⓑい。 

・以๓よりも班員で༠ຊできたと思いました。⣲ᮦに関してヰし合いをして実験を進めていきたい。 
・実験のグ㘓は正確に⣽かくできたと思いました。その実験で使われなかったとしても，次の実験
に役立ってくると思う。 
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  取り組みの成果を検証するためにࠗ課題研究基礎࠘に取り組んでいる各生徒に「᣺り㏉りシート」
のグධを求めた。グධは各科目に分かれてࠗ課題研究基礎࠘を実施しはࡌめた➨１回目以㝆の全ての
回で実施した。「᣺り㏉りシート」の内容を検討することによって成果を検証することとする。 

࠙検証結果ࠚ 
（１）㉁問の回⟅からのホ౯ 
調査の結果は以下の表のとおりである。㉁問㡯目は「科学に対するあなたの興味は๓よりも上がった，
変わらない，下がったのどれですか」というものである。（表１）。 

表１ 科学に対する興味の変化についての調査結果 
年 度  上がった（㸣） 変わらない（㸣） 下がった（㸣） 

���� 年度 9��9 ��1 � 
 多くの生徒が科学に対する興味が上がったと回⟅している。生徒の意㆑向上に一定の成果があったと
考えられる。今後とも科学に興味がᣢてるように，ᤵ業の進め方等をさらにᨵၿすることが㔜要である。 
（２）生徒の感想からのホ౯ 

 
○ ⏕物分野 
ⓗ 「人体」を共通テーマとして͆┠۔ 仮説を立て� 実験を行い� 結果を検証し� レポートにまとめ� 発

表する͇という科学研究のプロセスを体験させることで，科学ᢏ⾡への関心を高める。 
 研究内容・方法・検証۔
生物分㔝のࠗ課題研究基礎࠘では�生徒が短ᮇ間で୺体的に課題を見

つけて仮説を立て，研究に取り組ࡴことができるよう，人体に関する
内容を共通テーマに設定し，教科書やインターネットの᝟ሗをもとに
仮説設定を行わせた。 
○生徒の取り組んだ୺な課題 

 ・効率の良いࢲイ࢚ット法    ・錯視を利用したメイࢡ方法 
・カイロを㈞るሙᡤと体 の相関 ・音楽と╧╀の関ಀ 

࠙検証ࠚ 「᣺り㏉りシート」のグධ内容を分析して成果を検証した。検証結果を下表に♧す。㉁問㡯
目は「科学に対するあなたの興味は๓よりもࠗ上がった࠘ࠗ 変わらない࠘ࠗ 下がった࠘のどれですか」と
いうものである。  表 科学に対する興味の変化についての調査結果（➨１回～➨５回分㞟計） 

ホ౯ １回目�㸣� ２回目�㸣� ３回目�㸣� 㸲回目�㸣� ５回目�㸣� 
上がった �6�� ���� 6��3 6��� 6��� 
変わらない �3�� ���� 3��� 3��3 36�� 
下がった � � � � � 

 高ホ౯だった➨１回目と➨２回目にはタࣈレットや࣍ワイトボーࢻを活用してグループディスカッ
ションを行い，ẖ時間進ᤖ≧ἣを全体の๓で発表させた。テーマ・仮説ሗ࿌用紙や実験計画書を通して
研究の進み具合をᩚ理できるようにしたことで，ᨵၿⅬの発見や内容の深化につながり，生徒が意ḧ的
に課題に取り組ࡴ様Ꮚが見られた。 
 
○ ᆅ学分野 
ⓗ ᆅ学分㔝の⌧象の௙組みを調べ，仮説を設定し， 定実験を行い，結果を分析し，レポートに┠۔

まとめ，発表する，という科学研究のプロセスを体験させることで，科学ᢏ⾡への関心を高める。 
 研究内容・方法・検証۔
࠙研究内容およࡧ方法ࠚ 
ᆅ学分㔝では，౛年「ᾮ≧化⌧象」をテーマとして，実際に生徒に仮説を設定させ検証実験を行わせ

ることを通して，どのような⎔ቃでᾮ≧化⌧象が起こりやすいのかを分析させる取り組みを行っている。
最後にはパワーポイントを用いたプレゼンテーションを作成して発表を行う。取り組みの成果を検証す
るためにࠗ課題研究基礎࠘に取り組んでいる各生徒に「᣺り㏉りシート」のグධを求めた。㉁問㡯目は
「科学に対するあなたの興味は๓よりもࠗ上がった ，࠘ࠗ 変わらない ，࠘ࠗ 下がった࠘のどれですか」とい
うものである。 
࠙成果の検証ࠚ 
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䛣䛾ᅇ䛿䛂ᾮ≧໬⌧㇟䛃䛾ྵỈ⋡䛾㐪䛔䛻䜘䜛㉳䛣䜚䜔䛩䛥䛾ᐇ㦂䛸䠈ḟᅇ௨㝆䛾௬ㄝ䛾タᐃ䠈ᐇ㦂ィ
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生徒の感想（ᢤ⢋） 
・数್の変化が大きかったことからࣁンࢡࢻリームの効果はవり⥆かないと分かり，以እだと思いま
した。データがቑえてくると変化の規則性が見えるようになって実験らしくなったと思いました。
また，保‵ຊが高いことを何と定⩏するかが᭕᫕なことにẼ࡙きました。�ࣁンࢡࢻリーム班� 

・྾ᘬろうとというとても౽利な道具があることを知った。�カフ࢙イン班� 
・マローࣈルーで㓟性等の性㉁が分かると知り，他の᳜物もこのようなことができるのではないかと
思った。�マローࣈルー班� 
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この３回は，自分たちで設定した仮説の検証を行う実験を行った。᫖年度と比較すると「上がっ
た」の数್がቑ加し，「変わらない」の数್がῶ少している。 

。まとめ 調査結果では科学に対する興味が「上がった」が高い数್であり，๓年度に比べቑ加した۔
今回の実験の目的は明確な仮説を設定させることにあったが，᫖年度に比べ苦労している様Ꮚがうかが
えた。᫖年度は㞄のグループが行っている実験を次回に自分たちが行うケースが多かったが，今年度は
何とか自分たちのオリジナルの仮説を設定しようとするẼᣢちがᙉく，結果的に「上がった」の数್の
ቑ加に⧅がったと考えられる。生徒の知㆑にも限界があり，教員ഃのフ࢛ローも必要となるが，必要以
上行えࡤ，㏫に生徒の興味関心をዣうことにもなりかࡡない。どこまで㋃み込んで生徒をフ࢛ローして
いくか，更に研究していく必要がある。

○ 数学分野
㸯�┠ⓗ ・問題作成を通して，୺体的に数学的活動に取り組ࡴ姿勢を向上させる。
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 　　　　・グループ活動や発表会を通して，自らの考えを他⪅に分かりやすく伝える⬟ຊを高める。

２．研究内容・方法・検証 
࠙内容およࡧ方法ࠚ 

➨１回   オリ࢚ンテーションおよࡧ，用意した₇習問題テーマをグループで考察・検討をする。 
➨２～㸲回  グループẖに研究テーマを設定。条件を変更したり，実験を行ったりしながら，各グ

ループで数学的活動に取り組ࡴ。
➨５回    プレゼンテーションソフトを用いて，発表用のཎ✏やスライࢻを作成する。
➨㸴回 どのように説明をすると伝わりやすいか工夫をしながら発表⦎習をする。
発表会 課題研究の成果の発表を通して，プレゼンテーション⬟ຊの向上を図る。

○ 生徒の取り組んだ୺な課題
正多㠃体の表㠃積・体積� ᚅち合わせの確率� 三角比� ࡷࡌんけんの確率� 㝆Ỉ確率のಙ㢗性につ
いてなど

࠙検証結果ࠚ ・「᣺り㏉りシート」のグධ内容を分析し成果を検証した。
表 科学に対する興味の変化についての調査結果�➨１回～➨５回分㞟計� 

年 度 上がった（㸣） 変わらない（㸣） 下がった（㸣） 
���� 年度 ���� �1�� ��� 

㞟計結果より，ᴫࡡ生徒は⫯定的に活動に取り組んだようである。テーマの方向性が決まると� テー
マに対して๓向きに取り組み� 検討・発見・仮説・検証などを楽しんで行っていた。今後は� 研究テー
マがスムーズに決まり� グループ内での意見஺᥮がより活発に進ࡴようなാきかけを工夫したい。

㸦２㸧㸫１㸫２ ࣮࢔ࢶࢫ࢚ࣥ࢖ࢧ௦᭰ㅮ⩏ 
１� ┠ⓗ  ᆅ元の長岡ᢏ⾡科学大学のඛ生のㅮ⩏をཷㅮし，科学や科学ᢏ⾡への興味・関心を高め，

また，その意⩏や有用性の理解を深める。なお，このㅮ⩏はኟᏘఇ業中に実施予定であっ
た理数科㹑㹑㹐㸿高大㐃ᦠㅮᗙおよ１ࡧ᭶ᮎに実施予定であった「普通科㹑㹑㹐㹇長岡ᢏ
⾡科学大学サイ࢚ンスࢶアー」のコロナ⚝による中Ṇをཷけ，その௦᭰行事として計画・
実施した。 

２� ᮇ᪥ ௧࿴３年１᭶ �� 日（ᮌ）༗後
㸱� ᑐ㇟ １学年 3�1 名
㸲� ㅮ⩏内容

Ϩ「ᆅ⌫の࢚ンジン「ᚤ生物」を感ࡌてみよう」ᑠ➟ཎ΅ 教ᤵ（ᢏ⾡科学イࣀベーションᑓᨷ） 
・ᚤ生物は様々な物㉁を生⏘・分解することができ，ᆅ⌫⎔ቃのᚠ⎔や⚾たちの㇏かな生活に㈉

献しています。また，長岡のᦤ⏣ᆅ༊は発㓝㣗品の伝⤫があります。
ϩ「㞷利用最๓⥺～㣗品⇍成からデータセンターまで～」上ᮧ㟹ྖ 教ᤵ（機Ე創㐀工学ᑓᨷ）
・ᡃ々㞷国でᬽらす人々にとって㞷は大きな㞀ᐖとなります。特に今年は౛年にない大㞷にᝎま

されました。⅏ᐖを㜵ࡄための研究，㈨※として利用する研究を⤂௓します。
オンラインによる㐲㝸ㅮ⩏㸳� 方法

㸴� ⏕ᚐࢺ࣮ࢣࣥ࢔よࡾ （$ 大変よい，Bよい，&普通，Dᝏい）�
①テーマに対し，積極的に問題意㆑，関心をもって聞いたか

普通科 理数科 全体 

$ B & D $ B & D $ B & D 
��� ��� 3� �� ��� 9� 3� �� �6� �1� 3� �� 

࠙感想ࠚ ・༙日の３時間分があっという間で，充実した時間を㐣ࡈすことができました。 
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  取り組みの成果を検証するためにࠗ課題研究基礎࠘に取り組んでいる各生徒に「᣺り㏉りシート」
のグධを求めた。グධは各科目に分かれてࠗ課題研究基礎࠘を実施しはࡌめた➨１回目以㝆の全ての
回で実施した。「᣺り㏉りシート」の内容を検討することによって成果を検証することとする。 

࠙検証結果ࠚ 
（１）㉁問の回⟅からのホ౯ 
調査の結果は以下の表のとおりである。㉁問㡯目は「科学に対するあなたの興味は๓よりも上がった，
変わらない，下がったのどれですか」というものである。（表１）。 

表１ 科学に対する興味の変化についての調査結果 
年 度  上がった（㸣） 変わらない（㸣） 下がった（㸣） 

���� 年度 9��9 ��1 � 
 多くの生徒が科学に対する興味が上がったと回⟅している。生徒の意㆑向上に一定の成果があったと
考えられる。今後とも科学に興味がᣢてるように，ᤵ業の進め方等をさらにᨵၿすることが㔜要である。 
（２）生徒の感想からのホ౯ 

 
○ ⏕物分野 
ⓗ 「人体」を共通テーマとして͆┠۔ 仮説を立て� 実験を行い� 結果を検証し� レポートにまとめ� 発

表する͇という科学研究のプロセスを体験させることで，科学ᢏ⾡への関心を高める。 
 研究内容・方法・検証۔
生物分㔝のࠗ課題研究基礎࠘では�生徒が短ᮇ間で୺体的に課題を見

つけて仮説を立て，研究に取り組ࡴことができるよう，人体に関する
内容を共通テーマに設定し，教科書やインターネットの᝟ሗをもとに
仮説設定を行わせた。 
○生徒の取り組んだ୺な課題 

 ・効率の良いࢲイ࢚ット法    ・錯視を利用したメイࢡ方法 
・カイロを㈞るሙᡤと体 の相関 ・音楽と╧╀の関ಀ 

࠙検証ࠚ 「᣺り㏉りシート」のグධ内容を分析して成果を検証した。検証結果を下表に♧す。㉁問㡯
目は「科学に対するあなたの興味は๓よりもࠗ上がった࠘ࠗ 変わらない࠘ࠗ 下がった࠘のどれですか」と
いうものである。  表 科学に対する興味の変化についての調査結果（➨１回～➨５回分㞟計） 

ホ౯ １回目�㸣� ２回目�㸣� ３回目�㸣� 㸲回目�㸣� ５回目�㸣� 
上がった �6�� ���� 6��3 6��� 6��� 
変わらない �3�� ���� 3��� 3��3 36�� 
下がった � � � � � 

 高ホ౯だった➨１回目と➨２回目にはタࣈレットや࣍ワイトボーࢻを活用してグループディスカッ
ションを行い，ẖ時間進ᤖ≧ἣを全体の๓で発表させた。テーマ・仮説ሗ࿌用紙や実験計画書を通して
研究の進み具合をᩚ理できるようにしたことで，ᨵၿⅬの発見や内容の深化につながり，生徒が意ḧ的
に課題に取り組ࡴ様Ꮚが見られた。 
 
○ ᆅ学分野 
ⓗ ᆅ学分㔝の⌧象の௙組みを調べ，仮説を設定し， 定実験を行い，結果を分析し，レポートに┠۔

まとめ，発表する，という科学研究のプロセスを体験させることで，科学ᢏ⾡への関心を高める。 
 研究内容・方法・検証۔
࠙研究内容およࡧ方法ࠚ 
ᆅ学分㔝では，౛年「ᾮ≧化⌧象」をテーマとして，実際に生徒に仮説を設定させ検証実験を行わせ

ることを通して，どのような⎔ቃでᾮ≧化⌧象が起こりやすいのかを分析させる取り組みを行っている。
最後にはパワーポイントを用いたプレゼンテーションを作成して発表を行う。取り組みの成果を検証す
るためにࠗ課題研究基礎࠘に取り組んでいる各生徒に「᣺り㏉りシート」のグධを求めた。㉁問㡯目は
「科学に対するあなたの興味は๓よりもࠗ上がった ，࠘ࠗ 変わらない ，࠘ࠗ 下がった࠘のどれですか」とい
うものである。 
࠙成果の検証ࠚ 
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生徒の感想（ᢤ⢋） 
・数್の変化が大きかったことからࣁンࢡࢻリームの効果はవり⥆かないと分かり，以እだと思いま
した。データがቑえてくると変化の規則性が見えるようになって実験らしくなったと思いました。
また，保‵ຊが高いことを何と定⩏するかが᭕᫕なことにẼ࡙きました。�ࣁンࢡࢻリーム班� 

・྾ᘬろうとというとても౽利な道具があることを知った。�カフ࢙イン班� 
・マローࣈルーで㓟性等の性㉁が分かると知り，他の᳜物もこのようなことができるのではないかと
思った。�マローࣈルー班� 
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䞉➨䠐ᅇ ᐇ㦂䛂⎔ቃ䛻䜘䜛ᾮ≧໬⌧㇟Ⓨ⏕䛾㐪䛔䐡䛃䠄ୖ䛜䛳䛯 㻤㻤㻚㻥㻑 ኚ䜟䜙䛺䛔 㻝㻝㻚㻝㻑 ୗ䛜䛳䛯 㻜㻚㻜㻑䠅

この３回は，自分たちで設定した仮説の検証を行う実験を行った。᫖年度と比較すると「上がっ
た」の数್がቑ加し，「変わらない」の数್がῶ少している。 

。まとめ 調査結果では科学に対する興味が「上がった」が高い数್であり，๓年度に比べቑ加した۔
今回の実験の目的は明確な仮説を設定させることにあったが，᫖年度に比べ苦労している様Ꮚがうかが
えた。᫖年度は㞄のグループが行っている実験を次回に自分たちが行うケースが多かったが，今年度は
何とか自分たちのオリジナルの仮説を設定しようとするẼᣢちがᙉく，結果的に「上がった」の数್の
ቑ加に⧅がったと考えられる。生徒の知㆑にも限界があり，教員ഃのフ࢛ローも必要となるが，必要以
上行えࡤ，㏫に生徒の興味関心をዣうことにもなりかࡡない。どこまで㋃み込んで生徒をフ࢛ローして
いくか，更に研究していく必要がある。

○ 数学分野
㸯�┠ⓗ ・問題作成を通して，୺体的に数学的活動に取り組ࡴ姿勢を向上させる。

������ ・᮲௳䜢ኚ໬䛥䛫䜛䛺䛹ᐇ㦂ⓗ䛺άື䜢㏻䛧䛶䠈ၥ㢟䛾ᮏ㉁䜔つ๎ᛶ䛺䛹䛻Ẽ䛵䛟ຊ䜢ྥୖ䛥䛫䜛䚹
 　　　　・グループ活動や発表会を通して，自らの考えを他⪅に分かりやすく伝える⬟ຊを高める。

２．研究内容・方法・検証 
࠙内容およࡧ方法ࠚ 

➨１回   オリ࢚ンテーションおよࡧ，用意した₇習問題テーマをグループで考察・検討をする。 
➨２～㸲回  グループẖに研究テーマを設定。条件を変更したり，実験を行ったりしながら，各グ

ループで数学的活動に取り組ࡴ。
➨５回    プレゼンテーションソフトを用いて，発表用のཎ✏やスライࢻを作成する。
➨㸴回 どのように説明をすると伝わりやすいか工夫をしながら発表⦎習をする。
発表会 課題研究の成果の発表を通して，プレゼンテーション⬟ຊの向上を図る。

○ 生徒の取り組んだ୺な課題
正多㠃体の表㠃積・体積� ᚅち合わせの確率� 三角比� ࡷࡌんけんの確率� 㝆Ỉ確率のಙ㢗性につ
いてなど

࠙検証結果ࠚ ・「᣺り㏉りシート」のグධ内容を分析し成果を検証した。
表 科学に対する興味の変化についての調査結果�➨１回～➨５回分㞟計� 

年 度 上がった（㸣） 変わらない（㸣） 下がった（㸣） 
���� 年度 ���� �1�� ��� 

㞟計結果より，ᴫࡡ生徒は⫯定的に活動に取り組んだようである。テーマの方向性が決まると� テー
マに対して๓向きに取り組み� 検討・発見・仮説・検証などを楽しんで行っていた。今後は� 研究テー
マがスムーズに決まり� グループ内での意見஺᥮がより活発に進ࡴようなാきかけを工夫したい。

㸦２㸧㸫１㸫２ ࣮࢔ࢶࢫ࢚ࣥ࢖ࢧ௦᭰ㅮ⩏ 
１� ┠ⓗ  ᆅ元の長岡ᢏ⾡科学大学のඛ生のㅮ⩏をཷㅮし，科学や科学ᢏ⾡への興味・関心を高め，

また，その意⩏や有用性の理解を深める。なお，このㅮ⩏はኟᏘఇ業中に実施予定であっ
た理数科㹑㹑㹐㸿高大㐃ᦠㅮᗙおよ１ࡧ᭶ᮎに実施予定であった「普通科㹑㹑㹐㹇長岡ᢏ
⾡科学大学サイ࢚ンスࢶアー」のコロナ⚝による中Ṇをཷけ，その௦᭰行事として計画・
実施した。 

２� ᮇ᪥ ௧࿴３年１᭶ �� 日（ᮌ）༗後
㸱� ᑐ㇟ １学年 3�1 名
㸲� ㅮ⩏内容

Ϩ「ᆅ⌫の࢚ンジン「ᚤ生物」を感ࡌてみよう」ᑠ➟ཎ΅ 教ᤵ（ᢏ⾡科学イࣀベーションᑓᨷ） 
・ᚤ生物は様々な物㉁を生⏘・分解することができ，ᆅ⌫⎔ቃのᚠ⎔や⚾たちの㇏かな生活に㈉

献しています。また，長岡のᦤ⏣ᆅ༊は発㓝㣗品の伝⤫があります。
ϩ「㞷利用最๓⥺～㣗品⇍成からデータセンターまで～」上ᮧ㟹ྖ 教ᤵ（機Ე創㐀工学ᑓᨷ）
・ᡃ々㞷国でᬽらす人々にとって㞷は大きな㞀ᐖとなります。特に今年は౛年にない大㞷にᝎま

されました。⅏ᐖを㜵ࡄための研究，㈨※として利用する研究を⤂௓します。
オンラインによる㐲㝸ㅮ⩏㸳� 方法

㸴� ⏕ᚐࢺ࣮ࢣࣥ࢔よࡾ （$ 大変よい，Bよい，&普通，Dᝏい）�
①テーマに対し，積極的に問題意㆑，関心をもって聞いたか

普通科 理数科 全体 

$ B & D $ B & D $ B & D 
��� ��� 3� �� ��� 9� 3� �� �6� �1� 3� �� 

࠙感想ࠚ ・༙日の３時間分があっという間で，充実した時間を㐣ࡈすことができました。 
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 ②ㅮ⩏の内容を理解したか 
普通科 理数科 全体 

$ B & D $ B & D $ B & D 

6�� 33�  3�  �� �1� �6�  3�  �� 66� 31�  3�  �� 
࠙感想２・ ࠚつのㅮ⩏どちらもとても㠃ⓑく，楽しく聞きながらἑᒣのことを学べました。 

③自分の生き方や進㊰・⫋業を考える上で参考となるものを見つけられたか 
普通科 理数科 全体 

$ B & D $ B & D $ B & D 
��� 3�� 9� �� 6�� 31� �� �� 6�� 33� �� �� 

࠙感想ࠚ ・今回のㅮ⩏では，ᑓ㛛的なことを学ぶこともできたが，生きていく上で大切なこと
も学ぶこともできた。今回学んだことを今後の生活にどんどん活かしていきたい。 

㸵㸬検証 ṧᛕながら研究ᐊゼ問はかなわなかったが，それを⿵ってవりある内容のㅮ⩏であった。普 
通科の生徒は大学のඛ生による学⾡的な内容のㅮ⩏ཷㅮははࡌめての経験であり，内容を㞴しく感ࡌた 
生徒もいたが，全体を通しての‶㊊度は高く，多くの生徒が新しい知見を得たと感ࡌていた。また，୧ 
ඛ生とも┤近に㹌㹆㹉の␒組（ㅮ⩏๓に生徒に࿘知した）に出₇されたこともあり，␒組を視⫈した生徒 
はㅮ⩏内容をより身近に感ࡌることができたと思われる。加えてㅮ⩏の合間に本ᰯの༞業生である大学 
㝔生による大学研究⤂௓があり，その学生の新聞グ事（ㅮ⩏２日後のグ事）を࿘知し，興味・関心の⥔ 
ᣢにດめた。時間の関ಀで㉁␲応⟅を設けることができなかったが，レポートの㉁問㡯目にἑᒣの㉁問 
がᐤせられた。内容をᩚ理し，ㅮᖌඛ生に回⟅していただき，生徒に㑏元し効果を高めたい。 

 
 
㸦２㸧㸫２  㹑㹑㹐ϩ 

 ຠᯝࡿࢀࡉⓗ・ᮇᚅ┠ࡢ㹑㹑㹐ϩ࠘ࠗ۔
・課題研究に取り組み，生徒の୺体性と課題解決ຊ・᥈究ຊを育成する。 
・大学・研究ᡤ等でㅮ⩏やඛ➃科学ᢏ⾡等を体験することで，科学ᢏ⾡や学ࡧへの興味㺃関心㺃意ḧを向

上させる。 
・ディベートに取り組ࡴことで，論理的思考ຊ，ᢈุ的思考ຊཬࡧディスカッション⬟ຊを育成する。 
・科学英語により，እ国語による科学のコ࣑ࣗニケーション⬟ຊを育成する。 
○ࠗ㹑㹑㹐ϩ࠘�ᬑ㏻⛉２ᖺ�ࡢ内容   （ͤ11  （に対応࢟～ージ 育成を目指す㸵つのຊ ア࣌

㡯目 内容 ͤ 

課題研究 
 
 
�㸲᭶～� 

・１年次の「課題研究基礎」で育成した科学的⣲養等をもとに，生徒の୺
体性，課題解決ຊを育成する。 

・文系教科をྵめ，全教科で課題研究に取り組ࡴ。 
・生徒は数人グループで୺体的に༠ാし，文献調査，課題設定，課題解決

を行う。また，㹇㹁㹒を活用し，研究・まとめを行う。 
・教員全体で，課題研究指導についての教員研ಟを行う。 
・１᭶にᰯ内発表会を実施する。 

ア 
イ 
 ࢘
 ࢚
オ 
カ 
 ࢟

イࢨリアデࣕ࢟
ンࢶアー 
 
�1� ᭶� 

・大学・௻業・研究ᡤをゼ問し，研究⪅や実際にാく௻業人と対ヰするこ
とで，生徒の興味・関心・意ḧをႏ起し，ᑗ᮶の進㊰について考えるዎ
機とする。（理系はᮾ໭大学工学㒊，文系はᮾி方㠃の大学およࡧ௻業
をゼ問する。） 

・普通科生徒全員に対して，１Ἡ２日で実施する。 
・大学にᅾ⡠中の༞業生とのᗙㄯ会を設定する。 

イ
࢘
࢚
オ 

次の㡯目は，理数科ࠗ㹑㹑㹐㹀࠘とྠࡌ  「ディベート」 「科学英語ϩ」 
 

㸦２㸧㸫２㸫１ ㄢ㢟研究 
➨３ᮇでは，２年次に普通科生徒全員に対して「課題研究」を設定する。全教科の教員が課題研究を

担当し全ᰯ体制で行う。１年次の「課題研究基礎」で育成した科学的⣲養等をもとに，生徒の୺体性，
課題解決ຊの更なる育成を目指す。以下に，各分㔝の取組をグ㏙する。目的は共通である。 
┠ⓗ  䞉⏕ᚐ䛾୺యⓗ䛺άື䛻䜘䜛ㄢ㢟◊✲䜢㏻䛧䛶䠈ㄢ㢟ゎỴຊ䞉᥈✲ຊ䛾⫱ᡂ䜢ᅗ䜛䚹 
     䞉䜾䝹䞊䝥άື䜔◊✲Ⓨ⾲䜢㏻䛧䛶䠈༠ാ䛧䛶⪃ᐹ䛩䜛䛸䛸䜒䛻䠈䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁⬟ຊྥୖ䜢ᅗ䜛䚹 
 
○ ᅜ語分野 
１．研究内容および方法 
 ２年生普通科文系の「国語」を選択した生徒は �� 名で，以下の㸴つのテーマについて研究した。 
こ
と
 ࡤ

䛂㧗ᰯ⏕䛻⪺䛟䟿┦ᡭ䛻䜘䛳䛶ኚ໬䛩䜛ゝⴥ䛾㐪䛔䛃 
䛂㛗ᒸ᪉ゝ䛸ඹ㏻ㄒ䛾䜰䜽䝉䞁䝖䛾㐪䛔䜢ぢ䛴䛡䜛䛃 
䛂䜸䝜䝬䝖䝨䛜୚䛘䜛༳㇟䛃 

文
学 

䛂ྂ඾ᩥᏛ䛸⌧௦ᩥᏛ䛾ෑ㢌䛸⤖ᮎ䛾ẚ㍑䛃 
䛂➉ྲྀ≀ㄒ䛃 
䛂ᩥ⊩䛛䜙ぢ䜛᪥ᮏ䛾㣗ᩥ໬䛃 

グループ分けཬࡧ研究テーマの選定にあたっては，各人が௜⟢に「ことࡤ（ゝ語）」「文学」のどちら

3� 

 

 

を研究したいか，「研究したい内容」は何かをグධし，教員のຓゝのもと生徒ྠኈが意見を出し合い௜
⟢を研究内容の系⤫ࡈとに分類することで㸴つの班に分かれ，班ࡈとに各自の研究したい内容を᧿り合
わせ，最⤊的に研究テーマを決定した。研究を෇⁥に進めるためには人文科学を研究する際の基本を学
ぶことが必要になると考え，ྖ書教ㅍ・ྖ書から文献の調べ方・参考㈨ᩱの参↷の௙方のㅮ⩏をཷけた
後，班ࡈとに研究活動を進めた。 
２．まとめ 䠍᭶ 㻞㻤 ᪥䛾ᰯෆⓎ⾲఍䛾ᚋ䛻䛂⮬ᕫホ౯䠃䜰䞁䜿䞊䝖䛃䜢グධ䛥䛫䠈ෆᐜ䜢ศᯒ䛧䛶䠈⤖ᯝ䜢᳨ド䛧䛯䚹 
（１）研究に対する興味・関心の変化 上がった 変わらない 下がった 

�1� �9� �� 

（２）ࠗ 普通科課題研究࠘の活動を通して身につい
たと思うຊ 
（５つまで複数回⟅ྍ，上఩㸲つ） 

・ものࡈとを観察・Ὕ察するຊ（1� 名） 
・ものࡈとに対するዲወ心をもつຊ（1� 名） 
・ものࡈとを᥈究するຊ（1� 名） 
・プレゼンテーション⬟ຊ・表⌧ຊ（1� 名） 

 今年度の課題研究では，研究を進める๓に人文科学を研究する際の基本となる文献の調べ方・参考㈨
ᩱの参↷の௙方をᥦ♧したことで，生徒はインターネットの検索に㢗ることなく，図書㤋の文献を活用
したり，アンケート等の調査を行ったりするなど，୺体的に研究活動を行っていた。生徒の感想には「普
段すࡄインターネットで調べ物をしてしまうが，図書㤋へ行き，インターネットから見つけることので
きない᝟ሗが多くあると知り，これからも活用したいと思った」「たくさん調べた分，いい発表になっ
たと思うし，ዲきなことに対する知㆑や理解がቑえたのはとても良かった」「課題内容についてより深
く研究しようとすれࡤする࡯ど新たにまた問題が生まれて苦ᡓした」とあり，身近な「ことࡤ」や「文
学」から高ᰯ生らしいテーマを設定し，人文科学の研究としてはᮍ⇍なものではあるが文献や調査とい
った生の㈨ᩱを活用した研究の楽しさにゐれ，さらに研究を深めたいと感ࡌている姿がうかがえる。こ
のことから，୺体的・༠ാ的に調査・分析して，課題を解決するຊを育ࡴとともに，人文科学分㔝への
関心を㔊成することができたのではないかと考える。 
 
○ ୡ⏺ྐ分野 
１．研究内容および方法 
２年生普通科文系の「世界ྐ」を選択した生徒は 1� 名で，研究テーマは「ࣘࣖࢲ教の㏕ᐖのṔྐ」「世

界᝟勢と⊂⿢」「㐣ཤの␿⑓から学ぶ新ᆺコロナ࢘イルスのこれから」「㈇の㑇⏘から学ぶያ㞔」の㸲つ
であった。テーマの選定は，興味関心のあるテーマࡈとに生徒が㞟まり，班内での༠ാ作業を通ࡌて，
最⤊的に研究内容を決定した。各班で୺体的に研究を進めていた。ᤵ業中だけでなくఇみ時間やᨺ課後
も時間を確保しながら活動していた。調査は୺にインターネットを活用して行い，図書㤋の文献や㈨ᩱ
にもあたっていた。また自分で参考図書を㉎ධして研究を深める生徒も複数見られた。研究発表会では，
パワーポイントを用いて視覚的にも理解しやすいように工夫したሗ࿌が行われていた。㸵分間という時
間制限のなかで，研究内容を効果的に伝えるため，⥥ᐦに‽備した班もあった。他の班の発表を聞くែ
度も⇕心で，㉁␲・意見஺᥮も活発に行われ，充実した「学ࡧ合い」のሙとなっていた。 
２．まとめ 今回の研究活動は，生徒が自らの興味関心に基࡙いてテーマを設定し，グループ活動や研
究発表を通ࡌて༠ാし，論理的思考ຊや課題解決⬟ຊを高めることを目的としていた。教員の指導とし
ては，⡆༢なアࢻバイスにとどめ，生徒が୺体的に活動できるよう⎔ቃをᩚえることをඃඛし，見Ᏺり
役にᚭした。人文科学分㔝での研究として，内容的にはまだまだ心チないものの，時間的・物理的な制
⣙のなか，生徒は何とか最初の一Ṍを㋃み出せたと思う。今後の学習や᥈究にもプラスにᙳ㡪するもの
とᮇᚅしている。 
 
○ ᪥ᮏྐ分野 
１．研究内容および方法 
２年生普通科（文系）のࠗ普通科課題研究 （࠘日本ྐ）を選択した生徒は 16 名で，研究テーマは「ᡓ

தを通して長岡は生まれ変わったのか㸽」，「新₲に⚄社が多い理⏤」，「Ἑ஭⥅அຓがᥥいた長岡⸬のᮍ
᮶とは㸽」，「㤿高㑇㊧から出ᅵしたⅆ↙ᅵჾとᅵഅのㅦ」の㸲つであった。テーマの選定は，関心にあ
る時௦ࡈとに生徒が㞟まり，グループ内での༠ാ作業を通ࡌて研究内容を決定した。このなかで，㤿高
㑇㊧のⅆ↙ᅵჾをテーマに研究したグループは，本ᰯに㞄᥋する「長岡高ᰯグᛕ㈨ᩱ㤋」で，長岡ᕷと
長岡高ᰯとの合ྠ調査の経⦋などを説明してもらうなど，୺体的な活動を行なった。他のグループも図
書㤋やインターネット等を活用して文献を調査し，研究を進めた。研究発表会では，パワーポイントを
用いて，視覚的にも理解しやすいように工夫したሗ࿌が行われた。㸵分間という限られた時間のなかで，
これまで研究してきたことを効果的に⫈⾗に伝えるための試行錯誤を㔜ࡡたが，プレゼンテーションの
㞴しさも体験できたことは良い経験になった。 
２．まとめ 今回の研究への取り組みとしては，生徒が୺体的に課題を設定し，グループ活動や発表会
を通ࡌて༠ྠし，論理的思考ຊや課題解決⬟ຊを高めることを୺║とした。そのため，教員ഃから課題
をᥦ♧したりせず，生徒が୺体的に活動できるような≧ἣを作ることにᑓᛕした。本᮶は自分の㊊でྐ
ᩱを᥈し，自分の目で文献をㄞみ研究を進める学問であるが，時間的な制⣙や活動⠊ᅖが限られている
ことなど，日本ྐの研究を本᱁的に行うことができなかった。生徒は研究にオリジナリティーを出すよ
うにດめたが，そのジレンマにᝎࡴ生徒もいた。しかし，生徒ྠኈができる⠊ᅖで問題意㆑をもちなが
ら，一生ᠱ࿨に取り組ࡴ姿があり，課題解決⬟ຊを多少なのとも育成することができたように思う。 
 
○ ᆅ理分野 
１．研究内容および方法 
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 ②ㅮ⩏の内容を理解したか 
普通科 理数科 全体 

$ B & D $ B & D $ B & D 

6�� 33�  3�  �� �1� �6�  3�  �� 66� 31�  3�  �� 
࠙感想２・ ࠚつのㅮ⩏どちらもとても㠃ⓑく，楽しく聞きながらἑᒣのことを学べました。 

③自分の生き方や進㊰・⫋業を考える上で参考となるものを見つけられたか 
普通科 理数科 全体 

$ B & D $ B & D $ B & D 
��� 3�� 9� �� 6�� 31� �� �� 6�� 33� �� �� 

࠙感想ࠚ ・今回のㅮ⩏では，ᑓ㛛的なことを学ぶこともできたが，生きていく上で大切なこと
も学ぶこともできた。今回学んだことを今後の生活にどんどん活かしていきたい。 

㸵㸬検証 ṧᛕながら研究ᐊゼ問はかなわなかったが，それを⿵ってవりある内容のㅮ⩏であった。普 
通科の生徒は大学のඛ生による学⾡的な内容のㅮ⩏ཷㅮははࡌめての経験であり，内容を㞴しく感ࡌた 
生徒もいたが，全体を通しての‶㊊度は高く，多くの生徒が新しい知見を得たと感ࡌていた。また，୧ 
ඛ生とも┤近に㹌㹆㹉の␒組（ㅮ⩏๓に生徒に࿘知した）に出₇されたこともあり，␒組を視⫈した生徒 
はㅮ⩏内容をより身近に感ࡌることができたと思われる。加えてㅮ⩏の合間に本ᰯの༞業生である大学 
㝔生による大学研究⤂௓があり，その学生の新聞グ事（ㅮ⩏２日後のグ事）を࿘知し，興味・関心の⥔ 
ᣢにດめた。時間の関ಀで㉁␲応⟅を設けることができなかったが，レポートの㉁問㡯目にἑᒣの㉁問 
がᐤせられた。内容をᩚ理し，ㅮᖌඛ生に回⟅していただき，生徒に㑏元し効果を高めたい。 

 
 
㸦２㸧㸫２  㹑㹑㹐ϩ 

 ຠᯝࡿࢀࡉⓗ・ᮇᚅ┠ࡢ㹑㹑㹐ϩ࠘ࠗ۔
・課題研究に取り組み，生徒の୺体性と課題解決ຊ・᥈究ຊを育成する。 
・大学・研究ᡤ等でㅮ⩏やඛ➃科学ᢏ⾡等を体験することで，科学ᢏ⾡や学ࡧへの興味㺃関心㺃意ḧを向

上させる。 
・ディベートに取り組ࡴことで，論理的思考ຊ，ᢈุ的思考ຊཬࡧディスカッション⬟ຊを育成する。 
・科学英語により，እ国語による科学のコ࣑ࣗニケーション⬟ຊを育成する。 
○ࠗ㹑㹑㹐ϩ࠘�ᬑ㏻⛉２ᖺ�ࡢ内容   （ͤ11  （に対応࢟～ージ 育成を目指す㸵つのຊ ア࣌

㡯目 内容 ͤ 

課題研究 
 
 
�㸲᭶～� 

・１年次の「課題研究基礎」で育成した科学的⣲養等をもとに，生徒の୺
体性，課題解決ຊを育成する。 

・文系教科をྵめ，全教科で課題研究に取り組ࡴ。 
・生徒は数人グループで୺体的に༠ാし，文献調査，課題設定，課題解決

を行う。また，㹇㹁㹒を活用し，研究・まとめを行う。 
・教員全体で，課題研究指導についての教員研ಟを行う。 
・１᭶にᰯ内発表会を実施する。 

ア 
イ 
 ࢘
 ࢚
オ 
カ 
 ࢟

イࢨリアデࣕ࢟
ンࢶアー 
 
�1� ᭶� 

・大学・௻業・研究ᡤをゼ問し，研究⪅や実際にാく௻業人と対ヰするこ
とで，生徒の興味・関心・意ḧをႏ起し，ᑗ᮶の進㊰について考えるዎ
機とする。（理系はᮾ໭大学工学㒊，文系はᮾி方㠃の大学およࡧ௻業
をゼ問する。） 

・普通科生徒全員に対して，１Ἡ２日で実施する。 
・大学にᅾ⡠中の༞業生とのᗙㄯ会を設定する。 

イ
࢘
࢚
オ 

次の㡯目は，理数科ࠗ㹑㹑㹐㹀࠘とྠࡌ  「ディベート」 「科学英語ϩ」 
 

㸦２㸧㸫２㸫１ ㄢ㢟研究 
➨３ᮇでは，２年次に普通科生徒全員に対して「課題研究」を設定する。全教科の教員が課題研究を

担当し全ᰯ体制で行う。１年次の「課題研究基礎」で育成した科学的⣲養等をもとに，生徒の୺体性，
課題解決ຊの更なる育成を目指す。以下に，各分㔝の取組をグ㏙する。目的は共通である。 
┠ⓗ  䞉⏕ᚐ䛾୺యⓗ䛺άື䛻䜘䜛ㄢ㢟◊✲䜢㏻䛧䛶䠈ㄢ㢟ゎỴຊ䞉᥈✲ຊ䛾⫱ᡂ䜢ᅗ䜛䚹 
     䞉䜾䝹䞊䝥άື䜔◊✲Ⓨ⾲䜢㏻䛧䛶䠈༠ാ䛧䛶⪃ᐹ䛩䜛䛸䛸䜒䛻䠈䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁⬟ຊྥୖ䜢ᅗ䜛䚹 
 
○ ᅜ語分野 
１．研究内容および方法 
 ２年生普通科文系の「国語」を選択した生徒は �� 名で，以下の㸴つのテーマについて研究した。 
こ
と
 ࡤ

䛂㧗ᰯ⏕䛻⪺䛟䟿┦ᡭ䛻䜘䛳䛶ኚ໬䛩䜛ゝⴥ䛾㐪䛔䛃 
䛂㛗ᒸ᪉ゝ䛸ඹ㏻ㄒ䛾䜰䜽䝉䞁䝖䛾㐪䛔䜢ぢ䛴䛡䜛䛃 
䛂䜸䝜䝬䝖䝨䛜୚䛘䜛༳㇟䛃 

文
学 

䛂ྂ඾ᩥᏛ䛸⌧௦ᩥᏛ䛾ෑ㢌䛸⤖ᮎ䛾ẚ㍑䛃 
䛂➉ྲྀ≀ㄒ䛃 
䛂ᩥ⊩䛛䜙ぢ䜛᪥ᮏ䛾㣗ᩥ໬䛃 

グループ分けཬࡧ研究テーマの選定にあたっては，各人が௜⟢に「ことࡤ（ゝ語）」「文学」のどちら

3� 

 

 

を研究したいか，「研究したい内容」は何かをグධし，教員のຓゝのもと生徒ྠኈが意見を出し合い௜
⟢を研究内容の系⤫ࡈとに分類することで㸴つの班に分かれ，班ࡈとに各自の研究したい内容を᧿り合
わせ，最⤊的に研究テーマを決定した。研究を෇⁥に進めるためには人文科学を研究する際の基本を学
ぶことが必要になると考え，ྖ書教ㅍ・ྖ書から文献の調べ方・参考㈨ᩱの参↷の௙方のㅮ⩏をཷけた
後，班ࡈとに研究活動を進めた。 
２．まとめ 䠍᭶ 㻞㻤 ᪥䛾ᰯෆⓎ⾲఍䛾ᚋ䛻䛂⮬ᕫホ౯䠃䜰䞁䜿䞊䝖䛃䜢グධ䛥䛫䠈ෆᐜ䜢ศᯒ䛧䛶䠈⤖ᯝ䜢᳨ド䛧䛯䚹 
（１）研究に対する興味・関心の変化 上がった 変わらない 下がった 

�1� �9� �� 

（２）ࠗ 普通科課題研究࠘の活動を通して身につい
たと思うຊ 
（５つまで複数回⟅ྍ，上఩㸲つ） 

・ものࡈとを観察・Ὕ察するຊ（1� 名） 
・ものࡈとに対するዲወ心をもつຊ（1� 名） 
・ものࡈとを᥈究するຊ（1� 名） 
・プレゼンテーション⬟ຊ・表⌧ຊ（1� 名） 

 今年度の課題研究では，研究を進める๓に人文科学を研究する際の基本となる文献の調べ方・参考㈨
ᩱの参↷の௙方をᥦ♧したことで，生徒はインターネットの検索に㢗ることなく，図書㤋の文献を活用
したり，アンケート等の調査を行ったりするなど，୺体的に研究活動を行っていた。生徒の感想には「普
段すࡄインターネットで調べ物をしてしまうが，図書㤋へ行き，インターネットから見つけることので
きない᝟ሗが多くあると知り，これからも活用したいと思った」「たくさん調べた分，いい発表になっ
たと思うし，ዲきなことに対する知㆑や理解がቑえたのはとても良かった」「課題内容についてより深
く研究しようとすれࡤする࡯ど新たにまた問題が生まれて苦ᡓした」とあり，身近な「ことࡤ」や「文
学」から高ᰯ生らしいテーマを設定し，人文科学の研究としてはᮍ⇍なものではあるが文献や調査とい
った生の㈨ᩱを活用した研究の楽しさにゐれ，さらに研究を深めたいと感ࡌている姿がうかがえる。こ
のことから，୺体的・༠ാ的に調査・分析して，課題を解決するຊを育ࡴとともに，人文科学分㔝への
関心を㔊成することができたのではないかと考える。 
 
○ ୡ⏺ྐ分野 
１．研究内容および方法 

２年生普通科文系の「世界ྐ」を選択した生徒は 1� 名で，研究テーマは「ࣘࣖࢲ教の㏕ᐖのṔྐ」「世
界᝟勢と⊂⿢」「㐣ཤの␿⑓から学ぶ新ᆺコロナ࢘イルスのこれから」「㈇の㑇⏘から学ぶያ㞔」の㸲つ
であった。テーマの選定は，興味関心のあるテーマࡈとに生徒が㞟まり，班内での༠ാ作業を通ࡌて，
最⤊的に研究内容を決定した。各班で୺体的に研究を進めていた。ᤵ業中だけでなくఇみ時間やᨺ課後
も時間を確保しながら活動していた。調査は୺にインターネットを活用して行い，図書㤋の文献や㈨ᩱ
にもあたっていた。また自分で参考図書を㉎ධして研究を深める生徒も複数見られた。研究発表会では，
パワーポイントを用いて視覚的にも理解しやすいように工夫したሗ࿌が行われていた。㸵分間という時
間制限のなかで，研究内容を効果的に伝えるため，⥥ᐦに‽備した班もあった。他の班の発表を聞くែ
度も⇕心で，㉁␲・意見஺᥮も活発に行われ，充実した「学ࡧ合い」のሙとなっていた。 
２．まとめ 今回の研究活動は，生徒が自らの興味関心に基࡙いてテーマを設定し，グループ活動や研
究発表を通ࡌて༠ാし，論理的思考ຊや課題解決⬟ຊを高めることを目的としていた。教員の指導とし
ては，⡆༢なアࢻバイスにとどめ，生徒が୺体的に活動できるよう⎔ቃをᩚえることをඃඛし，見Ᏺり
役にᚭした。人文科学分㔝での研究として，内容的にはまだまだ心チないものの，時間的・物理的な制
⣙のなか，生徒は何とか最初の一Ṍを㋃み出せたと思う。今後の学習や᥈究にもプラスにᙳ㡪するもの
とᮇᚅしている。 
 
○ ᪥ᮏྐ分野 
１．研究内容および方法 

２年生普通科（文系）のࠗ普通科課題研究 （࠘日本ྐ）を選択した生徒は 16 名で，研究テーマは「ᡓ
தを通して長岡は生まれ変わったのか㸽」，「新₲に⚄社が多い理⏤」，「Ἑ஭⥅அຓがᥥいた長岡⸬のᮍ
᮶とは㸽」，「㤿高㑇㊧から出ᅵしたⅆ↙ᅵჾとᅵഅのㅦ」の㸲つであった。テーマの選定は，関心にあ
る時௦ࡈとに生徒が㞟まり，グループ内での༠ാ作業を通ࡌて研究内容を決定した。このなかで，㤿高
㑇㊧のⅆ↙ᅵჾをテーマに研究したグループは，本ᰯに㞄᥋する「長岡高ᰯグᛕ㈨ᩱ㤋」で，長岡ᕷと
長岡高ᰯとの合ྠ調査の経⦋などを説明してもらうなど，୺体的な活動を行なった。他のグループも図
書㤋やインターネット等を活用して文献を調査し，研究を進めた。研究発表会では，パワーポイントを
用いて，視覚的にも理解しやすいように工夫したሗ࿌が行われた。㸵分間という限られた時間のなかで，
これまで研究してきたことを効果的に⫈⾗に伝えるための試行錯誤を㔜ࡡたが，プレゼンテーションの
㞴しさも体験できたことは良い経験になった。 
２．まとめ 今回の研究への取り組みとしては，生徒が୺体的に課題を設定し，グループ活動や発表会
を通ࡌて༠ྠし，論理的思考ຊや課題解決⬟ຊを高めることを୺║とした。そのため，教員ഃから課題
をᥦ♧したりせず，生徒が୺体的に活動できるような≧ἣを作ることにᑓᛕした。本᮶は自分の㊊でྐ
ᩱを᥈し，自分の目で文献をㄞみ研究を進める学問であるが，時間的な制⣙や活動⠊ᅖが限られている
ことなど，日本ྐの研究を本᱁的に行うことができなかった。生徒は研究にオリジナリティーを出すよ
うにດめたが，そのジレンマにᝎࡴ生徒もいた。しかし，生徒ྠኈができる⠊ᅖで問題意㆑をもちなが
ら，一生ᠱ࿨に取り組ࡴ姿があり，課題解決⬟ຊを多少なのとも育成することができたように思う。 
 
○ ᆅ理分野 
１．研究内容および方法 
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２年生普通科文系の「ᆅ理」を選択した生徒は計 �� 名（⏨Ꮚ㸷名，女Ꮚ 13 名）で，研究テーマは「ᆅ
ᇦによる㣗品の味・パッケージの違い」，「方ゝの違い（新₲┴）」，「ᾏ↓し┴にᾏ⏘物を使った㒓ᅵᩱ
理があるのはなぜか」，「㒔道ᗓ┴ᗇが何でそのሙᡤにおかれたのか」，「世界のすみやすい⾤の共通Ⅼや
特ᚩについて」「マン࣍ール・ಙྕとᆅ理的特ᚩについて」の㸴つであった。各班のテーマの選定は，
興味関心のあるテーマࡈとに生徒が㞟まり，グループ内での༠ാ作業を通ࡌて，最⤊的に研究内容を決
定した。多くのグループがᤵ業時間以እの時間を確保しながら，୺体的に研究を進めていた。手ᣢちの
スマートフ࢛ンで検索を行うሙ㠃が多く見られたが，図書㤋の文献や㈨ᩱにあたる生徒も複数見られた。 
研究発表会では，パワーポイントでアニメーション機⬟を取りධれる等，視覚的にも理解しやすいよう
に工夫を凝らした発表が行われた。㸵分間という制限時間のなかで，効果的に⫈⾗に伝えるため，リࣁ
ーサルを⧞り㏉し行ったこともあり，時間配分・㉁␲・意見஺᥮もྵめ充実した発表となった。 
２．まとめ 研究への取り組みについては，生徒自身が୺体的に研究テーマを設定し，グループ活動や
発表会を通ࡌて༠ാし，論理的思考ຊや課題解決⬟ຊを高めることを目的としていた。本年度も，教員
ഃの立ሙは，⡆༢なアࢻバイスに␃め，生徒が୺体的に活動できる⎔ቃᩚ備を➨一とした。発表に向け，
内容を⢭査検討しリࣁーサルを⧞り㏉すことにより，プレゼンテーション⬟ຊの向上を図ることができ
た。生徒の感想には達成感を感ࡌられたという内容もあったが，パワーポイントの作成にあたっては，
作業効率から，特定の生徒に௙事が偏ることもあったようだ。ࣁーࢻ㠃でのᩚ備をᘬき⥆きᩚえていく
ことが㔜要である。 
 
○ ೔理分野 
１．研究内容および方法 
 ２年生普通科（文系）のࠗ普通科課題研究 （࠘೔理）を選択した㸲名は，中学・高ᰯを通ࡌて೔理の
ᤵ業を࡯とんどཷけたことがない中で，研究テーマを選定しなけれࡤならず，㠀ᖖに苦労した。まず初
めに，㸲名それぞれが自分の興味あるテーマを೔理分㔝にこだわらず複数出し合い，班内で２ࣨ᭶間イ
ンターネット等を使用し，様々な㈨ᩱや社会問題を調べ，班員が共通で研究したいテーマをヰし合った。
その結果今年度は，「⮫Ṛ体験」という研究テーマとなった。研究では，ࠗ 科学の視Ⅼからの᥈究࠘ࠗ ᐀
教の視Ⅼからの᥈究࠘という஧方向から⮫Ṛ体験を᥈究することにした。また，「⮫Ṛ体験」をオカル
ト的に考える生徒も多くいたが，今回は課題研究の対象として調査研究できるഃ㠃だけを扱うことにした。 
具体的には，まず，ಶ々人がインターネット等を活用して自分の考えに沿ってデータや᝟ሗを㞟め，そ
の後，班内で討議して方向性を決定し，᥈究していった。また，研究を進める上でそれぞれの分担を決
め調査にあたった。分担を明確に決めたため᫖年より研究はᤖったが，㏫にまとめ作業に時間がかかっ
てしまった。 
２．まとめ 今回の研究活動では，生徒自らが課題を設定し，グループ活動や発表会を通ࡌて，論理的
思考ຊや課題解決⬟ຊ，自分の考えを表⌧できる⬟ຊを高めることを୺║とした。そのため，教員は，
基本的に生徒が୺体的に活動できるような⎔ቃをᩚえ，生徒からຓゝを求められたሙ合には，考察すべ
きࣄントを୚えることにᑓᛕした。生徒は༠ാ作業を通ࡌて課題を設定し，それを検証し，その結果を
発表するという手法で研究活動を進めたが，᝟ሗ཰㞟の㠃で偏りがあったり，結論に結ࡧつける論理が
୙༑分であったりする㒊分もみられた。しかし，様々なሙ㠃で生徒ྠኈが┿๢に議論し，問題意㆑をも
ちながら研究を進めてく様Ꮚが見ཷけられ，課題解決⬟ຊを育成することができたのではと感ࡌる。今
後は，研究を深める視Ⅼや方法を指導し，論理的思考ຊや表⌧⬟ຊをより一層育成していきたい。 
 
○ ᨻ⤒分野 
１㸬研究内容およࡧ方法 
 ２年生普通科（文系）のࠗ普通科課題研究 （࠘ᨻ἞経῭）を選択した㸷名は，「日本の㈈ᨻ」と「ෝ⨥」
を研究テーマに選定し，２班に分かれ研究活動を行った。研究テーマの選定については，⌧௦社会やᨻ
἞経῭の㈨ᩱ㞟等を参考にしながら，グループ内での༠ാ作業を通ࡌてテーマを絞り込んだ。「日本の
㈈ᨻ」の研究グループでは，日本の国മ発行≧ἣ等を㋃まえ，日本の㈈ᨻが今後，◚⥢するのかどうか
の検証・研究を進めた。また，「ෝ⨥」の研究グループでは，㐣ཤのෝ⨥事件を検証し，⌧ᅾのྖ法制
度の下で，今後もෝ⨥が起こるྍ⬟性があるのかどうかについて研究を進めた。いずれのグループもẖ
回，役割分担をしながら，インターネット等を活用して文献調査を行い，新聞グ事や国の機関で公表し
ているデータ等を調査・分析しながら研究を進めていった。また，研究成果の発表会では，パワーポイ
ントを活用してሗ࿌が行われたが，㸵分間の発表時間で効果的に相手に伝わるような発表内容にするに
は，どのようなパワーポイントを作成すべきか等の議論が積極的に行われていた。 
２．まとめ 今回の研究活動では，生徒自らが課題を設定し，グループ活動や発表会を通ࡌて，論理的
思考ຊや課題解決⬟ຊ，自分の考えを表⌧できる⬟ຊを高めることを୺║とした。そのため，教員は，
基本的に生徒が୺体的に活動できるような⎔ቃをᩚえ，生徒からຓゝを求められたሙ合には，考察すべ
きࣄントを୚えることにᑓᛕした。生徒は༠ാ作業を通ࡌて課題を設定し，それを検証し，その結果を
発表するという手法で研究活動を進めたが，᝟ሗ཰㞟の㠃で偏りがあったり，結論に結ࡧつける論理に
一㈏性がḞዴしていたりでする㒊分もみられた。しかし，限られた時間のなかで，生徒ྠኈが┿๢に議
論し，問題意㆑をもちながら研究を進めてく様Ꮚが様々なሙ㠃で見られ，課題解決⬟ຊを育成すること
ができたのではと感ࡌる。今後は，研究を深める視Ⅼや手法を指導し，論理的思考ຊや表⌧ຊをより一
層育成していきたい。 
 
○ 㡢ᴦ分野 
１．研究内容および方法 
２年普通科文系㸶名を２班に編成し，「生活の中の音楽」という共通テーマからそれぞれの班でテー
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マを決め，研究をおこなった。１班は「音楽と作業効率」というテーマを立て，普段の学習時に聞く音
楽と効率についてのアンケートから，聞いている音楽の傾向を絞り込み，「計算」と「書き写し」の２
種類の作業時に最も効果的な音楽は何かを BPM（曲のテンポ）による違いに着目し研究をおこなった。
２班は「駅メロ」というテーマを立て，自分たちが普段利用している長岡駅の新しい駅メロを作成する
事を目標に据え，全国の駅で使用されている駅メロの調査からその傾向を見いだし，長岡駅に最も相応
しい作品はどのような傾向によるものかを研究し，オリジナルの駅メロを作成した。 
２．まとめ １班は早くからテーマの設定ができ，アンケートの実施などスムーズに進んだが，実際実
験に使用する楽曲の選定に手間取り，実験のサンプル数が少ない中で傾向をなかなかつかめず苦労をし
た。もっと多くの実験数を確保するなどの配慮が必要だったと思われる。２班はテーマの決定に時間が
かかり，全国の駅メロの傾向を体系化する際に少し偏りがあり，「人口別」の他にも多くの共通性で検
証する必要があったと思われる。ただ，この課題研究を通して，音楽が普段の生活に関わっていること
に目を向け，それらを深く考察する良い機会を得たと考える。さらに，①得られた実験結果や分析結果
を基にして，更なる実験を追加でおこなったこと。②自分たちで作品を試行錯誤しながら制作できたこ
と。③班内で役割分担が適切におこなわれ，研究→発表の流れがスムーズにおこなわれたこと。など，
今後に生かせる経験を得たと考える。 
 
○英語分野 
１．研究内容および方法 
 課題研究に英語を選択した生徒 19 名を「英語教育・学習」「英語圏の文化」「国際比較」の３つのカ
テゴリーに分類し，それぞれ２つの研究テーマを元に調査・検証を行った。 
カテゴリー 英語教育・学習 英語圏の文化 国際比較 
テーマ ① Our English is too 

late!! 
②バランスの良い英語教育 

①ディズニープリンセス
に見る女性像の変化 
②世界各国の映画の比較
とそこから学ぶ国の文化 

①SDGs から見えてきた社
会問題（日 vs 瑞） 
②なぜ差別は起こるのか 

各グループとも役割分担をしながら，インターネット等を活用して参考文献やデータを検索した。ま
２年生を対象にアンケート調査を行った班もあり，より充実した研究内容になるよう各班で工夫しなが
ら研究を進めていった。研究成果の発表会に向け，短い発表時間で効果的に相手に伝えるためにパワー
ポイントはどのようにすべきか等の議論も活発に行われた。 
２．まとめ 各班ともパワーポイントを活用し，工夫を凝らした発表を行っていたので，当初の目的は
ある程度達成できたと考える。課題としては，①テーマを絞りきれなかったため，より深い考察まで到
達できなかったこと，②論拠として用いたデータ等の妥当性が低い物が見られたことが上げられる。特
に②に関しては，自分たちのたてた仮説に有利なように考えてしまうことがあるので，データ等を客観
的に扱う姿勢を養うよう指導することがより一層必要であると考える。 
 
○数学分野 
１．研究内容・方法・検証 
 ３～５人程度のグループを編制し，グループで研究を行った。研究にあたり，教科書や参考書などの
文献やパソコン（インターネット）などを活用したり，自分達の手で計算を行うなどした。テーマ設定
や研究は以下のような進め方をした。 
・教科書で学んだ問題の設定を変え，より一般的な規則性（公式）を発見する。  
・正多角形などの図形に対して，正三角形，正方形，正五角形など具体的な図形について，研究を行

い，応用を考察した。 
・身の回りの事象に対して，数式化するなどして，研究を行った。 
研究発表はプレゼンテーションソフトを用いて，視覚的にも理解しやすいように工夫をした。限られ

た時間の中で，より伝わりやすい説明を考えるなど試行錯誤しながらの活動となった。 
○生徒の取り組んだ課題 
完全順列を求める漸化式について，折り紙を使って正多角形を作る，開平方計算についての考察， 

三平方の定理の３次元立体への拡張，フィボナッチ数列を利用した図形の分割，条件を変えた際の条件
つき確率の興味深い変化について 
２．まとめ 
・本年は各班とも興味深いテーマを様々な角度からアプローチして，近年になく内容の充実した研究発

表会が行えた。 
・折り紙を用いた多角形の研究はもちろんのこと，開平方計算，フィボナッチ数列，条件つき確率の計

算でも，図形的な考え方を用いて説明したり考察を試みるグループが多くみられるなど，数学科教員
も感心する高いレベルの発表を行ったグループも複数みられた。 

・どのグループも研究活動を楽しみながら，積極的に取り組んでいた。活動を通して，問題解決のため
に数学を用いることの有用性を知り，数学や科学に対する関心が大きく高まったように思える。 

 
○物理分野 
１．研究内容および方法 
 １年次の「課題研究基礎」での経験を生かし，新たなテーマを設定することから始めた。まず，どの
ような実験道具や方法が必要か各グループで意見を出し合い，テーマに沿った適切な実験を行えるよう，
創意工夫を凝らした。実験方法や仮説を検討し，研究を進めた。実際に予備実験をしてみると結果が予
想に反することもあり，検証を進めながら，本当に実験が成立しているかを検討したり，再度実験方法
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２年生普通科文系の「ᆅ理」を選択した生徒は計 �� 名（⏨Ꮚ㸷名，女Ꮚ 13 名）で，研究テーマは「ᆅ
ᇦによる㣗品の味・パッケージの違い」，「方ゝの違い（新₲┴）」，「ᾏ↓し┴にᾏ⏘物を使った㒓ᅵᩱ
理があるのはなぜか」，「㒔道ᗓ┴ᗇが何でそのሙᡤにおかれたのか」，「世界のすみやすい⾤の共通Ⅼや
特ᚩについて」「マン࣍ール・ಙྕとᆅ理的特ᚩについて」の㸴つであった。各班のテーマの選定は，
興味関心のあるテーマࡈとに生徒が㞟まり，グループ内での༠ാ作業を通ࡌて，最⤊的に研究内容を決
定した。多くのグループがᤵ業時間以እの時間を確保しながら，୺体的に研究を進めていた。手ᣢちの
スマートフ࢛ンで検索を行うሙ㠃が多く見られたが，図書㤋の文献や㈨ᩱにあたる生徒も複数見られた。 
研究発表会では，パワーポイントでアニメーション機⬟を取りධれる等，視覚的にも理解しやすいよう
に工夫を凝らした発表が行われた。㸵分間という制限時間のなかで，効果的に⫈⾗に伝えるため，リࣁ
ーサルを⧞り㏉し行ったこともあり，時間配分・㉁␲・意見஺᥮もྵめ充実した発表となった。 
２．まとめ 研究への取り組みについては，生徒自身が୺体的に研究テーマを設定し，グループ活動や
発表会を通ࡌて༠ാし，論理的思考ຊや課題解決⬟ຊを高めることを目的としていた。本年度も，教員
ഃの立ሙは，⡆༢なアࢻバイスに␃め，生徒が୺体的に活動できる⎔ቃᩚ備を➨一とした。発表に向け，
内容を⢭査検討しリࣁーサルを⧞り㏉すことにより，プレゼンテーション⬟ຊの向上を図ることができ
た。生徒の感想には達成感を感ࡌられたという内容もあったが，パワーポイントの作成にあたっては，
作業効率から，特定の生徒に௙事が偏ることもあったようだ。ࣁーࢻ㠃でのᩚ備をᘬき⥆きᩚえていく
ことが㔜要である。 
 
○ ೔理分野 
１．研究内容および方法 
 ２年生普通科（文系）のࠗ普通科課題研究 （࠘೔理）を選択した㸲名は，中学・高ᰯを通ࡌて೔理の
ᤵ業を࡯とんどཷけたことがない中で，研究テーマを選定しなけれࡤならず，㠀ᖖに苦労した。まず初
めに，㸲名それぞれが自分の興味あるテーマを೔理分㔝にこだわらず複数出し合い，班内で２ࣨ᭶間イ
ンターネット等を使用し，様々な㈨ᩱや社会問題を調べ，班員が共通で研究したいテーマをヰし合った。
その結果今年度は，「⮫Ṛ体験」という研究テーマとなった。研究では，ࠗ 科学の視Ⅼからの᥈究࠘ࠗ ᐀
教の視Ⅼからの᥈究࠘という஧方向から⮫Ṛ体験を᥈究することにした。また，「⮫Ṛ体験」をオカル
ト的に考える生徒も多くいたが，今回は課題研究の対象として調査研究できるഃ㠃だけを扱うことにした。 
具体的には，まず，ಶ々人がインターネット等を活用して自分の考えに沿ってデータや᝟ሗを㞟め，そ
の後，班内で討議して方向性を決定し，᥈究していった。また，研究を進める上でそれぞれの分担を決
め調査にあたった。分担を明確に決めたため᫖年より研究はᤖったが，㏫にまとめ作業に時間がかかっ
てしまった。 
２．まとめ 今回の研究活動では，生徒自らが課題を設定し，グループ活動や発表会を通ࡌて，論理的
思考ຊや課題解決⬟ຊ，自分の考えを表⌧できる⬟ຊを高めることを୺║とした。そのため，教員は，
基本的に生徒が୺体的に活動できるような⎔ቃをᩚえ，生徒からຓゝを求められたሙ合には，考察すべ
きࣄントを୚えることにᑓᛕした。生徒は༠ാ作業を通ࡌて課題を設定し，それを検証し，その結果を
発表するという手法で研究活動を進めたが，᝟ሗ཰㞟の㠃で偏りがあったり，結論に結ࡧつける論理が
୙༑分であったりする㒊分もみられた。しかし，様々なሙ㠃で生徒ྠኈが┿๢に議論し，問題意㆑をも
ちながら研究を進めてく様Ꮚが見ཷけられ，課題解決⬟ຊを育成することができたのではと感ࡌる。今
後は，研究を深める視Ⅼや方法を指導し，論理的思考ຊや表⌧⬟ຊをより一層育成していきたい。 
 
○ ᨻ⤒分野 
１㸬研究内容およࡧ方法 
 ２年生普通科（文系）のࠗ普通科課題研究 （࠘ᨻ἞経῭）を選択した㸷名は，「日本の㈈ᨻ」と「ෝ⨥」
を研究テーマに選定し，２班に分かれ研究活動を行った。研究テーマの選定については，⌧௦社会やᨻ
἞経῭の㈨ᩱ㞟等を参考にしながら，グループ内での༠ാ作業を通ࡌてテーマを絞り込んだ。「日本の
㈈ᨻ」の研究グループでは，日本の国മ発行≧ἣ等を㋃まえ，日本の㈈ᨻが今後，◚⥢するのかどうか
の検証・研究を進めた。また，「ෝ⨥」の研究グループでは，㐣ཤのෝ⨥事件を検証し，⌧ᅾのྖ法制
度の下で，今後もෝ⨥が起こるྍ⬟性があるのかどうかについて研究を進めた。いずれのグループもẖ
回，役割分担をしながら，インターネット等を活用して文献調査を行い，新聞グ事や国の機関で公表し
ているデータ等を調査・分析しながら研究を進めていった。また，研究成果の発表会では，パワーポイ
ントを活用してሗ࿌が行われたが，㸵分間の発表時間で効果的に相手に伝わるような発表内容にするに
は，どのようなパワーポイントを作成すべきか等の議論が積極的に行われていた。 
２．まとめ 今回の研究活動では，生徒自らが課題を設定し，グループ活動や発表会を通ࡌて，論理的
思考ຊや課題解決⬟ຊ，自分の考えを表⌧できる⬟ຊを高めることを୺║とした。そのため，教員は，
基本的に生徒が୺体的に活動できるような⎔ቃをᩚえ，生徒からຓゝを求められたሙ合には，考察すべ
きࣄントを୚えることにᑓᛕした。生徒は༠ാ作業を通ࡌて課題を設定し，それを検証し，その結果を
発表するという手法で研究活動を進めたが，᝟ሗ཰㞟の㠃で偏りがあったり，結論に結ࡧつける論理に
一㈏性がḞዴしていたりでする㒊分もみられた。しかし，限られた時間のなかで，生徒ྠኈが┿๢に議
論し，問題意㆑をもちながら研究を進めてく様Ꮚが様々なሙ㠃で見られ，課題解決⬟ຊを育成すること
ができたのではと感ࡌる。今後は，研究を深める視Ⅼや手法を指導し，論理的思考ຊや表⌧ຊをより一
層育成していきたい。 
 
○ 㡢ᴦ分野 
１．研究内容および方法 
２年普通科文系㸶名を２班に編成し，「生活の中の音楽」という共通テーマからそれぞれの班でテー
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マを決め，研究をおこなった。１班は「音楽と作業効率」というテーマを立て，普段の学習時に聞く音
楽と効率についてのアンケートから，聞いている音楽の傾向を絞り込み，「計算」と「書き写し」の２
種類の作業時に最も効果的な音楽は何かを BPM（曲のテンポ）による違いに着目し研究をおこなった。
２班は「駅メロ」というテーマを立て，自分たちが普段利用している長岡駅の新しい駅メロを作成する
事を目標に据え，全国の駅で使用されている駅メロの調査からその傾向を見いだし，長岡駅に最も相応
しい作品はどのような傾向によるものかを研究し，オリジナルの駅メロを作成した。 
２．まとめ １班は早くからテーマの設定ができ，アンケートの実施などスムーズに進んだが，実際実
験に使用する楽曲の選定に手間取り，実験のサンプル数が少ない中で傾向をなかなかつかめず苦労をし
た。もっと多くの実験数を確保するなどの配慮が必要だったと思われる。２班はテーマの決定に時間が
かかり，全国の駅メロの傾向を体系化する際に少し偏りがあり，「人口別」の他にも多くの共通性で検
証する必要があったと思われる。ただ，この課題研究を通して，音楽が普段の生活に関わっていること
に目を向け，それらを深く考察する良い機会を得たと考える。さらに，①得られた実験結果や分析結果
を基にして，更なる実験を追加でおこなったこと。②自分たちで作品を試行錯誤しながら制作できたこ
と。③班内で役割分担が適切におこなわれ，研究→発表の流れがスムーズにおこなわれたこと。など，
今後に生かせる経験を得たと考える。 
 
○英語分野 
１．研究内容および方法 
 課題研究に英語を選択した生徒 19 名を「英語教育・学習」「英語圏の文化」「国際比較」の３つのカ
テゴリーに分類し，それぞれ２つの研究テーマを元に調査・検証を行った。 
カテゴリー 英語教育・学習 英語圏の文化 国際比較 
テーマ ① Our English is too 

late!! 
②バランスの良い英語教育 

①ディズニープリンセス
に見る女性像の変化 
②世界各国の映画の比較
とそこから学ぶ国の文化 

①SDGs から見えてきた社
会問題（日 vs 瑞） 
②なぜ差別は起こるのか 

各グループとも役割分担をしながら，インターネット等を活用して参考文献やデータを検索した。ま
２年生を対象にアンケート調査を行った班もあり，より充実した研究内容になるよう各班で工夫しなが
ら研究を進めていった。研究成果の発表会に向け，短い発表時間で効果的に相手に伝えるためにパワー
ポイントはどのようにすべきか等の議論も活発に行われた。 
２．まとめ 各班ともパワーポイントを活用し，工夫を凝らした発表を行っていたので，当初の目的は
ある程度達成できたと考える。課題としては，①テーマを絞りきれなかったため，より深い考察まで到
達できなかったこと，②論拠として用いたデータ等の妥当性が低い物が見られたことが上げられる。特
に②に関しては，自分たちのたてた仮説に有利なように考えてしまうことがあるので，データ等を客観
的に扱う姿勢を養うよう指導することがより一層必要であると考える。 
 
○数学分野 
１．研究内容・方法・検証 
 ３～５人程度のグループを編制し，グループで研究を行った。研究にあたり，教科書や参考書などの
文献やパソコン（インターネット）などを活用したり，自分達の手で計算を行うなどした。テーマ設定
や研究は以下のような進め方をした。 

・教科書で学んだ問題の設定を変え，より一般的な規則性（公式）を発見する。  
・正多角形などの図形に対して，正三角形，正方形，正五角形など具体的な図形について，研究を行

い，応用を考察した。 
・身の回りの事象に対して，数式化するなどして，研究を行った。 
研究発表はプレゼンテーションソフトを用いて，視覚的にも理解しやすいように工夫をした。限られ

た時間の中で，より伝わりやすい説明を考えるなど試行錯誤しながらの活動となった。 
○生徒の取り組んだ課題 

完全順列を求める漸化式について，折り紙を使って正多角形を作る，開平方計算についての考察， 
三平方の定理の３次元立体への拡張，フィボナッチ数列を利用した図形の分割，条件を変えた際の条件
つき確率の興味深い変化について 
２．まとめ 
・本年は各班とも興味深いテーマを様々な角度からアプローチして，近年になく内容の充実した研究発

表会が行えた。 
・折り紙を用いた多角形の研究はもちろんのこと，開平方計算，フィボナッチ数列，条件つき確率の計

算でも，図形的な考え方を用いて説明したり考察を試みるグループが多くみられるなど，数学科教員
も感心する高いレベルの発表を行ったグループも複数みられた。 

・どのグループも研究活動を楽しみながら，積極的に取り組んでいた。活動を通して，問題解決のため
に数学を用いることの有用性を知り，数学や科学に対する関心が大きく高まったように思える。 

 
○物理分野 
１．研究内容および方法 
 １年次の「課題研究基礎」での経験を生かし，新たなテーマを設定することから始めた。まず，どの
ような実験道具や方法が必要か各グループで意見を出し合い，テーマに沿った適切な実験を行えるよう，
創意工夫を凝らした。実験方法や仮説を検討し，研究を進めた。実際に予備実験をしてみると結果が予
想に反することもあり，検証を進めながら，本当に実験が成立しているかを検討したり，再度実験方法

36



3� 

 

 

や道具をᨵ良してより正確なデータが得られるように試行錯誤を⧞り㏉した。１᭶には「㹑㹑㹐ϩ普通
科課題研究発表会」があり，生徒ྠኈの活発な㉁␲応⟅や教員からのコメントを聞き，自ᕫホ౯と相஫
ホ౯を行い，研究成果を再検討した。 
２．まとめ まず，何について研究するのかテーマ設定にかなり時間をかけて検討していた。関心のあ
る⌧象はⰍ々あるのだが，具体的にどのような実験で何を発見したいのかが定まるまでが大変である。
また，生徒たちは，実験の具体的設定を検討し，実験においてどのような条件を設定して，何を条件変
化させていくかを各グループの中でヲしく検討をしていた。条件設定の変化がどのようなᙳ㡪を結果に
もたらすか仮説を立てて予備実験を行ってみると，様々な予想እの結果になることもあり，実験自体を
再検討するሙ㠃もあった。実験データが何を♧しているのか生徒ྠኈでⰍ々ヰし合い考察する事により，
⌧象を深く理解し，新たな発見やẼ௜きなどを得ることができた。今後は，研究成果をまとめて，論文
作成を実施する。実験データのより深い理解を心᥃け，考察を進められるように指導していきたい。 
 
○໬学分野 
１．研究内容および方法 
１年次の「課題研究基礎」をཷけて，新たにテーマ決めからスタートした。新ᆺコロナ࢘ィルスによ

るఇᰯが明けた㸴᭶に３名から㸲名のグループ分け，㸵᭶にテーマ検討を行った。本時の「課題研究」
は，１学ᮇに３コマ，２学ᮇに㸶コマの時間設定。෤ఇみにまとまった時間をとり研究が進んだ班もあ
った。１᭶下᪪の発表会のテーマは次の通り 
①⢾の࢞ラス化と結ᬗ化 ②カフ࢙インのᢳ出 ③手作り化⢝Ỉを作ろう մ⅏ᐖに役立つ化学㟁ụ 
յⰼをᰁめてみた。 նいろいろなὙ๣のởれのⴠち方の比較 
２．まとめ ２年生理数科でも課題研究を実施しているが，普通科理系は設定されている時間が限られ
ているので，事๓の‽備と研究のᒎᮃなど，担当教ㅍのຓゝが必要となった。２年次から化学基礎をᒚ
ಟするので，化学の基礎的な知㆑が少ない≧ែからのスタートではあるが，長いᮇ間に少ない回数の時
間設定なので対応できていた。発表会は１᭶であるが，それに向けて෤ఇみを利用して実験のまとめ，
発表⦎習など⢭ຊ的に行っている姿があった。ᛁしい中にも生徒自身が感ࡌる㔜要度は高いỈ‽を保っ
ているように見えて，課題解決ຊ・᥈究ຊが向上していると思われる。 
 
○⏕物分野 
１．研究内容および方法 
普通科理系の中で「生物」課題研究を選択した生徒は 19 名だった。19 名が，㸴つの班に分かれて研

究を行った。11 回（１回２時間）のᤵ業で研究を行うためには，時間的制⣙が大きい。しかし，科学研
究を追体験すべく，研究プロセス，論理的思考ຊཬࡧ，発想ຊを㔜視した。テーマ設定 → 目的 → 仮
説 → 実験計画 → 結果ฎ理 → 考察 → 課題とᒎᮃ。どの㐣程も科学的᰿拠をベースに，高ᰯ生らし
いアイデアを┒り込んで研究するよう指導した。ᤵ業時間内で⤊わらない班は，ᨺ課後の時間を使い，
୺体的に研究を行った。また，実験を進める㐣程で新たな␲問がἛき，積極的に追実験を行う班も見ら
れた。１᭶の課題研究発表会のテーマは，以下の通りである。 
 トの成長とගの関ಀ   ②シࣕンプーが㧥に୚えるᙳ㡪࢘ロッコリースプラࣈ①
③ 度と᳜物の成長ಁ進の関ಀについて     մ味覚は視覚やႥ覚にᙳ㡪されるのか 
յ᳜物とイオンの成長の違いについて      ն反ᑕ⚄経を効率的に㘫える方法 

２．まとめ 時間的制⣙が大きい分，生徒の自⏤な発想をできる限り㔜視して進めた。そのため，科学
的᰿拠から㐓⬺し┤感的になるሙ㠃も多々あり，その㒔度「それは何が᰿拠なのか㸽ඛ行研究はあるの
か㸽ベースとなる事実は㸽」と㉁問をᢞげ，㌶道ಟ正した。その成果もあり，研究発表会では分かりや
すいパワーポイントで，各自が自ಙをᣢって発表できていた。今後は，論文作成が᥍えているため，発
表会で得られた成果をまとめ，研究内容をࣈラッシࣗアップできるよう指導していく。 
 
○ᆅ学分野 
１．研究内容・方法・検証 
࠙研究内容およࡧ方法ࠚ 
ᆅ学分㔝では，᫖年度の「課題研究基礎」を㋃まえ，グループẖにテーマ設定から‽備を行わせ，仮

説設定，実験，分析，発表までの一㐃の流れで実施させた。今年度のテーマは「㝵数の違いによるᬬさ
の違い～学ᰯの㸲㝵がᬬくなるཎᅉ～」「ࣅル㢼の⿕ᐖをῶらす工夫」である。また，取り組みの成果
を検証するために，各生徒に「᣺り㏉りシート」のグධを求めた。 
࠙成果の検証ࠚ 
・課題研究のテーマ設定は༑分にできた。 
（あてはまる 3����  ややあてはまる 6����  ややあてはまらない   �� あてはまらない ��） 

・実験の計画と実施は༑分にできた。 
（あてはまる 3����  ややあてはまる �����  ややあてはまらない 1���� あてはまらない ��） 

・研究発表の‽備と本␒は༑分にできた。 
（あてはまる �����  ややあてはまる 3����  ややあてはまらない 1���� あてはまらない ��） 

・課題研究基礎の経験を活かすことができた。 
（あてはまる 6����  ややあてはまる �����  ややあてはまらない 1���� あてはまらない ��） 

２．まとめ 調査結果では全ての㡯目で「あてはまる」「ややあてはまる」に回⟅が㞟中した。ᆅ学分
㔝は自↛⌧象をよく観察していないとテーマが見つけられず苦労する。そのため他ᰯの研究レポート㞟
を参考にすることになるが，元々題ᮦも少ない。そのため，教員ഃで題ᮦのデータベースを作成しᥦ♧
したが，᫖年度に比べてテーマ設定には苦労していた。これが年度ẖの特性であるかは次年度以㝆に検
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証していく。また，用意した時間が㊊りずもっと㋃み込んだ研究をしたかったという意見も多くみられ
た。テーマ設定に時間をかけすࡂたことが理⏤であるが，どこまでテーマ設定に教ᖌഃがフ࢛ローをし
ていくべきか，更に研究していく必要がある。 
 
○ಖ೺య⫱分野 
１．研究内容および方法・⤖ᯝ 
２年生普通科のࠗ普通科課題研究࠘保೺体育（理系）は，①「高く㣕ࡧたい」と②「応᥼による効果」

を研究テーマに選定し，２班に分かれ研究活動を行った。研究内容については次の通りである。①「高
く㣕ࡧたい」は，⿕験⪅⣙ 1�� 名のຓ㉮௜きでᆶ┤方向へジࣕンプするグ㘓を 定し，高く㣕ぶために
必要な要⣲を明らかにする目的で分析を試みた。一方②「応᥼による効果」は，࿘ᅖの応᥼が➇ᢏスポ
ーࢶのパフ࢛ーマンスにどのようなᙳ㡪を୚えるのかを調査した。୧グループともに，役割分担が明確
化されており，計画された課題研究の時間を有意⩏に利用できていた。①「高く㣕ࡧたい」のグループ
は， 定時のパフ࢛ーマンスを映像でṧし，スマートフ࢛ンアプリケーション「࢘ゴトル」を用いて動
作分析を行った。結果，㊴㌍時の⭎のスイング㏿度と㊴㌍の高さに関ಀがあることを導き出した。②「応
᥼による効果」はኌ᥼が➇ᢏ⪅に୚えるᙳ㡪についてプロスポーࢶ�࣍ームࢤームの຾率�や⟽᰿駅伝
�↓観客である今年と๓年のグ㘓比較�，国体実⦼（開ദ┴の実⦼）などを調査した。明確な結論に㎺り
௜くことはできなかったが，多くのデータを㞟⣙するなかで，応᥼が果たす役割について一つの傾向を
ㄞみ取ることはできた。 
２．まとめ 保೺体育分㔝の研究活動は，本年度で２回目の試みである。᫖年度の反┬を生かすべく，
担当教員は基本的に生徒の୺体的な活動をᑛ㔜し，それをಁすための᝟ሗᥦ౪やຓゝに⤊始した。施設
や備品の関ಀ上，課題を設定する段㝵で多くの制⣙があるが，そこまでは順調に進行させることができ
た。その後，具体的な実験方法にヰが進ࡴと，実験や 定の⎔ቃを公正に保つことの㞴しさや，┤感的
な仮説の科学的᰿拠を考᱌できずに作業がኻ㏿した。このプロセスを見Ᏺりながら，各生徒の基本的な
考え方に大きな偏りがあることと，設定された仮設が一般教科の学ຊレベルの割に極めて⛶ᣋである༳
象をཷけた。ࢡラࣈ活動やዊ௙活動など，教科以እの教育活動における経験の中で思考ຊを高める必要
性を③感する。様々なሙ㠃で生徒ྠኈが┿๢に議論し，問題意㆑をᣢちながら研究を進めてく様Ꮚには
意⩏を感ࡌるが，スポーࢶ研究を深めるための基本的な視Ⅼや方法の⥅⥆的な指導は୙ྍḞであると感
 。るࡌ
 
○ᐙᗞ分野 
１．研究内容および方法 
２年生普通科（理系）のࠗ普通科課題研究 （࠘ᐙᗞ）を選択したのは㸶名であった。ᐙᗞ生活に関す

る課題を決定するにあたり，㣗生活についての࢟ーワーࢻが多くあげられたため，「ᛌ適で೺ᗣ的な㣗
生活」を共通テーマとし２班に分かれて①「おᘚ当をおいしく見せるᢏ」②「長高生のためのカレース
パイス」と研究内容を決定した。始めに課題についてインターネットや書⡠，各種論文から㈨ᩱ཰㞟を
行い，調べた内容をもとに実㊶，実験等を通してさらに考えるという᥈求活動が行われた。①はⰍᙬに
おける心理的効果にὀ目し，ẖ日㣗べているおᘚ当のおかずと容ჾのⰍの関ಀにὀ目した。㣗品やᩱ理
のⰍだけではなく容ჾのⰍによっても味覚が変化するという仮説を立て，生徒を対象に調査を行い検証
を進めた。②ではカレースパイスがもつ೺ᗣ効果や㤶りがཬࡰす心理的ᙳ㡪を調べた上で長岡高ᰯ生の
求めているカレースパイスの調合や配合を研究し，実際に生徒を対象に㤶りをかいでもらい，その効果
について調査した。 
２．まとめ 研究テーマを決定するにあたり，「ᐙᗞ生活に関する課題」は普段の生活にᐦ着している
ため，テーマೃ⿵は多ᒱにΏるが，研究対象を進めるにあたって実験等を取りධれる際，本ᰯでの設備
⎔ቃには制限があり生徒が課題を設定するまでに苦労があったようだ。しかし，いࡊ研究課題が決まる
と生徒へのアンケート調査や実験を行うなどᤵ業以እの時間を利用して自୺的に研究を進める姿が見
ཷけられた。今回の研究課題は対象となるものを比較検討するためのデータや条件の基‽がやや᭕᫕で
生徒の感覚に㢗るところがあり，今後はさらに明確にすることで研究調査の⢭度が高まると感ࡌた。ま
たパワーポイントでの㈨ᩱ作成について，聞くഃの立ሙに立った㈨ᩱ作りや発表内容とのバランスを工
夫することで更にわかりやすい発表となることがᮇᚅできると感ࡌた。 
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㸦２㸧㸫２㸫㸱 ⛉学英語ϩ㸦ᩥ⣔㸧  ͤ理⣔ࡣ㹑㹑㹐㹀理数⛉とྠᵝ 
１．┠ᶆ 

㻔䠍㻕 ேᩥ⛉Ꮫ䜔⮬↛⛉Ꮫⓗෆᐜ䛾䝥䝺䝊䞁䝔䞊䝅䝵䞁䛻ᚲせ䛺ㄒᙡ䜔⾲⌧䜢㐺ษ䛻౑⏝䛩䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜛䚹 
㻔䠎㻕 ⤫ィ㈨ᩱ䜢䜒䛸䛻䠈䝫䝇䝍䞊䜔䝺䝫䞊䝖䜢㐺ษ䛺ⱥㄒ䜢౑䛳䛶సᡂ䛩䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜛䚹 
㻔䠏㻕 䝺䝫䞊䝖䜔䝫䝇䝍䞊䜢⏝䛔䠈⪺䛝ᡭ䛻ఏ䜟䜚䜔䛩䛔䝥䝺䝊䞁䝔䞊䝅䝵䞁䜢⾜䛖䛣䛸䛜䛷䛝䜛䚹 
㻔䠐㻕 䜾䝹䞊䝥άື䜢㏻䛧䛶୺యⓗ䛻ㄢ㢟䛻ྲྀ䜚⤌䜏༠ാ䛧䛶Ꮫ䜆ጼໃ䜢㧗䜑䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜛䚹 

２．௬ㄝ 上グの目標に沿って一㐃の活動に取り組ࡴことで， 
㻔䠍㻕 ᚲせ䛺ⱥㄒ⾲⌧䛻័䜜䠈㐺ษ䛻౑⏝䛧䠈Ⓨ⾲䛩䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜛䚹 
㻔䠎㻕 䝫䝇䝍䞊䛺䛹どぬ㈨ᩱ䜢ᕤኵ䛧䛺䛜䜙⮬ศ䛾⪃䛘䜢┦ᡭ䛻ఏ䜟䜛䜘䛖䛻⾲⌧䛩䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜛䚹 
㻔䠏㻕 䜾䝹䞊䝥䛷䛾Ⓨ⾲䜢㏻䛧䛶୺యⓗ䛻ㄢ㢟䛻ྲྀ䜚⤌䜏䠈༠ാ䛧䛶Ꮫ䜆ጼໃ䜢㧗䜑䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜛䚹 
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や道具をᨵ良してより正確なデータが得られるように試行錯誤を⧞り㏉した。１᭶には「㹑㹑㹐ϩ普通
科課題研究発表会」があり，生徒ྠኈの活発な㉁␲応⟅や教員からのコメントを聞き，自ᕫホ౯と相஫
ホ౯を行い，研究成果を再検討した。 
２．まとめ まず，何について研究するのかテーマ設定にかなり時間をかけて検討していた。関心のあ
る⌧象はⰍ々あるのだが，具体的にどのような実験で何を発見したいのかが定まるまでが大変である。
また，生徒たちは，実験の具体的設定を検討し，実験においてどのような条件を設定して，何を条件変
化させていくかを各グループの中でヲしく検討をしていた。条件設定の変化がどのようなᙳ㡪を結果に
もたらすか仮説を立てて予備実験を行ってみると，様々な予想እの結果になることもあり，実験自体を
再検討するሙ㠃もあった。実験データが何を♧しているのか生徒ྠኈでⰍ々ヰし合い考察する事により，
⌧象を深く理解し，新たな発見やẼ௜きなどを得ることができた。今後は，研究成果をまとめて，論文
作成を実施する。実験データのより深い理解を心᥃け，考察を進められるように指導していきたい。 
 
○໬学分野 
１．研究内容および方法 
１年次の「課題研究基礎」をཷけて，新たにテーマ決めからスタートした。新ᆺコロナ࢘ィルスによ

るఇᰯが明けた㸴᭶に３名から㸲名のグループ分け，㸵᭶にテーマ検討を行った。本時の「課題研究」
は，１学ᮇに３コマ，２学ᮇに㸶コマの時間設定。෤ఇみにまとまった時間をとり研究が進んだ班もあ
った。１᭶下᪪の発表会のテーマは次の通り 
①⢾の࢞ラス化と結ᬗ化 ②カフ࢙インのᢳ出 ③手作り化⢝Ỉを作ろう մ⅏ᐖに役立つ化学㟁ụ 
յⰼをᰁめてみた。 նいろいろなὙ๣のởれのⴠち方の比較 
２．まとめ ２年生理数科でも課題研究を実施しているが，普通科理系は設定されている時間が限られ
ているので，事๓の‽備と研究のᒎᮃなど，担当教ㅍのຓゝが必要となった。２年次から化学基礎をᒚ
ಟするので，化学の基礎的な知㆑が少ない≧ែからのスタートではあるが，長いᮇ間に少ない回数の時
間設定なので対応できていた。発表会は１᭶であるが，それに向けて෤ఇみを利用して実験のまとめ，
発表⦎習など⢭ຊ的に行っている姿があった。ᛁしい中にも生徒自身が感ࡌる㔜要度は高いỈ‽を保っ
ているように見えて，課題解決ຊ・᥈究ຊが向上していると思われる。 
 
○⏕物分野 
１．研究内容および方法 
普通科理系の中で「生物」課題研究を選択した生徒は 19 名だった。19 名が，㸴つの班に分かれて研

究を行った。11 回（１回２時間）のᤵ業で研究を行うためには，時間的制⣙が大きい。しかし，科学研
究を追体験すべく，研究プロセス，論理的思考ຊཬࡧ，発想ຊを㔜視した。テーマ設定 → 目的 → 仮
説 → 実験計画 → 結果ฎ理 → 考察 → 課題とᒎᮃ。どの㐣程も科学的᰿拠をベースに，高ᰯ生らし
いアイデアを┒り込んで研究するよう指導した。ᤵ業時間内で⤊わらない班は，ᨺ課後の時間を使い，
୺体的に研究を行った。また，実験を進める㐣程で新たな␲問がἛき，積極的に追実験を行う班も見ら
れた。１᭶の課題研究発表会のテーマは，以下の通りである。 
 トの成長とගの関ಀ   ②シࣕンプーが㧥に୚えるᙳ㡪࢘ロッコリースプラࣈ①
③ 度と᳜物の成長ಁ進の関ಀについて     մ味覚は視覚やႥ覚にᙳ㡪されるのか 
յ᳜物とイオンの成長の違いについて      ն反ᑕ⚄経を効率的に㘫える方法 

２．まとめ 時間的制⣙が大きい分，生徒の自⏤な発想をできる限り㔜視して進めた。そのため，科学
的᰿拠から㐓⬺し┤感的になるሙ㠃も多々あり，その㒔度「それは何が᰿拠なのか㸽ඛ行研究はあるの
か㸽ベースとなる事実は㸽」と㉁問をᢞげ，㌶道ಟ正した。その成果もあり，研究発表会では分かりや
すいパワーポイントで，各自が自ಙをᣢって発表できていた。今後は，論文作成が᥍えているため，発
表会で得られた成果をまとめ，研究内容をࣈラッシࣗアップできるよう指導していく。 
 
○ᆅ学分野 
１．研究内容・方法・検証 
࠙研究内容およࡧ方法ࠚ 
ᆅ学分㔝では，᫖年度の「課題研究基礎」を㋃まえ，グループẖにテーマ設定から‽備を行わせ，仮

説設定，実験，分析，発表までの一㐃の流れで実施させた。今年度のテーマは「㝵数の違いによるᬬさ
の違い～学ᰯの㸲㝵がᬬくなるཎᅉ～」「ࣅル㢼の⿕ᐖをῶらす工夫」である。また，取り組みの成果
を検証するために，各生徒に「᣺り㏉りシート」のグධを求めた。 
࠙成果の検証ࠚ 
・課題研究のテーマ設定は༑分にできた。 
（あてはまる 3����  ややあてはまる 6����  ややあてはまらない   �� あてはまらない ��） 

・実験の計画と実施は༑分にできた。 
（あてはまる 3����  ややあてはまる �����  ややあてはまらない 1���� あてはまらない ��） 

・研究発表の‽備と本␒は༑分にできた。 
（あてはまる �����  ややあてはまる 3����  ややあてはまらない 1���� あてはまらない ��） 

・課題研究基礎の経験を活かすことができた。 
（あてはまる 6����  ややあてはまる �����  ややあてはまらない 1���� あてはまらない ��） 

２．まとめ 調査結果では全ての㡯目で「あてはまる」「ややあてはまる」に回⟅が㞟中した。ᆅ学分
㔝は自↛⌧象をよく観察していないとテーマが見つけられず苦労する。そのため他ᰯの研究レポート㞟
を参考にすることになるが，元々題ᮦも少ない。そのため，教員ഃで題ᮦのデータベースを作成しᥦ♧
したが，᫖年度に比べてテーマ設定には苦労していた。これが年度ẖの特性であるかは次年度以㝆に検
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証していく。また，用意した時間が㊊りずもっと㋃み込んだ研究をしたかったという意見も多くみられ
た。テーマ設定に時間をかけすࡂたことが理⏤であるが，どこまでテーマ設定に教ᖌഃがフ࢛ローをし
ていくべきか，更に研究していく必要がある。 
 
○ಖ೺య⫱分野 
１．研究内容および方法・⤖ᯝ 

２年生普通科のࠗ普通科課題研究࠘保೺体育（理系）は，①「高く㣕ࡧたい」と②「応᥼による効果」
を研究テーマに選定し，２班に分かれ研究活動を行った。研究内容については次の通りである。①「高
く㣕ࡧたい」は，⿕験⪅⣙ 1�� 名のຓ㉮௜きでᆶ┤方向へジࣕンプするグ㘓を 定し，高く㣕ぶために
必要な要⣲を明らかにする目的で分析を試みた。一方②「応᥼による効果」は，࿘ᅖの応᥼が➇ᢏスポ
ーࢶのパフ࢛ーマンスにどのようなᙳ㡪を୚えるのかを調査した。୧グループともに，役割分担が明確
化されており，計画された課題研究の時間を有意⩏に利用できていた。①「高く㣕ࡧたい」のグループ
は， 定時のパフ࢛ーマンスを映像でṧし，スマートフ࢛ンアプリケーション「࢘ゴトル」を用いて動
作分析を行った。結果，㊴㌍時の⭎のスイング㏿度と㊴㌍の高さに関ಀがあることを導き出した。②「応
᥼による効果」はኌ᥼が➇ᢏ⪅に୚えるᙳ㡪についてプロスポーࢶ�࣍ームࢤームの຾率�や⟽᰿駅伝
�↓観客である今年と๓年のグ㘓比較�，国体実⦼（開ദ┴の実⦼）などを調査した。明確な結論に㎺り
௜くことはできなかったが，多くのデータを㞟⣙するなかで，応᥼が果たす役割について一つの傾向を
ㄞみ取ることはできた。 
２．まとめ 保೺体育分㔝の研究活動は，本年度で２回目の試みである。᫖年度の反┬を生かすべく，
担当教員は基本的に生徒の୺体的な活動をᑛ㔜し，それをಁすための᝟ሗᥦ౪やຓゝに⤊始した。施設
や備品の関ಀ上，課題を設定する段㝵で多くの制⣙があるが，そこまでは順調に進行させることができ
た。その後，具体的な実験方法にヰが進ࡴと，実験や 定の⎔ቃを公正に保つことの㞴しさや，┤感的
な仮説の科学的᰿拠を考᱌できずに作業がኻ㏿した。このプロセスを見Ᏺりながら，各生徒の基本的な
考え方に大きな偏りがあることと，設定された仮設が一般教科の学ຊレベルの割に極めて⛶ᣋである༳
象をཷけた。ࢡラࣈ活動やዊ௙活動など，教科以እの教育活動における経験の中で思考ຊを高める必要
性を③感する。様々なሙ㠃で生徒ྠኈが┿๢に議論し，問題意㆑をᣢちながら研究を進めてく様Ꮚには
意⩏を感ࡌるが，スポーࢶ研究を深めるための基本的な視Ⅼや方法の⥅⥆的な指導は୙ྍḞであると感
 。るࡌ
 
○ᐙᗞ分野 
１．研究内容および方法 

２年生普通科（理系）のࠗ普通科課題研究 （࠘ᐙᗞ）を選択したのは㸶名であった。ᐙᗞ生活に関す
る課題を決定するにあたり，㣗生活についての࢟ーワーࢻが多くあげられたため，「ᛌ適で೺ᗣ的な㣗
生活」を共通テーマとし２班に分かれて①「おᘚ当をおいしく見せるᢏ」②「長高生のためのカレース
パイス」と研究内容を決定した。始めに課題についてインターネットや書⡠，各種論文から㈨ᩱ཰㞟を
行い，調べた内容をもとに実㊶，実験等を通してさらに考えるという᥈求活動が行われた。①はⰍᙬに
おける心理的効果にὀ目し，ẖ日㣗べているおᘚ当のおかずと容ჾのⰍの関ಀにὀ目した。㣗品やᩱ理
のⰍだけではなく容ჾのⰍによっても味覚が変化するという仮説を立て，生徒を対象に調査を行い検証
を進めた。②ではカレースパイスがもつ೺ᗣ効果や㤶りがཬࡰす心理的ᙳ㡪を調べた上で長岡高ᰯ生の
求めているカレースパイスの調合や配合を研究し，実際に生徒を対象に㤶りをかいでもらい，その効果
について調査した。 
２．まとめ 研究テーマを決定するにあたり，「ᐙᗞ生活に関する課題」は普段の生活にᐦ着している
ため，テーマೃ⿵は多ᒱにΏるが，研究対象を進めるにあたって実験等を取りධれる際，本ᰯでの設備
⎔ቃには制限があり生徒が課題を設定するまでに苦労があったようだ。しかし，いࡊ研究課題が決まる
と生徒へのアンケート調査や実験を行うなどᤵ業以እの時間を利用して自୺的に研究を進める姿が見
ཷけられた。今回の研究課題は対象となるものを比較検討するためのデータや条件の基‽がやや᭕᫕で
生徒の感覚に㢗るところがあり，今後はさらに明確にすることで研究調査の⢭度が高まると感ࡌた。ま
たパワーポイントでの㈨ᩱ作成について，聞くഃの立ሙに立った㈨ᩱ作りや発表内容とのバランスを工
夫することで更にわかりやすい発表となることがᮇᚅできると感ࡌた。 
 
 
㸦２㸧㸫２㸫２ ࢺ࣮࣋࢕ࢹ  ͤ㹑㹑㹐㹀理数⛉とྠᵝ 
 
 
㸦２㸧㸫２㸫㸱 ⛉学英語ϩ㸦ᩥ⣔㸧  ͤ理⣔ࡣ㹑㹑㹐㹀理数⛉とྠᵝ 
１．┠ᶆ 

㻔䠍㻕 ேᩥ⛉Ꮫ䜔⮬↛⛉Ꮫⓗෆᐜ䛾䝥䝺䝊䞁䝔䞊䝅䝵䞁䛻ᚲせ䛺ㄒᙡ䜔⾲⌧䜢㐺ษ䛻౑⏝䛩䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜛䚹 
㻔䠎㻕 ⤫ィ㈨ᩱ䜢䜒䛸䛻䠈䝫䝇䝍䞊䜔䝺䝫䞊䝖䜢㐺ษ䛺ⱥㄒ䜢౑䛳䛶సᡂ䛩䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜛䚹 
㻔䠏㻕 䝺䝫䞊䝖䜔䝫䝇䝍䞊䜢⏝䛔䠈⪺䛝ᡭ䛻ఏ䜟䜚䜔䛩䛔䝥䝺䝊䞁䝔䞊䝅䝵䞁䜢⾜䛖䛣䛸䛜䛷䛝䜛䚹 
㻔䠐㻕 䜾䝹䞊䝥άື䜢㏻䛧䛶୺యⓗ䛻ㄢ㢟䛻ྲྀ䜚⤌䜏༠ാ䛧䛶Ꮫ䜆ጼໃ䜢㧗䜑䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜛䚹 

２．௬ㄝ 上グの目標に沿って一㐃の活動に取り組ࡴことで， 
㻔䠍㻕 ᚲせ䛺ⱥㄒ⾲⌧䛻័䜜䠈㐺ษ䛻౑⏝䛧䠈Ⓨ⾲䛩䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜛䚹 
㻔䠎㻕 䝫䝇䝍䞊䛺䛹どぬ㈨ᩱ䜢ᕤኵ䛧䛺䛜䜙⮬ศ䛾⪃䛘䜢┦ᡭ䛻ఏ䜟䜛䜘䛖䛻⾲⌧䛩䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜛䚹 
㻔䠏㻕 䜾䝹䞊䝥䛷䛾Ⓨ⾲䜢㏻䛧䛶୺యⓗ䛻ㄢ㢟䛻ྲྀ䜚⤌䜏䠈༠ാ䛧䛶Ꮫ䜆ጼໃ䜢㧗䜑䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜛䚹 
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㸱．内容・方法 
１時間目 オリ࢚ンテーション（ᤵ業の目標と活動の説明） 

➨１回実習（折れ⥺グラフを説明する表⌧の理解，₇習） 
２時間目 ➨２回実習（①෇グラフ，Წグラフを説明する表⌧の理解，₇習。②各種⤫計データに対

して適切な表⌧方法を選択し発表する₇習） 
３時間目 ➨３回実習（⤫計㈨ᩱの分析，適切な説明方法の考察） 

㸲時間目 ➨㸲回実習（グループ活動 ཎ✏作成） 

５時間目 ➨５回実習（グループ活動㸸ཎ✏，ポスター作成） 
㸴時間目 ➨㸴回実習（グループ活動）㸸発表᱌完成  㸨時数୙㊊のため発表活動には⮳らず。 

㸲．まとめ  ౛年よりも２～３時間少ない計画の中で，生徒に最低限，身につけてḧしい英語表⌧を
⤂௓し，何度も音ㄞ，発表⦎習をさせ定着を図った。指導⪅は様々な⤫計㈨ᩱを生徒にᥦ♧し，１人ࡦ
とりの生徒はグループメンバーと༠ຊしながら，適切な説明方法について深く考察した。さらに，生徒
自らがより分かりやすい説明になるよう，୺体的に調査し，⿵㊊的な᝟ሗをཎ✏に┒り込ࡴ姿勢が見ら
れた。以上のような活動を通して，他と༠ാして୺体的に課題に取り組ࡴ姿勢を高めることを目的とし
た「科学英語ϩ」は，一定の成果を上げることができた。時数୙㊊により，発表活動までには⮳らなか
ったが，日㡭の英語のᤵ業内でも「科学英語ϩ」で習得した表⌧を使いこなす生徒の様Ꮚが見られ，仮
説についても༑分に検証できたとุ᩿する。 
 
 
㸦２㸧㸫２㸫㸲 ᬑ㏻⛉ࠕ理⣔ࠖࣥ࢖ࢨࢹ࢔ࣜࣕ࢟≉ูㅮ⩏  ͤ㹑㹑㹐㹀理数⛉とྠᵝ 
 
 

㸦２㸧㸫２㸫㸳 ᬑ㏻⛉ᩥࠕ⣔ࠖࣥ࢖ࢨࢹ࢔ࣜࣕ࢟≉ูㅮ⩏㸦౛ᖺ࣮࢔ࢶࣥ࢖ࢨࢹ࢔ࣜࣕ࢟ࡣ㸧 
１．┠ⓗ 普通科２年生文系生徒を対象に実施する。年度当初はᮾிへの大学ゼ問・௻業ゼ問を予定し
ていたが，新ᆺコロナ࢘イルス感ᰁ拡大㜵Ṇを㚷み，今年度は大学教ᤵによるオンラインでの特別ㅮ⩏
のみの実施に変更する。ᶍᨃᤵ業のཷㅮを通して学㒊・学科研究を深める機会とするとともに，自ら学
問研究をする「知の᥈求⪅」としての姿勢を養い，学ぶことや社会で役割を担うことの意⩏を理解する。
また，大学の役割とそこで学ぶため必要な㈨㉁を知ることで，ᑗ᮶に向けた今後の高ᰯ生活の目的意㆑
や行動規⠊の再確ㄆと向上を目的とする。 
２．内容  ᮇ 日 㸸௧࿴２年 1� ᭶㸷日（㔠） 

対象生徒㸸普通科２年生（文系）1�� 名 
ㅮᖌཬࡧㅮ⩏内容㸸 

 ①ᮾி大学文学㒊 日本近௦ྐ  加⸨ 㝧Ꮚ ඛ生 
   Ṕྐを学ぶということ㸫日本近⌧௦ྐ ᶍᨃㅮ⩏ 
    １㸬ᮾி大学の文系学㒊のㅖ特ᚩ 
    ２㸬大学の教育がめࡊすものとṔྐ学の特ᚩ 
    ３㸬人としてどう生きるか ಶ人と国ᐙ 
 ②ᮾி大学文学㒊 日本中世ྐ・社会ྐ  ᮧ ࿴明 ඛ生 
   「ᮍ᮶に向かってṌき出す」ということ 
 というゝⴥと時間「アト」「࢟サ」ࠐ    
 考えを進めてみるとࠐ    
 Ṍき出すඛのᮍ᮶に何を見たのか㸽ࠐ    
 たちはどこへ行くのか⚾ࠐ    
 学問するというႠみ，大学というሙᡤࠐ    
 ③㉁␲応⟅ 
㸱．検証  事後のアンケート結果を以下に♧す。  

「㸿�あてはまる」～「㹂�あてはまらない」の㸲段㝵 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今回の活動を通して，当初の目的を達成することができたと考える。今後は，これを生徒ಶ々がいか

㉁␲ᛂ⟅ 

 ሙ㠃ࡢ

�� 

 

 

に行動に⛣し，⥅⥆できるかが課題といえる。以下，生徒のアンケート回⟅をᢤ⢋してグ㍕する。 
だというおヰがあった。それࡌることは違うが，ᖾ⚟になるためのプロセスはྠࡌそれぞれᖾ⚟を感ࠐ
は基本的人ᶒが保㞀された上で成り立つことだと思うので，自分の利┈や名ኌだけを求める国ᐙでは
いけないと思った。 

考えるのか，ということは，進㊰を考える上ࡧ学㒊それぞれにᮇᚅされていること，具体的に何を学ࠐ
でとても参考になった。今回のㅮ⩏は，自分の意見をᣢつことができるとても良い機会になった。 

自分の進㊰を考えるためにຮᙉする͇というゝⴥがとても༳象にṧった。自分自身について関心を͆ࠐ
もちたい。 

 ᅾの⚾たちの社会や考え方は，ṔྐのඛにあるものなのだとẼ࡙き，Ṕྐ䛜䜘䜚㌟㏆䛺䜒䛾䛻䛺䛳䛯䚹⌧ࠐ
 
 

ʤ̑ʥɹ Հઈ̒ʵͶଲͤΖʴڂݜᶛʵ�
ʤ̑ʥʷ̏� ̪̪̟ΝदۂͶਫ਼͖ͤखૌ�
１．┠ⓗ 課題研究の手法を㋃まえ㹇㹁㹒機ჾ等を活用しながら，生徒の「୺体的・対ヰ的で深い学ࡧ」
につなげるより効果的なᤵ業実㊶とỗ用的⬟ຊの向上。 
２．研究内容・方法・検証 
࠙内容およࡧ方法ࠚ 
○㹇㹁㹒を活用した理解と深化に向けたᤵ業の実㊶ 
ࠝᤵ業実㊶౛ࠞ ・ᯈ書内容をスライࢻで作成（PD)，PoZerPoint 等）  ・デジタル教科書の利用 

・グラフ関数ソフトの利用  ・動画の活用 
○生徒間の対ヰを取りධれた༠ྠ学習による課題解決⬟ຊや創㐀的な 
 学習ែ度を育成するᤵ業の実㊶ 
本ᰯでは対ヰ的なᤵ業形式も㢖⦾に見られる。対ヰを通して相手の思 

考をㄞみ取り，自らの思考をゝ語化することで深い学ࡧと創㐀的学習ែ
度につながる。また，㹇㹁㹒を対ヰ的なᤵ業の活性化・深化のきっかけ
として活用している౛も少なくない。 
○㐲㝸によるᤵ業や学習ᨭ᥼ 
今年は新ᆺコロナによる⮫時ఇ業ᮇ間中の学習ᨭ᥼に㹇㹁㹒の活用
方法の研究を行った。また，⮫時ఇ業後も⥅⥆的に㹇㹁㹒の活用法を研究し実㊶౛もあった。 
ࠝ実㊶౛ࠞ 
・=OOM・:EBE; を利用した学年㞟会や་⒪ㅮ₇会の実施。 
・学習コンテンࢶを作成し，動画で配ಙ。  ・=OOM を利用した学習ᨭ᥼。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       ᐦを㑊けるためㅮᖌのいるࢡラスのㅮ₇映像を他ࢡラスで視⫈している。 
࠙アンケートホ౯ࠚ 

これらᤵ業実㊶は，年間を通して⥅⥆的に取り組んできたものであることから，ẖ年 1� ᭶に実施
する全ᰯ生徒対象のᤵ業アンケートを検証結果として♧す。 

䐟ㄝ᫂䜔ෆᐜ䛜䜘䛟理ゎ䛷䛝䜛ᤵᴗ䛷䛧䛯䛛䚹 
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㸱．内容・方法 
１時間目 オリ࢚ンテーション（ᤵ業の目標と活動の説明） 

➨１回実習（折れ⥺グラフを説明する表⌧の理解，₇習） 
２時間目 ➨２回実習（①෇グラフ，Წグラフを説明する表⌧の理解，₇習。②各種⤫計データに対

して適切な表⌧方法を選択し発表する₇習） 
３時間目 ➨３回実習（⤫計㈨ᩱの分析，適切な説明方法の考察） 

㸲時間目 ➨㸲回実習（グループ活動 ཎ✏作成） 

５時間目 ➨５回実習（グループ活動㸸ཎ✏，ポスター作成） 
㸴時間目 ➨㸴回実習（グループ活動）㸸発表᱌完成  㸨時数୙㊊のため発表活動には⮳らず。 

㸲．まとめ  ౛年よりも２～３時間少ない計画の中で，生徒に最低限，身につけてḧしい英語表⌧を
⤂௓し，何度も音ㄞ，発表⦎習をさせ定着を図った。指導⪅は様々な⤫計㈨ᩱを生徒にᥦ♧し，１人ࡦ
とりの生徒はグループメンバーと༠ຊしながら，適切な説明方法について深く考察した。さらに，生徒
自らがより分かりやすい説明になるよう，୺体的に調査し，⿵㊊的な᝟ሗをཎ✏に┒り込ࡴ姿勢が見ら
れた。以上のような活動を通して，他と༠ാして୺体的に課題に取り組ࡴ姿勢を高めることを目的とし
た「科学英語ϩ」は，一定の成果を上げることができた。時数୙㊊により，発表活動までには⮳らなか
ったが，日㡭の英語のᤵ業内でも「科学英語ϩ」で習得した表⌧を使いこなす生徒の様Ꮚが見られ，仮
説についても༑分に検証できたとุ᩿する。 
 
 
㸦２㸧㸫２㸫㸲 ᬑ㏻⛉ࠕ理⣔ࠖࣥ࢖ࢨࢹ࢔ࣜࣕ࢟≉ูㅮ⩏  ͤ㹑㹑㹐㹀理数⛉とྠᵝ 
 
 

㸦２㸧㸫２㸫㸳 ᬑ㏻⛉ᩥࠕ⣔ࠖࣥ࢖ࢨࢹ࢔ࣜࣕ࢟≉ูㅮ⩏㸦౛ᖺ࣮࢔ࢶࣥ࢖ࢨࢹ࢔ࣜࣕ࢟ࡣ㸧 
１．┠ⓗ 普通科２年生文系生徒を対象に実施する。年度当初はᮾிへの大学ゼ問・௻業ゼ問を予定し
ていたが，新ᆺコロナ࢘イルス感ᰁ拡大㜵Ṇを㚷み，今年度は大学教ᤵによるオンラインでの特別ㅮ⩏
のみの実施に変更する。ᶍᨃᤵ業のཷㅮを通して学㒊・学科研究を深める機会とするとともに，自ら学
問研究をする「知の᥈求⪅」としての姿勢を養い，学ぶことや社会で役割を担うことの意⩏を理解する。
また，大学の役割とそこで学ぶため必要な㈨㉁を知ることで，ᑗ᮶に向けた今後の高ᰯ生活の目的意㆑
や行動規⠊の再確ㄆと向上を目的とする。 
２．内容  ᮇ 日 㸸௧࿴２年 1� ᭶㸷日（㔠） 

対象生徒㸸普通科２年生（文系）1�� 名 
ㅮᖌཬࡧㅮ⩏内容㸸 

 ①ᮾி大学文学㒊 日本近௦ྐ  加⸨ 㝧Ꮚ ඛ生 
   Ṕྐを学ぶということ㸫日本近⌧௦ྐ ᶍᨃㅮ⩏ 
    １㸬ᮾி大学の文系学㒊のㅖ特ᚩ 
    ２㸬大学の教育がめࡊすものとṔྐ学の特ᚩ 
    ３㸬人としてどう生きるか ಶ人と国ᐙ 
 ②ᮾி大学文学㒊 日本中世ྐ・社会ྐ  ᮧ ࿴明 ඛ生 
   「ᮍ᮶に向かってṌき出す」ということ 
 というゝⴥと時間「アト」「࢟サ」ࠐ    
 考えを進めてみるとࠐ    
 Ṍき出すඛのᮍ᮶に何を見たのか㸽ࠐ    
 たちはどこへ行くのか⚾ࠐ    
 学問するというႠみ，大学というሙᡤࠐ    
 ③㉁␲応⟅ 
㸱．検証  事後のアンケート結果を以下に♧す。  

「㸿�あてはまる」～「㹂�あてはまらない」の㸲段㝵 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今回の活動を通して，当初の目的を達成することができたと考える。今後は，これを生徒ಶ々がいか
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に行動に⛣し，⥅⥆できるかが課題といえる。以下，生徒のアンケート回⟅をᢤ⢋してグ㍕する。 
だというおヰがあった。それࡌることは違うが，ᖾ⚟になるためのプロセスはྠࡌそれぞれᖾ⚟を感ࠐ

は基本的人ᶒが保㞀された上で成り立つことだと思うので，自分の利┈や名ኌだけを求める国ᐙでは
いけないと思った。 

考えるのか，ということは，進㊰を考える上ࡧ学㒊それぞれにᮇᚅされていること，具体的に何を学ࠐ
でとても参考になった。今回のㅮ⩏は，自分の意見をᣢつことができるとても良い機会になった。 

自分の進㊰を考えるためにຮᙉする͇というゝⴥがとても༳象にṧった。自分自身について関心を͆ࠐ
もちたい。 

 ᅾの⚾たちの社会や考え方は，ṔྐのඛにあるものなのだとẼ࡙き，Ṕྐ䛜䜘䜚㌟㏆䛺䜒䛾䛻䛺䛳䛯䚹⌧ࠐ
 
 

ʤ̑ʥɹ Հઈ̒ʵͶଲͤΖʴڂݜᶛʵ�
ʤ̑ʥʷ̏� ̪̪̟ΝदۂͶਫ਼͖ͤखૌ�
１．┠ⓗ 課題研究の手法を㋃まえ㹇㹁㹒機ჾ等を活用しながら，生徒の「୺体的・対ヰ的で深い学ࡧ」
につなげるより効果的なᤵ業実㊶とỗ用的⬟ຊの向上。 
２．研究内容・方法・検証 
࠙内容およࡧ方法ࠚ 
○㹇㹁㹒を活用した理解と深化に向けたᤵ業の実㊶ 
ࠝᤵ業実㊶౛ࠞ ・ᯈ書内容をスライࢻで作成（PD)，PoZerPoint 等）  ・デジタル教科書の利用 

・グラフ関数ソフトの利用  ・動画の活用 
○生徒間の対ヰを取りධれた༠ྠ学習による課題解決⬟ຊや創㐀的な 
 学習ែ度を育成するᤵ業の実㊶ 

本ᰯでは対ヰ的なᤵ業形式も㢖⦾に見られる。対ヰを通して相手の思 
考をㄞみ取り，自らの思考をゝ語化することで深い学ࡧと創㐀的学習ែ
度につながる。また，㹇㹁㹒を対ヰ的なᤵ業の活性化・深化のきっかけ
として活用している౛も少なくない。 
○㐲㝸によるᤵ業や学習ᨭ᥼ 

今年は新ᆺコロナによる⮫時ఇ業ᮇ間中の学習ᨭ᥼に㹇㹁㹒の活用
方法の研究を行った。また，⮫時ఇ業後も⥅⥆的に㹇㹁㹒の活用法を研究し実㊶౛もあった。 
ࠝ実㊶౛ࠞ 
・=OOM・:EBE; を利用した学年㞟会や་⒪ㅮ₇会の実施。 
・学習コンテンࢶを作成し，動画で配ಙ。  ・=OOM を利用した学習ᨭ᥼。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       ᐦを㑊けるためㅮᖌのいるࢡラスのㅮ₇映像を他ࢡラスで視⫈している。 
࠙アンケートホ౯ࠚ 

これらᤵ業実㊶は，年間を通して⥅⥆的に取り組んできたものであることから，ẖ年 1� ᭶に実施
する全ᰯ生徒対象のᤵ業アンケートを検証結果として♧す。 
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年度によって多少の差はあるもののᴫࡡ生徒のᤵ業ホ౯は良ዲである。今後も「大変良い」の割合を
ቑやせるように㹇㹁㹒活用をྵめたᤵ業ᨵၿを行う必要がある。 

㸱．௒ᚋࡢㄢ㢟 ⌧ᅾ，㹇㹁㹒機ჾに関しては，以下の表の通りである。 
ᅛ定プロジࢡ࢙ター（㟁Ꮚ㯮ᯈ） 全学年各教ᐊ����，選択教ᐊ�１�，多目的教ᐊ�１� 

ポータࣈルプロジࢡ࢙ター 㸶ྎ 

iPaG �� ྎ 

:eE カメラ �� ྎ 

今年度は，新ᆺコロナによる⮫時ఇ業等により，これまで行われなかった㐲㝸ᤵ業等に対応するため
の :eE カメラ等の機ᮦがᩚ備された。また，年度ᮎまでに㹅㹇㹅㸿スࢡールᵓ想の一⎔で３年生の各教
ᐊにᅛ定プロジࢡ࢙ター�㸶ྎ�，教員用 iPaG�㸴ྎ�，生徒用 iPaG�3�� ྎ�，各教ᐊに :i)i がᩚ備され
るなど着実にᩚってきている。今後，㹇㹁㹒を活用する上で㊊りない㒊分をὙい出し，さらなる充実を
図っていく必要がある。ソフト㠃では㹑㹑㹆ᤵ業においてእ㒊ㅮᖌによるオンラインでㅮ⩏が数多く行
われたことで，㹇㹁㹒の利用方法について本ᰯでྍ⬟な活用研究が進み，これまでになく㹇㹁㹒の活用
⠊ᅖが大ᖜに拡張した。今後は，教員も㹇㹁㹒の知㆑・ᢏ⬟だけでなく，㹇㹁㹒を用いたỗ用的⬟ຊの
向上が求められる。そのためにも，ᤵ業の目標・目的に向けた効果的な㹇㹁㹒の活用研究およࡧᤵ業実
㊶を今後も⥅⥆的に行うとともにᰯ内で㹇㹁㹒活用実㊶とその効果の᝟ሗ共有を行い，今後の生徒の
「୺体的・対ヰ的で深い学ࡧ」につなげる必要がある。 

㸦㸱㸧㸫２ ᩍဨ研ಟ఍ 
⟶理ᶵ㛵࡛ࡿ࠶᪂₲┴ᩍ⫱ጤဨ఍ ୺ദ 
㸦㹌㹑㹆㸧㐃ᦠጤဨ఍࣮ࠖࣝࢡࢫ࢖ࣁ࣮ࣃ࣮ࢫ┴₲᪂ࠕ○

このጤ員会は┴内の㹑㹑㹆指定ᰯ５ᰯ，㹑㹅㹆指定ᰯ１ᰯ，㹑㹎㹆指定ᰯ２ᰯが参加し，高等学
ᰯ教育課ཬࡧ┴立教育センター指導のもと，各事業の課題解決と෇⁥な実施を図り，科学ᢏ⾡人ᮦ，
グローバル・リーࢲーཬࡧᑓ㛛的⫋業人の育成を一層図るとともに各ᰯの᥈究学習等の研究成果を
┴内の学ᰯに普ཬすることを目的として開ദされている。 
　ᮇ日 ௧࿴２年㸷᭶㸷日（Ỉ） ⟶理機関と┴内㹑㹑㹆指定ᰯ５ᰯをオンラインでࡂ࡞ࡘ実施。

各学ᰯが自ᰯの特ᚩ的な取組を⤂௓し，その後，㉁␲応⟅を行った。 

ㄢ㢟研究ᣦᑟ法ㅮᗙࠖ 会ሙ㸸新₲┴立教育センターࠕ○
௧࿴２年 1� ᭶１日（ⅆ） 

70.4 
73.0 

25.3 
23.8 

3.6 
2.8 

0.7 
0.4 

60% 70% 80% 90% 100%

௧࿴２年度

௧࿴元年度

たいへん良い 良い ややᨵၿを要する ᨵၿを要する

70.1 
69.3 

27.2 
28.2 

2.5 
2.2 

0.1 
0.3 

60% 70% 80% 90% 100%

௧࿴２年度

௧࿴元年度

たいへん良い 良い ややᨵၿを要する ᨵၿを要する
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年度によって多少の差はあるもののᴫࡡ生徒のᤵ業ホ౯は良ዲである。今後も「大変良い」の割合を
ቑやせるように㹇㹁㹒活用をྵめたᤵ業ᨵၿを行う必要がある。 

㸱．௒ᚋࡢㄢ㢟 ⌧ᅾ，㹇㹁㹒機ჾに関しては，以下の表の通りである。 
ᅛ定プロジࢡ࢙ター（㟁Ꮚ㯮ᯈ） 全学年各教ᐊ����，選択教ᐊ�１�，多目的教ᐊ�１� 

ポータࣈルプロジࢡ࢙ター 㸶ྎ 

iPaG �� ྎ 

:eE カメラ �� ྎ 

今年度は，新ᆺコロナによる⮫時ఇ業等により，これまで行われなかった㐲㝸ᤵ業等に対応するため
の :eE カメラ等の機ᮦがᩚ備された。また，年度ᮎまでに㹅㹇㹅㸿スࢡールᵓ想の一⎔で３年生の各教
ᐊにᅛ定プロジࢡ࢙ター�㸶ྎ�，教員用 iPaG�㸴ྎ�，生徒用 iPaG�3�� ྎ�，各教ᐊに :i)i がᩚ備され
るなど着実にᩚってきている。今後，㹇㹁㹒を活用する上で㊊りない㒊分をὙい出し，さらなる充実を
図っていく必要がある。ソフト㠃では㹑㹑㹆ᤵ業においてእ㒊ㅮᖌによるオンラインでㅮ⩏が数多く行
われたことで，㹇㹁㹒の利用方法について本ᰯでྍ⬟な活用研究が進み，これまでになく㹇㹁㹒の活用
⠊ᅖが大ᖜに拡張した。今後は，教員も㹇㹁㹒の知㆑・ᢏ⬟だけでなく，㹇㹁㹒を用いたỗ用的⬟ຊの
向上が求められる。そのためにも，ᤵ業の目標・目的に向けた効果的な㹇㹁㹒の活用研究およࡧᤵ業実
㊶を今後も⥅⥆的に行うとともにᰯ内で㹇㹁㹒活用実㊶とその効果の᝟ሗ共有を行い，今後の生徒の
「୺体的・対ヰ的で深い学ࡧ」につなげる必要がある。 

㸦㸱㸧㸫２ ᩍဨ研ಟ఍ 
⟶理ᶵ㛵࡛ࡿ࠶᪂₲┴ᩍ⫱ጤဨ఍ ୺ദ 
㸦㹌㹑㹆㸧㐃ᦠጤဨ఍࣮ࠖࣝࢡࢫ࢖ࣁ࣮ࣃ࣮ࢫ┴₲᪂ࠕ○

このጤ員会は┴内の㹑㹑㹆指定ᰯ５ᰯ，㹑㹅㹆指定ᰯ１ᰯ，㹑㹎㹆指定ᰯ２ᰯが参加し，高等学
ᰯ教育課ཬࡧ┴立教育センター指導のもと，各事業の課題解決と෇⁥な実施を図り，科学ᢏ⾡人ᮦ，
グローバル・リーࢲーཬࡧᑓ㛛的⫋業人の育成を一層図るとともに各ᰯの᥈究学習等の研究成果を
┴内の学ᰯに普ཬすることを目的として開ദされている。 
　ᮇ日 ௧࿴２年㸷᭶㸷日（Ỉ） ⟶理機関と┴内㹑㹑㹆指定ᰯ５ᰯをオンラインでࡂ࡞ࡘ実施。

各学ᰯが自ᰯの特ᚩ的な取組を⤂௓し，その後，㉁␲応⟅を行った。 

ㄢ㢟研究ᣦᑟ法ㅮᗙࠖ 会ሙ㸸新₲┴立教育センターࠕ○
௧࿴２年 1� ᭶１日（ⅆ） 

70.4 
73.0 

25.3 
23.8 

3.6 
2.8 

0.7 
0.4 

60% 70% 80% 90% 100%

௧࿴２年度

௧࿴元年度

たいへん良い 良い ややᨵၿを要する ᨵၿを要する

70.1 
69.3 

27.2 
28.2 

2.5 
2.2 

0.1 
0.3 

60% 70% 80% 90% 100%

௧࿴２年度

௧࿴元年度

たいへん良い 良い ややᨵၿを要する ᨵၿを要する
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が
化
学
実
験
の
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導
を
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で
実
施
し
た
。
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実
験
プ
リ
ン
ト
，
パ
ソ
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の
ソ
フ
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ョ
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で
行
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た
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か
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㸿
㹊
㹒
に
よ
る
化
学
実
験
は
㸴
年
目
に
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る
。
 

㸿
㹊
㹒
の
୎
ᑀ
で
わ
か
り
や
す
い
説
明
と
本
ᰯ
が
取
り
組
ん
で
い
る「

科
学
英
語
」の

実
施
に
よ
り
，「
説
明
の
英
語
を
⫈
く
こ
と
」
 

「
英
文
の
実
験
プ
リ
ン
ト
の
ㄞ
解
」
は
多
く
の
生
徒
が
で
き
て
お
り
，
༑
分
に
実
験
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。
 

し
か
し
な
が
ら
，
㸿
㹊
㹒
と
の
や
り
と
り
に
英
語
が
な
か
な
か
出
て
こ
な
い
と
い
う
ሙ
㠃
が
多
く
見
ཷ
け
ら
れ
た
。
ま
た
，
生
徒

ྠ
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英
語
で
ヰ
す
」
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意
㆑
し
す
ࡂ
で
班
内
の
会
ヰ
が
ஈ
し
か
っ
た
。「

伝
え
た
い
こ
と
」
を
英
語
で
表
⌧
す
る
ຊ
を
養
う
必

要
性
を
ᙉ
く
感
ࡌ
た
。
 
 

 
・
英
語
だ
け
の
ᤵ
業
だ
っ
た
が
，
わ
か
り
や
す
い
英
語
と
説
明
で
楽
し
か
っ
た
。
 

・
今
日
の
ᤵ
業
は
英
語
だ
っ
た
の
で
᎘
だ
っ
た
。
 

・
一
人
だ
と
分
か
ら
な
い
こ
と
も
༠
ຊ
し
て
進
め
ら
れ
た
の
で
良
か
っ
た
。
英
語
が
得
意
で
は
な
い
が
⡆
༢
な
実
験
だ
っ
た
の
で

理
解
し
な
が
ら
で
き
た
。
 

・
ま
っ
た
く
聞
き
取
れ
な
い
か
と
思
っ
た
け
れ
ど
意
እ
と
し
っ
か
り
聞
き
取
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
。
 

 
・
⡆
༢
な
英
語
だ
け
で
も
み
ん
な
と
ち
ࡷ
ん
と
ヰ
せ
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。
 

・
英
語
と
ゝ
う
こ
と
で
少
し
Ẽ
が
進
ま
な
か
っ
た
が
，
㡹
張
っ
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
，
楽
し
か
っ
た
。
 

・
説
明
の
英
語
は
理
解
で
き
た
が
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ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
ヰ
す
英
語
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う
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て
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か
っ
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後
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多
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数
少
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い
英
語
で
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実
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も
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す
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だ
っ
た
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・
実
験
プ
リ
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ト
を
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で
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解
す
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と
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で
き
た
け
れ
ど
，
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の
説
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を
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す
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・
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学
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お
も
し
ろ
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感
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た
が
，
教
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内
に
い
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人
全
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が
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語
で
ヰ
さ
な
け
れ
ࡤ
意
味
が
な
い
よ
う
に
感
ࡌ
た
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・
⚾
は

SS
+
の
ᤵ
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け
た
く
て
こ
の
学
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を
選
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の
で
㸿
㹊
㹒
の
ᤵ
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け
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き
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し
か
っ
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。
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化
学
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分
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は
苦
手
な
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㔝
だ
が
，
実
験
を
通
し
て
⇕
の
出
ධ
り
が
観
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で
き
て
良
か
っ
た
。
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の
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⣲
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れ
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す
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，
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で
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英
語
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う
こ
と
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っ
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，
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っ
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。
㸿
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㹒
の
ඛ
生
の
ス
ラ
イ
ࢻ
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す
く
，
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理
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が
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ま
っ
た
。
 

・
初
め
て
聞
く
英
語
の
ᑓ
㛛
用
語
も
あ
り
，
最
初
は
よ
く
理
解
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
け
れ
ど
，
ボ
࢟
ࣕ
ࣈ
ラ
リ
ー
も
ቑ
え
た
し
，

ඛ
生
に
英
語
で
㉁
問
も
出
᮶
た
た
め
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有
意
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な
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に
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し
た
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初
，
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語
で
実
験
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こ
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で
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。
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で
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し
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⏤
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ቑ
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と
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㸦㸲㸧㸫１ ➨㸶ᅇ᪂₲┴㹑㹑㹆⏕ᚐ研究Ⓨ⾲఍ LQ (FKLJR�1$*$2.$ 
１．┠ ⓗ   ┴内እの㹑㹑㹆指定ᰯや高等学ᰯ，さらに，近㞄の中学ᰯの生徒が一ᇽに会して，課

題研究の発表や㉁␲応⟅による「研究発表஺流」，ཬࡧ参加生徒が༠ຊして実ᢏ課題
に取り組ࡴ「生徒஺流会」を行い，㹑㹑㹆ᰯの課題研究のᨵၿにつなげるとともに，
参加各ᰯ生徒の相஫஺流により，༠ാ的な課題解決ຊを育成する。また，会の㐠Ⴀや
進行を長岡高ᰯの生徒が行うことにより，本ᰯ生徒の୺体性およࡧ༠ാ性を育成する。 

２．ᑐ ㇟   ┴内እの㹑㹑㹆各ᰯ，高ᰯ，中学ᰯ生徒 
今年度は，新ᆺコロナ࢘イルス感ᰁ拡大㜵Ṇの観Ⅼから�9�� 人規ᶍの発表会は実施できないたࡵ，௦

᭰ᥐ⨨は，各ᰯの「௦表グループ」の作品を相஫に共有する取組とした。具体的には，┴内㹑㹑㹆指
定５ （ᰯ長岡・新₲༡・新発⏣・᯽ᓮ・高⏣）と౛年の┴እ参加ᰯであるᐩᒣ中㒊高ᰯが，自ᰯの௦表グ
ループの作品を�D9D�5 等にまとめ，他５ᰯに㏦り合った。 

本ᰯでは，各ᰯの発表要᪨を事๓に生徒に配ᕸし，㹑㹑㹆の時間に発表動画を視⫈した。 

㸦㸲㸧㸫２ ᑠ学⏕ࡢ࡬ฟ๓ᤵᴗ 
۔ ┠ⓗ �１� ᆅᇦのᑠ学生に対して，実験体験を通ࡌて，自↛科学への興味・関心をᣢたせ，自↛科

学への理解を深めてもらう。 
�２� 高ᰯ生が，実験の説明や指導を行うことを通ࡌて，科学理論への理解を深め，論理的な

思考ຊおよࡧ表⌧ຊを高めるとともに，科学指導⪅としてのリーࢲー性を育成する。
۔ 研究内容・方法

➨１回 ➨２回 

日 時 ࠙新ᆺコロナ࢘イルス感ᰁ⑕のため中Ṇࠚ ௧࿴２年 11 ᭶ �� 日（㔠）1����～16��� 

ሙ ᡤ 長岡ᕷᐩ᭮டコ࣑ࣗニティーセンター 長岡ᕷ立表⏫ᑠ学ᰯ 

対 象 ᐩ᭮டඣ❺ࢡラࣈᅾ⡠ඣ❺１～３年生  長岡ᕷ立表⏫ᑠ学ᰯ 㸴年生 1� 名 

テーマ 㸫 

ኳ文㒊①㸸ᆅ㟈でࣅルがこんにࡷくに㸟㸽 

生物㒊 㸸᥈せ!!チリメンࣔンスター 

化学㒊 㸸ࢲイラタンシー⌧象とは㸽 

ኳ文㒊②㸸回れ㸟ࢡリップࣔーター 

方法・手順 

�a�自↛科学系ࢡラࣈの生徒達 1� 名が理科の㸲分㔝（物理・化学・生物・ᆅ学）について，実験理論ཬࡧ実験

᧯作の説明，また，ᑠ学生の実験᧯作の⿵ຓを行う。

�E�㸲つの実験ࣈースを作る。１つのࣈースを高ᰯ生３名が担当する。ᑠ学生を㸲班に分け，各実験ࣈースを

�� 分間程度でローテーションしながら，ᑠ学生全員がすべての実験を行うことができるようにする。

�F�実験ࣈースࡈとに実験手ᘬき書を作成し，そのプリントにᚑいながら説明を行う。

�G�ඣ❺にはあらかࡌめ「出๓実験」の表紙を配௜しておき，すべてのࣈースでの実験を⤊஢した後，㸲ᯛの実

験書を表紙にᣳみ込み，保Ꮡ∧の実験෉Ꮚを作成する。

۔ 検証およびࡢࡑ⤖ᯝ
�１� 本ᰯ生徒およࡧඣ❺㤋⫋員に対する調査
㹏 今回の取り組みによって，自分（高ᰯ生）にどのようなຊがついたと思いますか。

身についたຊ 今回（㹐��） ๓回（㹐�1） ๓々回（㹆3�） 

目的に応ࡌたコ࣑ࣗニケーションがとれるຊ １఩ １఩ １఩ 

表⌧ຊ １఩ １఩ ３఩ 

チームワーࢡを活用するຊ ３఩ １఩ ２఩ 

知㆑を応用するຊ 㸲఩ 㸵఩ 㸫 

リーࢲーシップを発᥹するຊ ５఩ 㸵఩ 㸫 

�� 

㻔䠎㻕 ᑠᏛ⏕䛻ᑐ䛩䜛ㄪᰝ 䈈 ᐇ᪋ᚋ䠈ཧຍ䛧䛯ᑠᏛ⏕䛻ᑐ䛧䛶ḟ䛾䜘䛖䛺䜰䞁䜿䞊䝖䜢⾜䛳䛯䚹ᩘ್䛿䠂

�３� 表⏫ᑠ学ᰯ出身の本ᰯᅾ学生に対する調査
⾲⏫ᑠᏛᰯ䠒ᖺ⏕ᅾ⡠᫬䛻䠈ᮏᰯ䛾ฟ๓ᐇ㦂ㅮᗙ䜢⤒㦂䛧䛯⏕ᚐ䛻ᑐ䛧䛶௨ୗ䛾䜰䞁䜿䞊䝖䜢⾜䛳䛯䚹
㹏 出๓実験ㅮᗙが長岡高ᰯへの進学にᙳ㡪があったか。
①୺な理⏤になった㸮（１） ②理⏤の１つになった１（㸮） ③理⏤にはなっていない㸲（㸲） 

㹏 次のことについて，どう思いますか。
自分が科学について 全くそう思う そう思う あまり思わない 全く思わない 

学んでいるときは楽しい 㸮（２） ５（３） 㸮（㸮） 㸮（㸮） 

本をㄞࡴのがዲき １（１） １（３） ３（１） 㸮（㸮） 

問題を解いているときが楽しい 㸮（１） ３（㸲） １（㸮） １（㸮） 

知㆑を得ることは楽しい １（１） 㸲（㸲） 㸮（㸮） 㸮（㸮） 

学ぶことに興味がある １（１） 㸲（㸲） 㸮（㸮） 㸮（㸮） 

出๓実験ㅮᗙについて 全くそう思う そう思う あまり思わない 全く思わない 

ᑠ学生のᮇᚅ・要ᮃに応えている ２（２） ３（３） 㸮（㸮） 㸮（㸮） 

ᑠ学生が理科に興味をもつきっ

かけになる 
㸲（㸲） １（１） 㸮（㸮） 㸮（㸮） 

ᑠ学生が今後の理科のᤵ業に活

かすことができる 
２（３） １（１） ２（１） 㸮（㸮） 

今後も⥆けた方が良い ３（㸲） ２（１） 㸮（㸮） 㸮（㸮） 

数್は人数。（）内は๓年度数。 

➨３ᮇ㹑㹑㹆からゼ問ඛをቑやし，表⏫ᑠ学ᰯの１ᰯから，ᐩ᭮டඣ❺ࢡラࣈでの実施も加えている。
理科の内容は，教科書の中だけの世界に思われがちだが，本当はẖ日の生活のࡩとしたところにも理科
があり，それが役に立っていることを伝えるように工夫した。ᐩ᭮டඣ❺ࢡラࣈではまだ理科をᒚಟし
ていないᑠ学ᰯ低学年のඣ❺が対象となり，高ᰯ生達には年㱋層に応ࡌた分かりやすいゝⴥで⌧象を説
明し，さらに興味をᣢたせ，自分達でもっと追求したいと思うようになることを目標とし指導した。各
班ではᑠ学生にどう説明するか考え，うまくいくように何回かヰしながら実験をする⦎習をした。これ
は，生徒達のプレゼンテーションຊの向上になるとともに，内容の深い理解をಁすこともᮇᚅできる。
ṧᛕながら，コロナ࢘イルス感ᰁ⑕のため᫓ඛに一ᩧఇᰯになったᙳ㡪で，本ᰯ，ඣ❺ࢡラࣈに通うᐩ
᭮டᑠ学ᰯともᤵ業を実施することになり，ᐩ᭮டඣ❺ࢡラࣈでの実施は中Ṇになり，表⏫ᑠ学ᰯのみ
の実施となった。�１�の結果では，生徒の結果では，コ࣑ࣗニケーションຊ，表⌧ຊ，チームワーࢡ，
上఩であり，ここ数年はྠࡌ傾向である。ᑠ学生に対して，チームワーࢡを活用しながら自分たちのヰ
を上手に表⌧し伝え，その時にどう伝わっているかを観察Ὕ察し，上手に伝わらなかったሙ合は，その
時の≧ἣを的確にุ᩿し行動できるຊがついたと考えられる。科学指導⪅としてのリーࢲー性の育成の
Ⅼから見て，目的通りの生徒像の育成ができているものと考えられる。�２�の結果からは，ᑠ学生から
は高いホ౯をもらっている。ᑠ学ᰯではこの௻画を㸴学年の年間行事としてもらっており，担当教ㅍか
らは，ඣ❺がこの行事を本当に楽しみにしているとఛっている。ᑠ学生の感想にも「身の回りのຊや୙
思議についてもっと知りたくなりました。」などのグ㍕がẖ回多く見られ，中には「長岡高ᰯにධりた
くなりました。」など進学へのᙳ㡪が見られるようなグ㍕も見られた。�３�では表⏫ᑠ学ᰯ㸴年生の時
に出๓実験ㅮᗙ（実施３回目）を体験した本ᰯᅾᰯ生５名（普通科５名）に当時のことについてのアン
ケート調査を行った。๓年度とྠ等な結果で，全体的に「全くそう思う」「そう思う」の回⟅が多く見
られる。回⟅⪅が少数であり，これだけで全体傾向をつかࡴことは㞴しいが，実験内容は༳象深く全員
がよく覚えていた。特にᖐᏯ後に当日行った実験をᐙ᪘に⤂௓した思い出などのグ㍕があった。この事
は，出๓実験ㅮᗙが科学に対する๓向きな姿勢をᑠ学ᰯの時ᮇに㔊成することに成ຌしており，本ᰯへ
の進学にᙳ㡪を୚えた୺な要ᅉであると分析できる。�２�との結果とも合わせると，目的どおりサイ࢚
ンスの普ཬといった成果を達成できたと考えられる。

㹏１ 楽しかったですか。 

㹏２ 今回のような機会はこれ

からもあった࡯うがよいです

か。 

㹏３ 身の回りのことに

なぜだろうと考えること

が多くなると思いますか。 

とても楽しかった 9��� ぜࡦまたあった࡯うがよい 1�� 以๓より考える 9��� 

楽しかった ��6 あった࡯うがよい � 以๓とྠࡌく考える ��6 

あまり楽しくなかった � どちらかというとなくてもよい � 以๓とྠࡌく考えない � 

楽しくなかった � なくてもよい � 以๓より考えない � 

↓回⟅ � ↓回⟅ � ↓回⟅ � 
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ʤ̒ʥɹ Հઈ̓ʵͶଲͤΖʴڂݜᶜʵ�
㸦㸲㸧㸫１ ➨㸶ᅇ᪂₲┴㹑㹑㹆⏕ᚐ研究Ⓨ⾲఍ LQ (FKLJR�1$*$2.$ 
１．┠ ⓗ   ┴内እの㹑㹑㹆指定ᰯや高等学ᰯ，さらに，近㞄の中学ᰯの生徒が一ᇽに会して，課

題研究の発表や㉁␲応⟅による「研究発表஺流」，ཬࡧ参加生徒が༠ຊして実ᢏ課題
に取り組ࡴ「生徒஺流会」を行い，㹑㹑㹆ᰯの課題研究のᨵၿにつなげるとともに，
参加各ᰯ生徒の相஫஺流により，༠ാ的な課題解決ຊを育成する。また，会の㐠Ⴀや
進行を長岡高ᰯの生徒が行うことにより，本ᰯ生徒の୺体性およࡧ༠ാ性を育成する。 

２．ᑐ ㇟   ┴内እの㹑㹑㹆各ᰯ，高ᰯ，中学ᰯ生徒 
今年度は，新ᆺコロナ࢘イルス感ᰁ拡大㜵Ṇの観Ⅼから�9�� 人規ᶍの発表会は実施できないたࡵ，௦

᭰ᥐ⨨は，各ᰯの「௦表グループ」の作品を相஫に共有する取組とした。具体的には，┴内㹑㹑㹆指
定５ （ᰯ長岡・新₲༡・新発⏣・᯽ᓮ・高⏣）と౛年の┴እ参加ᰯであるᐩᒣ中㒊高ᰯが，自ᰯの௦表グ
ループの作品を�D9D�5 等にまとめ，他５ᰯに㏦り合った。 
本ᰯでは，各ᰯの発表要᪨を事๓に生徒に配ᕸし，㹑㹑㹆の時間に発表動画を視⫈した。 

㸦㸲㸧㸫２ ᑠ学⏕ࡢ࡬ฟ๓ᤵᴗ 
۔ ┠ⓗ �１� ᆅᇦのᑠ学生に対して，実験体験を通ࡌて，自↛科学への興味・関心をᣢたせ，自↛科

学への理解を深めてもらう。 
�２� 高ᰯ生が，実験の説明や指導を行うことを通ࡌて，科学理論への理解を深め，論理的な

思考ຊおよࡧ表⌧ຊを高めるとともに，科学指導⪅としてのリーࢲー性を育成する。
۔ 研究内容・方法

➨１回 ➨２回 

日 時 ࠙新ᆺコロナ࢘イルス感ᰁ⑕のため中Ṇࠚ ௧࿴２年 11 ᭶ �� 日（㔠）1����～16��� 

ሙ ᡤ 長岡ᕷᐩ᭮டコ࣑ࣗニティーセンター 長岡ᕷ立表⏫ᑠ学ᰯ 

対 象 ᐩ᭮டඣ❺ࢡラࣈᅾ⡠ඣ❺１～３年生  長岡ᕷ立表⏫ᑠ学ᰯ 㸴年生 1� 名 

テーマ 㸫 

ኳ文㒊①㸸ᆅ㟈でࣅルがこんにࡷくに㸟㸽 

生物㒊 㸸᥈せ!!チリメンࣔンスター 

化学㒊 㸸ࢲイラタンシー⌧象とは㸽 

ኳ文㒊②㸸回れ㸟ࢡリップࣔーター 

方法・手順 

�a�自↛科学系ࢡラࣈの生徒達 1� 名が理科の㸲分㔝（物理・化学・生物・ᆅ学）について，実験理論ཬࡧ実験

᧯作の説明，また，ᑠ学生の実験᧯作の⿵ຓを行う。

�E�㸲つの実験ࣈースを作る。１つのࣈースを高ᰯ生３名が担当する。ᑠ学生を㸲班に分け，各実験ࣈースを

�� 分間程度でローテーションしながら，ᑠ学生全員がすべての実験を行うことができるようにする。

�F�実験ࣈースࡈとに実験手ᘬき書を作成し，そのプリントにᚑいながら説明を行う。

�G�ඣ❺にはあらかࡌめ「出๓実験」の表紙を配௜しておき，すべてのࣈースでの実験を⤊஢した後，㸲ᯛの実

験書を表紙にᣳみ込み，保Ꮡ∧の実験෉Ꮚを作成する。

۔ 検証およびࡢࡑ⤖ᯝ
�１� 本ᰯ生徒およࡧඣ❺㤋⫋員に対する調査
㹏 今回の取り組みによって，自分（高ᰯ生）にどのようなຊがついたと思いますか。

身についたຊ 今回（㹐��） ๓回（㹐�1） ๓々回（㹆3�） 

目的に応ࡌたコ࣑ࣗニケーションがとれるຊ １఩ １఩ １఩ 

表⌧ຊ １఩ １఩ ３఩ 

チームワーࢡを活用するຊ ３఩ １఩ ２఩ 

知㆑を応用するຊ 㸲఩ 㸵఩ 㸫 

リーࢲーシップを発᥹するຊ ５఩ 㸵఩ 㸫 

�� 

㻔䠎㻕 ᑠᏛ⏕䛻ᑐ䛩䜛ㄪᰝ 䈈 ᐇ᪋ᚋ䠈ཧຍ䛧䛯ᑠᏛ⏕䛻ᑐ䛧䛶ḟ䛾䜘䛖䛺䜰䞁䜿䞊䝖䜢⾜䛳䛯䚹ᩘ್䛿䠂

�３� 表⏫ᑠ学ᰯ出身の本ᰯᅾ学生に対する調査
⾲⏫ᑠᏛᰯ䠒ᖺ⏕ᅾ⡠᫬䛻䠈ᮏᰯ䛾ฟ๓ᐇ㦂ㅮᗙ䜢⤒㦂䛧䛯⏕ᚐ䛻ᑐ䛧䛶௨ୗ䛾䜰䞁䜿䞊䝖䜢⾜䛳䛯䚹
㹏 出๓実験ㅮᗙが長岡高ᰯへの進学にᙳ㡪があったか。
①୺な理⏤になった㸮（１） ②理⏤の１つになった１（㸮） ③理⏤にはなっていない㸲（㸲） 

㹏 次のことについて，どう思いますか。
自分が科学について 全くそう思う そう思う あまり思わない 全く思わない 

学んでいるときは楽しい 㸮（２） ５（３） 㸮（㸮） 㸮（㸮） 

本をㄞࡴのがዲき １（１） １（３） ３（１） 㸮（㸮） 

問題を解いているときが楽しい 㸮（１） ３（㸲） １（㸮） １（㸮） 

知㆑を得ることは楽しい １（１） 㸲（㸲） 㸮（㸮） 㸮（㸮） 

学ぶことに興味がある １（１） 㸲（㸲） 㸮（㸮） 㸮（㸮） 

出๓実験ㅮᗙについて 全くそう思う そう思う あまり思わない 全く思わない 

ᑠ学生のᮇᚅ・要ᮃに応えている ２（２） ３（３） 㸮（㸮） 㸮（㸮） 

ᑠ学生が理科に興味をもつきっ

かけになる 
㸲（㸲） １（１） 㸮（㸮） 㸮（㸮） 

ᑠ学生が今後の理科のᤵ業に活

かすことができる 
２（３） １（１） ２（１） 㸮（㸮） 

今後も⥆けた方が良い ３（㸲） ２（１） 㸮（㸮） 㸮（㸮） 

数್は人数。（）内は๓年度数。 

➨３ᮇ㹑㹑㹆からゼ問ඛをቑやし，表⏫ᑠ学ᰯの１ᰯから，ᐩ᭮டඣ❺ࢡラࣈでの実施も加えている。
理科の内容は，教科書の中だけの世界に思われがちだが，本当はẖ日の生活のࡩとしたところにも理科
があり，それが役に立っていることを伝えるように工夫した。ᐩ᭮டඣ❺ࢡラࣈではまだ理科をᒚಟし
ていないᑠ学ᰯ低学年のඣ❺が対象となり，高ᰯ生達には年㱋層に応ࡌた分かりやすいゝⴥで⌧象を説
明し，さらに興味をᣢたせ，自分達でもっと追求したいと思うようになることを目標とし指導した。各
班ではᑠ学生にどう説明するか考え，うまくいくように何回かヰしながら実験をする⦎習をした。これ
は，生徒達のプレゼンテーションຊの向上になるとともに，内容の深い理解をಁすこともᮇᚅできる。
ṧᛕながら，コロナ࢘イルス感ᰁ⑕のため᫓ඛに一ᩧఇᰯになったᙳ㡪で，本ᰯ，ඣ❺ࢡラࣈに通うᐩ
᭮டᑠ学ᰯともᤵ業を実施することになり，ᐩ᭮டඣ❺ࢡラࣈでの実施は中Ṇになり，表⏫ᑠ学ᰯのみ
の実施となった。�１�の結果では，生徒の結果では，コ࣑ࣗニケーションຊ，表⌧ຊ，チームワーࢡ，
上఩であり，ここ数年はྠࡌ傾向である。ᑠ学生に対して，チームワーࢡを活用しながら自分たちのヰ
を上手に表⌧し伝え，その時にどう伝わっているかを観察Ὕ察し，上手に伝わらなかったሙ合は，その
時の≧ἣを的確にุ᩿し行動できるຊがついたと考えられる。科学指導⪅としてのリーࢲー性の育成の
Ⅼから見て，目的通りの生徒像の育成ができているものと考えられる。�２�の結果からは，ᑠ学生から
は高いホ౯をもらっている。ᑠ学ᰯではこの௻画を㸴学年の年間行事としてもらっており，担当教ㅍか
らは，ඣ❺がこの行事を本当に楽しみにしているとఛっている。ᑠ学生の感想にも「身の回りのຊや୙
思議についてもっと知りたくなりました。」などのグ㍕がẖ回多く見られ，中には「長岡高ᰯにධりた
くなりました。」など進学へのᙳ㡪が見られるようなグ㍕も見られた。�３�では表⏫ᑠ学ᰯ㸴年生の時
に出๓実験ㅮᗙ（実施３回目）を体験した本ᰯᅾᰯ生５名（普通科５名）に当時のことについてのアン
ケート調査を行った。๓年度とྠ等な結果で，全体的に「全くそう思う」「そう思う」の回⟅が多く見
られる。回⟅⪅が少数であり，これだけで全体傾向をつかࡴことは㞴しいが，実験内容は༳象深く全員
がよく覚えていた。特にᖐᏯ後に当日行った実験をᐙ᪘に⤂௓した思い出などのグ㍕があった。この事
は，出๓実験ㅮᗙが科学に対する๓向きな姿勢をᑠ学ᰯの時ᮇに㔊成することに成ຌしており，本ᰯへ
の進学にᙳ㡪を୚えた୺な要ᅉであると分析できる。�２�との結果とも合わせると，目的どおりサイ࢚
ンスの普ཬといった成果を達成できたと考えられる。

㹏１ 楽しかったですか。 

㹏２ 今回のような機会はこれ

からもあった࡯うがよいです

か。 

㹏３ 身の回りのことに

なぜだろうと考えること

が多くなると思いますか。 

とても楽しかった 9��� ぜࡦまたあった࡯うがよい 1�� 以๓より考える 9��� 

楽しかった ��6 あった࡯うがよい � 以๓とྠࡌく考える ��6 

あまり楽しくなかった � どちらかというとなくてもよい � 以๓とྠࡌく考えない � 

楽しくなかった � なくてもよい � 以๓より考えない � 

↓回⟅ � ↓回⟅ � ↓回⟅ � 
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㸦㸲㸧㸫㸱 ୰学⏕ࡢ࡬ᶍᨃᤵᴗ㸦理数⛉ㄝ᫂఍㸧 
１．┠ⓗ 中学生とその保ㆤ⪅を対象に本ᰯ理数科の説明会およࡧᶍᨃᤵ業を行い，科学への興味・関

心を高め，本ᰯ理数科およࡧ㹑㹑㹆の㨩ຊを発ಙする。 
２．内容 ௧࿴２年㸶᭶ 1� 日（ⅆ） 

㸷���～1����  本ᰯ全体およࡧ理数科説明会  1��1�～1���� ᶍᨃᤵ業  
11���～11�3�  ᅾᰯ生との᠓ㄯ会 

࠙参加⪅ࠚ  ୰Ꮫ⏕ 㻝㻟㻜 ྡ ಖㆤ⪅䞉୰Ꮫᰯᩍဨ 㻟㻣 ྡ䠄᫖ᖺ ୰Ꮫ⏕ 㻝㻠㻟 ྡ䠈ಖㆤ⪅䞉୰Ꮫᰯᩍဨ 㻤㻥 ྡ䠅 
࠙ᶍᨃᤵ業ࠚ ᩘᏛ䠈⌮⛉䠄≀⌮䞉໬Ꮫ䞉⏕≀䠅䛾䠐ㅮᗙ䜢㛤ㅮ䛧䠈୰Ꮫ⏕䛿ᙜ᪥ᣦᐃ䛥䜜䛯ᤵᴗ䜢ཷㅮ䛩䜛䚹 

・数学㸸高ᰯで学習する数学のᤵ業を体験し，グループ学習を行った。 
・物理㸸ྎ㌴のⴠ下実験を通してその法則について学ぶ。ㅮᖌは，ኳ文㒊の生徒が担当した。 
・化学㸸大Ẽᅽに関するᶍᨃ実験を行った。ㅮᖌは，化学㒊の生徒が担当した。 
・生物㸸ニワトリの心⮚の解๗実験を体験する。ㅮᖌは，生物㒊の生徒が担当した。 

࠙ᅾᰯ生との᠓ㄯ会ࠚ 中学生を㸲つの教ᐊに分け，各教ᐊに理数科１�２年生を数名ずつ配⨨した。
๓༙は，ᅾᰯ生が高ᰯ生活や理数科の特ᚩ，高ᰯཷ験に向けてのアࢻバイスをヰした。後༙は，中学生
を㸴～㸵人の班に分け，各班内でᅾᰯ生が中学生や保ㆤ⪅からの様々な㉁問に対して୎ᑀに⟅えた。会
の௻画から進行までの全てをᅾᰯ生が行った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
㸱．஦ᚋࢺ࣮ࢣࣥ࢔⤖ᯝ� � 参加⪅の 9�㸣以上が内容について「‶㊊」・「やや‶㊊」と⟅えていた。�
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
㸲．まとめ 新ᆺコロナ࢘イルス感ᰁ⑕への対⟇で制限をཷけることが多い中で，教員・ᅾᰯ生が工夫
を凝らし，さまࡊまな切り口から理数科の㨩ຊを伝えられるようにດめた。᫖年୪みに多くの中学生が
参加し，ᘬ率⪅ഃからは開ദされたことに関して感ㅰするኌも聞かれた。中学生からは「理数科にしか
ない特別な行事がたくさんあると分かりました。⑓㝔への見学や発表をするのも大変だと思うけれど，
ᑗ᮶のためにたくさんのことを経験するのは㠃ⓑいなと，聞いて思いました。」などの感想がᐤせられ，
本ᰯに対するᮇᚅの大きさを感ࡌるとともに㹑㹑㹆の㔜要性を再確ㄆした。 
 
 
㸦㸲㸧㸫㸲 㛗㧗⛉学⚍㸦ࡃࡀ࠿࠺ࡇ࠺ࡻࡕまࡾࡘ㸧 

今年度は本ᰯ文化⚍のእ㒊公開を中Ṇとしたため，この取組も中Ṇとなった。 
 
 
㸦㸲㸧㸫㸳 㛗ᒸᆅᇦ理⛉ᩍ⫱࣮ࢱࣥࢭとࡢ㐃ᦠ 

ᆅᇦのᑠ・中学ᰯとの関わりにおいて，平成 �9 年度より，長岡ᕷ教育ጤ員会「長岡ᆅᇦ理科教育セ
ンター」と㐃ᦠを始めた。┴内に 1� ᆅ༊あるᑠ・中学ᰯの理科教育研究・普ཬを行う「新₲┴ᆅ༊理科教
育センター」の一つである。そこを起Ⅼとして長岡ᕷ内のᑠ・中学ᰯと஺流を図ることは，ᆅᇦの理数系
教育の᣺興と科学ᢏ⾡系人ᮦ育成のಁ進につながる。౛年の取組は以下のとおりである。 
１．᪂₲┴㹑㹑㹆⏕ᚐ研究Ⓨ⾲఍ࡢ࡬୰学⏕ࡢཧຍ 
２．୰学⏕⛉学研究ࡢᨭ᥼ 
㸱．ᆅᇦࡢ⛉学ㅮᗙࡢ࡬ᨭ᥼ 

今年度は新ᆺコロナ࢘イルスのᙳ㡪で౛年の取組を中Ṇとした。 
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�㸲��㸴 㹑㹑㹆࢖࣡ࣁ⮬↛⛉学研ಟ  
ワイにおいて，生物・ⅆᒣ・Ẽ象・ኳ体観 等のフィࣁⓗ 世界的に特ᚩのある自↛⎔ቃをもつ┠ ۔
ールࢻワーࢡ，ඛ➃科学ᢏ⾡体験，ᾏእ大学での研ಟཬࡧその事๓事後研ಟを通ࡌ，科学ᢏ⾡系人ᮦに
必要な「観察ᢏ⬟」と「思考ຊ・表⌧ຊ等」を育成するとともに，⌧ᆅ高ᰯ生との஺流を通ࡌて，␗文
化理解や自↛⎔ቃ理解，国際的な視㔝をᣢたせる。๓年度以上に⌧ᆅで発ゝするሙをቑやす事や，⌧ᆅ
でのグループ研究課題を୚える事により，より୺体的に研ಟに参加できるようにする。この研ಟによっ
て，課題解決ຊを育成し，ᾏእの᝟ሗを的確に理解し᝟ሗを適切に伝えるためのコ࣑ࣗニケーション⬟
ຊを高めることにより，グローバルな視Ⅼと国際感覚をᣢったリーࢲーとしての⣲養を育成する。 
 ᴫせ ۔
（１）実施ᮇ間  ௧࿴䠎ᖺ䠎᭶ 㻞㻡 ᪥䠄ⅆ䠅䡚 ௧࿴䠎ᖺ䠏᭶䠎᪥䠄᭶䠅䠄䠑Ἡ䠓᪥䠅 
（２）参加⪅  ⏕ᚐ䈈䠍䡡䠎ᖺ⏕䛾ᕼᮃ⪅ 㻝㻜 ே䠄䠍ᖺ䠕ྡ䠈䠎ᖺ䠍ྡ䠅 ᩍဨ䈈䠎ྡ䠄⌮⛉ᩍㅍ䠈ⱥㄒᩍㅍ䠅 
（３）研ಟඛ  ① ࢟ラ࢚࢘アⅆᒣ国立公ᅬ実習   

 パーパパ・ディスカバリーセンターࢡࣔ ②
③ イ࣑ロアኳ文学センター・ࣁワイᅛ有᳜物ᗞᅬ 
մ マ࢘ナケアᒣ（オニࢷカࣅジターセンター）での実習 
յ ࣁワイ大学マࣀアᰯ学生との科学஺流と課題研究のプレゼンテーション 
ն アリࢰナグᛕ㤋・ᡓⰄ࣑ズーリグᛕ㤋・ኴ平ὒ⯟✵༤物㤋 

（㸲）⌧ᆅでの課題研究（理数科生徒のみ） 
๓年度実施「࢟ラ࢚࢘アᄇⅆによる大Ẽởᰁのᙳ㡪について」の追研究 

 
 ஦๓学⩦と஦ᚋሗ࿌఍ ۔
（１）事๓学習 ͐ 全 13 回実施 
・1� ᭶中᪪～１᭶上᪪ 

 ワイのᴫ要（ᆅ理，Ẽೃ，⎔ቃ）等の調べ学習ࣁ
ⅆᒣ，ᒾ▼，㖔物，プレートテࢡトニࢡス，ኳ体観 に関する研ಟに関する研ಟ（本ᰯ理科教員） 

・１᭶中᪪  
䝝䝽䜲䛾Ṕྐ䞉ᩥ໬䞉㛗ᒸᕷ䛸䛾஺ὶ䛻䛴䛔䛶䛾◊ಟ䠄㛗ᒸᕷᅜ㝿஺ὶ༠఍䛾ㅮᖌ䛻䜘䜛ㅮ⩏䠅 

・1� ᭶後༙～２᭶下᪪   
英語でのコ࣑ࣗニケーション指導（本ᰯ英語科教員） 
英語での課題研究プレゼンテーション（長岡ᢏ⾡科学大学大学㝔生，␃学生） 

（２）事後学習ཬࡧሗ࿌会 
・３᭶下᪪ 各参加⪅の研究レポートᥦ出 
・㸲᭶中᪪ 研究テーマࡈとのポスター，プレゼンテーション㈨ᩱ作成 
・㸶᭶ �� 日�ⅆ� 中学生対象の本ᰯオープンࣕ࢟ンパスでのポスター発表 
・㸷᭶２日�Ỉ�～㸷᭶㸶日�ⅆ� 本ᰯ文化⚍（文化㒊 ZeeN）でポスター発表 
 
 ࢺ࣮ࢣࣥ࢔ᐇ᪋๓ ۔
（１）各研ಟඛのᮇᚅ度を㸲段㝵

でホ౯させ，その平ᆒ್を
♧す。 

 
 
 
 
 
 
 

（２）研ಟを通して各ᢏ㔞が向上する
ᮇᚅ度を㸲段㝵で⟅えさせ，そ
の平ᆒ್を♧す。 
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㸦㸲㸧㸫㸱 ୰学⏕ࡢ࡬ᶍᨃᤵᴗ㸦理数⛉ㄝ᫂఍㸧 
１．┠ⓗ 中学生とその保ㆤ⪅を対象に本ᰯ理数科の説明会およࡧᶍᨃᤵ業を行い，科学への興味・関

心を高め，本ᰯ理数科およࡧ㹑㹑㹆の㨩ຊを発ಙする。 
２．内容 ௧࿴２年㸶᭶ 1� 日（ⅆ） 

㸷���～1����  本ᰯ全体およࡧ理数科説明会  1��1�～1���� ᶍᨃᤵ業  
11���～11�3�  ᅾᰯ生との᠓ㄯ会 

࠙参加⪅ࠚ  ୰Ꮫ⏕ 㻝㻟㻜 ྡ ಖㆤ⪅䞉୰Ꮫᰯᩍဨ 㻟㻣 ྡ䠄᫖ᖺ ୰Ꮫ⏕ 㻝㻠㻟 ྡ䠈ಖㆤ⪅䞉୰Ꮫᰯᩍဨ 㻤㻥 ྡ䠅 
࠙ᶍᨃᤵ業ࠚ ᩘᏛ䠈⌮⛉䠄≀⌮䞉໬Ꮫ䞉⏕≀䠅䛾䠐ㅮᗙ䜢㛤ㅮ䛧䠈୰Ꮫ⏕䛿ᙜ᪥ᣦᐃ䛥䜜䛯ᤵᴗ䜢ཷㅮ䛩䜛䚹 

・数学㸸高ᰯで学習する数学のᤵ業を体験し，グループ学習を行った。 
・物理㸸ྎ㌴のⴠ下実験を通してその法則について学ぶ。ㅮᖌは，ኳ文㒊の生徒が担当した。 
・化学㸸大Ẽᅽに関するᶍᨃ実験を行った。ㅮᖌは，化学㒊の生徒が担当した。 
・生物㸸ニワトリの心⮚の解๗実験を体験する。ㅮᖌは，生物㒊の生徒が担当した。 

࠙ᅾᰯ生との᠓ㄯ会ࠚ 中学生を㸲つの教ᐊに分け，各教ᐊに理数科１�２年生を数名ずつ配⨨した。
๓༙は，ᅾᰯ生が高ᰯ生活や理数科の特ᚩ，高ᰯཷ験に向けてのアࢻバイスをヰした。後༙は，中学生
を㸴～㸵人の班に分け，各班内でᅾᰯ生が中学生や保ㆤ⪅からの様々な㉁問に対して୎ᑀに⟅えた。会
の௻画から進行までの全てをᅾᰯ生が行った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
㸱．஦ᚋࢺ࣮ࢣࣥ࢔⤖ᯝ� � 参加⪅の 9�㸣以上が内容について「‶㊊」・「やや‶㊊」と⟅えていた。�
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
㸲．まとめ 新ᆺコロナ࢘イルス感ᰁ⑕への対⟇で制限をཷけることが多い中で，教員・ᅾᰯ生が工夫
を凝らし，さまࡊまな切り口から理数科の㨩ຊを伝えられるようにດめた。᫖年୪みに多くの中学生が
参加し，ᘬ率⪅ഃからは開ദされたことに関して感ㅰするኌも聞かれた。中学生からは「理数科にしか
ない特別な行事がたくさんあると分かりました。⑓㝔への見学や発表をするのも大変だと思うけれど，
ᑗ᮶のためにたくさんのことを経験するのは㠃ⓑいなと，聞いて思いました。」などの感想がᐤせられ，
本ᰯに対するᮇᚅの大きさを感ࡌるとともに㹑㹑㹆の㔜要性を再確ㄆした。 
 
 
㸦㸲㸧㸫㸲 㛗㧗⛉学⚍㸦ࡃࡀ࠿࠺ࡇ࠺ࡻࡕまࡾࡘ㸧 

今年度は本ᰯ文化⚍のእ㒊公開を中Ṇとしたため，この取組も中Ṇとなった。 
 
 
㸦㸲㸧㸫㸳 㛗ᒸᆅᇦ理⛉ᩍ⫱࣮ࢱࣥࢭとࡢ㐃ᦠ 

ᆅᇦのᑠ・中学ᰯとの関わりにおいて，平成 �9 年度より，長岡ᕷ教育ጤ員会「長岡ᆅᇦ理科教育セ
ンター」と㐃ᦠを始めた。┴内に 1� ᆅ༊あるᑠ・中学ᰯの理科教育研究・普ཬを行う「新₲┴ᆅ༊理科教
育センター」の一つである。そこを起Ⅼとして長岡ᕷ内のᑠ・中学ᰯと஺流を図ることは，ᆅᇦの理数系
教育の᣺興と科学ᢏ⾡系人ᮦ育成のಁ進につながる。౛年の取組は以下のとおりである。 
１．᪂₲┴㹑㹑㹆⏕ᚐ研究Ⓨ⾲఍ࡢ࡬୰学⏕ࡢཧຍ 
２．୰学⏕⛉学研究ࡢᨭ᥼ 
㸱．ᆅᇦࡢ⛉学ㅮᗙࡢ࡬ᨭ᥼ 

今年度は新ᆺコロナ࢘イルスのᙳ㡪で౛年の取組を中Ṇとした。 
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�㸲��㸴 㹑㹑㹆࢖࣡ࣁ⮬↛⛉学研ಟ  
ワイにおいて，生物・ⅆᒣ・Ẽ象・ኳ体観 等のフィࣁⓗ 世界的に特ᚩのある自↛⎔ቃをもつ┠ ۔
ールࢻワーࢡ，ඛ➃科学ᢏ⾡体験，ᾏእ大学での研ಟཬࡧその事๓事後研ಟを通ࡌ，科学ᢏ⾡系人ᮦに
必要な「観察ᢏ⬟」と「思考ຊ・表⌧ຊ等」を育成するとともに，⌧ᆅ高ᰯ生との஺流を通ࡌて，␗文
化理解や自↛⎔ቃ理解，国際的な視㔝をᣢたせる。๓年度以上に⌧ᆅで発ゝするሙをቑやす事や，⌧ᆅ
でのグループ研究課題を୚える事により，より୺体的に研ಟに参加できるようにする。この研ಟによっ
て，課題解決ຊを育成し，ᾏእの᝟ሗを的確に理解し᝟ሗを適切に伝えるためのコ࣑ࣗニケーション⬟
ຊを高めることにより，グローバルな視Ⅼと国際感覚をᣢったリーࢲーとしての⣲養を育成する。 
 ᴫせ ۔
（１）実施ᮇ間  ௧࿴䠎ᖺ䠎᭶ 㻞㻡 ᪥䠄ⅆ䠅䡚 ௧࿴䠎ᖺ䠏᭶䠎᪥䠄᭶䠅䠄䠑Ἡ䠓᪥䠅 
（２）参加⪅  ⏕ᚐ䈈䠍䡡䠎ᖺ⏕䛾ᕼᮃ⪅ 㻝㻜 ே䠄䠍ᖺ䠕ྡ䠈䠎ᖺ䠍ྡ䠅 ᩍဨ䈈䠎ྡ䠄⌮⛉ᩍㅍ䠈ⱥㄒᩍㅍ䠅 
（３）研ಟඛ  ① ࢟ラ࢚࢘アⅆᒣ国立公ᅬ実習   

 パーパパ・ディスカバリーセンターࢡࣔ ②
③ イ࣑ロアኳ文学センター・ࣁワイᅛ有᳜物ᗞᅬ 
մ マ࢘ナケアᒣ（オニࢷカࣅジターセンター）での実習 
յ ࣁワイ大学マࣀアᰯ学生との科学஺流と課題研究のプレゼンテーション 
ն アリࢰナグᛕ㤋・ᡓⰄ࣑ズーリグᛕ㤋・ኴ平ὒ⯟✵༤物㤋 

（㸲）⌧ᆅでの課題研究（理数科生徒のみ） 
๓年度実施「࢟ラ࢚࢘アᄇⅆによる大Ẽởᰁのᙳ㡪について」の追研究 

 
 ஦๓学⩦と஦ᚋሗ࿌఍ ۔
（１）事๓学習 ͐ 全 13 回実施 
・1� ᭶中᪪～１᭶上᪪ 

 ワイのᴫ要（ᆅ理，Ẽೃ，⎔ቃ）等の調べ学習ࣁ
ⅆᒣ，ᒾ▼，㖔物，プレートテࢡトニࢡス，ኳ体観 に関する研ಟに関する研ಟ（本ᰯ理科教員） 

・１᭶中᪪  
䝝䝽䜲䛾Ṕྐ䞉ᩥ໬䞉㛗ᒸᕷ䛸䛾஺ὶ䛻䛴䛔䛶䛾◊ಟ䠄㛗ᒸᕷᅜ㝿஺ὶ༠఍䛾ㅮᖌ䛻䜘䜛ㅮ⩏䠅 

・1� ᭶後༙～２᭶下᪪   
英語でのコ࣑ࣗニケーション指導（本ᰯ英語科教員） 
英語での課題研究プレゼンテーション（長岡ᢏ⾡科学大学大学㝔生，␃学生） 

（２）事後学習ཬࡧሗ࿌会 
・３᭶下᪪ 各参加⪅の研究レポートᥦ出 
・㸲᭶中᪪ 研究テーマࡈとのポスター，プレゼンテーション㈨ᩱ作成 
・㸶᭶ �� 日�ⅆ� 中学生対象の本ᰯオープンࣕ࢟ンパスでのポスター発表 
・㸷᭶２日�Ỉ�～㸷᭶㸶日�ⅆ� 本ᰯ文化⚍（文化㒊 ZeeN）でポスター発表 
 
 ࢺ࣮ࢣࣥ࢔ᐇ᪋๓ ۔
（１）各研ಟඛのᮇᚅ度を㸲段㝵

でホ౯させ，その平ᆒ್を
♧す。 

 
 
 
 
 
 
 

（２）研ಟを通して各ᢏ㔞が向上する
ᮇᚅ度を㸲段㝵で⟅えさせ，そ
の平ᆒ್を♧す。 
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（３）研ಟを通して，自分自身の中で
最も向上させたいᕼᮃするᢏ
㔞を複数回⟅であげさせた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（１）からは，フィールࢻワーࢡ系のゼ問ඛのᮇᚅ度が᫖年度ྠ様に高い。日本では見られない自↛⎔
ቃにゐれることを楽しみにしていることがわかる。またࣔࢡパーパパ・ディスカバリーセンターの数್
が᫖年度よりቑ加した。㏫に⌧ᆅ学生科学஺流の数್はῶ少した。参加⪅ເ㞟の説明会で各施設での研
ಟ内容をより具体的にᥦ♧したことで研ಟのイメージ௜けができ，ᮇᚅ度がቑ加した一方で，科学஺流
での英語を使ったプレゼンには୙Ᏻを感ࡌていると考えることができる。 
（２）からは「自↛⎔ቃの理解」「科学的な知㆑」「科学的思考ຊ」「観察㺃実験のᢏ⬟」の数್が᫖年度
よりቑ加した。（３）からは「国際感覚」「課題解決ຊ」をあげる生徒が᫖年度より多くなった。（１）
とྠ様に説明会での各施設の研ಟ内容の具体的ᥦ♧のしたことで研ಟのイメージ௜けができているこ
とによるものと考えられる。 

今後の自↛科学系の事๓研ಟや本研ಟが⤊஢した後で，生徒の感覚がどう変化したかを調査し，この
研ಟの効果の検証を行った。 
 
 ࢺ࣮ࢣࣥ࢔ᐇ᪋ᚋ ۔
㸦１㸧ྛ᪋タࡢᐇ᪋๓ࡢᮇᚅᗘ㸪ᐇ᪋ᚋࡢ‶㊊ᗘࡢኚ໬ 
 今回ゼ問した各研究施設について，実施๓のᮇᚅ度と実施後の‶㊊度を，それぞれ㸲Ⅼ‶Ⅼでホ౯し
た平ᆒⅬの変化を♧す。 

  
なお，今回の研ಟの目的ᆅであったマ࢘ナケアᒣは，ᒣ㡬での新規ᮃ㐲㙾工事のためアࢡセス道㊰が

ᑒ㙐になり，オニࢷカࣅジターセンターへの⛣動がᅔ㞴になった。┤๓まで実施方法を検討してもらっ
たが，スケジࣗール的に↓理になったため，ゼ問ඛとしてリチࣕーࢻソン㯮◁ᾏᓊを追加した。ኳ体観
 は࣍テル࿘㎶で実施した。 
，ワイ大学でのプレゼン研ಟの数್が大ᖜにቑ加しておりࣁとんどのᆅⅬでの数್がቑ加した。特に࡯ 
最初୙Ᏻに思っていた生徒も，実際の体験度を上᪼させたと考えられる。一方で，᫖年度数್が大ᖜに
ቑ加したࣔࢡパーパパ・ディスカバリーセンターでの数್がῶ少している。初日であり，時差や⪥が័
れていないためと思われる。᫖年度も初日の研ಟඛの数್が大きくなかった。また，ࣁワイᅛ有᳜物ᗞ
ᅬは実際に⟶理された施設では↓く，イ࣑ロアኳ文学センター࿘㎶で生育している᳜物を観察するだけ
であり，生徒の༳象もⷧく，数್がῶ少した。 
 
 
㸦２㸧ᢏ㔞ୖྥࡢᗘࡢᐇ᪋๓㸪ᐇ᪋ᚋࡢኚ໬ 

今回の研ಟを通したᢏ㔞の向上に関して，実施๓のᮇᚅ度と実施後の向上度の変化を，それぞれ㸲Ⅼ
‶Ⅼでホ౯した平ᆒⅬの変化を♧す。 
 

�� 

 

 

  
研ಟ後で「コ࣑ࣗニケーションຊ」「チࣕレンジ⢭⚄」「自↛⎔ቃの理解」「᥈究ຊ」「୺体性㺃積極性」

の数್が大きく上᪼した。また「国際感覚」「␗文化理解」「グローバルな視㔝」「課題解決ຊ」の数್
は大きいままであり，本研ಟの目的は達成できたと考えられる。しかし，⌧ᆅでのㅮ⩏・実習内容の関
ಀで，「観察実験ᢏ⬟」を高めることはできなかった。 
 
㸦㸱㸧ᢏ㔞ࡢ㐩ᡂᗘࡢᐇ᪋๓㸪ᐇ᪋ᚋࡢኚ໬ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研ಟ๓の「␗文化理解」「表⌧ຊ」「᰿Ẽᚸ⪏ຊ」「リーࢲーシップ」等の数್が低下し，研ಟ後には

「コ࣑ࣗニケーションຊ」「自↛⎔ቃの理解」「ุ᩿ຊ」「語学ຊ」等の数್が上᪼した。これはࣁワイ
大学での研ಟの効果が表れているものと考えられる。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 以上の結果を๓年度データと比較すると，研ಟ後の㡯目ẖの数್にはあまり大きな変化は見られず，
本ᰯのᾏእ研ಟにおいては一定の効果が見られると思われる。一方で数್が低下した㡯目は，研ಟ๓の
数್比較を見ると，今年度参加した生徒に見られる特ᚩであり，年度間の᱁差であるか，生徒ເ㞟時の
アナ࢘ンスのᙳ㡪であるか，今後検証をしていく必要がある。 
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が᫖年度よりቑ加した。㏫に⌧ᆅ学生科学஺流の数್はῶ少した。参加⪅ເ㞟の説明会で各施設での研
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ᑒ㙐になり，オニࢷカࣅジターセンターへの⛣動がᅔ㞴になった。┤๓まで実施方法を検討してもらっ
たが，スケジࣗール的に↓理になったため，ゼ問ඛとしてリチࣕーࢻソン㯮◁ᾏᓊを追加した。ኳ体観
 は࣍テル࿘㎶で実施した。 
，ワイ大学でのプレゼン研ಟの数್が大ᖜにቑ加しておりࣁとんどのᆅⅬでの数್がቑ加した。特に࡯ 
最初୙Ᏻに思っていた生徒も，実際の体験度を上᪼させたと考えられる。一方で，᫖年度数್が大ᖜに
ቑ加したࣔࢡパーパパ・ディスカバリーセンターでの数್がῶ少している。初日であり，時差や⪥が័
れていないためと思われる。᫖年度も初日の研ಟඛの数್が大きくなかった。また，ࣁワイᅛ有᳜物ᗞ
ᅬは実際に⟶理された施設では↓く，イ࣑ロアኳ文学センター࿘㎶で生育している᳜物を観察するだけ
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�� 

 

 

  
研ಟ後で「コ࣑ࣗニケーションຊ」「チࣕレンジ⢭⚄」「自↛⎔ቃの理解」「᥈究ຊ」「୺体性㺃積極性」

の数್が大きく上᪼した。また「国際感覚」「␗文化理解」「グローバルな視㔝」「課題解決ຊ」の数್
は大きいままであり，本研ಟの目的は達成できたと考えられる。しかし，⌧ᆅでのㅮ⩏・実習内容の関
ಀで，「観察実験ᢏ⬟」を高めることはできなかった。 
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研ಟ๓の「␗文化理解」「表⌧ຊ」「᰿Ẽᚸ⪏ຊ」「リーࢲーシップ」等の数್が低下し，研ಟ後には

「コ࣑ࣗニケーションຊ」「自↛⎔ቃの理解」「ุ᩿ຊ」「語学ຊ」等の数್が上᪼した。これはࣁワイ
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 以上の結果を๓年度データと比較すると，研ಟ後の㡯目ẖの数್にはあまり大きな変化は見られず，
本ᰯのᾏእ研ಟにおいては一定の効果が見られると思われる。一方で数್が低下した㡯目は，研ಟ๓の
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アナ࢘ンスのᙳ㡪であるか，今後検証をしていく必要がある。 
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۔ ๓ᖺᗘࡢᨵၿ⟇ࡢ検証
๓年度の研ಟ実施によりุ明した問題Ⅼに対するᨵၿ⟇を㋃まえ，今年度の研ಟを計画実施した。こ

の事の検証を行う。 
問題Ⅼ 「⌧ᆅ高ᰯ生との஺流における୺目的の୙一⮴」 

本ᰯの⌧ᆅ高ᰯ生との஺流の୺目的は，生徒が自身の研究成果を発表しディスカッションを
行うことと考えてた。しかしཷけධれるഃの条件は，どの高ᰯであっても日本人と日本語で
の஺流が୺目的である。今年度は長岡高ᰯの⤂௓と㞷国の生活を発表させたが，文化的な஺
流にとどまり，本ᰯの目的である科学的な஺流を達成できるとはゝい㞴い。 

ᨵၿ⟇ 高ᰯ生との஺流をᗫṆし，ࣁワイ大学マࣀアᰯの学生（大学㝔生）との஺流もྵめ，プレゼ
ンテーションの指導をしてもらう。生徒２～３名に学生１名を配⨨し，最⤊的に自身の課題
研究の発表を௙上げて全体での発表を行い，他の学生からもコメントしてもらう。

検 証 初めての試みで手᥈りの≧ែで計画していった。課題研究でのテーマ設定とグループ化のྍ
ྰ，発表㈨ᩱの英文化等で心配な㠃も多々あったが，本ᰯ英語科教員のᤵ業での指導成果に
よる生徒のᢏ㔞，長岡ᢏ⾡科学大学の大学㝔生・␃学生からの指導もあり，最初心配してい
た生徒も研ಟ後には一␒楽しかったとの感想が聞けた。一方で国内でᢏ大学生から指導をཷ
けたことで，⌧ᆅで学生が指導する内容が↓くなってしまった生徒もおり，国内እでの学生
による指導のバランスを調ᩚする必要がある。また，ᢏ大生が⇕心に指導することで予定し
た時間を大ᖜに㉸㐣してしまった。学生の人数やスケジࣗールも検討していく必要がある。 

۔ ௧࿴２ᖺᗘ㹑㹑㹆࢖࣡ࣁ⮬↛⛉学研ಟ࡚࠸ࡘ࡟
౛年通り２᭶下᪪から参加⪅ 1� 名，ᘬ率２名，５Ἡ㸵日の日程で実施する予定であったが，計画⟇

定の段㝵で新ᆺコロナ࢘イルス感ᰁ⑕のため，日本ཬࡧアメリカ合⾗国への出ධ国が制限されたことに
より，実施が୙ྍ⬟であるとุ᩿し，中Ṇすることとした。 

ʤ̓ʥՌָٗढ़ਕࡒү੔ͶؖͤΖखૌ಼༲ʀࣰࢬ๏๑
㸦㸳㸧㸫１ ⛉学⣔ࡢ➼ࣈࣛࢡάື≧ἣ・⛉学ࡢ࡬➼ࢡࢵࣆࣥࣜ࢜ཧຍ≧ἣ 
⌧ᅾ本ᰯでは科学系ࢡラࣈとして，「化学㒊」・「生物㒊」・「ኳ文㒊」・「数学㒊」・「物理ឡዲ会」があ

る。「化学㒊」・「生物㒊」・「ኳ文㒊」は新₲┴高等学ᰯ文化㐃┕に参加し，新₲┴自↛科学系ࢡラࣈの
大会へ参加するとともに，様々なコンテスト・発表会などに積極的に参加している。新ᆺコロナ࢘イル
スのᙳ㡪で┤᥋人が㞟まる文化⚍等は中Ṇになったが，オンライン発表会やㅮ⩏などの参加がቑえた。
今後も日ᖖの活動を活発にしていきたい。
ཧຍࡢ࡬研究Ⓨ⾲఍ڦ
○➨ 1� 回 新₲┴高等学ᰯ自↛科学系ࢡラࣈ中間発表会ཬࡧ研ಟ会 ௧࿴２年㸶᭶ 3� 日（日） 

参加⪅ 化学㒊㸶名，生物㒊㸷名（計 1� 名） 
ㅮ₇会㸸「良い研究とはどのようなものか」長岡科学ᢏ⾡大学 中ᒣᛅぶ教ᤵ 
各ᰯ活動⤂௓発表 生物㒊が発表。 

○➨ 1� 回 ᪂₲┴㧗➼Ꮫᰯ⥲ྜᩥ໬⚍ ⮬↛⛉Ꮫ⣔䜽䝷䝤άືሗ࿌䞉◊✲Ⓨ⾲఍ ௧࿴䠎ᖺ 㻝㻞 ᭶ 㻞㻢 ᪥䠄ᅵ䠅
参加⪅ 化学㒊㸵名，生物㒊㸷名，ኳ文㒊��3 名（計�39 名） 
活動ሗ࿌㒊㛛㸸生物㒊，ኳ文㒊・・・共にඃ⚽㈹ 
口㢌発表㒊㛛㸸生物㒊 最ඃ⚽㈹ э　௧࿴㸱ᖺᗘ ඲ᅜ㧗⥲ᩥ⚍࡬㐍ฟỴᐃ 
ポスター発表㒊㛛㸸生物㒊 発表 

○日本学生科学㈹　᪂₲┴ᑂᰝ ᭱ඃ⚽㈹「チリメンカワニナの研究ϩ」
୰ኸணഛᑂᰝ Ѝ ୰ኸ᭱⤊ᑂᰝ࡬ 

ඃ⚽㈹「ᙉຊな෭༷๣の研究」 
ዡບ㈹２件「⁥りにくさの研究」，「⥆・長高ᚚ手Ὑᾘ⮯計画」 

�� 

○アジア・ኴ平ὒᆅᇦの高ᰯ生の科学研究に関する国際会議（動画による参加）　
7KH 㸷WK $VLD 3DFLILF &RQIHUHQFH RI <RXQJ 6FLHQWLVWVࠖࠕ㛤ദ࡛࢔ࢩࢿࢻインࠉࠉ
��）㒊㛛㸰఩⌮≀ࠉࠉ ୰） 㔠㈹（*2/' $:$5'）ཷ㈹࣒࣮ࢳ
○⟃Ἴ大学୺ദ ᮅỌ᣺一㑻グᛕ「科学のⱆ㈹」出品 「⢭Ἔの作業課題へのᙳ㡪」 
○ி㒔大学ポスターセッション ���� 出品 生物㒊生徒の研究

ᬑཬάືࡢ࡬࡝࡞⏕ᑠ・୰学ڦ
・出๓ᤵ業 化学㒊・ኳ文㒊・生物㒊などの生徒が参加 今年は新ᆺコロナのため年１回 
・長高科学⚍ 新ᆺコロナのため，今年度は文化⚍が中Ṇとなり活動できなかった。 
・中学生対象ᶍᨃᤵ業 㸶᭶の理数科説明会時に化学㒊・生物㒊・ኳ文㒊にᡤᒓする生徒が理科

実験のᤵ業を実施した。 

ཧຍࡢ࡬࡝࡞ࢺࢫࢸࣥࢥ⾡学ᢏ⛉ڦ
○高ᰯ生科学ᢏ⾡チࣕレンジ 数学課題研究 出品２件
○新₲┴⤫計グラフコンࢡール 本ᰯ５Ⅼ 出品
○科学系オリンࣆッࢡ等への参加≧ἣ

化学グランプリ 11 人 （㹐１ 㸮人 㹆3� 㸵人 㹆�9 㸵人） 
日本生物学オリンࣆッࢡ 㸵人 （㹐１ �1 人 㹆3� 1� 人 㹆�9 1� 人） 
日本数学オリンࣆッ１ ࢡ人 （㹐１ ５人 㹆3� 㸴人 㹆�9 ２人） 

○新₲┴高ᰯ生理数トップセ࣑ナー（ව 科学の⏥Ꮚᅬ新₲┴予選）
理数学ຊコンテストにて最高得Ⅼ э　➨�� ᅇ⛉Ꮫࡢ⏥Ꮚᅬ඲ᅜ኱఍࡬ฟሙỴᐃ 

○かずさ㹂㹌㸿研究ᡤ୺ദ「かずさの᳃㹂㹌㸿ࣕ࢟ンプ」１名参加（本ᰯから２名⏦込）
○ᮾ໭大学 「科学⪅の༸ 養成ㅮᗙ」１名参加（自ᕫ᥎⸀書による参加）
○高ᰯ生㹇㹁㹒カンフ࢓レンス in 新₲ 本ᰯより３名参加

１名┴௦表へ選ᢤされる э 高ᰯ生㹇㹁㹒カンフ࢓レンス全国サ࣑ット参加 
○新₲大学 サイ࢚ンスセ࣑ナー オンライン in インター 参加࢘

ኳ文㒊㸸「ᆅ下からᏱᐂのㅦに㏕る㸟」௧࿴３年１᭶ 1� 日（㔠） 
生物㒊㸸「㑇伝Ꮚとは何か㸽～その実ែとാき方の୙思議」௧࿴３年１᭶ �� 日（Ỉ） 

○���� 新₲大学理学㒊出๓ㅮ⩏ ክ・化学 �1 参加
化学㒊㸸「ࢤルのⰾ㤶๣を作ろう㸟」௧࿴２年 1� ᭶㸶日（ⅆ） 

㸦㸴㸧ࡢࡑ௚
㸦㸴㸧㸫１ ㅮ₇఍ཬび≉ูㅮ⩏ࡢ㛤ദ

コロナ⚝において，௒ᖺᗘ䛿ḟ䛾䜘䛖䛺ㅮ₇఍ཬ䜃≉ูㅮ⩏䜢⾜䛳䛯䚹
○㹑㹑㹆ㅮ₇会（２年生理数科・理系対象）

ᮇ日 ௧࿴２年 1� ᭶㸵日（Ỉ） 
ㅮᖌ ᖇி大学特௵教ᤵ ᮾி大学名㄃教ᤵ ὸᓥ  ㄔ 様 
₇題 「生࿨科学の⌧≧と課題」 

○㹑㹑㹆特別ㅮ⩏（２年生文系対象）
ᮇ日 ௧࿴２年 1� ᭶㸷日（㔠） オンライン 
ㅮᖌ ᮾி大学大学㝔人文社会系研究科文学㒊 

教 ᤵ  加⸨ 㝧Ꮚ 様 「Ṕྐを学ぶということ㸫日本近⌧௦ྐ」 
෸教ᤵ ᮧ  ࿴明 様 「ᮍ᮶に向かってṌき出す」 

○意㆑ၨ発ㅮ₇会（１年生対象）
ᮇ日 ௧࿴２年 1� ᭶ 1� 日（᭶） 
ㅮᖌ 長岡ᢏ⾡科学大学෸教ᤵ ᒣ本 㯞ᕼ 様 
₇題 「ክをྔえる生き方のࣄント」 

○㹑㹑㹆特別ㅮ⩏（１年生全員対象）
ᮇ日 ௧࿴３年１᭶ �� 日（ᮌ） オンライン 
ㅮ⩏① 長岡ᢏ⾡科学大学教ᤵ ᑠ➟ཎ ΅ 様（ᢏ⾡科学イࣀベーションᑓᨷ） 
ㅮ⩏② 長岡ᢏ⾡科学大学教ᤵ 上ᮧ 㟹ྖ 様（機Ე創㐀工学課程・ᑓᨷ） 

㸦㸴㸧㸫２ ඛ㐍ᰯどᐹ 
学ᰯゼၥڦ
  ౛年，┴እのඛ進ᰯを３ᰯ（１Ἡ２日）でゼ問していたが，コロナ⚝のため中Ṇとした。 
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۔ ๓ᖺᗘࡢᨵၿ⟇ࡢ検証
๓年度の研ಟ実施によりุ明した問題Ⅼに対するᨵၿ⟇を㋃まえ，今年度の研ಟを計画実施した。こ

の事の検証を行う。 
問題Ⅼ 「⌧ᆅ高ᰯ生との஺流における୺目的の୙一⮴」 

本ᰯの⌧ᆅ高ᰯ生との஺流の୺目的は，生徒が自身の研究成果を発表しディスカッションを
行うことと考えてた。しかしཷけධれるഃの条件は，どの高ᰯであっても日本人と日本語で
の஺流が୺目的である。今年度は長岡高ᰯの⤂௓と㞷国の生活を発表させたが，文化的な஺
流にとどまり，本ᰯの目的である科学的な஺流を達成できるとはゝい㞴い。 

ᨵၿ⟇ 高ᰯ生との஺流をᗫṆし，ࣁワイ大学マࣀアᰯの学生（大学㝔生）との஺流もྵめ，プレゼ
ンテーションの指導をしてもらう。生徒２～３名に学生１名を配⨨し，最⤊的に自身の課題
研究の発表を௙上げて全体での発表を行い，他の学生からもコメントしてもらう。

検 証 初めての試みで手᥈りの≧ែで計画していった。課題研究でのテーマ設定とグループ化のྍ
ྰ，発表㈨ᩱの英文化等で心配な㠃も多々あったが，本ᰯ英語科教員のᤵ業での指導成果に
よる生徒のᢏ㔞，長岡ᢏ⾡科学大学の大学㝔生・␃学生からの指導もあり，最初心配してい
た生徒も研ಟ後には一␒楽しかったとの感想が聞けた。一方で国内でᢏ大学生から指導をཷ
けたことで，⌧ᆅで学生が指導する内容が↓くなってしまった生徒もおり，国内እでの学生
による指導のバランスを調ᩚする必要がある。また，ᢏ大生が⇕心に指導することで予定し
た時間を大ᖜに㉸㐣してしまった。学生の人数やスケジࣗールも検討していく必要がある。 

۔ ௧࿴２ᖺᗘ㹑㹑㹆࢖࣡ࣁ⮬↛⛉学研ಟ࡚࠸ࡘ࡟
౛年通り２᭶下᪪から参加⪅ 1� 名，ᘬ率２名，５Ἡ㸵日の日程で実施する予定であったが，計画⟇

定の段㝵で新ᆺコロナ࢘イルス感ᰁ⑕のため，日本ཬࡧアメリカ合⾗国への出ධ国が制限されたことに
より，実施が୙ྍ⬟であるとุ᩿し，中Ṇすることとした。 

ʤ̓ʥՌָٗढ़ਕࡒү੔ͶؖͤΖखૌ಼༲ʀࣰࢬ๏๑
㸦㸳㸧㸫１ ⛉学⣔ࡢ➼ࣈࣛࢡάື≧ἣ・⛉学ࡢ࡬➼ࢡࢵࣆࣥࣜ࢜ཧຍ≧ἣ 
⌧ᅾ本ᰯでは科学系ࢡラࣈとして，「化学㒊」・「生物㒊」・「ኳ文㒊」・「数学㒊」・「物理ឡዲ会」があ

る。「化学㒊」・「生物㒊」・「ኳ文㒊」は新₲┴高等学ᰯ文化㐃┕に参加し，新₲┴自↛科学系ࢡラࣈの
大会へ参加するとともに，様々なコンテスト・発表会などに積極的に参加している。新ᆺコロナ࢘イル
スのᙳ㡪で┤᥋人が㞟まる文化⚍等は中Ṇになったが，オンライン発表会やㅮ⩏などの参加がቑえた。
今後も日ᖖの活動を活発にしていきたい。
ཧຍࡢ࡬研究Ⓨ⾲఍ڦ
○➨ 1� 回 新₲┴高等学ᰯ自↛科学系ࢡラࣈ中間発表会ཬࡧ研ಟ会 ௧࿴２年㸶᭶ 3� 日（日） 

参加⪅ 化学㒊㸶名，生物㒊㸷名（計 1� 名） 
ㅮ₇会㸸「良い研究とはどのようなものか」長岡科学ᢏ⾡大学 中ᒣᛅぶ教ᤵ 
各ᰯ活動⤂௓発表 生物㒊が発表。 

○➨ 1� 回 ᪂₲┴㧗➼Ꮫᰯ⥲ྜᩥ໬⚍ ⮬↛⛉Ꮫ⣔䜽䝷䝤άືሗ࿌䞉◊✲Ⓨ⾲఍ ௧࿴䠎ᖺ 㻝㻞 ᭶ 㻞㻢 ᪥䠄ᅵ䠅
参加⪅ 化学㒊㸵名，生物㒊㸷名，ኳ文㒊��3 名（計�39 名） 
活動ሗ࿌㒊㛛㸸生物㒊，ኳ文㒊・・・共にඃ⚽㈹ 
口㢌発表㒊㛛㸸生物㒊 最ඃ⚽㈹ э　௧࿴㸱ᖺᗘ ඲ᅜ㧗⥲ᩥ⚍࡬㐍ฟỴᐃ 
ポスター発表㒊㛛㸸生物㒊 発表 

○日本学生科学㈹　᪂₲┴ᑂᰝ ᭱ඃ⚽㈹「チリメンカワニナの研究ϩ」
୰ኸணഛᑂᰝ Ѝ ୰ኸ᭱⤊ᑂᰝ࡬ 

ඃ⚽㈹「ᙉຊな෭༷๣の研究」 
ዡບ㈹２件「⁥りにくさの研究」，「⥆・長高ᚚ手Ὑᾘ⮯計画」 

�� 

○アジア・ኴ平ὒᆅᇦの高ᰯ生の科学研究に関する国際会議（動画による参加）　
7KH 㸷WK $VLD 3DFLILF &RQIHUHQFH RI <RXQJ 6FLHQWLVWVࠖࠕ㛤ദ࡛࢔ࢩࢿࢻインࠉࠉ
��）㒊㛛㸰఩⌮≀ࠉࠉ ୰） 㔠㈹（*2/' $:$5'）ཷ㈹࣒࣮ࢳ
○⟃Ἴ大学୺ദ ᮅỌ᣺一㑻グᛕ「科学のⱆ㈹」出品 「⢭Ἔの作業課題へのᙳ㡪」 
○ி㒔大学ポスターセッション ���� 出品 生物㒊生徒の研究

ᬑཬάືࡢ࡬࡝࡞⏕ᑠ・୰学ڦ
・出๓ᤵ業 化学㒊・ኳ文㒊・生物㒊などの生徒が参加 今年は新ᆺコロナのため年１回 
・長高科学⚍ 新ᆺコロナのため，今年度は文化⚍が中Ṇとなり活動できなかった。 
・中学生対象ᶍᨃᤵ業 㸶᭶の理数科説明会時に化学㒊・生物㒊・ኳ文㒊にᡤᒓする生徒が理科

実験のᤵ業を実施した。 

ཧຍࡢ࡬࡝࡞ࢺࢫࢸࣥࢥ⾡学ᢏ⛉ڦ
○高ᰯ生科学ᢏ⾡チࣕレンジ 数学課題研究 出品２件
○新₲┴⤫計グラフコンࢡール 本ᰯ５Ⅼ 出品
○科学系オリンࣆッࢡ等への参加≧ἣ

化学グランプリ 11 人 （㹐１ 㸮人 㹆3� 㸵人 㹆�9 㸵人） 
日本生物学オリンࣆッࢡ 㸵人 （㹐１ �1 人 㹆3� 1� 人 㹆�9 1� 人） 
日本数学オリンࣆッ１ ࢡ人 （㹐１ ５人 㹆3� 㸴人 㹆�9 ２人） 

○新₲┴高ᰯ生理数トップセ࣑ナー（ව 科学の⏥Ꮚᅬ新₲┴予選）
理数学ຊコンテストにて最高得Ⅼ э　➨�� ᅇ⛉Ꮫࡢ⏥Ꮚᅬ඲ᅜ኱఍࡬ฟሙỴᐃ 

○かずさ㹂㹌㸿研究ᡤ୺ദ「かずさの᳃㹂㹌㸿ࣕ࢟ンプ」１名参加（本ᰯから２名⏦込）
○ᮾ໭大学 「科学⪅の༸ 養成ㅮᗙ」１名参加（自ᕫ᥎⸀書による参加）
○高ᰯ生㹇㹁㹒カンフ࢓レンス in 新₲ 本ᰯより３名参加

１名┴௦表へ選ᢤされる э 高ᰯ生㹇㹁㹒カンフ࢓レンス全国サ࣑ット参加 
○新₲大学 サイ࢚ンスセ࣑ナー オンライン in インター 参加࢘

ኳ文㒊㸸「ᆅ下からᏱᐂのㅦに㏕る㸟」௧࿴３年１᭶ 1� 日（㔠） 
生物㒊㸸「㑇伝Ꮚとは何か㸽～その実ែとാき方の୙思議」௧࿴３年１᭶ �� 日（Ỉ） 

○���� 新₲大学理学㒊出๓ㅮ⩏ ክ・化学 �1 参加
化学㒊㸸「ࢤルのⰾ㤶๣を作ろう㸟」௧࿴２年 1� ᭶㸶日（ⅆ） 

㸦㸴㸧ࡢࡑ௚
㸦㸴㸧㸫１ ㅮ₇఍ཬび≉ูㅮ⩏ࡢ㛤ദ

コロナ⚝において，௒ᖺᗘ䛿ḟ䛾䜘䛖䛺ㅮ₇఍ཬ䜃≉ูㅮ⩏䜢⾜䛳䛯䚹
○㹑㹑㹆ㅮ₇会（２年生理数科・理系対象）

ᮇ日 ௧࿴２年 1� ᭶㸵日（Ỉ） 
ㅮᖌ ᖇி大学特௵教ᤵ ᮾி大学名㄃教ᤵ ὸᓥ  ㄔ 様 
₇題 「生࿨科学の⌧≧と課題」 

○㹑㹑㹆特別ㅮ⩏（２年生文系対象）
ᮇ日 ௧࿴２年 1� ᭶㸷日（㔠） オンライン 
ㅮᖌ ᮾி大学大学㝔人文社会系研究科文学㒊 

教 ᤵ  加⸨ 㝧Ꮚ 様 「Ṕྐを学ぶということ㸫日本近⌧௦ྐ」 
෸教ᤵ ᮧ  ࿴明 様 「ᮍ᮶に向かってṌき出す」 

○意㆑ၨ発ㅮ₇会（１年生対象）
ᮇ日 ௧࿴２年 1� ᭶ 1� 日（᭶） 
ㅮᖌ 長岡ᢏ⾡科学大学෸教ᤵ ᒣ本 㯞ᕼ 様 
₇題 「ክをྔえる生き方のࣄント」 

○㹑㹑㹆特別ㅮ⩏（１年生全員対象）
ᮇ日 ௧࿴３年１᭶ �� 日（ᮌ） オンライン 
ㅮ⩏① 長岡ᢏ⾡科学大学教ᤵ ᑠ➟ཎ ΅ 様（ᢏ⾡科学イࣀベーションᑓᨷ） 
ㅮ⩏② 長岡ᢏ⾡科学大学教ᤵ 上ᮧ 㟹ྖ 様（機Ე創㐀工学課程・ᑓᨷ） 

㸦㸴㸧㸫２ ඛ㐍ᰯどᐹ 
学ᰯゼၥڦ
  ౛年，┴እのඛ進ᰯを３ᰯ（１Ἡ２日）でゼ問していたが，コロナ⚝のため中Ṇとした。 
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 ཧຍࡢ࡬研究఍ཬび௚ᰯⓎ⾲఍ڦ
コロナ⚝ではあったが，教員の指導ຊ向上や自ᰯのᨵၿⅬや方向性の発見につなげることを目的として

教員をὴ㐵した。 
○新₲┴立教育センター   「௧࿴２年度課題研究指導法ㅮᗙ」 

௧࿴２年 1� ᭶１日（ⅆ） 教ㅍ２名（理科） 
○新₲┴立新発⏣高等学ᰯ  「SFienFe StuG\Ϩ」「SFienFe /iteraF\ϩ」（英語発表）公開ᤵ業 

௧࿴２年 1� ᭶㸶日（ⅆ） 教ㅍ１名（英語科） 
○新₲┴立新発⏣高等学ᰯ  「SFienFe StuG\ϩ」「Data SFienFe㸤StuG\ϩ」学年発表会公開ᤵ業 

௧࿴２年 1� ᭶ �� 日（ᮌ） 教ㅍ１名（国語科） 
 

 

㸦㸴㸧㸫㸱 ᮏᰯࡢ࡬どᐹ 
今年度は以下のとおり視察に᮶ていただいた。本ᰯの取組の説明やᤵ業見学ཬࡧ㉁␲応⟅を行った。

本ᰯとしても᝟ሗ஺᥮ができ，大変有意⩏な時間となった。 
○௧࿴２年 11 ᭶㸷日（᭶）ᰣᮌ┴立ᰣᮌ高等学ᰯ  教ㅍ２名᮶ᰯ 
○௧࿴３年２᭶ �� 日（ᮌ）ᐑᇛ┴௝ྎ➨一高等学ᰯ ᮶ᰯ予定であったが中Ṇとなった。 

 
 
 
 

㸲 ᰯ内࡟おࡿࡅ㹑㹑㹆ࡢ⤌⧊ⓗ᥎㐍యไ 

 

本ᰯにおける㹑㹑㹆の᥎進体制を次に♧す。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㹑㹑㹆の指定にあたり，ᚑ᮶のᰯົ分ᤸに加え，上図に♧される㹑㹑㹆にకう分ᤸを設定し，すべて

の教員を配⨨している。㹑㹑㹆の取組については，基本的にこの㹑㹑㹆にకう分ᤸ上の各班が中心とな

って，ᨵၿしながら進めている。㹑㹑㹆௻画会議は本ᰯにおける㹑㹑㹆事業の௻画・調ᩚ等を行う。ᰯ

長，๪ᰯ長，教㢌，教ົ୺௵，進㊰指導୺事，学年୺௵，数学科୺௵，理科୺௵，英語科୺௵，理数科

୺௵，理数科๪୺௵でᵓ成される。このことにより全ᰯでの᥎進体制をᙉ化している。会議の時間は１

㐌間の時間割の中に設定されており，ẖ㐌１回の会議をもっている。㹑㹑㹆௻画会議のメンバーは各㹑

㹑㹆᥎進班の班長となっており，㹑㹑㹆に関わるさまࡊまな取組について，その取り組み≧ἣを௻画会

議にሗ࿌し，確ㄆしながら㐠Ⴀにあたっている。さらに，全⫋員による᥎進体制を確実なものとするた

めに，ẖ᭶開ദされる定౛の⫋員会議にてࠗ㹑㹑㹆に関する㐃⤡࠘として確ㄆを行っている。  

 このような体制により，本ᰯでは㹑㹑㹆に関わる取組について，௻画から㐠Ⴀまで全⫋員が関わる形

で᥎進することができている。 

 

㐠Ⴀᣦᑟጤဨ఍㸸 㐠Ⴀ指導ጤ員のẶ名ཬࡧ今年度の開ദ日時  㹙߀ 関ಀ㈨ᩱ㹛にグ㍕ 
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学年全体では，低下している様Ꮚが見られ

る。そこで㸶ࢡラスのうち２ࢡラスに相当す

る理数科について分析した。 

「全くそう思わない」はいないままだが，理

数科全体としてもやや低下していることが

ㄞみ取れる。 

㸳 ᐇ᪋ࡢຠᯝとࡢࡑホ౯ 

（㸯）⏕ᚐࢆᑐ㇟ࡓࡋ࡜⛉Ꮫに㛵ࡍるㄪᰝに࡚࠸ࡘ 

年度当初に実施している科学に関する調査について，この᫓༞業する生徒の３年間を経年分析した。 

科学に関する調査（全５問）ۑ　  ͤ このアンケートでは，科学に関する様々な事᯶についてのあなたの考えを

　　たずࡡます。科学とは，学ᰯや学ᰯ以እ（౛えࡤテレࣅ）で出合う，Ᏹᐂ科学，生物，化学，ᆅ⌫科学ある

　　いはᆅ理，物理に関㐃する事᯶を意味します。 

���� 科学のヰ題について学んでいる時は，たいてい楽しい

�2�� 科学についての本をㄞࡴのがዲきだ

�3�� 科学についての問題を解いている時は楽しい

��� 科学についての知㆑を得ることは楽しい

��� 科学について学ぶことに興味がある

全ての問い・対象についても低下の≧ἣがㄞみ取れる。今後，この要ᅉについて分析していく必要がある。 
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 ཧຍࡢ࡬研究఍ཬび௚ᰯⓎ⾲఍ڦ
コロナ⚝ではあったが，教員の指導ຊ向上や自ᰯのᨵၿⅬや方向性の発見につなげることを目的として

教員をὴ㐵した。 
○新₲┴立教育センター   「௧࿴２年度課題研究指導法ㅮᗙ」 

௧࿴２年 1� ᭶１日（ⅆ） 教ㅍ２名（理科） 
○新₲┴立新発⏣高等学ᰯ  「SFienFe StuG\Ϩ」「SFienFe /iteraF\ϩ」（英語発表）公開ᤵ業 

௧࿴２年 1� ᭶㸶日（ⅆ） 教ㅍ１名（英語科） 
○新₲┴立新発⏣高等学ᰯ  「SFienFe StuG\ϩ」「Data SFienFe㸤StuG\ϩ」学年発表会公開ᤵ業 

௧࿴２年 1� ᭶ �� 日（ᮌ） 教ㅍ１名（国語科） 
 

 

㸦㸴㸧㸫㸱 ᮏᰯࡢ࡬どᐹ 
今年度は以下のとおり視察に᮶ていただいた。本ᰯの取組の説明やᤵ業見学ཬࡧ㉁␲応⟅を行った。

本ᰯとしても᝟ሗ஺᥮ができ，大変有意⩏な時間となった。 
○௧࿴２年 11 ᭶㸷日（᭶）ᰣᮌ┴立ᰣᮌ高等学ᰯ  教ㅍ２名᮶ᰯ 
○௧࿴３年２᭶ �� 日（ᮌ）ᐑᇛ┴௝ྎ➨一高等学ᰯ ᮶ᰯ予定であったが中Ṇとなった。 

 
 
 
 

㸲 ᰯ内࡟おࡿࡅ㹑㹑㹆ࡢ⤌⧊ⓗ᥎㐍యไ 

 

本ᰯにおける㹑㹑㹆の᥎進体制を次に♧す。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㹑㹑㹆の指定にあたり，ᚑ᮶のᰯົ分ᤸに加え，上図に♧される㹑㹑㹆にకう分ᤸを設定し，すべて

の教員を配⨨している。㹑㹑㹆の取組については，基本的にこの㹑㹑㹆にకう分ᤸ上の各班が中心とな

って，ᨵၿしながら進めている。㹑㹑㹆௻画会議は本ᰯにおける㹑㹑㹆事業の௻画・調ᩚ等を行う。ᰯ

長，๪ᰯ長，教㢌，教ົ୺௵，進㊰指導୺事，学年୺௵，数学科୺௵，理科୺௵，英語科୺௵，理数科

୺௵，理数科๪୺௵でᵓ成される。このことにより全ᰯでの᥎進体制をᙉ化している。会議の時間は１

㐌間の時間割の中に設定されており，ẖ㐌１回の会議をもっている。㹑㹑㹆௻画会議のメンバーは各㹑

㹑㹆᥎進班の班長となっており，㹑㹑㹆に関わるさまࡊまな取組について，その取り組み≧ἣを௻画会

議にሗ࿌し，確ㄆしながら㐠Ⴀにあたっている。さらに，全⫋員による᥎進体制を確実なものとするた

めに，ẖ᭶開ദされる定౛の⫋員会議にてࠗ㹑㹑㹆に関する㐃⤡࠘として確ㄆを行っている。  

 このような体制により，本ᰯでは㹑㹑㹆に関わる取組について，௻画から㐠Ⴀまで全⫋員が関わる形

で᥎進することができている。 
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学年全体では，低下している様Ꮚが見られ

る。そこで㸶ࢡラスのうち２ࢡラスに相当す

る理数科について分析した。 

「全くそう思わない」はいないままだが，理

数科全体としてもやや低下していることが

ㄞみ取れる。 

㸳 ᐇ᪋ࡢຠᯝとࡢࡑホ౯ 

（㸯）⏕ᚐࢆᑐ㇟ࡓࡋ࡜⛉Ꮫに㛵ࡍるㄪᰝに࡚࠸ࡘ 

年度当初に実施している科学に関する調査について，この᫓༞業する生徒の３年間を経年分析した。 

科学に関する調査（全５問）ۑ　  ͤ このアンケートでは，科学に関する様々な事᯶についてのあなたの考えを

　　たずࡡます。科学とは，学ᰯや学ᰯ以እ（౛えࡤテレࣅ）で出合う，Ᏹᐂ科学，生物，化学，ᆅ⌫科学ある

　　いはᆅ理，物理に関㐃する事᯶を意味します。 

���� 科学のヰ題について学んでいる時は，たいてい楽しい

�2�� 科学についての本をㄞࡴのがዲきだ

�3�� 科学についての問題を解いている時は楽しい

��� 科学についての知㆑を得ることは楽しい

��� 科学について学ぶことに興味がある

全ての問い・対象についても低下の≧ἣがㄞみ取れる。今後，この要ᅉについて分析していく必要がある。 
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ここで 
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（㸰）㹑㹑㹐Ϩ࣭㹑㹑㹐㸿㛤ጞ᫬ࡢㄽ⌮ⓗᛮ⪃ຊㄪᰝ 

１年生は年度初めに論理的なຊを検証することにしている。検証には「特定の課題に関する調査（論理的な思

考）」（平成２５年３᭶ 国立教育ᨻ⟇研究ᡤ 教育課程研究センター）を活用し，その調査結果の数್と本ᰯ生

徒の数್を比較する。なお，本年度は一᫖年と᫖年の１年生との比較を行う。問題は᫖年ྠ様２問とする。 

① 人間開発指数について

出題のࡡらい）本問は，論理的な思考の活動としては「仮説を立て，検証する」ものであり，問題の㊃᪨とし

ては「事象の関ಀ性やᵓ㐀をᤊえ，仮説を立てたり，検証したりできるかをみる」ものである。 

࠙௧࿴２年㸲・㸴᭶実施  ࠚ  �  �は᫖年の1年生，�� ��は一᫖年の1年生。༢఩はポイント。 

普通科の全問正解⪅の割合は㐣ཤ最高。１学年全体では᫖年よりアップし，一᫖年とྠ様の傾向となった。理

数科の生徒たちの方がより「仮説を立て，検証する」姿勢に長けているようだ。 

② カレンࢲーの᭙日

出題のࡡらい）本問は，論理的な思考の活動としては「②必要な᝟ሗをᢳ出し，分析する」ものであり，問題

の㊃᪨としては「自↛科学に関する文❶から᝟ሗを的確にㄞみ取り，それを基に᥎論することができるかどうか

みる」ものである。 

問１ ࠙௧࿴２年㸲・㸴᭶実施  ࠚ � �は᫖年の1年生，�� ��は一᫖年の１年生。༢఩はポイント。 

全国 1年普通科 1年理数科 1学年全体 

正解 ���� ������1��������9�� 63�3�6������6����� �9�9�������������� 

1問୙正解 �1�� 31���3��1���3����� 3�����������1��6�� 3��6�33����������� 

それ以እ ��� 1����13����� ��3�� ���� ������11���� ����11����� 9�1�� 

↓回⟅あり ��1 ��9� ������ 3���� ���� ������ 3�9�� ���� ��3��� 3�6�� 

問２ ࠙௧࿴２年㸲・㸴᭶実施  ࠚ � �は᫖年の1年生，�� ��は一᫖年の１年生。༢఩はポイント。 

ኴ㝧 ᭶ ⅆᫍ Ỉᫍ ᮌᫍ 
（正解）

㔠ᫍ ᅵᫍ その他 ↓解⟅ 
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問１は᫖年，一᫖年とྠ様高い正解率であり，特に普通科は㐣ཤ最高್である。問２は୧学科とも国立教育ᨻ

⟇研究ᡤ調査の正解率を大ᖜに㉸えている。年々正⟅率が上がっており，↓回⟅もῶ少してきている。 

全国 1年普通科 1年理数科 1学年全体 

正解 3��� �1�3����1����9���� 63�3�������������� ��������3��������� 

２問正解 31�� 3����3��1���3����� 3�����6�3���19���� 3����3��9������9�� 

１問正解 �1�6 11���1��3���13�9�� ����1������ 6���� 9���1������1����� 

↓解⟅ ��� 3��� ������ ��6�� 1�3� 3����� ����� 3�1� ������ 1�9�� 

（㸱）㹑㹑㹆ᩍဨ࢔ンࢆࢺ࣮ࢣᐇ᪋ࡋ  ࡚

年ᮎに㹈㹑㹒ᥦ出用のアンケートを実施しているが，対象は一㒊の⫋員に限られるため，今年度は本ᰯの⫋ဨ

඲体にアンケートを実施することで，㹑㹑㹆に対する⫋員のᤊえ方を知る機会を設けた。㸺� �は問いの␒ྕ㸼 

問２ 本ᰯ⫋員の年㱋ᵓ成について（アンケート回⟅⪅のみ） 

問㸲 問５㹑㹑㹆の取組において， 

問㸴 問㸵㹑㹑㹆の取組に参加したことで， 

多くの⫋員が，自発的に創㐀的なᤵ業を実㊶しようとしており，また生徒の意ḧቑ進を実感している。 

問㸶 㹑㹑㹆の取組に参加したことで，生徒

の学習全般や科学ᢏ⾡，理科・数学に対する

興味，姿勢，⬟ຊが向上したと感ࡌますか。 

問㸴や問㸵での内容を具体的に問いかける

内容であり，多くの⫋員が๓向きにとらえて

いる。 

割合が最も高いのが����成果を発表し伝え

るຊであり，発表できる形まで創り上げよう

という姿勢が身についている。 

�1��の自୺性や�1��の対ヰ的な姿勢，また

����┿実を᥈って明らかにしたいẼᣢち，な
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ここで 

1��� 

（㸰）㹑㹑㹐Ϩ࣭㹑㹑㹐㸿㛤ጞ᫬ࡢㄽ⌮ⓗᛮ⪃ຊㄪᰝ 

１年生は年度初めに論理的なຊを検証することにしている。検証には「特定の課題に関する調査（論理的な思

考）」（平成２５年３᭶ 国立教育ᨻ⟇研究ᡤ 教育課程研究センター）を活用し，その調査結果の数್と本ᰯ生

徒の数್を比較する。なお，本年度は一᫖年と᫖年の１年生との比較を行う。問題は᫖年ྠ様２問とする。 

① 人間開発指数について

出題のࡡらい）本問は，論理的な思考の活動としては「仮説を立て，検証する」ものであり，問題の㊃᪨とし

ては「事象の関ಀ性やᵓ㐀をᤊえ，仮説を立てたり，検証したりできるかをみる」ものである。 

࠙௧࿴２年㸲・㸴᭶実施  ࠚ  �  �は᫖年の1年生，�� ��は一᫖年の1年生。༢఩はポイント。 

普通科の全問正解⪅の割合は㐣ཤ最高。１学年全体では᫖年よりアップし，一᫖年とྠ様の傾向となった。理

数科の生徒たちの方がより「仮説を立て，検証する」姿勢に長けているようだ。 

② カレンࢲーの᭙日

出題のࡡらい）本問は，論理的な思考の活動としては「②必要な᝟ሗをᢳ出し，分析する」ものであり，問題

の㊃᪨としては「自↛科学に関する文❶から᝟ሗを的確にㄞみ取り，それを基に᥎論することができるかどうか

みる」ものである。 

問１ ࠙௧࿴２年㸲・㸴᭶実施  ࠚ � �は᫖年の1年生，�� ��は一᫖年の１年生。༢఩はポイント。 

全国 1年普通科 1年理数科 1学年全体 

正解 ���� ������1��������9�� 63�3�6������6����� �9�9�������������� 

1問୙正解 �1�� 31���3��1���3����� 3�����������1��6�� 3��6�33����������� 

それ以እ ��� 1����13����� ��3�� ���� ������11���� ����11����� 9�1�� 

↓回⟅あり ��1 ��9� ������ 3���� ���� ������ 3�9�� ���� ��3��� 3�6�� 

問２ ࠙௧࿴２年㸲・㸴᭶実施  ࠚ � �は᫖年の1年生，�� ��は一᫖年の１年生。༢఩はポイント。 

ኴ㝧 ᭶ ⅆᫍ Ỉᫍ ᮌᫍ 
（正解）

㔠ᫍ ᅵᫍ その他 ↓解⟅ 

全国 3�� ��� 9�9 9�� �1�� 6�� ��9 ��9 ��� 

普通科 

��6 

���9� 

��6���� 

1�3 

����� 

����9�� 

9�6 

�11�3� 

������� 

��� 

�3��� 

��6�1�� 

61�9 

��3�6� 

�����9�� 

��9 

����� 

������� 

��� 

����� 

��6�1�� 

��� 

����� 

������� 

1��� 

�1��6� 

���1�6�� 

理数科 

��� 

�1�3� 

��1�3�� 

1�3 

�1�3� 

����6�� 

1��� 

�13��� 

��6���� 

3�� 

����� 

��6���� 

���� 

������ 

��61���� 

��� 

�3��� 

����6�� 

1�3 

����� 

��6���� 

��� 

����� 

������� 

1�3 

�16�3� 

��13���� 

１学年

全体 

��1 

����� 

������� 

1�3 

����� 

��1�3�� 

11�� 

�11�9� 

������� 

��1 

�3��� 

��6���� 

6��1 

��3�3� 

���9���� 

��� 

����� 

������� 

��1 

����� 

��6���� 

��3 

����� 

������� 

��9 

�1���� 

��19���� 

問１は᫖年，一᫖年とྠ様高い正解率であり，特に普通科は㐣ཤ最高್である。問２は୧学科とも国立教育ᨻ

⟇研究ᡤ調査の正解率を大ᖜに㉸えている。年々正⟅率が上がっており，↓回⟅もῶ少してきている。 

全国 1年普通科 1年理数科 1学年全体 

正解 3��� �1�3����1����9���� 63�3�������������� ��������3��������� 

２問正解 31�� 3����3��1���3����� 3�����6�3���19���� 3����3��9������9�� 

１問正解 �1�6 11���1��3���13�9�� ����1������ 6���� 9���1������1����� 

↓解⟅ ��� 3��� ������ ��6�� 1�3� 3����� ����� 3�1� ������ 1�9�� 

（㸱）㹑㹑㹆ᩍဨ࢔ンࢆࢺ࣮ࢣᐇ᪋ࡋ  ࡚

年ᮎに㹈㹑㹒ᥦ出用のアンケートを実施しているが，対象は一㒊の⫋員に限られるため，今年度は本ᰯの⫋ဨ

඲体にアンケートを実施することで，㹑㹑㹆に対する⫋員のᤊえ方を知る機会を設けた。㸺� �は問いの␒ྕ㸼 

問２ 本ᰯ⫋員の年㱋ᵓ成について（アンケート回⟅⪅のみ） 

問㸲 問５㹑㹑㹆の取組において， 

問㸴 問㸵㹑㹑㹆の取組に参加したことで， 

多くの⫋員が，自発的に創㐀的なᤵ業を実㊶しようとしており，また生徒の意ḧቑ進を実感している。 

問㸶 㹑㹑㹆の取組に参加したことで，生徒

の学習全般や科学ᢏ⾡，理科・数学に対する

興味，姿勢，⬟ຊが向上したと感ࡌますか。 

問㸴や問㸵での内容を具体的に問いかける

内容であり，多くの⫋員が๓向きにとらえて

いる。 

割合が最も高いのが����成果を発表し伝え

るຊであり，発表できる形まで創り上げよう

という姿勢が身についている。 

�1��の自୺性や�1��の対ヰ的な姿勢，また

����┿実を᥈って明らかにしたいẼᣢち，な
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どの割合が高いのは，新しい学習指導要㡿にある「୺体的・対ヰ的で深い学ࡧ」に対応していることがうかがえる。 

一方で�13�の社会で科学ᢏ⾡を正しく用いる姿勢，が大変向上したととらえる⫋員はゼロであり，研究೔理に

関する指導が今後の本ᰯのテーマとなろう。また，�1��の理科実験への興味や�11�の観 や観察への興味を向上

させるために，実験㢖度をቑやしたり，フィールࢻワーࢡの機会をቑやすことも効果的であると思われる。 

問㸷 生徒に特に効果があったと思う㹑㹑㹆の取組はどれですか。 

最も高いのが�33�のプレゼンテーションするຊを高める学習である。この問にも，発表するまでが研究のまと

めであるという姿勢が表れている。����の科学⪅やᢏ⾡⪅の特別ㅮ⩏・ㅮ₇会や����のಶ人や班で行う課題研究

（自ᰯの教員や生徒のみで行うもの）も高いようだ。一方低いのが，�39�のᾏእの生徒との共ྠ課題研究や��1�

の国際学会や国際シンポジ࢘ムの見学である。今後の課題となる。 

問1� 㹑㹑㹆の取組に参加した

ことで，学ᰯの科学ᢏ⾡，理科・

数学に関するඛ進的な取組が充実

したと思いますか。 

もともと充実していた，はゼロ。㹑㹑㹆の取組が学ᰯにᙳ㡪を୚えていることがわかる。 

問11 㹑㹑㹆の取組を行うことは，下グのそれぞれの㡯目においてᙳ㡪を୚えると思いますか。 

生徒のࣕ࢟リアに┤᥋関わる��3�と��9�が比較的高い್を♧しているのに対し，��6�や����といった本ᰯの組

⧊のᅾり方にᙳ㡪のある事㡯については低めである。㹑㹂㹅㹱でもゝわれているᣢ⥆ྍ⬟な組⧊に向けてのാき

かけが必要になってくる。 

まとめ۔

（１）より生徒の科学に対する意ḧは低調であるが，（２）より生徒の論理的思考ຊ等のຊは高い。（３）から

⫋員は生徒達の科学に対する姿勢はᇵわれていると感ࡌているが，生徒との意㆑差にも配慮する必要がある。 
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᪋
ୖ
ࡢ
ㄢ
㢟
 

ཬ
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௒
ᚋ
ࡢ
研
究
㛤
Ⓨ
ࡢ
方
ྥ
・
ᡂ
ᯝ
ࡢ
ᬑ
ཬ
 

ڦ 
 
研

究
㛤

Ⓨ
ᐇ

᪋
ୖ

ࡢ
ㄢ

㢟
ཬ

び
௒

ᚋ
ࡢ

研
究

㛤
Ⓨ

ࡢ
方

ྥ
 

➨
２
ᮇ
（
平
成

�
�
～

�
9
年
度
）
に
取
り
組
ࡴ
中
で
見
え
て
き
た
課
題
を
㋃
ま
え
，
➨
３
ᮇ
（
平
成

3
�
～
௧
࿴
㸲
年

度
）
で
は
，
以
下
を
研
究
開
発
課
題
と
し
て
ᥖ
げ
，
次
の
よ
う
な
仮
説
を
設
定
し
て
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
 

 研
究
㛤
Ⓨ
ㄢ
㢟
 
ࠕ
ㄢ
㢟
研
究
ࠖ
ࢆ
῝
໬
・
᥎
㐍
ࡍ
ࡿ
࢝
ࣜ
࢟
ࣗ
ࣛ
࣒
࡟
よ
ࡗ
࡚
㸪
㧗
ᗘ
࡞
⛉
学
ᢏ
⾡
ே
ᮦ
ࢆ
⫱
ᡂ
ࡍ

ࡿ
 

࠙
仮
説
１

 ࠚ
理
数
科
生
徒
に
対
し
て
「
課
題
研
究
」
実
施
ᮇ
間
を
長
く
し
，
༑
分
な
テ
ー
マ
設
定
時
間
と
複
数
の

発
表
機
会
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
，
研
究
の
㉁
が
向
上
す
る
。
 

࠙
仮
説
２

 ࠚ
普
通
科
生
徒
に
対
し
て
「
課
題
研
究
」
を
全
員
に
取
り
組
ま
せ
る
こ
と
で
，
生
徒
の
୺
体
性
と
課
題

解
決
ຊ
が
高
ま
る
。
 

࠙
仮
説
３
ࠚ
 
論
理
的
思
考
ຊ
・
ᢈ
ุ
的
思
考
ຊ
ཬ
ࡧ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
⬟
ຊ
を
高
め
る
こ
と
で
「
課
題
研
究
」

の
レ
ベ
ル
が
向
上
す
る
。
 

࠙
仮
説
㸲

 ࠚ
「
課
題
研
究
」
の
手
法
を
も
と
に
，
他
の
ᤵ
業
で
も
᥈
究
的
な
活
動
を
行
う
こ
と
で
，
思
考
ຊ
・
ุ

᩿
ຊ
・
表
⌧
ຊ
等
が
育
成
さ
れ
る
。
 

࠙
仮
説
５

 ࠚ
生
徒
が
，
ᆅ
ᇦ
の
科
学
ᢏ
⾡
・
グ
ロ
ー
バ
ル
人
ᮦ
育
成
の
中
᰾
拠
Ⅼ
の
取
組
に
୺
体
的
に
関
わ
る
こ

と
で
，
୺
体
性
・
༠
ാ
性
が
育
成
さ
れ
る
と
共
に
，
ᆅ
ᇦ
の
理
数
系
教
育
の
᥎
進
が
図
ら
れ
る
。
 

 ࠙
仮
説
１
ࠚ
 
➨
３
ᮇ
に
な
り
，
３
年
生
の
㸲
᭶
の
発
表
会
ま
で
⥅
⥆
し
て
研
究
を
⥆
け
る
た
め
，
１
年
生
の
「
㹑
㹑

㹐

㸿
」
の

1
�
᭶
か
ら
課
題
研
究
を
開
始
し
た
。
生
徒
は
ᕼ
ᮃ
に
ῧ
っ
た
形
で
，
物
理
・
化
学
・
生
物
・
ᆅ
学
・
数
学
に
分

か
れ
，
数
名
の
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
っ
て
研
究
を
開
始
し
た
。
１
年
生
で
は
，
ま
ず
テ
ー
マ
を
設
定
の
た
め
指
導
教
員
と
ヰ

し
合
い
を
㔜
ࡡ
た
。
さ
ら
に
文
献
調
査
や
予
備
実
験
を
㔜
ࡡ
，
時
間
を
か
け
て
研
究
テ
ー
マ
を
ᅛ
め
て
い
っ
た
。
３
᭶
に

は
「
㹑
㹑
᝟
ሗ
」
で
学
ん
だ
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ᢏ
⾡
を
用
い
て
「
テ
ー
マ
設
定
発
表
会
」
�
中
間
発
表
①
�
を
実
施

し

た
。
そ
れ
を
㋃
ま
え
２
年
次
か
ら
の
「
課
題
研
究
㹀
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
㸵
᭶
に
は
新
₲
┴
㹑
㹑
㹆
生
徒
研
究
発

表

会
に
お
い
て
ポ
ス
タ
ー
発
表
（
中
間
発
表
②
）
を
行
う
予
定
で
あ
っ
た
が
，
新
ᆺ
コ
ロ
ナ
࢘
イ
ル
ス
の
た
め
，
一
ᇽ
に

㞟

ま
る
こ
と
は
中
Ṇ
し
た
。
し
か
し
，
新
₲
┴
㹑
㹑
㹆
ᰯ
５
ᰯ
と
ᐩ
ᒣ
中
㒊
高
ᰯ
と
で
௦
表
班
の
発
表
動
画
を
共
有
し
，
相

஫
に
視
⫈
し
合
っ
た
。
1
�
᭶
に
は
本
ᰯ
を
会
ሙ
に
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
ソ
フ
ト
を
用
い
て
中
間
発
表
③
を
行
っ
た
。
新
₲
┴

立
教
育
セ
ン
タ
ー
指
導
୺
事
（
物
化
生
数
各
一
人
ず
つ
計
㸲
人
）
か
ら
᮶
ᰯ
い
た
だ
き
，
ᑓ
㛛
的
な
知
㆑
や
ᖜ
ᗈ
い
視
Ⅼ

か
ら
指
導
ຓ
ゝ
を
ཷ
け
た
。
そ
の
後
の
༠
議
会
で
は
課
題
研
究
を
担
当
す
る
教
員
に
対
し
て
も
㈗
㔜
な
ア
ࢻ
バ
イ
ス
を
い

た
だ
い
た
。
こ
れ
か
ら
も
，
更
に
大
学
や
学
会
の
科
学
系
コ
ン
テ
ス
ト
で
の
発
表
を
᥎
ዡ
し
，
課
題
研
究
の
経
㐣
ᢕ
ᥱ
と

ᨵ
ၿ
を
行
い
，
レ
ベ
ル
の
向
上
を
図
り
た
い
。
 

࠙
仮
説
２
ࠚ
 
普
通
科
１
年
生
で
は
㹑
㹑
㹐
Ϩ
の
中
で
「
課
題
研
究
基
礎
」
を
実
施
し
，
普
通
科
２
年
生
で
は
㹑
㹑
㹐

ϩ

で
「
課
題
研
究
」
に
取
り
組
ま
せ
た
。
１
年
生
で
は
，
物
理
・
化
学
・
生
物
・
ᆅ
学
・
数
学
の
分
㔝
で
数
人
の
グ
ル
ー
プ

を
つ
く
り
，
そ
れ
ぞ
れ
研
究
テ
ー
マ
を
設
定
さ
せ
，
科
学
研
究
の
プ
ロ
セ
ス
に
し
た
が
っ
て
研
究
活
動
を
行
っ
た
。
最
後

に
は

研
究

の
ま

と
め

を
行

い
，
「

㹑
㹑

᝟
ሗ

」
で

学
ん

だ
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

ᢏ
⾡

を
用

い
て

発
表

会
を

実
施

し
た

。

２
年
生
で
は
１
年
次
の
「
課
題
研
究
基
礎
」
で
育
成
し
た
科
学
的
⣲
養
等
を
も
と
に
，
୺
体
性
と
課
題
解
決
ຊ
の
更
な
る

ఙ
長

を
目

指
し

た
。

文
系

生
徒

は
国

語
㺃
世

界
ྐ

㺃
日

本
ྐ

㺃
ᆅ

理
㺃
೔

理
㺃
ᨻ

経
㺃
英

語
㺃
保

೺
体

育
か

ら
，

理
系

生
徒

は
数

学
㺃
物
理
・
化
学
・
生
物
・
ᆅ
学
・
保
೺
体
育
㺃
ᐙ
ᗞ
か
ら
，
数
人
の
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
っ
て
研
究
テ
ー
マ
を
設
定
し
，
研

究
活
動
を
行
っ
た
。
1
�
᭶
に
は
中
間
ሗ
࿌
会
を
実
施
し
，
生
徒
ྠ
ኈ
の
意
見
の
஺
᥮
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
１
᭶
ᮎ
に
は
課

題
研
究
発
表
会
を
行
い
，
３
᭶
に
か
け
て
論
文
を
作
成
し
た
。
２
年
目
の
活
動
だ
が
，
全
教
科
の
教
員
が
課
題
研
究
を
担

当
し
，
全
ᰯ
体
制
で
行
え
た
。
今
後
さ
ら
に
ᨵ
ၿ
し
，
各
種
の
コ
ン
ࢡ
ー
ル
や
コ
ン
テ
ス
ト
等
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
指

導
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
。
 

࠙
仮
説
３

 ࠚ
１
年
生
で
は
㹑
㹑
㹐
㸿
，
㹑
㹑
㹐
Ϩ
の
ᤵ
業
で
「
ࢡ
リ
テ
ィ
カ
ル
シ
ン
࢟
ン
グ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
㹁
㹒
㹒
）
」

を
行
い
，
２
年
生
で
は
㹑
㹑
㹐
㹀
，
㹑
㹑
㹐
ϩ
の
ᤵ
業
で
「
デ
ィ
ベ
ー
ト
」
を
行
う
こ
と
で
，
論
理
的
思
考
ຊ
・
ᢈ
ุ
的

思
考
ຊ
ཬ
ࡧ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
⬟
ຊ
の
育
成
を
目
指
す
。
１
年
生
の
「
㹁
㹒
㹒
」
は

，
ᤵ
業
の
３
時
間
を
１
セ
ッ
ト
と

し
て
，
３
つ
の
テ
ー
マ
（
⒴
の
࿌
知
・
㸿
㹇
・
生
࿨
೔
理
）
に
つ
い
て
，
要
⣙
の
作
成
，
反
論
の
作
成
を
行
い
，
そ
の
㒔

度
グ
ル
ー
プ
内
で
発
表
・
ホ
౯
を
行
う
こ
と
で
，
論
理
的
思
考
ຊ
・
ᢈ
ุ
的
思
考
ຊ
ཬ
ࡧ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
⬟
ຊ
を
高

㸴
ࠉ

◊
✲

㛤
Ⓨ

ᐇ
᪋

ୖ
ࡢ

ㄢ
㢟

ࠉ
ཬ

ࡧ
ࠉ

ࠉ
௒

ᚋ
ࡢ

◊
✲

㛤
Ⓨ

ࡢ
᪉

ྥ
࣭

ᡂ
ᯝ

ࡢ
ᬑ

ཬ

�
� 

  め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
２
年
生
の
「
デ
ィ
ベ
ー
ト
」
は
，
ᤵ
業
の
５
時
間
を
１
セ
ッ
ト
と
し
て
，
テ
ー
マ
（
コ
ン
ࣅ

ニ
�
�
時
間
Ⴀ
業
の
ᗫ
Ṇ
，
Ṛ
ฮ
制
度
の
ᗫ
Ṇ
）
に
つ
い
て
行
っ
た
。
生
徒
は
５
人
程
度
の
グ
ル
ー
プ
を
作
り
，
ᢳ
選
で

各
グ
ル
ー
プ
を
⫯
定
ഃ
，
ྰ
定
ഃ
と
し
て
，
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
行
う
。
立
論

，
㉁
␲
，
反
㥍

，
最
⤊
ᘚ
論
と
進
め
，
最
後
に

は
，
⫈
⾗
で
あ
る
他
の
生
徒
が
ุ
定
す
る
。
こ
れ
は
，
正
解
の
な
い
問
題
を
論
理
的
に
考
え
る
こ
と
，
事
実
を
見
ⴠ
と

し

た
り
誤
解
し
た
り
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
，
ཬ
ࡧ
正
し
く
な
い
理
論
に
対
し
て
反
論
で
き
る
思
考
ຊ
を
養
う
こ
と
等
に

よ
り
，
課
題
研
究
の
㉁
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
௧
࿴
２
年
㸲
᭶
に
，
ル
ー
ࣈ
リ
ッ
ࢡ
に
関
す
る
ホ
౯

法
に

つ
い

て
ᑓ

㛛
的

に
研

究
し

て
い

る
新

₲
大

学
ṑ

学
㒊

๪
学

㒊
長

の
ᑠ

㔝
࿴

ᏹ
教

ᤵ
と

新
₲

大
学

経
Ⴀ

ᡓ
␎

本
㒊

教

育
ᡓ
␎
⤫
ᣓ
ᐊ
の
ᩪ
⸨
有
࿃
෸
教
ᤵ
に
ࡈ
教
♧
い
た
だ
い
た
。
本
ᰯ
の
「
ホ
౯
方
法
」
に
つ
い
て
ᴫ
ࡡ
よ
い
ホ
౯
を
い
た

だ
い
た
が
，
一
方
で
，
生
徒
へ
の
フ
ィ
ー
ࢻ
バ
ッ
ࢡ
の
㔜
要
性
を
指
᦬
さ
れ
た
。
今
後
，
検
討
し
て
い
き
た
い
。
 

࠙
仮
説
㸲
ࠚ
 
通
ᖖ
ᤵ
業
で
も
課
題
発
見
を
ಁ
し
た
り
，
思
考
を
活
性
化
・
深
化
し
た
り
す
る
た
め
の
「
発
問
」
，「

手
立

て
」
，「

教
具
」
な
ど
の
工
夫
が
か
な
り
進
ん
で
き
た
。
ᰯ
内
研
ಟ
会
で
の
事
౛
の
共
有
ࠝ
ヲ
⣽
ࡣ
㸦
㸱
㸧
㸫
１
 
㹑
㹑
㹆

ࢆ
ᤵ
ᴗ
࡟
⏕
࠿
ࡍ
ྲྀ
⤌
ࠞ
に
よ
っ
て
更
に
様
々
な
教
科
に
も
ᗈ
げ
て
い
き
た
い
。
 

࠙
仮
説
５
ࠚ
 
ᑠ
学
㸴
年
生
を
対
象
に
本
ᰯ
生
徒
が
，
理
科
の
出
๓
実
験
を
行
う
こ
と
を
➨
２
ᮇ
㹑
㹑
㹆
初
年
度
か
ら
⥅

⥆
し
て
実
施
し
て
き
た
。
さ
ら
に
➨
３
ᮇ
㹑
㹑
㹆
で
は
，
ᑠ
学
ᰯ
低
学
年
の
ඣ
❺
が
㞟
ま
る
「
ᨺ
課
後
ඣ
❺
ࢡ
ラ
ࣈ
」
で

の
出
๓
実
験
を
加
え
て
い
る
。
担
当
す
る
生
徒
達
は
，
実
験
‽
備
か
ら
始
ま
り
当
日
の
実
験
ᢏ
⬟
，
コ
࣑
ࣗ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
⬟

ຊ
，

科
学

へ
の

知
㆑

・
理

解
，

自
ᕫ

⫯
定

感
な

ど
の

向
上

を
自

覚
で

き
る

た
め

⥅
⥆

し
て

行
っ

て
い

く
。

さ
ら

に
，

長
岡
ᆅ
ᇦ
理
科
教
育
セ
ン
タ
ー
と
の
㐃
ᦠ
を
ᙉ
化
し
て
，
ᆅ
ᇦ
の
ᑠ
・
中
学
生
の
理
数
系
教
育
を
᥎
進
し
，
ᆅ
ᇦ
の
中
᰾

拠
Ⅼ
と
し
て
ᮍ
᮶
の
科
学
ᢏ
⾡
人
ᮦ
の
育
成
を
進
め
て
い
き
た
い
。
 

ڦ 
 
ᡂ

ᯝ
ࡢ

ᬑ
ཬ

 
１

．
ᆅ

ᇦ
ࡢ
学

ᰯ
࡬

ࡢ
ᡂ
ᯝ

ࡢ
ᬑ

ཬ
 
 

 
 
 

３
年
生
理
数
科
課
題
研
究
発
表
会
や
新
₲
┴
㹑
㹑
㹆
生
徒
研
究
発
表
会
な
ど
に
よ
り
，
┴
内
እ
㹑
㹑
㹆
ᰯ
等
の
教
員
や

生
徒
と
研
究
成
果
を
共
有
す
る
。
ま
た
，
㹑
㹑
㹆
ᰯ
以
እ
の
高
等
学
ᰯ
等
に
は
，
本
ᰯ
の
特
Ⰽ
あ
る
活
動
を
࿘
知
す
る
と

と
も
に
，
本
ᰯ
の
取
組
の
実
⦼
を
も
と
に
新
教
育
課
程
に
お
け
る
「
⥲
合
的
な
᥈
究
的
の
時
間
」
や
「
理
数
᥈
究
」
な
ど

で
行
わ
れ
る
᥈
究
活
動
の
取
組
へ
の
ᨭ
᥼
を
行
う
。
 

今
年
度
の
新
ᆺ
コ
ロ
ナ
࢘
イ
ル
ス
に
よ
る
ఇ
ᰯ
な
ど
に
よ
り
，
３
年
生
理
数
科
課
題
研
究
発
表
会
は
会
ሙ
を
変
え
㸴
᭶

に
本
ᰯ
生
徒
の
み
で
実
施
し
た
。
ま
た
，
新
₲
┴
㹑
㹑
㹆
生
徒
研
究
発
表
会
は
ど
う
し
て
も
三
ᐦ
に
な
る
こ
と
か
ら
，
中

Ṇ
と
し
た
。
し
か
し
，
こ
の
ᙳ
㡪
で
新
₲
┴
㹑
㹑
㹆
５
ᰯ
と
ᐩ
ᒣ
中
㒊
高
ᰯ
の
௦
表
動
画
を
そ
れ
ぞ
れ
㏦
り
合
い
，
生
徒

達
に
教
ᐊ
で
視
⫈
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
り
，
=
O
O
M
を
用
い
て
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ᤵ
業
を
実
施
し
た
り
な
ど
，
他
ᰯ
の
ᶍ
⠊

と
な
る
取
組
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
で
も
，
本
ᰯ
の
取
組
の
成
果
を
ሗ
࿌
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
が
，
新
₲
大
学

教
育
学
㒊
㝃
ᒓ
長
岡
中
学
ᰯ
で
の
デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会
へ
の
参
加
だ
。
1
1
᭶

19
日

�
ᮌ
�
本
ᰯ
理
数
科
生
徒

1
1
名
が
参
加
し

た
。
ま
ず
本
ᰯ
担
当
教
ㅍ
が
中
学
生
に
対
し
て
デ
ィ
ベ
ー
ト
に
つ
い
て
説
明
し
た
あ
と
，
体
育
㤋
で
，
本
ᰯ
生
徒
が
ᤵ
業

で
行
っ
た
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
ᢨ
㟢
し
た
。
そ
の
デ
ィ
ベ
ー
ト
に
つ
い
て
中
学
生
が
ジ
ࣕ
ッ
ジ
し
た
後
，
中
学
生
は
自
分
た
ち

の
デ
ィ
ベ
ー
ト
会
ሙ
と
な
る
教
ᐊ
へ
⛣
動
し
，
本
ᰯ
生
徒
は
ジ
ࣕ
ッ
ジ
と
し
て
そ
の
デ
ィ
ベ
ー
ト
に
参
加
し
た
。
 

 ２
．

㛗
ᒸ
ᆅ
ᇦ

理
⛉

ᩍ
⫱
ࢭ

ࣥ
ࢱ

࣮
と
㐃

ᦠ
ࡋ

ࡓ
ᡂ
ᯝ

ࡢ
ᬑ

ཬ
 

ᆅ
ᇦ
の
ᑠ
・
中
学
生
の
理
数
系
教
育
を
᥎
進
し
，
ᆅ
ᇦ
の
中
᰾
拠
Ⅼ
と
し
て
ᮍ
᮶
の
科
学
ᢏ
⾡
人
ᮦ
の
育
成
を
進
め
る
。

ま
た
，
参
加
す
る
高
ᰯ
生
の
実
験
ᢏ
⬟
，
科
学
へ
の
知
㆑
・
理
解
，
コ
࣑
ࣗ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
⬟
ຊ
，
自
ᕫ
⫯
定
感
な
ど

が

向
上
す
る
こ
と
が
ᮇ
ᚅ
で
き
る
。
し
か
し
，
新
ᆺ
コ
ロ
ナ
࢘
イ
ル
ス
の
ᙳ
㡪
で
い
ず
れ
の
事
業
も
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。
᮶
年
度
以
㝆
実
施
す
る
際
に
は
参
加
し
，
成
果
の
普
ཬ
に
ດ
め
て
い
き
た
い
。

 
○
「
長
岡
ᆅ
ᇦ
ඣ
❺
生
徒
科
学
研
究
発
表
会
」
の
参
加
 

「
中
学
生
科
学
研
究
の
ᨭ
᥼
」
と
し
て
，
本
ᰯ
教
員
が
高
ᰯ
生
の
課
題
研
究
の
内
容
を
，
参
加
し
て
い
る
中
学
生
に
対

し
て
発
表
し
て
い
た
。
 

○
長
岡
ᕷ
教
育
ጤ
員
会
୺
ദ
「
科
学
᥈
究
ሿ
」
の
参
加
 

「
ᆅ
ᇦ
の
科
学
ㅮ
ᗙ
へ
の
ᨭ
᥼
」
と
し
て
本
ᰯ
生
徒
と
教
員
が
参
加
し
，
中
学
生
に
対
し
て
高
ᰯ
生
が
実
験
や
ㅮ
⩏
の

ア
ࢻ
バ
イ
ࢨ
ー
を
ົ
め
，
さ
ら
に
高
ᰯ
で
の
課
題
研
究
を
中
学
生
に
発
表
，
⤂
௓
す
る
と
い
う
取
組
で
あ
っ
た
。
 

 㸱
．

㹕
㹣
㹠
࣌

࣮
ࢪ

㸪
ሗ
㐨

࣓
ࢹ

࢕
࢔
➼

ࢆ
ά

⏝
ࡋ
ࡓ

ᡂ
ᯝ

ࡢ
ᬑ
ཬ

 

㹑
㹑
㹆
活
動
に
つ
い
て
，
本
ᰯ
࣍
ー
ム
࣌
ー
ジ
に
活
動
ሗ
࿌
を
㝶
時
ᥖ
㍕
し
，
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
ࡌ
て
多
く
の
関

ಀ
⪅
へ
成
果
を
ሗ
࿌
す
る
。
ま
た
，
新
聞
等
マ
ス
コ
࣑
へ
の
᝟
ሗ
ᥦ
౪
を
積
極
的
に
行
い
，
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
て
成
果

を
発
ಙ
す
る
。
さ
ら
に
࣍
ー
ム
࣌
ー
ジ
な
ど
で
༞
業
生
と
⥅
⥆
的
に
㐃
⤡
を
と
り
あ
い
，
㹑
㹑
㹆
事
業
を
高
等
学
ᰯ
だ
け

で
⤊
わ
ら
な
い
科
学
ᢏ
⾡
人
ᮦ
育
成
へ
の
取
組
に
発
ᒎ
さ
せ
て
い
く
。
 

どの割合が高いのは，新しい学習指導要㡿にある「୺体的・対ヰ的で深い学ࡧ」に対応していることがうかがえる。 

一方で�13�の社会で科学ᢏ⾡を正しく用いる姿勢，が大変向上したととらえる⫋員はゼロであり，研究೔理に

関する指導が今後の本ᰯのテーマとなろう。また，�1��の理科実験への興味や�11�の観 や観察への興味を向上

させるために，実験㢖度をቑやしたり，フィールࢻワーࢡの機会をቑやすことも効果的であると思われる。 

問㸷 生徒に特に効果があったと思う㹑㹑㹆の取組はどれですか。 

最も高いのが�33�のプレゼンテーションするຊを高める学習である。この問にも，発表するまでが研究のまと

めであるという姿勢が表れている。����の科学⪅やᢏ⾡⪅の特別ㅮ⩏・ㅮ₇会や����のಶ人や班で行う課題研究

（自ᰯの教員や生徒のみで行うもの）も高いようだ。一方低いのが，�39�のᾏእの生徒との共ྠ課題研究や��1�

の国際学会や国際シンポジ࢘ムの見学である。今後の課題となる。 

問1� 㹑㹑㹆の取組に参加した

ことで，学ᰯの科学ᢏ⾡，理科・

数学に関するඛ進的な取組が充実

したと思いますか。 

もともと充実していた，はゼロ。㹑㹑㹆の取組が学ᰯにᙳ㡪を୚えていることがわかる。 

問11 㹑㹑㹆の取組を行うことは，下グのそれぞれの㡯目においてᙳ㡪を୚えると思いますか。 

生徒のࣕ࢟リアに┤᥋関わる��3�と��9�が比較的高い್を♧しているのに対し，��6�や����といった本ᰯの組

⧊のᅾり方にᙳ㡪のある事㡯については低めである。㹑㹂㹅㹱でもゝわれているᣢ⥆ྍ⬟な組⧊に向けてのാき

かけが必要になってくる。 

まとめ۔

（１）より生徒の科学に対する意ḧは低調であるが，（２）より生徒の論理的思考ຊ等のຊは高い。（３）から

⫋員は生徒達の科学に対する姿勢はᇵわれていると感ࡌているが，生徒との意㆑差にも配慮する必要がある。 
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߀
㛵

ಀ
㈨

ᩱ

ی
理

数
⛉

ㄢ
㢟

研
究

 
ࢸ

࣮
࣐

୍
ぴ

ཬ
び

ཷ
㈹

୍
ぴ

࠙
３

年
生

ࠚ
 

学
ᰯ

設
定

科
目

㹑
㹑

㹐
㹁

に
て

実
施

 

࠙
２

年
生

ࠚ
 

学
ᰯ

設
定

科
目

㹑
㹑

㹐
㹀

に
て

実
施

 

ࢧ
࢖

࢚
ࣥ

ࢫ
ࢥ

࣮
ࢫ

࣓
ࢹ

࢕
࢝

ࣝ
ࢥ

࣮
ࢫ

物
理

分
㔝

（
㸲

件
）

 

㔝
⌫

バ
ッ

ト
の

ㅦ
に

㏕
る

㸟
 

࣌
ー

パ
ー

ࣈ
リ

ッ
ジ

に
つ

い
て

の
実

験
 

ࢻ
࣑

ࣀ
ಽ

し
 

ᡴ
ち

Ỉ
に

つ
い

て
の

研
究

 

化
学

分
㔝

（
３

件
）

 

Ⅳ
㓟

長
ᣢ

ち
計

画
 

に
が

り
Ỉ

の
⃰

度
と

⫗
の

ᰂ
ら

か
さ

の
関

ಀ
 

オ
リ

ジ
ナ

ル
セ

ッ
ケ

ン
で

ở
れ

を
ⴠ

と
そ

う
㸟

生
物

分
㔝

（
㸲

件
）

 

࢚
ࣅ

に
よ

る
Ỉ

㉁
ุ

᩿
法

イ
シ

ࢡ
ラ

ࢤ
の

有
効

利
用

᳜
物

は
㟁

Ẽ
の

ຊ
で

よ
く

育
つ

か
㸽

チ
リ

メ
ン

カ
ワ

ニ
ナ

に
お

け
る

深
⣚

の
層

の
形

成
と

✵
い

た
✰

の
ಟ

᚟
 

㸨
１

ᆅ
学

分
㔝

（
１

件
）

 

バ
ッ

ࢡ
࢘

࢛
ー

タ
ー

⌧
象

の
発

生
条

件
 

数
学

分
㔝

（
１

件
）

 

２
஌

࿴
が

特
Ṧ

な
性

㉁
を

ᣢ
つ

自
↛

数
の

組
 

・
日

本
人

の
ࢲ

イ
࢚

ッ
ト

や
り

す
ࡂ

問
題

・
₎

方
⸆

に
つ

い
て

・
少

な
い

時
間

で
効

率
よ

く
ᐷ

る
た

め
の

最
適

な
方

法

と
は

・
日

本
の

解
๗

率
と

そ
の

ཎ
ᅉ

・
་

⒪
㈝

（
௓

ㆤ
㈝

）
の

ቑ
大

の
理

⏤

・
⫵

⅖
の

ᝈ
⪅

調
査

・
メ

デ
ィ

ア
౫

Ꮡ
に

よ
る

ᙳ
㡪

・
誤

ᄟ
性

⫵
⅖

を
ῶ

ら
す

・
ㄆ

知
⑕

の
ᝈ

⪅
数

と
予

㜵
法

に
つ

い
て

・
㸿

㹃
㹂

㸨
１

「
日

本
学

生
科

学
㈹

」
新

₲
┴

ᑂ
査

 
最

ඃ
⚽

㈹
 

中
ኸ

予
備

ᑂ
査

を
経

て
中

ኸ
最

⤊
ᑂ

査
へ

 

ࢧ
࢖

࢚
ࣥ

ࢫ
ࢥ

࣮
ࢫ

࣓
ࢹ

࢕
࢝

ࣝ
ࢥ

࣮
ࢫ

物
理

分
㔝

（
５

件
）

 

ᾮ
体

が
容

ჾ
を

伝
う

⌧
象

の
㜵

Ṇ
に

つ
い

て
 

⁥
り

に
く

さ
の

研
究

 
㸨

５
 

ᾋ
き

㜵
Ἴ

ሐ
に

関
す

る
研

究
 

紙
྿

㞷
の

⯙
い

方
に

関
す

る
研

究
 

㸨
１

㸨
２

㸨
３

 
 

⃿
れ

た
本

の
஝

か
し

方
に

つ
い

て
 

化
学

分
㔝

（
㸲

件
）

 

ᙉ
ຊ

な
෭

༷
๣

の
研

究
 

㸨
㸲

 

身
近

な
ᅵ

に
よ

る
セ

ラ
࣑

ッ
ࢡ

ス
の

生
成

⥆
・

長
高

ᚚ
手

Ὑ
ᾘ

⮯
計

画
 

㸨
３

㸨
５

 

↓
㟁

解
ス

ズ
め

っ
き

に
関

す
る

研
究

 

生
物

分
㔝

（
㸲

件
）

 

ࢡ
サ

ࢠ
カ

メ
ム

シ
の

㥑
㝖

法
に

つ
い

て

ࣔ
ジ

ゴ
ケ

の
発

生
理

⏤
に

㏕
る

㸟

㔮
果

向
上

の
た

め
の

㞟
㨶

法

イ
シ

ࢡ
ラ

ࢤ
の

ᢠ
カ

ࣅ
性

に
つ

い
て

ᆅ
学

分
㔝

（
１

件
）

 

ࣈ
ラ

ッ
ࢡ

ア
イ

ス
バ

ー
ン

の
発

生
条

件
に

関
す

る
研

究
 

数
学

分
㔝

（
２

件
）

 

⣲
数

で
な

い
㸴

㹬
s

１
 

㸨
３

 

వ
り

と
行

列
を

用
い

た
ᚠ

⎔
数

列
の

生
成

 

༴
䛺

䛔
䟿

᪥
ᮏ

䛾
ᮍ

᮶
 

༴
䛺

䛔
䟿

ᮍ
᮶

䛾
⊩

⾑
 

ே
⏕

䛾
Ỵ

䜑
ᡭ

䛿
╧

╀
䟿

 

䜂
䛸

䛴
䜎

䜏
䛷

ኚ
䛘

䜘
䛖

 
䠆

䠓
 

䝤
䝹

䞊
䝷

䜲
䝖
䛛

䜙
┠

䜢
Ᏺ

䜝
䛖

䟿
㻍 

䠆
䠒

 

㸨
１

「
㹑

㹑
㹆

全
国

研
究

発
表

会
」

௦
表

 
 

㸨
２
「
国
際
科
学
会
議
㸸
7
h
e
 
㸷

t
h
 
$
s
i
a
 
P
a
F
i
I
i
F
 
 

&
on
Ie
re
nF
e 
o
I 
<o
un
g 
SF
i
en
ti
st
s 

（
$
P
&
<
S
 
�
�
�
�
）

」
௦

表
 

㸨
３

「
㹑

㹑
㹆

理
数

科
サ

イ
࢚

ン
ス

コ
ー

ス
課

題
研

究
 

発
表

会
」

学
長

ዡ
ບ

㈹
 

㸨
㸲

「
日

本
学

生
科

学
㈹

」
新

₲
┴

ᑂ
査

 
ඃ

⚽
㈹

 
㸨

５
「

日
本

学
生

科
学

㈹
」

新
₲

┴
ᑂ

査
 

ዡ
ບ

㈹
 

㸨
㸴
「

⤫
計

グ
ラ

フ
ポ

ス
タ

ー
コ

ン
ࢡ

ー
ル
（

ᰯ
内

ᑂ
査

） 
「

新
₲

┴
グ

ラ
フ

コ
ン

ࢡ
ー

ル
」

の
௦

᭰
大

会
 

最
ඃ

⚽
㈹

 
㸨

㸵
「

⤫
計

グ
ラ

フ
ポ

ス
タ

ー
コ

ン
ࢡ

ー
ル
（

ᰯ
内

ᑂ
査

） 
「

新
₲

┴
グ

ラ
フ

コ
ン

ࢡ
ー

ル
」

の
௦

᭰
大

会
 

特
別

㈹
 

� 

ی  
 

ᬑ
㏻

⛉
ㄢ

㢟
研

究
ࢸ

࣮
࣐

୍
ぴ

・
・

・
 

２
ᖺ

⏕
ᬑ

㏻
⛉

⏕
ᚐ

඲
ဨ

㸦
理

⣔
ཬ

び
ᩥ

⣔
㸧

ࡢ
ྲྀ

⤌
 

 学
ᰯ

設
定

科
目

「
㹑

㹑
㹐

ϩ
」

に
て

実
施

 

理
 

⣔
 

⏕
ᚐ

�
�
�
ྡ

ࡀ
��

ࢢ
ࣝ

࣮
ࣉ

࡟
分

࠿
ࢀ

࡚
ᐇ

᪋
 

ᩥ
 

⣔
 

⏕
ᚐ

�
�
�
ྡ

ࡀ
��

ࢢ
ࣝ

࣮
ࣉ

࡟
分

࠿
ࢀ

࡚
ᐇ

᪋
 

数 学
 

㸴
 

・
完

全
順

列
の

公
式

 

・
折

り
紙

を
使

っ
て

正
多

角
形

を
作

る
 

・
開

平
法

 

・
三

平
方

の
定

理
の

拡
張

 

・
㠃

積
の

変
わ

る
図

形
 

・
女

の
Ꮚ

の
生

ま
れ

る
確

率
 

ᅜ 語
 

㸴
 

・
高

ᰯ
生

に
聞

く
㸟

相
手

に
よ

っ
て

変
化

す
る

ゝ
ⴥ

の

違
い

 

・
長

岡
の

方
ゝ

と
共

通
語

の
ア

ࢡ
セ

ン
ト

の
違

い
を

見

つ
け

る
 

・
ྂ

඾
文

学
と

⌧
௦

文
学

の
ෑ

㢌
と

結
ᮎ

の
比

較
 

・
オ

ࣀ
マ

ト
࣌

が
୚

え
る

༳
象

 

・
➉

取
物

語
 

・
時

௦
ࡈ

と
の

㣗
文

化
 

理 ⛉
 

�
� 

ڦ
物

理
分

㔝
（

㸴
）

 

・
紙

㣕
行

機
の

⣲
ᮦ

や
形

を
変

え
る

と
㣕

行
時

間

や
㊥

㞳
は

ど
の

よ
う

に
変

化
す

る
か

 

・
Ⰽ

と
ග

 

・
反

ᑕ
⚄

経
を

効
率

的
に

き
た

え
る

方
法

 

・
マ

ス
ࢡ

着
用

に
よ

る
⇕

の
変

化
 

・
࢞

࢘
ス

加
㏿

ჾ
に

お
け

る
࢚

ネ
ル

ࢠ
ー

保
Ꮡ

の

法
則

の
研

究
 

・
カ

ー
ル

ࡌ
い

さ
ん

の
✵

㣕
ぶ

ᐙ
の

実
⌧

 

ڦ
化

学
分

㔝
（

㸴
）

 

・
⢾

の
࢞

ラ
ス

化
と

結
ᬗ

化
 

・
カ

フ
࢙

イ
ン

の
ᢳ

出
 

・
手

࡙
く

り
化

⢝
Ỉ

を
つ

く
ろ

う
 

・
⅏

ᐖ
に

役
立

つ
化

学
㟁

ụ
 

・
ⰼ

を
ᰁ

め
て

み
た

 

・
い

ろ
い

ろ
な

Ὑ
๣

の
ở

れ
の

ⴠ
ち

方
の

比
較

 

ڦ
生

物
分

㔝
（

㸴
）

 

・
 

度
と

᳜
物

の
成

長
ಁ

進
の

関
ಀ

に
つ

い
て

 

・
味

覚
は

視
覚

や
⮯

覚
に

ᙳ
㡪

さ
れ

る
の

か
 

・
᳜

物
と

イ
オ

ン
の

成
長

の
違

い
に

つ
い

て
 

・
反

ᑕ
⚄

経
を

効
率

的
に

き
た

え
る

方
法

 

・
ࣈ

ロ
ッ

コ
リ

ー
ス

プ
ラ

࢘
ト

の
成

長
と

ග
の

 

関
ಀ

 

・
シ

ࣕ
ン

プ
ー

が
㧥

に
୚

え
る

ᙳ
㡪

 

ڦ
ᆅ

学
分

㔝
（

２
）

 

・
㝵

数
（

高
さ

）
の

違
い

に
よ

る
あ

つ
さ

 

・
ࣅ

ル
㢼

の
⿕

ᐖ
を

ῶ
ら

す
工

夫
 

ᆅ Ṕ බ Ẹ
 

�
� 

ڦ
日

本
ྐ

分
㔝

（
㸲

）
 

・
ᡓ

த
を

通
し

て
長

岡
は

生
ま

れ
変

わ
っ

た
の

か
㸽

 

・
新

₲
に

⚄
社

が
多

い
理

⏤
 

・
Ἑ

஭
⥅

அ
ຓ

が
ᥥ

い
た

長
岡

⸬
の

ᮍ
᮶

と
は

㸽
 

・
㤿

高
㑇

㊧
か

ら
出

ᅵ
し

た
ⅆ

↙
ᅵ

ჾ
と

ᅵ
അ

の
ㅦ

 

ڦ
世

界
ྐ

分
㔝

（
㸲

）
 

・
ࣘ

ࢲ
ࣖ

教
の

㏕
ᐖ

の
Ṕ

ྐ
 

・
⊂

⿢
⪅

 

・
㐣

ཤ
の

␿
⑓

か
ら

学
ぶ

新
ᆺ

コ
ロ

ナ
࢘

イ
ル

ス
の

こ

れ
か

ら
 

・
㈇

の
㑇

⏘
か

ら
学

ぶ
ያ

㞔
 

ڦ
ᆅ

理
分

㔝
（

㸴
）

 

・
ᾏ

↓
し

┴
に

ᾏ
⏘

物
を

使
っ

た
㒓

ᅵ
ᩱ

理
が

あ
る

の

は
な

ぜ
か

㸽
 

・
㒔

道
ᗓ

┴
ᗇ

が
何

で
そ

の
ሙ

ᡤ
に

お
か

れ
た

の
か

 

・
世

界
の

ఫ
み

や
す

い
⾤

の
共

通
Ⅼ

や
特

ᚩ
に

つ
い

て
 

・
ಙ

ྕ
機

の
形

ែ
と

ᆅ
理

的
特

ᚩ
 

・
ᆅ

ᇦ
に

よ
る

㣗
品

の
味

・
パ

ッ
ケ

ー
ジ

の
違

い
 

・
方

ゝ
の

違
い

（
新

₲
┴

）
 

ڦ
೔

理
分

㔝
（

１
）

 

・
⮫

Ṛ
体

験
 

ڦ
ᨻ

἞
経

῭
分

㔝
（

２
）

 

・
日

本
の

㈈
ᨻ

 

・
ෝ

⨥
を

な
く

す
た

め
に

は
 

ಖ ೺ య ⫱
 

２
 

・
高

く
㣕

ࡧ
た

い
 

・
応

᥼
に

よ
る

効
果

 
英 語

 

㸴
 

・
デ

ィ
ズ

ニ
ー

プ
リ

ン
セ

ス
に

み
る

女
性

像
の

変
㑄

 

・
世

界
各

国
の

ᫎ
⏬

䛾
ẚ

㍑
䛸

䛭
䛣

䛛
䜙

Ꮫ
䜆

ᅜ
䛾

ᩥ
໬

 

・
O
ur

 E
ng

li
s
h 

is
 t

oo
 l
a
te
㸟
㸟
 

・
バ

ラ
ン

ス
の

良
い

英
語

教
育

 

・
㹑

㹂
㹅

㹱
か

ら
見

え
て

き
た

社
会

問
題
（

日
㹔

㹑
瑞

）
 

・
な

ぜ
差

別
は

起
こ

る
の

か
 

ᐙ ᗞ
 

２
 

・
お

ᘚ
当

を
お

い
し

く
見

せ
る

ᢏ
 

・
世

界
の

カ
レ

ー
の

ス
パ

イ
ス

 

㡢 ᴦ
 

２
 

・
視

覚
と

⫈
覚

の
関

ಀ
 

・
音

楽
と

作
業

効
率

の
関

ಀ
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߀
㛵

ಀ
㈨

ᩱ

ی
理

数
⛉

ㄢ
㢟

研
究

 
ࢸ

࣮
࣐

୍
ぴ

ཬ
び

ཷ
㈹

୍
ぴ

࠙
３

年
生

ࠚ
 

学
ᰯ

設
定

科
目

㹑
㹑

㹐
㹁

に
て

実
施

 

࠙
２

年
生

ࠚ
 

学
ᰯ

設
定

科
目

㹑
㹑

㹐
㹀

に
て

実
施

 

ࢧ
࢖

࢚
ࣥ

ࢫ
ࢥ

࣮
ࢫ

࣓
ࢹ

࢕
࢝

ࣝ
ࢥ

࣮
ࢫ

物
理

分
㔝

（
㸲

件
）

 

㔝
⌫

バ
ッ

ト
の

ㅦ
に

㏕
る

㸟
 

࣌
ー

パ
ー

ࣈ
リ

ッ
ジ

に
つ

い
て

の
実

験
 

ࢻ
࣑

ࣀ
ಽ

し
 

ᡴ
ち

Ỉ
に

つ
い

て
の

研
究

 

化
学

分
㔝

（
３

件
）

 

Ⅳ
㓟

長
ᣢ

ち
計

画
 

に
が

り
Ỉ

の
⃰

度
と

⫗
の

ᰂ
ら

か
さ

の
関

ಀ
 

オ
リ

ジ
ナ

ル
セ

ッ
ケ

ン
で

ở
れ

を
ⴠ

と
そ

う
㸟

生
物

分
㔝

（
㸲

件
）

 

࢚
ࣅ

に
よ

る
Ỉ

㉁
ุ

᩿
法

イ
シ

ࢡ
ラ

ࢤ
の

有
効

利
用

᳜
物

は
㟁

Ẽ
の

ຊ
で

よ
く

育
つ

か
㸽

チ
リ

メ
ン

カ
ワ

ニ
ナ

に
お

け
る

深
⣚

の
層

の
形

成
と

✵
い

た
✰

の
ಟ

᚟
 

㸨
１

ᆅ
学

分
㔝

（
１

件
）

 

バ
ッ

ࢡ
࢘

࢛
ー

タ
ー

⌧
象

の
発

生
条

件
 

数
学

分
㔝

（
１

件
）

 

２
஌

࿴
が

特
Ṧ

な
性

㉁
を

ᣢ
つ

自
↛

数
の

組
 

・
日

本
人

の
ࢲ

イ
࢚

ッ
ト

や
り

す
ࡂ

問
題

・
₎

方
⸆

に
つ

い
て

・
少

な
い

時
間

で
効

率
よ

く
ᐷ

る
た

め
の

最
適

な
方

法

と
は

・
日

本
の

解
๗

率
と

そ
の

ཎ
ᅉ

・
་

⒪
㈝

（
௓

ㆤ
㈝

）
の

ቑ
大

の
理

⏤

・
⫵

⅖
の

ᝈ
⪅

調
査

・
メ

デ
ィ

ア
౫

Ꮡ
に

よ
る

ᙳ
㡪

・
誤

ᄟ
性

⫵
⅖

を
ῶ

ら
す

・
ㄆ

知
⑕

の
ᝈ

⪅
数

と
予

㜵
法

に
つ

い
て

・
㸿

㹃
㹂

㸨
１

「
日

本
学

生
科

学
㈹

」
新

₲
┴

ᑂ
査

 
最

ඃ
⚽

㈹
 

中
ኸ

予
備

ᑂ
査

を
経

て
中

ኸ
最

⤊
ᑂ

査
へ

 

ࢧ
࢖

࢚
ࣥ

ࢫ
ࢥ

࣮
ࢫ

࣓
ࢹ

࢕
࢝

ࣝ
ࢥ

࣮
ࢫ

物
理

分
㔝

（
５

件
）

 

ᾮ
体

が
容

ჾ
を

伝
う

⌧
象

の
㜵

Ṇ
に

つ
い

て
 

⁥
り

に
く

さ
の

研
究

 
㸨

５
 

ᾋ
き

㜵
Ἴ

ሐ
に

関
す

る
研

究
 

紙
྿

㞷
の

⯙
い

方
に

関
す

る
研

究
 

㸨
１

㸨
２

㸨
３

 
 

⃿
れ

た
本

の
஝

か
し

方
に

つ
い

て
 

化
学

分
㔝

（
㸲

件
）

 

ᙉ
ຊ

な
෭

༷
๣

の
研

究
 

㸨
㸲

 

身
近

な
ᅵ

に
よ

る
セ

ラ
࣑

ッ
ࢡ

ス
の

生
成

⥆
・

長
高

ᚚ
手

Ὑ
ᾘ

⮯
計

画
 

㸨
３

㸨
５

 

↓
㟁

解
ス

ズ
め

っ
き

に
関

す
る

研
究

 

生
物

分
㔝

（
㸲

件
）

 

ࢡ
サ

ࢠ
カ

メ
ム

シ
の

㥑
㝖

法
に

つ
い

て

ࣔ
ジ

ゴ
ケ

の
発

生
理

⏤
に

㏕
る

㸟

㔮
果

向
上

の
た

め
の

㞟
㨶

法

イ
シ

ࢡ
ラ

ࢤ
の

ᢠ
カ

ࣅ
性

に
つ

い
て

ᆅ
学

分
㔝

（
１

件
）

 

ࣈ
ラ

ッ
ࢡ

ア
イ

ス
バ

ー
ン

の
発

生
条

件
に

関
す

る
研

究
 

数
学

分
㔝

（
２

件
）

 

⣲
数

で
な

い
㸴

㹬
s

１
 

㸨
３

 

వ
り

と
行

列
を

用
い

た
ᚠ

⎔
数

列
の

生
成

 

༴
䛺

䛔
䟿

᪥
ᮏ

䛾
ᮍ

᮶
 

༴
䛺

䛔
䟿

ᮍ
᮶

䛾
⊩

⾑
 

ே
⏕

䛾
Ỵ

䜑
ᡭ

䛿
╧

╀
䟿

 

䜂
䛸

䛴
䜎

䜏
䛷

ኚ
䛘

䜘
䛖

 
䠆

䠓
 

䝤
䝹

䞊
䝷

䜲
䝖
䛛

䜙
┠

䜢
Ᏺ

䜝
䛖

䟿
㻍 

䠆
䠒

 

㸨
１

「
㹑

㹑
㹆

全
国

研
究

発
表

会
」

௦
表

 
 

㸨
２
「
国
際
科
学
会
議
㸸
7
h
e
 
㸷

t
h
 
$
s
i
a
 
P
a
F
i
I
i
F
 
 

&
on
Ie
re
nF
e 
o
I 
<o
un
g 
SF
i
en
ti
st
s 

（
$
P
&
<
S
 
�
�
�
�
）

」
௦

表
 

㸨
３

「
㹑

㹑
㹆

理
数

科
サ

イ
࢚

ン
ス

コ
ー

ス
課

題
研

究
 

発
表

会
」

学
長

ዡ
ບ

㈹
 

㸨
㸲

「
日

本
学

生
科

学
㈹

」
新

₲
┴

ᑂ
査

 
ඃ

⚽
㈹

 
㸨

５
「

日
本

学
生

科
学

㈹
」

新
₲

┴
ᑂ

査
 

ዡ
ບ

㈹
 

㸨
㸴
「

⤫
計

グ
ラ

フ
ポ

ス
タ

ー
コ

ン
ࢡ

ー
ル
（

ᰯ
内

ᑂ
査

） 
「

新
₲

┴
グ

ラ
フ

コ
ン

ࢡ
ー

ル
」

の
௦

᭰
大

会
 

最
ඃ

⚽
㈹

 
㸨

㸵
「

⤫
計

グ
ラ

フ
ポ

ス
タ

ー
コ

ン
ࢡ

ー
ル
（

ᰯ
内

ᑂ
査

） 
「

新
₲

┴
グ

ラ
フ

コ
ン

ࢡ
ー

ル
」

の
௦

᭰
大

会
 

特
別

㈹
 

国
語

国
語

総
合

4

現
代

文
B

4

古
典

B
4

数
学

数
学

Ⅰ
3

数
学

Ⅱ
4

数
学

Ⅲ
5

数
学

Ａ
2

数
学

Ｂ
2

保
健

体
育

体
育

7
～
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保
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外
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ｺ
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ｹ
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英
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Ⅰ
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Ⅱ
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Ⅱ
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基
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2

S
S

S
S
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Ⅰ
2

S
S
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Ⅱ
1

1

㻥
㻥

3
～
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特
別

活
動

L
 H

 R
3

1
0
5

総
計

教
科

合
計

芸
術 総

合
的

な
探

究
の

時
間

1
1

13

3
3

3
2

2

2

3
3

3

1

3
3

3
3

4

1

2

2

1
1

13
3

2

3
5

3
5

3
5

3
5

3
5

1
13
3

2
㻥

4

4
4

4
4 3

2

2

音
楽

Ⅱ
2

4

2

書
道

Ⅰ
2

2

美
術

Ⅰ

3

音
楽

Ⅰ
2

2

2
2

2

2

1
1

1

総
合

理
科

Ａ

5

地
学

基
礎

2

総
合

理
科

Ｂ
3

4
生

物

4

生
物

基
礎

2
2

2

4
化

学

化
学

基
礎

2
2

2

7

2

2

5

5

ᨻ
἞

䞉
⤒

῭
総

合

3

公
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現
代

社
会
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2

地
理

総
合

1
2

1
4

3

2 2

2

3

地
理

Ｂ
4 2

3
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標
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単
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⣔
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⣔
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令
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２
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度
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学
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育
課

程
表
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科
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１
年

２
年

３
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必
修
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修

必
修

必
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3
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4

4

4

೔
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総
合

㑅
ᢥ

3
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日
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史
Ｂ

4
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2

೔
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4

世
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総

合

日
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史
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合

2
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ᨻ
἞

䞉
⤒

῭

4

3

理
科

物
理

基
礎

2

物
理

1

4
2

国
語

国
語

総
合

4

現
代

文
B

4

古
典

B
4

地
理

歴
史

世
界

史
Ａ

2

公
民

現
代

社
会

2

保
健

体
育

体
育

7
～

8

保
健

2

外
国

語
ｺ
ﾐｭ

ﾆ
ｹ

ｰ
ｼ
ｮﾝ

英
語

Ⅰ
3

ｺ
ﾐｭ

ﾆ
ｹ

ｰ
ｼ
ｮﾝ

英
語

Ⅱ
4

ｺ
ﾐｭ

ﾆ
ｹ

ｰ
ｼ
ｮﾝ

英
語

Ⅲ
4

英
語

表
現

Ⅰ
2

英
語

表
現

Ⅱ
4

家
庭

家
庭

基
礎

2
2 2

S
S

Ｓ
Ｓ

Ｒ
Ａ

Ｓ
Ｓ

Ｒ
Ｂ

Ｓ
Ｓ

Ｒ
Ｃ

1
0
2

3
～

6

特
別

活
動

L
 H

 R
3

1
0
8

標
準

単
位

数

芸
術

理
数

総
計

3
6

3
6

教
科

合
計

3
4

3
4

3
6

総
合

的
な

探
究

の
時

間
1

1
1

1
1

13
4

2

1

5

2

理
数

物
理

探
究

5
5

理
数

生
物

探
究

理
数

生
物

3
～

1
0

3
2

5
理

数
化

学
3
～

1
0

3

理
数

物
理

3
～

1
0

3
2

理
数

数
学

Ⅱ
8
～

1
5

2
5

4

理
数

数
学

特
論

2
～

7
2

2

理
数

数
学

Ⅰ
4
～

7
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2
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Ⅰ
2
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1
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音
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Ⅰ
2

2

3
3

2

3
2

2

2

日
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史
Ｂ

4
3

3
3

3
地

理
Ｂ
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必
修

必
修

5

2
2

2
3

令
和

２
年

度
入

学
生

（
理

数
科

）
教

育
課

程
表

教
科

科
目

１
年

２
年

３
年

必
修
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ڦ
➨

１
ᅇ
㐠
Ⴀ

ᣦ
ᑟ

ጤ
ဨ
఍

ࡢ
グ

㘓
（
書
㠃
開
ദ
，
以
下
１
，
２
に
つ
い
て
୺
な
意
見
・
㉁
問
と
学
ᰯ
の
回
⟅
）

１
 

௧
࿴
２
年

度
新

₲
┴
立

長
岡

高
等
学

ᰯ
ス

ー
パ
ー

サ
イ

࢚
ン
ス

ࣁ
イ

ス
ࢡ
ー

ル
事

業
計
画

書
に

つ
い
て

 

ࠐ
コ

ロ
ナ
⚝
に

お
け

る
㐠
Ⴀ

 

計
画
の
㐜
れ
や
中
Ṇ
は
や
ࡴ
を
得
な
い
の
で
，
㐣
ᐦ
ス
ケ
ジ
ࣗ
ー
ル
を
と
ら
ず
に
Ᏻ
全
性
を
確
保
す
る
。
౛
年
の
や
り
方

を
積
極
的
に
変
え
て
い
く
ዎ
機
と
ᤊ
え
，
ྍ
⬟
な
⠊
ᅖ
で
生
徒
の
᥈
究
心
を
向
上
で
き
る
よ
う
に
進
め
て
࡯
し
い
。
 

㹏
㸬
仮
説
５
に
か
か
わ
る
事
業
（
出
๓
ᤵ
業
等
）
の
௦
᭰
に
つ
い
て
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。
 

㸿
㸬
中
学
生
対
象
の
ᶍ
ᨃ
ᤵ
業
は
㸶
᭶
�1
�
�日

（
ⅆ
）
開
ദ
の
「
理
数
科
説
明
会
」
で
実
施
予
定
。
長
岡
ᕷ
立
表
⏫
ᑠ
学

ᰯ
で
の
出
๓
ᤵ
業
は
今
後
ᑠ
学
ᰯ
と
相
ㄯ
の
上
，
実
施
の
ྍ
ྰ
を
検
討
。
中
Ṇ
と
な
っ
た
事
業
は
᮶
年
度
実
施
予
定
。
 

ࠐ
㹇
㹁
㹒
の
活
用
 

・
対
㠃
と
㐲
㝸
で
は
得
ら
れ
る
効
果
が
違
う
。
୧
⪅
を
組
み
合
わ
せ
て
，
機
会
を
ᗈ
げ
て
࡯
し
い
。
஺
流
の
発
ᒎ
ᆺ
と
し

て
，
長
岡
高
ᰯ
が
イ
ニ
シ
ア
チ
ࣈ
を
と
り
，
┴
内
㹑
㹑
㹆
ᰯ
が
༠
ຊ
し
て
共
ྠ
研
究
を
す
る
の
も
良
い
の
で
は
。

・
研
究
発
表
動
画
を
㏦
る
等
，
３
ᐦ
を
㑊
け
て
の
実
施
は
ホ
౯
で
き
る
が
，
完
全
一
方
通
行
な
の
で
㐠
Ⴀ
が
㞴
し
い
。

・
オ
ン
ラ
イ
ン
を
㍈
に
す
る
こ
と
で
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
ྍ
⬟
に
な
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
正
確
࡞
意
思
伝
達
・
理
解
に
は
，

論
理
的
思
考
ຊ
・
ᢈ
ุ
的
思
考
ຊ
ཬ
ࡧ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
⬟
ຊ
が
要
求
さ
れ
，
う
ま
く
利
用
す
れ
ࡤ
よ
い
⦎
習
に
な
る
。
 

ࠐ
課

題
研
究
の

実
施

ᮇ
間
の

長
ᮇ

化
に
つ

い
て
 

༑
分

な
テ

ー
マ

設
定

時
間

を
確

保
し

て
も

，
フ

࢓
シ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

が
機

⬟
し

な
け

れ
ࡤ

時
間

の
ᾉ

㈝
。
「

複
数

の
発

表

機
会

を
設

け
る

」
こ

と
も

，
発

表
の

た
め

の
結

論
を

ᛴ
ࡄ

と
「

研
究

の
内

容
」

が
␯

か
に

な
り

か
ࡡ

な
い

の
で

，
「

㏵
中

経
㐣
の
発
表
」「

次
の
ス
テ
ッ
プ
に
⧅
げ
る
た
め
の
発
表
」
が
で
き
る
よ
う
に
指
導
す
る
。
 

㹏
㸬
時
間
確
保
が
ཝ
し
い
中
，
研
究
の
ど
の
㒊
分
を
長
く
し
た
の
か
。
 

㸿
㸬
文
献
調
査
や
テ
ー
マ
設
定
の
時
間
を
長
く
し
，
ま
た
発
表
の
機
会
を
複
数
回
設
け
た
。
発
表
๓
後
で
研
究
を
ま
と
め
，

እ
㒊

指
導

⪅
か

ら
ຓ

ゝ
を

㡬
く

こ
と

で
，

ᨵ
ၿ

Ⅼ
や

新
た

な
課

題
を

見
い

だ
し

，
研

究
の

深
化

に
つ

な
が

る
と

考
え

る
。
 

㹏
㸬

各
段

㝵
で

か
か

っ
た

時
間

（
テ

ー
マ

決
定

，
研

究
‽

備
の

関
㐃

㈨
ᩱ

཰
㞟

ㄞ
み

込
み

と
仮

説
設

定
，

実
験

，
検

証
，

ま
と
め
）
は
。
段
㝵
ࡈ
と
の
時
間
を
知
る
こ
と
で
，
苦
労
し
た
段
㝵
が
わ
か
り
，
指
導
ᨵ
ၿ
に
つ
な
が
る
。
 

㸿
㸬
理
数
科
は
，
１
年
生

1
�
᭶
か
ら
༙
年
間
で
グ
ル
ー
プ
ࡈ
と
に
研
究
テ
ー
マ
を
設
定
す
る
。
そ
の
際
，
ඛ
㍮
や
他
ᰯ

の
論
文
を
参
考
に
興
味
あ
る
分
㔝
を
見
つ
け
予
備
実
験
を
行
っ
た
り
，
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
文
献
を
᥈
す
。
１
年
生
３

᭶
の
テ
ー
マ
発
表
会
で
の
指
᦬
を
ཷ
け
，
２
年
生
か
ら
研
究
を
始
め
る
。
２
年
生
で
は
中
間
発
表
会
を
２
回
行
う
。
こ
れ

ま
で
の
研
究
の
ま
と
め
や
他
ᰯ
の
研
究
発
表
の
見
学
，
እ
㒊
指
導
⪅
か
ら
の
ຓ
ゝ
な
ど
か
ら
，
ᨵ
ၿ
Ⅼ
や
新
た
な
課
題
を

見
い
だ
し
，
研
究
の
深
化
に
つ
な
げ
る
。
そ
の
後
３
᭶
ま
で
研
究
を
⥅
⥆
し
，
３
年
生
の
㸲
᭶
中
᪪
に
最
⤊
発
表
会
を
行

う
。
 

ࠐ
ホ

౯
に
つ
い

て
 

・
ル
ー
ࣈ
リ
ッ
ࢡ
ホ
౯
は
，
成
⦼
ホ
౯
の
一
㈏
性
・
公
平
性
と
学
習
≧
ἣ
や
ಟ
得
≧
ἣ
の
正
確
な
ᢕ
ᥱ
と
の
ව
ࡡ
合
い
を

考
え
な
が
ら
，
ル
ー
ࣈ
リ
ッ
ࢡ
表
を
⤯
え
ず
ᨵ
ゞ
す
る
必
要
が
あ
り
，
経
年
変
化
を
ホ
౯
す
る
際
に
も
ὀ
意
が
必
要
。

・
生

徒
の

行
動

変
容

の
ホ

౯
方

法
に

つ
い

て
ᑓ

㛛
ᐙ

の
指

導
を

ཷ
け

た
の

は
良

い
試

み
。
「

ホ
౯

が
人

を
育

て
る

」
と

ゝ

� 

わ
れ
る
の
で
，「

長
岡
高
等
学
ᰯ
㹑
㹑
㹆
事
業
を
通
し
て
変
容
し
た
生
徒
像
」
を
生
徒
に
♧
す
と
良
い
。
 

㹏
㸬
仮
説
全
体
に
つ
い
て
，
ど
の
よ
う
な
ホ
౯
方
法
を
と
る
の
か
。
 

㸿
㸬
ル
ー
ࣈ
リ
ッ
ࢡ
か
ら
得
ら
れ
る
数
್
デ
ー
タ
と
，
意
㆑
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
得
ら
れ
る
結
果
を
，
年
度
ࡈ
と
に
比

較
し
て
生
徒
の
⬟
ຊ
の
ఙ
長
を
検
証
す
る
。
ま
た
各
事
業
に
関
し
て
，
生
徒
・
教
員
・
そ
の
他
参
加
⪅
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
を
検
証
し
，
必
要
な
ᨵ
ၿ
を
行
う
。
さ
ら
に
㐠
Ⴀ
指
導
ጤ
員
か
ら
の
意
見
を
各
事
業
の
ᨵ
ၿ
に
つ
な
げ
る
。
 

ࠐ
そ

の
他
 

・
仮
説
２
に
つ
い
て
，
全
員
に
取
り
組
ま
せ
れ
ࡤ
୺
体
性
と
課
題
解
決
ຊ
が
高
ま
る
と
い
う
の
は
短
⤡
的
。

・
学

際
的

な
ᨻ

⟇
は

今
後

必
要

に
な

る
の

で
，

普
通

科
１

，
２

年
生

が
研

究
開

発
に

参
加

し
て

い
る

の
は

⣲
ᬕ

ら
し

い
。
 

・
ࢡ
リ
テ
ィ
カ
ル
シ
ン
࢟
ン
グ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
，
デ
ィ
ベ
ー
ト
等
は
，
科
学
的
で
自
⏤
な
思
考
，
発
想
の
カ
⦎
に
㈨
す
る
。

・
ᤵ
業
公
開
は
あ
る
程
度
公
開
対
象
の
的
を
絞
っ
て
，
対
象
に
合
わ
せ
た
ᤵ
業
を
公
開
す
る
と
よ
り
効
果
的
。

・
「
想
定
さ
れ
な
い
㉁
問
に
⮫
機
応
変
に
対
応
す
る
⬟
ຊ
」
が
今
後
の
社
会
で
は
必
要
。

㹏
㸬

㹑
㹑

㹆
事

業
に

お
け

る
サ

イ
࢚

ン
ス

は
，

い
わ

ࡺ
る

「
自

↛
科

学
」

の
み

を
指

す
の

か
，「

社
会

科
学

」
の

よ
う

な
㡿
ᇦ
も
課
題
研
究
と
し
て
扱
う
の
か
。
普
通
科
は
ど
ん
な
テ
ー
マ
で
課
題
研
究
を
や
っ
て
い
る
の
か
。

㸿
㸬

普
通

科
で

は
「

人
文

科
学

」
や

「
社

会
科

学
」

の
㡿

ᇦ
も

テ
ー

マ
と

し
て

扱
う

。
᫖

年
の

研
究

テ
ー

マ
౛

は
，
「

平

Ᏻ
時
௦
と
⌧
௦
の
ᜊ
ᶍ
様
の
考
察
」
「
⪥
に
ṧ
る
㹁
㹋
に
つ
い
て
の
研
究
」
な
ど
。

２
 

௧
࿴
２
年

度
㹑

㹑
㹆
理

数
科

サ
イ
࢚

ン
ス

コ
ー
ス

 
課

題
研
究

発
表

会
要
᪨

㞟
に

つ
い
て

 

ࠐ
テ

ー
マ
設
定

に
つ

い
て
 

研
究
テ
ー
マ
の
着
想
に
は
興
味
深
い
も
の
が
多
い
。
日
ᖖ
生
活
や
᪤
習
事
㡯
と
関
㐃
す
る
テ
ー
マ
を
見
い
だ
し
，
理
科
の

見
方

・
考

え
方

を
生

か
し

て
研

究
を

進
め

て
い

る
。

ま
た

ඛ
行

研
究

か
ら

ᘬ
き

⥅
い

だ
研

究
が

ቑ
え

た
Ⅼ

は
ᮃ

ま
し

い
。

⥅
⥆

研
究

は
，
「

時
間

が
᮶

た
ら

↓
理

に
ࠗ

結
論

࠘
を

出
す

」
こ

と
な

く
ࡌ

っ
く

り
と

取
り

組
め

る
こ

と
，

後
㍮

へ
「

正

確
に
伝
え
る
」
た
め
の
カ
⦎
が
で
き
る
こ
と
な
ど
利
Ⅼ
が
多
い
。
 

ࠐ
要

᪨
の
内
容

に
つ

い
て
 

・
ゝ
い
た
い
こ
と
が
༑
分
に
表
⌧
さ
れ
て
い
な
い
要
᪨
が
多
い
。
発
表
内
容
を
ᅛ
め
る
時
ᮇ
を
早
め
る
と
と
も
に
，
研
究

の
各
段
㝵
で
実
験
結
果
を
し
っ
か
り
と
考
え
て
，
他
人
に
伝
わ
る
よ
う
に
文
書
で
自
分
の
考
え
を
表
⌧
し
，
ᢈ
ホ
を
ཷ
け

る
機
会
（
ྠ
時
に
人
の
文
書
を
ᢈ
ุ
的
に
ㄞ
ࡴ
カ
⦎
に
も
な
る
）
を
取
り
ධ
れ
ら
れ
な
い
か
。

・
研
究
の
目
的
で
は
，
ඛ
行
研
究
と
の
つ
な
が
り
を
明
確
に
す
る
。

・
ඛ
行
研
究
の
内
容
が
ㄞ
⪅
に
正
確
に
伝
わ
ら
ず
，
そ
の
ඛ
の
研
究
が
理
解
で
き
な
い
も
の
が
多
い
。

・
研

究
テ

ー
マ

か
ら

一
㊊

㣕
ࡧ

に
実

験
に

進
み

，
「

テ
ー

マ
の

何
を

知
る

た
め

の
実

験
か

」
を

考
え

る
プ

ロ
セ

ス
が

␯
か

に
な

っ
て

い
る

。
ま

た
実

験
条

件
の

設
定

が
᭕

᫕
で

，
結

果
が

᜛
意

的
に

解
㔘

さ
れ

て
い

る
も

の
も

あ
る

。
「

科
学

の
作

法
」
に
則
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
る
か
心
配
な
も
の
，「

ഇ
科
学
」
に
㝗
り
そ
う
で
心
配
な
も
の
も
あ
っ
た
。

・
ど
の
課
題
も
条
件
が
多
ᒱ
に
Ώ
る
た
め
，
実
験
検
証
が
୙
༑
分
。
結
果
の
理
⏤
ま
で
考
え
が
⮳
っ
て
い
な
い
研
究
も
あ

り
，
考
察
に
お
い
て
も
୙
༑
分
さ
が
目
立
つ
。
実
験
内
容
と
得
ら
れ
た
結
論
が
要
᪨
か
ら
わ
か
ら
な
い
も
の
が
多
い
。

・
実

験
結

果
の

グ
㏙

に
つ

い
て

は
，

定
性

性
は

㏙
べ

ら
れ

て
い

る
も

の
の

定
㔞

性
が

༑
分

で
な

い
研

究
が

ᩓ
見

さ
れ

る
。

定
㔞
性
を
♧
す
に
し
て
も
基
‽
や
ᑻ
度
が
明
確
で
な
い
結
果
も
ᩓ
見
さ
れ
た
。

・「
研
究
の
ま
と
め
」
が
実
験
結
果
の
ま
と
め
に
と
ど
ま
り
，「

研
究
の
目
的
」
の
何
が
達
成
さ
れ
，
何
が
課
題
と
し
て
ṧ
�

っ
た
の
か
，
を
グ
㏙
し
て
い
な
い
も
の
が
あ
る
。
ṧ
さ
れ
た
課
題
を
明
確
に
す
る
と
，
研
究
の
⥅
⥆
性
が
生
ま
れ
る
。

「࣭
研

究
の

目
的

」
と

つ
な

が
る

「
研

究
結

果
の

意
⩏

」
や

「
今

後
の

研
究

へ
の

ᮇ
ᚅ

・
ᒎ

ᮃ
」

に
つ

い
て

，
要

᪨
の

最

後
に
グ
し
て
も
良
い
の
で
は
。

・
文

と
写

┿
に

加
え

て
図

を
ධ

れ
る

な
ど

，
何

を
研

究
し

ど
ん

な
実

験
を

し
た

の
か

を
わ

か
り

や
す

く
伝

え
る

と
よ

࠸
。

ࠐ
そ

の
他
 

・
研
究
タ
イ
ト
ル
に
つ
い
て
，
身
近
な
テ
ー
マ
は
，
問
題
の
本
㉁
を
๪
題
と
し
て
ᥦ
♧
す
る
形
に
し
た
࡯
う
が
，
科
学
の

何
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
か
，
᰿
本
視
Ⅼ
を
よ
り
意
㆑
す
る
よ
う
に
な
る
。

・
研
究
発
表
会
で
の
口
㢌
説
明
と
文
㠃
要
᪨
と
で
は
，
行
間
の
⿵
㊊
的
要
⣲
が
↓
い
た
め
，
物
㊊
り
な
さ
を
感
ࡌ
る
。
他

ᰯ
と

஺
流

し
て

自
分

の
立

ち
఩

⨨
や

Ꮡ
ᅾ

を
相

対
的

に
確

ㄆ
し

つ
つ

，
人

生
と

い
う

͆
Ṍ

͇
を

進
め

て
行

っ
て

࡯
し

い
。
 

・
こ

の
課

題
研

究
の

中
か

ら
，

１
つ

で
も

い
い

の
で

，
「

も
う

一
Ṍ

✺
っ

込
ん

で
一

生
の

研
究

に
」

と
い

う
生

徒
が

出
て

ࡃ
る
と
，
ま
た
別
の
意
味
で
，
本
事
業
の
意
⩏
が
大
き
く
な
る
も
の
と
思
う
。
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ࠐ
コ

ロ
ナ
⚝
で

の
工

夫
に
つ

い
て

・
コ
ロ
ナ
⚝
で
の
様
々
な
制
⣙
の
中
，
㹇
㹁
㹒
を
利
用
し
た
活
動
な
ど
新
し
い
こ
と
に
ᣮ
ᡓ
し
た
り
，
積
極
的
に
ᰯ
እ
の

コ
ン
ࢡ
ー
ル
等
に
参
加
し
て
い
る
の
は
ホ
౯
で
き
る
。
パ
ン
デ
࣑
ッ
ࢡ
が
⤊
ᜥ
し
た
後
も
オ
ン
ラ
イ
ン
の
活
用
は
ṧ
っ
て

い
く
の
で
，
新
し
い
チ
ࣕ
ン
ス
と
ᤊ
え
て
事
業
を
進
め
る
と
よ
い
。

・
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
発
表
等
に
ᣮ
ᡓ
す
る
こ
と
は
と
て
も
よ
い
が
，
発
表
の
た
め
に
作
業
を
し
て
し
ま
う
こ
と
が
な
い
よ

う
に
，
ᖖ
に
科
学
の
作
法
に
๎
っ
て
研
究
を
進
め
る
よ
う
に
。
=
O
O
M
の
発
表
は
生
の
発
表
以
上
に
「
᱁
ዲ
い
い
結
論
」
を
発

表
し
た
く
な
る
傾
向
が
あ
る
。
少
な
く
と
も
ᰯ
内
の
発
表
で
は
，
ኻ
ᩋ
，
苦
労
，
ດ
ຊ
と
い
っ
た
㒊
分
を
㞃
さ
ず
見
せ
て

い
く
と
よ
い
。

ࠐ
ホ

౯
に
つ
い

て
 

Q.
ᑠ
学
ᰯ
へ
の
出
๓
ᤵ
業
で
ᤵ
業
を
や
っ
た
生
徒
の
中
で
教
員
に
な
っ
た
生
徒
は
い
る
か
㸽

 
A.
そ
こ
ま
で
の
追
㊧
は
で
き
て
い
な
い
。
理
数
科
の
生
徒
で
教
育
系
に
進
ࡴ
生
徒
自
体
ࡈ
く
少
数
で
あ
る
た
め
，
࡯
と
ん

ど
い
な
い
と
予
想
で
き
る
。
⌧
ᅾ
༞
業
生
の
メ
ー
ル
ア
ࢻ
レ
ス
を
཰
㞟
し
，
大
学
༞
業
後
の
進
㊰
の
調
査
が
で
き
る
よ
う

に
し
た
の
で
，
今
後
は
追
㊧
で
き
る
生
徒
が
ቑ
え
て
い
く
。

・
追
㊧
調
査
を
行
い
生
徒
が
ど
う
育
っ
た
か
を
ሗ
࿌
書
に
┒
り
込
ん
で
い
く
と
よ
い
。

・
１
つ
１
つ
の
事
業
が
目
標
に
対
し
て
ど
う
い
う
成
果
が
あ
っ
た
か
を
ホ
౯
し
て
，
全
体
を
見
┤
す
こ
と
。
生
徒
が
事
業

を
通
ࡌ
て
ど
う
変
わ
っ
た
か
を
検
証
し
て
事
業
ᨵ
ၿ
に
つ
な
げ
る
よ
う
に
。

・
中
学
時
௦
か
ら
㈹
を
と
っ
た
り
理
科
に
興
味
を
も
っ
て
活
動
し
て
い
る
生
徒
た
ち
が
今
も
活
㌍
し
て
い
る
と
い
う
༳
象

が
あ
る
。
高
ᰯ
で
の
活
動
を
通
ࡌ
て
ど
の
よ
う
に
意
㆑
が
変
わ
っ
て
い
っ
た
の
か
を
調
べ
て
ア
ࣆ
ー
ル
し
て
い
く
と
よ
い
。 

・
理
科
に
ᙉ
く
関
心
が
あ
る
層
に
ᘬ
っ
張
ら
れ
て
ఙ
ࡧ
て
い
く
生
徒
た
ち
の
様
Ꮚ
を
知
り
た
い
。
ア
ン
ケ
ー
ト
だ
け
で
な

く
イ
ン
タ
ࣅ
ࣗ
ー
等
で
生
の
ኌ
を
聞
く
と
よ
い
。

ࠐ
意

ḧ
の
ႏ
起

に
つ

い
て
 

・
意
ḧ
を
も
っ
て
実
験
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
様
Ꮚ
が
見
え
る
。
研
究
の
㐣
程
を
見
せ
て
も
ら
い
ヰ
を
し
た
が
，
対
等
な

ヰ
が
で
き
る
く
ら
い
知
㆑
と
⇕
意
を
生
徒
が
ᣢ
っ
て
い
た
。

・
生
徒
が
い
き
い
き
と
活
動
し
て
お
り
，
ኻ
ᩋ
し
て
も
ま
た
工
夫
し
て
取
り
組
ࡴ
意
ḧ
が
感
ࡌ
ら
れ
た
。

・
時
間
が
限
ら
れ
て
い
る
中
で
ᰯ
እ
の
発
表
会
に
参
加
し
，
英
語
で
発
表
で
き
た
の
は
と
て
も
よ
か
っ
た
。
限
ら
れ
た
条

件
の
中
で
日
ᖖ
的
に
่
⃭
を
ཷ
け
て
よ
り
高
み
を
目
指
せ
る
の
が
㹑
㹑
㹆
の
良
さ
な
の
で
，
⎔
ቃ
を
ᩚ
え
，
生
徒
を
ఙ
ࡤ

せ
る
よ
う
に
し
て
い
る
の
は
ホ
౯
で
き
る
。

ࠐ
社

会
に
目
を

向
け

た
研
究

 
・
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ー
ス
で
་
⒪
に
関
す
る
㒊
分
，
社
会
に
関
す
る
こ
と
や
「
人
と
の
関
ಀ
」
を
取
り
扱
っ
て
い
た
の
が

と
て
も
よ
い
。

・
コ
ロ
ナ
⚝
を
自
分
の
問
題
と
し
て
ᤊ
え
て
，
社
会
に
目
を
ᗈ
げ
て
献
⾑
等
様
々
な
問
題
に
目
を
向
け
，
当
事
⪅
意
㆑
を

も
っ
て
研
究
を
し
て
い
る
。
⚾
ᶒ
の
制
限
や
差
別
問
題
等
に
も
，
文
系
理
系
཮
方
か
ら
目
を
向
け
ら
れ
る
の
で
は
。

・
今
ᡃ
々
が
ᢪ
え
て
い
る
問
題
は
社
会
科
学
，
自
↛
科
学
の
知
見
が
ᖜ
ᗈ
く
必
要
な
の
で
，
࢟
ࣕ
リ
ア
デ
ࢨ
イ
ン
ࢶ
ア
ー

（
௦
᭰
ㅮ
⩏
）
で
人
文
科
学
系
の
ඛ
生
を
࿧
ん
で
の
ㅮ
⩏
は
⣲
ᬕ
ら
し
い
。

Q.
࢟
ࣕ
リ
ア
デ
ࢨ
イ
ン
の
Ⅼ
か
ら
こ
の
よ
う
な
ㅮ
⩏
を
設
定
し
た
目
的
は
何
か
。

A.
自
分
の
ᑗ
᮶
の
姿
を
ᥥ
い
て
࡯
し
い
。
ㅮ
₇
⪅
の
ᑓ
㛛
分
㔝
は
必
ず
し
も
生
徒
の
興
味
と
は
一
⮴
し
な
い
が
，
自
分
の

生
き
方
・
ാ
き
方
や
社
会
へ
の
㈉
献
の
௙
方
を
考
え
る
一
ຓ
に
し
て
࡯
し
い
。

ࠐ
㐃

ᦠ
 

・
科
学
研
究
発
表
会
等
の
規
ᶍ
が
⦰
ᑠ
し
た
り
中
Ṇ
に
な
っ
た
り
し
た
が
，
᮶
年
以
㝆
ま
た
よ
い
形
で
㐃
ᦠ
し
て
い
き
た

い
。
高
ᰯ
の
ᤵ
業
が
ㅮ
⩏
を
ཷ
け
身
に
⫈
い
て
い
る
も
の
で
は
な
く
，
生
徒
が
プ
レ
ゼ
ン
等
活
動
し
て
い
る
こ
と
を
⌧
ሙ

に
伝
え
た
い
。
ᑠ
学
ᰯ
，
中
学
ᰯ
と
の
㐃
ᦠ
は
Ꮚ
ど
も
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
か
Ẽ
に
な
っ
て
い
る
。

・
ᑠ
学
ᰯ
，
中
学
ᰯ
か
ら
研
究
を
⥆
け
て
い
る
生
徒
が
い
る
と
い
う
ヰ
を
聞
く
と
，
㐃
ᦠ
は
大
切
だ
と
感
ࡌ
る
。

ࠐ
そ

の
他
 

・
ጜ
ጒ
㒔
ᕷ
フ
࢛
ー
ト
ワ
ー
ス
か
ら

1
�
年
๓
，
高
ᰯ
生
ྠ
ኈ
で
科
学
の
こ
と
で
何
か
一
⥴
に
で
き
な
い
か
と
い
う
ᕼ
ᮃ

が
あ
っ
た
。
当
時
は
⤂
௓
で
き
る
高
ᰯ
が
な
か
っ
た
が
，
長
岡
高
ᰯ
の
研
究
へ
の
意
Ẽ
込
み
を
見
る
と
ྍ
⬟
で
は
な
い
か
。

生
徒
も

=
O
O
M
等
で
の
஺
流
に
័
れ
て
き
て
い
る
の
で
，
今
後
に
ᮇ
ᚅ
し
て
い
る
。

・
論
理
的
思
考
ຊ
は
も
ち
ろ
ん
，
指
♧
ᚅ
ち
に
な
ら
ず
に
動
く
こ
と
が
で
き
，
ᅔ
㞴
に
も
㈇
け
な
い
ᙉ
い
意
ᚿ
を
も
っ
て

ດ
ຊ
が
で
き
る
生
徒
に
社
会
に
出
て
࡯
し
い
。
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ࡿࡍᡂ⫱ࢆ学ᢏ⾡ேᮦ⛉࡞㧗ᗘࠊ࡚ࡗよ࡟

˕સߏਫ਼ై͗
՟ୌڂݜͶखΕૌ΋

ήϫʖώ
ϩͶ׈༄
ͤΖ
߶ౕ͵
Ռָٗढ़
ＳＳＲＡ（理਼科1೧ʥࡒਕܧ

ＳＳＲⅠʤ෕通科1೧ʥ
՟ୌڂݜのたΌの学ߏઅఈ科⽬

ＳＳＲＢʤ理਼科2೧ʥ
ＳＳＲⅡʤ෕通科2೧ʥ

ＳＳＲＣʤ理਼科3೧ʥ

෵਼յの発表でのࢨ಍ঁ⾔

ॉ分なชݛ௒ࠬʀτーϜઅఈ

՟ୌڂݜ ੔ՎΝΉͳΌΖڂݜ˕
੔Վ͹ӵ༃ڂݜ˕
੔ՎΝ൅නڂݜ˕

৿̟̪̪ݟ׃ਫ਼ైڂݜ൅නճ

ʀ՟ୌ̘ڂݜʤ理਼科ʥ
ʀ՟ୌેخڂݜʤ෕通科ʥ
ʀέϨτΡΩϩシンΫングトϪーニング
ʀ科学英語Ϩ
ʀ̪̪৚ๅ
ʀ߶୉࿊ܠ講࠴

ʀ՟ୌ̙ڂݜʤ理਼科ʥ
ʀ՟ୌڂݜʤ෕通科ʥ
ʀυΡϗート
ʀ౹ܯ学
ʀ科学英語ϩ

ʀ՟ୌ̚ڂݜʤ理਼科ʥ
ʀ科学英語Ϫ

ք֐Ͳ͹੔Վ൅න

Ν཈੔ͤΖྙેخ˕

ՌָࢂࢺࢫࢸࣥࢥՅ

ஏҮ͹
ཀྵ਼گү͹
஦֫ڎ఼

˕दۂրવ
˕ஏҮ΃͹෕ٶʤௗԮஏҮཀྵՌگүιϱνʖͳ͹࿊ܠʥ

रճݜҽگ˕ ˕Ռָܧέϧϔ͹׈੓Կ

ϩʖϔϨρέ
ϛʖφϓΧϨΨ
̠̜̚Ϡυϩ͹׈༽

˕࿨ཀྵదྙߡࢧʀ൹൓దྙߡࢧʀυΡηΩρεϥϱ೵ྙ
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